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1家 庭の食事 にかんす るライ フ ・ヒス トリー調査(資 料編)

1家 庭 の食 事 に か んす る ライ フ ・ヒス トリー調 査

井上 忠司 ・熊倉 功夫 ・芳井 敬郎

調査者　No.2(m)　 　　　　　　　　　　 調査 日　 昭和58年7月23日(土 曜 日)

被調査者　M.Y.　 性 別　 f　　　　　　 出生年　 明治28年(88歳)(第5子)

出生地　兵庫県神戸市長 田区N町

生家の職業　農業

現住所　兵庫県神戸市長 田区K町

住所 の変更 とそ の年度　 神戸市長 田区N町 一中央 区N町(大6)一 中央区K町(大7)一 長 田区

K町(大12)

最終学 歴　 S高 等女学校 　　　　　　　　　 結婚　大正6年(23歳)

被調査者 との関係　母方の祖母の兄嫁

1.箱 膳の時期(～ 大正2年 〔1913〕,神戸市長田区N町)

A.め いめいに箱膳があ ってな,そ の箱膳 にはふたがあ って,そ のふたを取 って,そ の上 にお茶

　わん,箸,小 皿 なんか 出 しよって食 べたな あ。で もうちが百姓や さかい,お 昼は,あ が り口に

腰掛け てお茶漬 さらさらや った。普通は箱膳なんて言わへん で,「お膳,出 し」 って言 い よっ

　た。'お膳 って言 うただけでわか った さかいな。そ してその箱膳 は,た しか大正2年 ぐらい まで

　やわ。その時分,家 に いたのは,両 親 と,兄 が二人 と(一 番上 の姉は,私 が子供 の時分 には,

　も うお嫁 に行 って片づ いていたや ろな あ。大分,年 が離れて いた さかい。)そ して二番 目の姉

　 と,私 で計6人 や ったや ろな あ。その時期 の住所は,今 で言 えぽ神戸市長田区N町 で,当 時は

　N村 って言 うてな,農 漁村や った。

　　食事の形式が箱膳か らちゃぶ台にかわ ったのは,そ うやな あ,親 の代か ら兄の代に代わ った

　さかいや ろか。大正2年 に母が亡 くな って,兄 嫁 さんが炊事 をす るよ うにな ったか らな あ。な

　んせ兄嫁 さんは,し っか りしていたか ら。

B.食 事をす る部屋?　 そや なあ,茶 の間 とは言わなんだ しな あ,や っぱ り台所や な あ。そ して

　台所 では,食 事以外なん もせ えへんだ。大 きさは なあ,さ あ,細 長 くてな あ,畳 敷 きで板の間
　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 げん

　 もあ って,ま あ6畳 ぐらいや ろか。そ の部屋には な あ,「膳戸棚」 と言 って,半 間 ぐらいの幅

　の開 きが あって,開 きの中の棚に箱膳を入れたな あ。その他に,土 間に,ど ない言 った らえ え

　のかな あ,今 の茶棚み たいな ものがあ って,そ こに他の ものを入れ た りしよった よ。 水屋?

　水屋 なんか,そ んな ものなか ったで え。百姓 の家 でそんな もん買 うかいな あ。ああ,そ れか ら,

　へ っつ いさんがあ って,今 で言 うか まどやな あ,そ して漬物の樽,そ の裏の障子 をあけ て,そ

　の外 に井戸が あって流 しがあ った。 田舎の,大 昔 の家や さかいな あ,こ んな こと言 って あんた

　にわかるかな あ。

C.座 席の順番 はな あ,上 座の右側か ら,ま ず父,長 兄,次 兄 とすわ って,向 い合わせ る ように

　 して,下 座 の右側か ら,姉,私 とすわ って,母 が給仕 をす るさかい,台 所 に一番近いと ころに

　母がすわ っていたわ。(図1参 照)み んなそろ って食 べ ましたわ。座 ぶ とんね え……,念 頭 に

　なか ったな あ,と にか く座ぶ とんは,お 客 さんの もんや と思 ってた さかい,普 通はひか へんか

　 った。
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D.朝 は,み そ汁。 うちは百姓 や ったさか い,そ れを憶 えてお いて くれ へんか ったらあかんで え。

　 そ して漬 もん ぐらい。昼は,お 茶漬け ぐらいやないのお。晩は,こ の辺 な らせ いぜ い,鰯 の煮

　 付けか,い かな ごの炊いたのか,そ れ と野菜 の煮物 が多 いな あ。「晩 のおかずに,由 んぼ 行 っ

　 てあれ取 ってこ うか」 っち ゅうよ うな もんや。また,浜 の方か ら網を引き上げ る声が,家 まで

　 よ う聞 こえ よった。そのたびに鰯やいかな ごを ようもらいに行 ったわ。

　 　父 も兄 も酒を飲 まへんや ったか らな あ,特 別 に違 った ものを食べる とい うことはな くてみん

　 な同 じものを食べ よった。

E.給 仕 は,母 がや って,ご 飯が炊けた らふたを取 って,ま ず神仏へお供 えを して,そ れか ら父,

　 長兄,次 兄,姉,私,そ して母 とよそ った。

F.お 茶を飲んで,そ れか らお茶で茶碗をゆす いで,ふ たをする。 出 した り,片 づけた りす るの

　 は,母 親やな あ。

　 　時計は当時あ ったけどな,だ いたい,田 んぼへ行 っていつ帰 る とい うことは,お よそわか る

　 わいな。長年の習慣 でな。だか ら,あ の田んぼのあの仕事 な ら,こ れ ぐらいに帰る と思 うた ら

　 な,家 の ものがその時期にあ うように食事を こ しらえ といて,そ して 田んぼか ら帰 ってきて手

　 をあろ うた りしてる間に,も うち ゃん とご飯が食べ られる ように しと くの。それ式 や った よ。

G.箱 膳や った さか い,共 用の食器 ち ゅうもんはなか ったわ。箸箱はな くて,箸 は箱膳 の中にそ

　 のまま入 っていた。　 　 　 　 　 　 ,

H.箸 の上げ下 ろ しは,あ ま り言 わなかったな あ。もう当 り前 のことだか ら……。食 べる順序は,

　 まずお汁を一 口吸 って,口 を しめらすわけや,そ れからご飯 とおかずを食べたな あ。食事 中の

　お しゃべ りは行儀悪 く,「黙 って食べなはれ」 と言われたな あ。食 事中は正座 して食べた よ。

　父 も,兄 も酒を飲 まなか ったさか い,あ ぐら組んで食べへ んか った よ。全員が正座 やわ。

　 　また皿 に入れて もらった ものを残す,す ると 「なんで残すねん,行 儀 悪い」 と言われ る。そ

　や さかい,入 れ てもらった時に も好 き嫌いを言 うた らあか んねん。私,な すび嫌 いでな あ,そ

　れがいやでな あ,つ らか ったわ あ。

1.食 べは じめは,何 も言わず手 を合 わせてか ら食べ る。 「いただ きます」なんて言えへんなん

　だ。食べ終わ りは,同 じく手 を合わせて 「ごっつおさん」や った。

2.ち ゃぶ台 の時期1(娘 時代,大 正2年 ～大正6年 〔1913～1917〕,神 戸市長 田区N町)

A.私 がおった時分にはちゃぶ台 とは言わへんか ったな あ。や っぱ り 「お膳」 って。お膳だけで

　わかるさかいな あ。ちゃぶ台は,大 正2年 頃か ら,結 婚 して家を出てい くまであった。その時

期には,戸 主は もう兄貴 で,父 はお ったけ どね。息子に家を任せ て隠居 さんにな っていたわ。

　そやさかい家には,父 と,兄 さん夫婦 と……姉は病死 して,二 番 目の兄貴 は嫁 さん もろ うて別

居 したか ら……私 とで4人 や ったな あ。そ の頃 もN町 は田んぼが多 くて,農 村や った。 ボチボ

　チ,商 店なんか も建 ち始めたけ どな あ。そ の時期の兄貴 は会社員 で,当 時そ こは電 燈会社 って

言 うてお った よ。 今で言 うた らな あ,さ あ,電 力会社違 うの?

図1 図2
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B.台 所は,箱 膳の時期 と同 じ。ただ,水 屋 はあった。

C.上 座には父か,兄 か,ど っちがすわ ったや ろか。隠居 していたけ ど,や っぱ り父が上座だ っ

　た と思 うけ どな あ。そ して次に,兄 貴 と私 がすわ って,下 座 に兄嫁 さんがすわ ったわ。(図2

　参照)

D.食 事 も前 と変わ ってないわ。

E.兄 嫁 さんが よそ って,箱 膳の時期 と同 じでまず神仏へのお供 えを し,そ れか ら,父,兄 貴,

　私,そ して兄嫁 とよそった。

F.食 べ終わ った後,箸 はゆすいだな あ。 兄嫁が食器を さげて洗 ったわ。そ して洗 った食器は水

　屋 に しまい よったわ。

G.ち ゃぶ台の時期 になって も私の里では,お かずはめいめいの皿 に入れたわ。箸 箱はどないや

　 ったか?　 あ ったな あ。

H.代 が代わ って も変わ らへ んか ったわ。お しゃべ りも兄貴は,「行儀悪い」 って言 うては った。

3.ち ゃぶ台の時期 皿(嫁 時代,大 正6年 〔1917〕,神戸市中央 区N町)

A.丸 いお膳や ったな あ。 ちゃぶ台 もお膳 って言 うとった。M家 に来 た(嫁 に来た)時 か らちゃ

　ぶ台や ったな あ。 そ して今 でもちゃぶ台や。 その時期の家には,舅 さん と,主 人 と義弟 と,義

　妹 と,そ して私の5人 や ったな あ。 この義妹 が,あ んたのおばあちゃんや。大正6年 当時 のN

　町 は,ま だ農村や ったな あ。近 くには,広 い,広 い ブ ドウ園があったわ。舅 さんは,あ る協会

　の常任理事をや ってた人 でな,も うほん とに恐か ったで え。 そ して主人 も貿易関係の仕事をや

　 ってたわ。

B.N町 の家の食事 する ところ,ど う言 ってたかな あ?　 台所 やな あ。食事以外にはなんも使わ

　へんか った。大 きさは,6畳 ぐらいで水屋 はあったやろな あ。 けど,N町 の方は一年 ぐらい し

　かおらへんか ったか らハ ッキ リ憶えてお らんわ。

C.上 座 に舅 がすわ って,次 に主人,義 弟,義 妹,そ して下座が私や ったな あ。(図3参 照)み

　んなそろ って食べた って言 うたか って五人 だけや った。食べた ところは畳や った。

D.食 事のおかずは,朝,昼,晩 とも里の家 と一緒。食事を作 るのは私や さかい。 舅さんは,も
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ほう

　 う 「食べな あ,食 べな あ」 と言 うての方や ったさか いな あ,別 段私 と舅 さん と違 ったもんを食

　べた とい うことはせえへんだ。そのかわ り,酒 の肴だけは別やったけ どな。 舅 さんは,晩 しゃ

　 くは しよっとった。

E.ご 飯を よそ うのは私で,ま ず神仏へお供 え してか ら舅 さん,主 人,義 弟,義 妹,そ して私 の

　順 によそ ったわ。

F.食 事を,さ げた り,運 んだ り,ま た洗った りしたのは私や ったけ ど……。 そや け どな,中 央

　区N町 にいた時は,お 手伝 いさんがお って,私 が慣れ るまでおったわ。洗 った食器 は,水 屋へ

　 しも うた。

G.共 用の食器なあ,ど うや ったやろか。や っぱ り,そ れぞれの皿 に取 っておいて食べた んちが

　 うか。箸箱?　 それは別 々にあ りましたわ。 そ して今で もあるわ,め いめいに箸 箱が……。

H・ 食事中の作法はな あ,里 にい る時 と変わ らへんか った。食事 中のお しゃべ りはな あ……なん

　せ,舅 さんは恐か ったもん。そ りゃ,ご 飯食べ る時は,あ の里 にいる時か ら 「黙 って食 え」 っ

　て よく言われた さかいな あ。

1・食事 のあい さつ も,里 にいる時 と変われへ んか ったわ。食べ は じめ る時は,手 を合わせ る し,

　食べ終わ りは,手 を合わせ て 「ごっつ おさん」や。

4.現 在の時期(昭 和58年 〔1983〕,神戸市長 田区K町)

A・ 今で もちゃぶ 台や。丸 っこいお膳やな あ。座席 の位置は……。勝手 口に近 い方に お母 さん(息
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図3 図4

子の嫁),け っき ょく下座や。それか ら,今 の ところ上座 は私になっているわ。 それか ら私の

　左が な,お 父ち ゃん(息 子)。 それか ら右がな,娘(孫)。 男の子(孫)が 左側(図4参 照)。

　で も会社務めで,土 曜の晩に しか帰 ってこん さかいな あ。 も うここらへ んは,住 宅地や なあ。

　息子は,会 社員。

B.茶 の間やな あ。6畳 の広 さで,食 事以外の使い方 って言 った ら,ま あ,多 目的や な あ。調度

　品は,タ ンスとか テ レビとか,ま あよそさん と同 じようなもんやわ あ。

E.お 母 さん(息 子の嫁)が よそ って……。 よそ う順序 は,や っぱ り,私,お 父さん(息 子),

娘(孫),そ してお母 さんや。

F.も う湯茶でゆす ぐってことはないな あ。今は,お 母 さん と娘 で,食 器を さげた り,運 んだ り,

　そ して洗 った りして いるわ。洗 った食器は,食 器 戸棚 へ しも うとる。

H.も う娘(孫)も 大 きい さかいな あ。食事中の作 法については何 も言わへ んわ。お しゃべ り?

今は しゃべ ってもえ えよ。姿勢 はな,正 座や。お父 さん(息 子)は あ ぐらをか くけ どな あ。

1.食 事のあいさつは,「 いただ きます」「ごっつ おさん」や。

J.や っぱ り娘や な あ。話題か?　 ま あいろんな こと話 してい るけ どな あ。

調査者　No.3(f)　 　　　　　　　　　　 調査日　昭和58年8月28日(日 曜日)

被調査者　Y.1.　 性別　 f　　　　　　　出生年　大正2年 く70歳)(第3子)

出生地　兵庫県宍粟郡Y町

生家の職業　農業

現住所　兵庫県姫路市K区
住所の変更とその年度　宍粟郡Y町 一姫路市K区(昭26)

最終学歴　尋常高等小学校,裁 縫学校　　　 結婚　昭和10年(23歳)

被調査者との関係　祖母

1.お 膳の時期

A.使 用時は上ぶたをひ っ くり返 し,箱 の中に入 っている食器をそ こに並べ る。

　　これを 「箱膳」 と呼んでいた(図5)。1さ んが生 まれた時 から満10才 くらいまで続いてい

　た。家族構成 は,祖 父,父,母,兄2人,弟2人,1さ ん,妹1人 の9人 家族。住所は,兵 庫

　県宍粟郡Z村 で,農 村であ った。戸主は農業(専 業)を 営んでいた。食事 の形式は変化 してい

　ない。

B.食 事をする部屋は 「ダイ ドコ」 と呼び,食 事及 びその準備に使用 していた。6畳 間で箱膳 を

入れてお く戸棚 と,少 し下が った所 に 「お くどさん」 と 「水がめ」があ った。当時水道はな く,

　井戸 の水を,夕 方 くんでいた。「お くどさん」 とは 「かま ど」 のこ とである。他 には、,何もな
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図5 図6

　か った。

C.男 の子や女 の子が年齢 の順に座 っていた か どうか は,記 憶 にない との こ と(図6)。 食事は

皆んなそろって,特 に祖 父が来 るまでは絶対始 まらなか った。 タタ ミの間で,全 員 同 じ種類の

座ぶ とんを使用 していた。

D.朝,じ ゃがいもや玉ね ぎな ど畑 でとれ るものを具 としたみそ汁に,つ け物。客のある時 のみ,

豆腐(お とふ)が 入 っていた。昼 はなっぱやい もを炊 いたもの。夜は昼 と同 じものか,ご くま

　れに干物があ った。おかずには変化 はないが,ご 飯に差 があった。祖父 と小学校 までの子供(男

　女差な し)に は必ず 白いご飯で,あ とは麦 ご飯を食べていた。 これには理 由があ り,祖 母 が若

　 くして亡 くな り,男 手 で苦労 して子供 を育 てたため,皆 んなが,祖 父の ことを大事に している

　 とい うことだ。

E.お もに母が よそ っていた。だか ら炊事場近 くに母が座 っていた。 よそ う順は,祖 父,父,男

　の子,女 の子,最 後に母の順で あった。神仏へは,白 い ご飯のみ,1日1回,炊 いた時に供え

　ていた。酒をの まぬ祖父,父 だ ったため,晩 しゃ くはなか った。

F.食 べ終わ った後す ぐ湯で茶わ んとは しをすす ぎ,ふ きん(各 自の)で ふ き,箱 に入れ て しま

　 った。 これらの食器は,1週 間に1度,母 が洗 っていた。みそ汁のわ んや皿は母 が食事後 にさ

　げて洗 った。 これ らは戸棚の上 に しまった。箱膳 は戸棚 の下に,こ れ も母 が しまった。

G.共 用の食器 は,汁 わん,大 皿,小 皿,で,大 皿 には,い もやたけの こ,小 皿には,つ け物が

　盛 られていた。 は し箱は なか った。

H.箸 の上げ下ろ しについては,厳 しくしつけ られていて,一 般 にいけない とされている 「ねぶ

　 りぽ し」「さしぼ し」 「さ ぐ りば し」「寄せぽ し」 などは勿論,汁 を飲む時には箸 を置 くように

　 とい うこ とまで注意 され ていた。食べる順 は,ま ず ご飯を食べ,次 にみそ汁をのみ,お かずを

　 食べ る。 とにか く間に ご飯を入れ るよ うに言われて いた。特に必要な こと以外のお しゃべ りは

　 禁 じられていた。特に 口の中に食べ物が入 っている状態で,し ゃべ ることはいけ ないとされて

　 いた。食事 中は正座を して,背 筋をのば して とい う姿勢だ った。その他,食 事中に しては なら

　 なか った ことは,ち ょうず(便 所)に 立 ってはならない,め しつぶをこぼ してはならない,食

　 べ物を残 してはならない,と い うことであ る。

1.食 ぺは じめは,何 もあいさつは しなか った。祖 父が箸をつけてか ら,他 の者は食べた とい う

　 ことである。食 べ終 わ りは,「 ごちそ うさん」 と終わ った者か ら言 って箸 と茶わんをすすいだ。

　 すすいだ後の湯は飲んだ とい うことである。

J.食 事中のお しゃべ りは,原 則的にいけないとされていたが,必 要な こと,た とえぽ仕事に関
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すること(肥 料の ことや草取 り)や,子 供達 の学校 に関する ことは,時 々話題 としてのぼ った。

　おもに話 してい る人は特にな く,そ れぞれが順 などな しに必要 な時に話 していた。

　 　この時期 のことで,ひ とつ抜けてい ることをここでつけ加 えてお く。 ご飯のかわ りに,く ず

　米をひ いて粉に し,そ れを こねて丸い団子 に し,み そ汁に入れ て食べた こともよくあったそ う

　である。みそ汁の具 として以外では,中 にあんこをつめて焼 いた り,よ もぎを混ぜ てたべた り

　 したそ うであ る。ただ し祖父のみは,他 の皆 んなが団子を食 べている時に も,必 ず白いご飯を

　食べていた とい うことである。

2.ち ゃぶ台の時期

A.こ れを 「しっぷ く台」 と呼 んでいた(図7)。 これは1さ んが満10～11才 の頃か ら結婚す る

　 まで続 いて いた(と は言 って もこれは1さ んにとっての ことで,結 婚後 も実家の方では長 くこ

れを使 用 していたであろ うとの ことだった)。 この時期 の家族構成 は,箱 膳 の頃 と同 じで,祖

　父,父,母,兄2人,弟2人,1さ ん,妹1人 の9人 である。住所 は,こ れ も全 く変化 な しで

　あ る。 あいかわ らず農村 で,職 業 も専業農家であ った。変化 したのは,し っぶ く台の方 が便利

　だか らとい うことであった。箱膳は,食 事の度 に出 し入れをせねばならず,し っぷ く台なら軽

　い食器 を並べ るだけです んだか らだそ うだ。

B.食 事 をす る部屋は どう呼ん でいたかは,は っき り覚えていないが,た ぶ ん 「茶の間」だ った

　 とい うことであ る。その部屋 は食事にのみ利 用 した。6畳 間で,し っぶ く台以外に何 も調 度は

　 なか った。

C.食 事 は,お 膳の時期 と同 じく,皆 んなそろ って食べ,特 に祖父が来 る迄 は何が あって も始 ま

　 らなか った(図8)。 タタ ミの間で,座 ぶ とんは皆が 同 じ種類 の ものを使用 していた。

D.ご 飯 のほかに朝はみそ汁 とつけ物,昼 はふか したいも,野 菜をたいた もの,晩 は野菜をたい

　た もの,ご くまれ に干物 があ った。 ご飯は祖父のみが白い ご飯で,他 の家族 は麦 ご飯を食べて

　 いた。 お膳 の時期 もち ゃぶ台 の時期 も,お 茶 とい うより湯を飲んでいた とい うことである。 ほ

　ぼ この時期 に食べ ていた ものは,お 膳 の時期 と変化はなか った。

E.ご 飯 を よそった のは,母 と女 の子2人 で,順 は祖 父,父,男 の子(年 齢順 であったか どうか

　 は,は っき り覚えていない との こと),女 の子,そ して母であ る。神仏へは,白 い ご飯 を1日

　 1回,炊 いた時 に供えていた。祖父,父 が酒を飲 まなか った為,晩 しゃくはなか った。

F.茶 わん とお箸は,食 べ終わ った らす ぐ湯ですす ぎ,ふ きんでふいて,し っぷ く台の引き出 し

　 に しまった。ゆす いだ湯は飲 んだ。 この茶わん とお箸は,1週 間に1度 程,母 が洗 っていた。

　他 の食器は,母 が終わ ってか らさげた。そ して母 と女の子2人 が洗 った。(母 が食事 を終 え る

　頃には,他 の家族 はすでに食事 を終 えていた)洗 った食器は,「 だい どこ」 の戸棚に しまった。

G.共 用の食 器は,茶 わん とお箸以外 のほ とん どの ものが,そ うであ った らしい。祖父だけは,

　皆 とちが う湯呑を使 っていた らしい。食事中に共用 していた ものは大皿,大 は ちであ る。大皿

　 には野菜のたいたものが盛 られ,大 はちには,ふ か しいもが盛 られていた。箸箱は,し っぷ く

図7
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　台にかわ ってか ら登場 し,各 々,自 分の箸箱を もっていた。これは今 も続 いているそ うである。

H。 箸 の上げ下 ろしについては,お 膳の時期 と同 じことがいわれていた。 しか しこの時期 には子

供 もしっか り教え られた ことを守 っていて,そ れ が当然 と感 じるようになっていたので,別 に

誰が注意 しな くともよい状態 であったそ うである。食べ る順はお膳の時期 の ように,必 ず ご飯

　を間に入れて食べ るとい うことを最低限の きま りとしていたそ うであ る。食事 中はお しゃべ り

　を してはいけ ない,と い う原則 であったが,し っぷ く台 にかわ ってか らは,お 膳の時期 に くら

べてお しゃべ りが多 くな った。食事中の姿勢 は,も ちろん正座である。 その他,し てはな らな

　か った ことは,し っぷ く台にひ じをついてはな らない,と い うことである。

1.食 べは じめは,あ い さつな し。食べ終わ りは,「 ごちそ うさん」 と言 った。

J.食 事 中の話題は子供達 の学校 のことが中心 で,男 の子が主にな って しゃべ っていた。担任 の

先生に しか られた ことや,ほ められた こと,友 達 と今 日,ど この山へ登 って何 を したか,川 に

　入 って何 を とったか,な どが話題 であ った らしい。女 の子はあ ま りしゃべ らなかった とい うこ

　 とである。祖父が,田 んぼや畑 のこと以外に,昔 のこと(祖 父の若か った頃の)を 話 して きか

　せた りもした。兵隊 さんが話題 にのぼ ることもあ った。食事を まず くす る ような話を,男 の子

　達が した時は,祖 父か らたいそ う怒 られたそ うである。

3.現 在 の時期

A.「 テーブル」 と呼び(図9),1さ んの結婚 後,今 までず っと続いている。家族構成は,夫,

　 1さ ん,息 子2人,娘3人 の7人 である。住所 は兵庫県姫路市で,住 環境 は,明 治 ・大正の家

　並みを今 も残 してい る商店 街である。戸主,つ ま り夫 の職業は会社経 営(建 築機械 リース業)

　である。食事 の形式が変化 したのは,も ちろん結婚 によってであ る。

B.食 事 をす る部屋は,「 だい どこ」 と呼び,家 族全 員が何 とはな しに集 まる憩いの場であ った。

4畳 半 とい う狭 い所 では あるが,家 族7人 が よくそこに集 まった。部屋 には,丸 テ ーブル と食

　器棚,電 話,ラ ジオ(後 にテ レビ),炊 事場,冷 蔵 庫,棚,み ずやな どがあ る。

C.座 席 の順は 図9に 示 した。1さ んは炊事場に近 い所 にすわ り,そ の横に夫,残 りの場所に子

供五 人が,そ の時 々に よ り好 き勝手にすわ る。食事は皆んなそろって,と い うわけに もいかず,

夫が仕事 で遅 くな ると1さ ん と子供達だけが早 くす ませた り,子 供が クラブで遅 くな ると各 自

　がバ ラバ ラの時間帯にな った り,と い うことが よくあったそ うで ある。食べ る場所はタ タ ミの

　間で,皆 んなが 同 じ種類の座ぶ とんを使用 した。

D.ご 飯 の他に,朝 は食パン を焼 いてバ ターをぬ って塩 をふった もの と,コ ー ヒー という洋食が

　登場 し,ご 飯 のおかず としては,目 玉焼 き,玉 子焼 き,前 日の夕食の残 りな どがあった。昼は

子供達 は弁 当,夫 は職場で弁当 もしくは外食,1さ んはあ りあわせの ものを食 べていた。夕食

　は,夫 が魚つ りを趣味 としているせ いもあ り,魚 料理 が よく出された。お造 りや煮魚,焼 き魚

　な どである。それに野菜 をたいた ものや,娘 が高校生 くらいになると,ホ ッ トケーキやゼ リー,

　 プ リソな どのお菓子がそえ られる こともあ った。特別 にちが った ものを食べていた のは夫で,

図8 図9
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晩 しゃくの際に酒の さかな的なつ まみを食 べていた。

E.給 仕は1さ ん と娘3人 が してお り,ご 飯 とみ そ汁は1さ ん,お 茶 は娘 とい う具合 だ った。夫

に よそ った後は男女の別な く子供達 によそい,1さ ん の分は必ず一番最後 であ った。神仏 へは,

毎食,あ るいは1日1回,家 族が食べてい るもの と全 く同じメニューを供 えた。晩 しゃくは,

　1日 につ きビール1本 で,夫 のみ飲 んでいた。

F.食 器は全て1さ んが,終 わ った人 ごとに さげ,ま とめ て後で洗 っておいた。食器は,か ごに

入れ水切 りを してお いた。1さ んだけ でな く,娘 達 も食器あ らいを手伝 った。

G.夫 のコ ップと茶わん,そ れに1さ んと夫 の箸 箱以外 は共用であ った。食事 中に共用 した もの
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　

　には,中 くらいのはちがあ り,主 に,お つけ ものが入れ られ ていた。箸箱は夫婦 の分だけで,

　これ は結婚後今 日にわた って使用されている。

H.箸 の上げ下ろ しには夫が うるさか ったら しく,一 般 にいけ ない とされている持 ち方 を厳 しく

　いま しめた。食べる順 は別 に決 まっていず,自 由であ った。食べ物 を口に入れてのお しゃべ り

　はいけないが,そ れ以外 なら,お しゃべ りは許 されていた。姿勢は正座であ る。そ の他,し て

　はな らなか ったのは,食 事 中に便所にたつ こと くらいである。

1.食 べは じめは,「 いただきます」食べ終わ りは,「 ごちそ うさん」 であ った。

J.子 供達が主に しゃべ ってお り,男 女の差な く,話 したい ことがあれぽそのつ ど,学 校 でのこ

　 とや,友 人 のこと,進 学のこと,就 職の ことなどを話 したそ うである。子供達がそれ ぞれ所帯

　を持ち,夫 婦2人 とな った今では,も っぱ らテ レビを見なが ら,そ の内容について話 している

　そ うである。

調査者　No.9(f)　 　　　　　　　　　 　 調査 日　 昭和58年8月18日(木 曜 日)

被調査者　 S.H.　 性別　 f　　　　　　　 出生年　 明治32年(83歳)(第1子)

出生地　群馬県佐波郡T町

生家 の職業　養蚕

現住所　兵庫県神戸市東灘区

住所 の変更 とその年度　群馬一 東京(大15)一 名古屋(昭5)一 東京(昭11)一 神戸(昭19)

最終学歴　尋常 高等小学校　　　　　　　　 結婚　大正15年(27歳)

被調査者 との関係　友人 の母方の祖母

1.箱 膳の時代

A.箱 膳(だ いたい35×35×15cmぐ らいの大 きさ)を 使 っていた。中に一人分ずつ のお茶わ ん,

　お椀,お 箸 などを入れてあった。食 事の時 には,ふ たをひっ くり返 して,ふ たのち ょっと出 っ

張 った所 と箱 とを きっち り合わせてずれないよ うに して,お 膳 に した。家が養 蚕の種付けをや

　 っていたので,"野 良男"と 呼ばれ る奉公人が いて,彼 らは懐石膳を使 ってお り,彼 らのお茶

碗な どはそ の上にふせてかたづけた。彼 ら以外 の者(家 族や女 中さん,年 間を通 じて家 にいる

番頭 さん)は,す べて箱膳で,野 良男な ど季節 だけ しか家にいない者 は懐石膳 だった。但 し,

　お客 さんがいら した時は飯台で食事を した。箱膳 のことは"お 膳"と 呼 んでいた。生 まれた頃

　か ら,お 嫁 に行 ってその家を出るまで,ず っとお膳 で食事を していた。私は,父 が都会 に働 き

　に出て しまい,母 もなか ったので,祖 父母を父母 のよ うに して育 った。家族は,祖 父母,お じ

　夫婦,い とこ,私 と女中 さん,番 頭 さん,野 良男だった。その頃 は,群 馬県佐波郡T町 に住 ん

　でいて,付 近は,お 百姓 さんのお うちばか りだ った。祖父は,養 蚕の種付けをや ってお り,季

　節に なると,茶 の間や寝間を除いた家 中の部屋 の畳 を全部あげて,家 の中でお蚕さんを飼 って

　いた(図10)。(大 正5年 以降には養鶏 に変わ った。)

B&C.食 事 の時は,祖 父(戸 主)が2段 高い東 向きの席,お じさんが次の段,家 族 と女中さん ・
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図10

番 頭さんは ダイ ドコ,野 良男た ちは土間の好 き勝手な位置で食 べた。祖父の席は,茶 の間 で畳

敷に座ぶ とんを敷いてあ り,次 の間とダイ ドコは段差があ るが どちらも板の間で,お じさんも

私達 も座 ぶ とんなしだ った。茶の間は,北 向 きの10畳 間で,仏 壇 ・箱火ばち ・こたつが あ った。

　ダイ ドコは,炊 事場 とな っていたが,夏 場は外 の炊事小屋で炊 事を していた。土 間にはおへ っ

　つい(か ま ど)や 戸棚な どがあ った。戸棚には,漬 物や調味料が置いてあ った。だいたいは,

みんなそろ って食事を していた。

D.メ ニューは ご飯の他に,朝 はおみ おつけ と漬物,梅 干 ぐらい。昼は,朝 のおかずに煮物(芋
　 　 おおね

や大根の こった煮)が 加わ り,晩 は朝 と同じ…… とい う感 じだ った。そ の頃,ご 飯 は,米7に

対 して麦3の 割で混ぜて炊いていた。但 し,祖 父の分 とお弁当の分だけは,麦 の混 ざらない白

　い ご飯だ った。お弁当箱は 「めんば」 と呼ばれ るうす木 で,で きているもので,お かず は漬物

　と梅干 ぐらいだ った(図11)。

E。 食事の給仕は各 自で,自 分の食べたい分だけ よそ った。但 し,夫 や子供の分は奥 さんが よそ

　った。 よそ う順序は別に なか った。仏壇へ のお供 えは,祖 母が朝 と晩に していた。晩 しゃくは

祖父だけで,毎 晩1合 ずつだ った。祖父 は酒好 きで,た くさんあ ると,あ る分だけみんな飲 ん

　で しま うので,毎 日1合 ずつ,私 が,酒 屋へ買いに行 った。

F.あ とかたづけ も各 自で,洗 うの も各 自だった。夫 や子供 の分は奥 さんが洗 って,お 膳 の中に

　 しまい,棚 にかたづけた。野良男の中には,3日 に1度 ぐらい しか洗わず,そ れ以外の 日は汚

　れた食器をそのままお膳 にふせて棚 にか たづけて しまう者 もいた。

G.共 用 の食器や,箸 箱 などはなか った。

H.食 事 中に してはいけないことで,群 馬の方の風習 として,

ご飯におみおつけをかけ た り,お 茶づけをす ることは,ダ

メであった。その他 は,ど この家で も言われ るよ うな こと

で,二 度箸(渡 り箸)や ね じり箸を しない,口 をあけた ま

ま,ぺ ちゃぺち ゃ音 をたてて食べない,食 器の音をたてな

い,背 中をのば して食ぺ る,食 事中に席 をたってはいけな

い,ひ じをつ いたま ま食 べない,左 手を台の上 に出 してお

く……な ど,い ろいろあるが,そ れほ ど厳 しくは言われな

か った。食事 中のお しゃべ りは,し て もよいが,む だ 口を

しない ようにと言われた。 図11
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1.食 べは じめと終わ りのあいさつは,言 いたい人 だけで よく,み んなで言 った りしなか った。

　仕事が季節 には特に忙 しくて,時 間がなか ったせいであ る。

J.食 事中の話題は,人 の うわさ話 ぐらいであ った。 とにか く,利 根川 の関所近 くの孤立 した村

　だ ったので,話 題が とて も乏 しか ったのである。

2.ち ゃぶ台 の時代

A.結 婚後,ち ゃぶ台での食事 となった。ち ゃぶ台のことは,お 膳 と呼んでいた。家族は夫 とお

　 しゅ うとさん(「お父 さん」 と呼 んでいた。)と 私の3人 で,そ の後,子 供が5人 生 まれ た。結

　婚当時は,東 京 の大森に住 んでお り,名 古屋,東 京,神 戸 と引越 した(こ こでは東京の頃の話

　を 中心にお話を聞いた)。 いずれ も静かな住宅地だ った。夫 は,し ょうの う会社 に勤 めるサ ラ

　リーマン で,お 父 さんは,隠 居生活 で働いていなかった。

B&C.食 事はいつ も茶の間で していた。茶の間は6畳 間 で畳敷,茶 ダソスや タンスが置いてあ

　 った。座ぶ とんは,み んな敷 いていた。座席は,お 父 さんが上座で,台 所 に近い所に私が座 り,

　私 のむかいに夫 が座 っていた(図12)。

D.食 事 のメニューは,ご 飯 と,朝 はおみおつけ,漬 物,佃 煮 ぐらい,昼 は前 の 日の残 りもので,

　晩 は酒の さかなになるような酢の ものと刺身,煮 物な どとい った ものだ った。朝食は3人 そろ

　 って,昼 はお父 さんと私の2人 で,晩 は夫 の帰宅前にお父 さんが1人 で先 に済 ませ て,夫 の帰

　 宅後 に夫婦2人 で食事を した。晩だけ,お 父 さんが先に食事 を済 まして しま うのは,お 父 さん

　 も夫 もお酒が大好 きで2人 一緒に飲み 出す と,酒は毎晩一人お銚子一本ずつ と決 めているのに,

　 どうして もそれを超 えてしま う。毎晩 の刺身やお酒だけでもかな りお金がかか るのにそれ以上

　 負担 を増や してはいけない と,お 父 さん 自らが言 って,こ うい うことにな っていた。

E.ご 飯 の給仕は,す べ て私がや った。 よそ う順序は,お 父さん,夫,私 の順で,お 父 さんの分

　 は,「 ご飯を山盛 りに。」 とい う要望に答 えて,い つで も山盛 りによそ った。仏様へ のお供 えは

　 毎朝,お 茶はお父 さん,ご 飯 は私が供 えた。お父 さんは,早 起 きで,朝 起 きる と一 人でお湯を

　 沸か して,お 茶を飲んでいた ので,お 茶を供 えておいて くれ た。

F.食 べ終わ って,食 器 をさげた り,洗 った りす るのは,私 一 人でや っていた。 洗い終 わ った食

　 器は,食 器棚にかたづけていた。

G.共 用の食器はなか った。箸箱 も使 ってお らず,箸 たてに箸 を しまっていた。

H.食 事中に してはいけないことは,特 別 に厳 しく言 った りしなか った(と,被 調査 者は言 って

　 お られたが,私 の友人のお母 さま,つ ま り被調査者の娘 さんは 「そんなことあ りません よ。 お

　 箸 のこととか,お しゃべ りとか,ず い分 うるさか った じゃないの。」 と言われ た。 この方 も,

　 東京にいる頃はお茶づけを食べ たことはなか ったそ うで,被 調査者 が群馬で しつけ られた こと

　 を,同 じように子供たちにも しつけてお られた ようだ)。

1.食 事のは じめ と終わ りには,「 いただ きます 。」 と 「ごちそ うさま。」 は,き ちん と言 ってい

　 た。但 し,「いただ きます。」 は,み んな一斉に言 っていたが,「 ごちそ うさま。」は食べ終 わ っ

　 た者か ら各 自バ ラバ ラに言 って,席 を立 っていた。

J.食 事中に話 していたのは,主 に子供 で,自 分 のこと(学 校 であったことな ど)を 話題 として,

　 他人 の うわさなどは,あ ま りしなか った。

3.現 在

A.現 在は,ほ りごたつで食事 を している。寒い時期以外は,ふ とんをか けずに こたつの台だけ

　 をちゃぶ台の代わ りに して使 ってお り,寒 くな って くると,ふ とん と毛布をかけて普通の こた

　 つ型式に して,そ こで食事を している。季節に よ り,お 膳 とか こたつ とか呼んでい る(神 戸に

　 住む よ うにな ってか ら,ず っとこの型式であ るが,こ こでは比較的最近 のことだけを聞いた)。
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図12 図13

現往の家族構成 は,私 と次男夫婦 とそ の息子2人 の五 人である。住所は神戸市東灘区M町 で,

　近 くに大学や小学校な ど学校が多い住宅地であ る(K大 学に も非常に近い)。 戸主 である次 男

　 とお嫁 さん(「 お母 さん」 と呼んでい る)は,共 に学校の先生を して,共 働 きである。私 は,

　昼間,家 で留守番を してい る。

B&C.食 事 に使 ってい る部屋は茶 の間 で,6畳 間であ る。大 きな茶 ダンス兼食器棚 と,テ レビ

　が置いてあ り,部 屋の まん中 ぐらいに細長いほ りごたつがある。座席は図13の よ うにな ってい

　て,お 台所 ぎわ にお母 さん と私が並んで座 ってい る。朝食 と夕食はみんなそろって食事 してい

　る。座ぶ とんは,み んな敷 いている。

D.食 事の メニューは,朝 はパ ン食 で,牛 乳 と目玉焼 と生野菜 ぐらい。昼は留守番 の私一人で済

　ますので余 りものを食べ ることが多 くそれ以外では うどんな どをよ く食べている。晩は肉料理

が主であ る(孫 が肉好 きで,よ く食べ るので)が,私 自身は肉食を控えめに している。特別な

　おかずな どは,別 にない。

E.ご 飯 の給仕は,お 母 さんが している。 よそ う順序は,だ いたい私,孫,お 母 さんとい う順で,

　次男は晩 しゃくをす るので,晩 しゃくの後 によそ う。晩 しゃくは,毎 晩 ビール1本 であ る。仏

　様 へのお供えは私がや っているが,ご 飯は晩 に炊 くのでお仏飯は晩に供 え,お 茶は昼 に供え る。

F.食 事のあ とかたづけ は,全 部お母 さんがや ってい る。 しか し,2年 前 ぐらい までは,お 給仕

　 もかたづけ も,私 がや って いた。 また,晩 ご飯の支度 も,現 在ではお母 さんが仕事か ら帰 る途

　中に買い物を してきて支度 してい るが,以 前は買い物か ら支度か らみんな私がやっていた。今

　で もお昼は 自分で作 ってか たづけ してい る。

G.共 用 の食器は,大 皿 や深鉢 などで,揚 げ ものや煮 ものな どを盛 っている。箸箱は使 っていな

　いo

H.食 事中に してはいけないこ とは,前 に述べ たこととほ とん ど同 じようなことであるが孫 も大

　 きくな ってい る し,そ れほ ど厳 しく言 った りしていな い。言わな くて もだいたい守 られ てい る

　 ようだ。

1.食 べは じめ には 「いただ きます。」,食 べ終わ りには 「ごちそ うさま。」 と一応,言 っている。

J.食 事中に しゃぺ るのは,た いてい孫の一人の方 で,学 校 での話や友人 の話な ど,よ くしゃべ

　 っている。
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調査老　No.19(f)　 　　　　　　　　　 調査日　昭和58年8月16日(火 曜日)

被調査者　S.S.　 性別　 f　　　　　　 出生年　明治45年(71歳)(第1子)

出生地　兵庫県氷上郡K町
生家の職業　農業

現住所　兵庫県西脇市K町
住所の変更とその年度　氷上郡K町 一西脇市K町(昭6)

最終学歴　兵庫県立K高 等女子学校　　　　　結婚　昭和6年(21歳)

被調査者との関係　父方の祖母

*2 .ち ゃぶ台 の時期が,現 在 も続いているので,3.現 在 の時期は,省 略 します。 また,お 膳

の時期については,結 婚後一年 ほど続いていたが,時 期が短いので,主 に生家(結 婚前)に つ い

て,話 を聞 きま した。

1.お 膳(箱 膳な ど)の 時期

A.食 事 の形式 と家庭環境 について

一 どの様 な形式で食 事がなされていたか
。

　 　箱膳 の形 だった。(図14参 照)塗 りのお椀,瀬 戸物 の茶碗 と湯 のみ,皿,そ して木の箸 を使

　 ってたね。下男下女 は,別 に食事を していた と思 う。
一 それ を実際には何 と呼んでいたか

。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 はよ

　 　 "お膳"っ て言 うてた。"早 よ,御 飯やか らお膳だ しよ"言 うで 一…。形 と してはね,箱 膳

　 って言 って,一 人一 人,四 角 い箱があ って,そ の蓋がつ ま り,銘 々のお膳になるん よ。食事 の

時間になると,ざ 一 っと,そ のお膳を,お 父 さん,お 母 さん ってい う風に順に並べ ていって,

　そ して,蓋 を裏 返 しにす る と,そ れが飯台 の代わ りみたいやね。その上へ,箱 の中に しまって

　あった食器を出 して,の せ るん よ。

一 いつ頃か ら始 ま り,い つ頃終わ ったか。

　 　私が生 まれた時(明 治45年)は,も う既にあ ったね。結婚後,1年 位 してな くなったや ろか

　(昭和7年)。 姑 さんは,そ の翌年まで使 っては った。や っぱ り,昔 が忘れ られんでね ……。
一 その時期の家族構成 は……(生 家)

。

　 　曽祖父母,祖 父母,父 母,叔 父母,そ れに,私 と二人の弟。下男一人,下 女一人。
一その時期の住所は ……

。

　 　兵庫県氷上郡K町 。

一その時期の住環境 と戸主の職業
。

　 　山奥の農業地 でね,代 々百姓や った よ。

一 食事の形式が変化 した とすれば,な ぜか,① まず,飯 台が普及 して きた こと。②それに,食

品 の多種 ・多様化に よっておかずが複雑にな ったか らね。③皿の数 も増 えて,箱 膳にはの らん

　 　　　　　　　　　　 　　　　　　　 よ うにな った し……。④それに,油 物が増えて,そ の

図14

　度,食 器 を洗 う必要がで きた。

B.食 事をす る部屋について

一 食事の部屋を何 と呼んでいたか
。

　　台所(だ いどこ)や ね。近所 では,納 戸なんか言い

　よってや ったけ ど……。

一食事以外 でそ の部屋 を何か に利用 したか。

　 食事 の後 の団 らん も,そ こで しよったね え。床につ

　くまで,ほ とん どそ こで,火 鉢 囲んで皆で話 を した り
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　してたね。

一 その部屋 の情景は……
。

　　大 きさは,本 間の畳の八畳 の部屋。箱膳を しまってお く大 きな戸棚 があったね。

C,ど の様 なすわ り方で食べたか。

一 座席 の順番は ……
。

　 　 かみ

　　上に一番年令 の高い 曽祖父母が座 って,あ とは,向 い合わせで年の順 に。子供達は,場 合 に

応 じて適当に……ね。図14参 照で,A一 曽祖父母,　B一 祖父母,　C一 父母,　Dt叔 父母,　E一

子供達 ……とい う感 じやね。

一 皆そろ って食べたか。 また,座 布 団の有無。

　　家内は,皆 そろって食べたね。 それ で,下 女は皆 のお給仕 し一もち(し なが ら)食 べて,下

　男は,そ の間,牛 の草刈 りにい ってたね。

　　もちろん,畳 の部屋 で,座 布団 も皆使 ってた よ。

D.ご 飯の他には,何 を食べ,飲 んでいたか。

　　昔は,本 当に食べ る物がなか ったか らねえ。朝昼晩 って,区 別 した料理なんてなか ったん よ。

　それに,ご 飯に した って,白 米ば っか りなんて……め ったになか ったん よ。今はや りの"大 根

　め し"な んて よう食べた。小芋を入れた りして 一。 お揚 げなんか入 ってた ら,も う上等やね。
　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 いわし

卵なんか,特 別 になにかない とよばれんか った。それに,鰯 なんかで も,遠 い所か ら持 って こ

　ん なんさかいに,塩 鰯 い うてね。焼いた ら塩 まみれにな って しま うん よ。だか ら,新 聞紙を四

角 く切 って,そ れを,お 皿に敷いてから食べたん よ。そ したら,洗 う手間が省けるでし ょう。

　おかず とい って もあ り合わせで,畑 で とれ る野菜が主や ったね え。大根 とか芋 類,野 菜(な す ・

ね ぎ ・白菜等)そ れ に千物(丸 干 しやさ くら干 し)な んか よう食べたなあ。おす ま しやみそ汁

　も,大 根が実の時が多 くて,豆 腐なんかはめったに食べ られなか った よ。で も,さ のぼ り(田

　植 えの後の村の大休み)や,盆 ・正月になると白米を炊いて くれ たね。

一誰か特別にちが ったものを食べていたか
。

　　そ んな事はなか ったけど,ま あ幾分か,魚 の切 り目が,お 父 さんやお じい さんが大 き くて,

女 の人は小 さい とかい うことはあ ったね。それに,下 男下女は,や っぱ り,家 の者 よりも一段

　悪 くて,魚 なんかは,正 月とかお盆に しかつかなか ったね。

E.食 事 の時の ご飯の給 仕につ いて

一誰 が よそ ったか,ま た,そ の順序は……。

　　や っぱ り,そ の家の嫁やね。つ ま り,生 家 では私のお母 さん。 お年寄 りか ら先に,そ れで主

　人,子 供,自 分……の順に よそ う。 でも,お 嫁 さんば,そ れは大変や ったよ。皆のお給仕を し

　なが ら,一 緒 に自分 も食べ て,そ れ でだいたい人 よ り後にな らん ように食事を済 まさないかん

　か ったんやか ら……。

　一 神仏へのお供 えは。

　　 ご飯を炊 いてさえ,神 さんには,お へ ぎ(お へ ん)に 南天の葉 を敷 いて,そ の上にご飯 をの

　せて,仏 さんには,お 皿に ご飯 を直 によそ ってお供 えす るん よ。 ご飯 を炊かん時は,米 粒(洗

　い米)を 供 えたね。

　一 晩酌の有無 は。

　　勝手や ったね。好 きな人や,気 の向いた 日には飲 んでは ったけ ど一。

F。 食事のあ とかたずけについて

　一いつ,誰 が食器を さげた(運 んだ)か 。

　　膳を出 して くるのは,家 の者 や った。お年寄 りや ったら別やけ ど,ま あ,子 供が大 きかった
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　ら,そ の子供が 戸棚か らお膳を出 してきて,順 番に並べてい くん よ。食事が終 ると,そ のお膳

は皆 自分でお茶碗 とか箸 とかを中に入れて,ふ せて,蓋 を して,そ れでまた銘 々が戸棚に しま

　うわけ よね。

一いつ
,誰 が食 器を洗 ったか。

　　そ んな,食 事 毎に洗 った りはせんか ったね。なかなか,今 みたいに きれいには,皆 してなか

　った なあ。"ご ちそ うさま"い うた ら,ち ょいち ょい とその お茶碗 を箱の中に伏せて,蓋 を し

て戸棚に しまう。洗 うのは,そ うやね,一 日に一度位かなあ。昔は皆そ うや ったん よ。おかず

のお椀 なんかは,汁 な どで汚れてた ら洗ってたけ ど,茶 碗や お箸は,そ のまま 自分 の箱に納め

　てた よ……。

一洗 った食器を,ど こへ しまったのか。

　　大勢家 内や ったか ら,戸 棚みたいな台が1つ あった。 ここは誰,こ こは誰 って,決 まった場

所へ 入れ る様にな ってたわ。だけ ど,大 きな戸棚やか ら,奥 行 きが深 うて,子 供の頃 は,奥 の

方へなんか押 しこまれてたら,背 が届かんでね。ぽ いっと飛びついて,ひ っぱ り出 した もんや

　わ。

G.食 器の共用について

一 共用の食器はあ ったか
。

　　煮 しめな どを作 ると,大 きな皿にそれを盛 って出す ことはあ ったけ ど,そ れ以外の普段 は,

　それぞれの専用 のお膳 と食器だけの事が多か った と思 う。

一 箸箱はあ ったか
。

　　箱膳の時には,使 用 してなか ったね。皆,木 の箸 をお膳に入れておいたか ら……。

H.食 事中に しては ならない ことにつ いて

　　特別に注意され るとい う事はなか ったね。当た り前 の行儀作法は しつけ られ たけ ど。で も,

昔 のご飯は麦が入 ってた りしてたか らねえ。 よくこぼれ るん よ。 それ で よう叱 られたね。"き

　ちんと拾いなさい!"っ て……。何 だか両親 も忙 しくてそれ どころ じゃなか ったか ら,私 たち

　も,自 分の事は自分 で気を付け るってい う感 じだ ったん よ。

1.食 事中の挨拶 について　 J.話 題 について

　　それは,今 と変わ らないね。"い ただ きます"っ て食べ始めて,最 後 に"ご っつお さん"っ

　て言 うてた よ。 お しゃべ りも自由や った よ。家族皆で,そ の 日あった事や,い ろんな世間話を

　 した ……。楽 しか ったねえ。百姓や ったか ら,や っば り田んぼや畑 ・山の話 も多 くて,他 には,

　村 の話や学校の話 なんか……ね。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 え
一 とい う訳で,お 膳 についての祖母 の話は これ までです。途 中,食 事 以外 の話 もた くさん聞

　か せてもらいました。

2.ち ゃぶ台(飯 台)の 時期

A.食 事 の形式 と家庭環境 につ いて

一 どの様 な形式で食事 がなされていたか。

　　結婚 当初は,丸 い小 さな台 で,子 供が増 えてか ら,丸 い少 し大 き目の台に変 えたね。あ との

　方 のは,ま ん中です きやきが できる様になっててね。子供が結婚 してか ら,今 の四角い大 きな

　台を買 ったんよ。(略 図は図15参 照)

　一 実際 にはそれを何 と呼んでいたか。

　　 「飯 台」 い うてたねえ。今 もそれは同 じ。

　一 いつ頃か ら始 り,い つ終 ったか。

　　昭和7年 頃に買 って,い ろいろ買い替えたけ ど,飯 台 としては,今 も続いて使 うてるわね。
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一 その時期の家族構成 は……
。

　 嫁 いだ時は,夫 と姑 との三人。その後,四 人 の男の子 と一 人の女 の子が生 まれて,現 在は,

その娘 と夫 との三人暮 らし。使用人は,い なか ったね。

一 その時期 の住所 と住環境 と戸主の職業……。

　　兵 庫県西脇市K町 。西脇市 自身は,織 物中心の工業地 で有名やけ ど,多 くの家が,農 業 との

兼業家やね。私 の所 も,家 は農業や ったけ ど,夫 が,小 学校や中学校 の教師を してたか ら,ま

　あ兼業かな。

B.食 事をす る部屋 について

一食事の部屋を何 と呼び,ま た,食 事以外 で何かに利用 したか。

　　や っぱ り,台 所 って呼 んでたね。食事 の後の団欒 も,や っぱ りその部 屋や ったね。何せその

頃は,今 みたいに電気(電 燈)が,い くつ もないか ら,台 所 で ラソプを使 ってる と,簡 単に持

　ち運 びがで きないん よ。 だか ら,皆 ず っとそこで くつ ろいだ もんやわ。私はヂそ こで縫 い物を

　 した りなあ。

一 その部屋 の情景は……。

　　四畳 やけ ど,本 間畳だか ら,わ りあいに広いねえ。土間か ら上がる様に なってて,戸 棚が二

　つ隅においてあるわけ ……。

C.ど の様 な座 り方 で食べたか。

　一 座席の順番 は……。(図15)

　　皆そろ って食 べたね。畳の部屋で座布団 を全員 しいてたの も同 じ,昔 と一緒やね。

D.ご 飯の他には,何 を食べ,飲 んでいたか

　　終戦前後の頃は,麦 ご飯や大豆 ご飯,そ れに ご飯の代わ りに,さ つ まい ものふか した ものな

　 んか を食べ とった……。その頃は,本 当に 日本全国が皆食べ る物がなか ったか らねえ。麦飯は,

　 ほとんど食べなか ったかなあ……。それで も,お か ら団子やおかゆ ・雑炊 もよく作 ってたんよ。

　 だんだんと食糧事情が よくなって くると,白 米ぽ っか り食べ る様 になったけ どねえ。おかずは,

　 や っぱ り畑 で取れた野菜が主やねえ。豆類 ・芋類 ・玉ね ぎ ・南瓜なんかを煮いた物 ・妙 めた物,

　 それに,さ つ まいものつ るを煮 きこんだの も食べ てた よ。あ とは,魚 の煮付けや生酢,こ んに

　 ゃくや こうや豆腐なんか も煮いて食べ よったね。 肉類 を食べ始めたのは,も うち ょっとあ とだ

　 った と思 うなあ。潰物は,い つ も自家製のを添えてたね。特別に誰かが違 う物を食べてた とい

　 うことは,ま ず なか ったね。病 気になった時 ぐらいやねえ。卵がついた り`して……。

E.食 事の時の ご飯 の給仕 について

　 一誰が よそ ったか,ま たその順序は……。

　　 や っぱ り嫁やね。つ ま り,そ の時は私。他に,娘 が大 きくなって くるにつれ て,手 伝 って く

　 れたけ ど……。 よそ う順序は,姑 が最初 でその次は夫。子供 たちは,適 当に……ね。

　 一神仏へ のお供 えと晩酌 の有無については,箱 膳 の時期 と,全 く同様 なので,省 略 します。

図15
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F.食 事のあ とかたずけについて

一いつ,誰 が,食 器を さげ(運 び),洗 ったのか,ま た,湯 茶でゆすいだか。

　　女手が少 ないので,や っぱ り私が,食 事の用意 もあとかたずけ も全部や ったん よ。皆が食べ

終 った らす ぐに,土 間の炊事場 の方へ,食 器を下げ て,洗 って しもた ……。湯茶でゆす いだ り

はせんか った よ。何 もか も一人 でせ んな らんか ったけ ど,ど この家 でも同 じや さかいね。.娘 が

大 きくな ってか らは,よ く手伝 って くれて助か ったね。なんせ,今 みた いに家が狭 くないで し

　 ょう。だから,食 器を運 ぶのでも時間がかか って……。
一洗 った食器を どこへ しま ったか

。

　　食器は,炊 事場 と台所 の両方に戸棚があ ったから,そ こへ分けて しまっておいた。今みたい

　に,ポ ッ トや ジャーみ たい な電気製品がなか ったか らね,ご 飯は,お ひつに取 っておいた ん よ。

冬は,ジ ャーの代わ りに,"あ ぐり"(蓋 付 きの,わ らで編んだ筒 の様 なもの)の 中におひつを

入れて,そ の中に ご飯を入れ てお いたわけ よ。 そ うした ら,な かなか冷めないで し ょう。保温

　してたわけやねえ。

G.食 器の共用について

一 共用の食器には どんなものがあったか
。 また,何 が盛 られていたか。

　　や っぱ り,ち ょっと大 きい,深 いお皿やね。煮つけ物が主に,他 には,漬 物なんか も。

一箸箱は,い つ頃か らいつ頃まであったか。

　　使い始めたのは,昭 和7年 頃やわ。最初は,夫 婦箸箱で,二 膳 入 りに なって るのを使 ってた

ん よ。子供が増える と同時 に,ど ん どん増えてい って,何 度か買い替 えた覚えはあ るけ ど・…・・。

使わな くなったのは,昭 和三十三年頃だ と思 うわ。今は,塗 りのお箸 で,箸 立てにた くさん立

　ててあ って,共 用にな ってるね。

H.食 事中に してはな らない ことについ て

　　男の子が多か ったか らね,あ ん ま り細かい ことは言わ なか ったけ ど,小 さい子 には,"お っ

　ちん(座 って)し て食べな さい"と か"正 座 しなさい"と か"お 箸同士 で,食 べ物 の渡 し合い

　を してはいけません!"と かって,言 う様な ことは,ま あ言 うてたね。

一食 事中の挨拶 ・話題について

　　挨拶は箱膳 の頃 と同 じ。お しゃべ りについては,子 供が学校 に行 ってた頃は,も う,一 人一

　人 の学校での話が多か ったね。あ とは,仕 事の話。(山 の話や 田畑 の事等)そ れ に,長 男 な ど

　は,よ く食事 の時に,成 績 の話 をされ てたねえ。や っぱ り,父 親 が先生だか ら,一 番気 になる

　んやろ うね。今みたいに,テ レビが普及 してない時やか ら,皆,そ の団 らんの時間が,一 番楽

　 しい時だ ったみたい…。

調査老　No.27(f)　 　　　　　　　　　　 調査 日　 昭和58年7月14・20日(木 ・水 曜 日)

被調査者　A.S.　 性別　 f　　　　　　 出生年　 明治41年(75歳)(第2子)

出生地　兵庫県神戸市兵庫区N町

生家の職業　船員

現住所　兵庫県神戸市中央 区K町

住所の変更 とその年度　 神戸市兵庫区N町 一 中央区K町(大14)

最終学歴　 旧制女学校　　　　　　　　　　 結婚　大正14年(18歳)

被調査者 との関係　父方の祖母

1.お 膳の時期

被調査者 は 「箱膳」は使 用 したことが ない。 ただ し,子 供の頃,子 供用のお膳 といって,引 き

出 し付 きの,箱 膳 よ りは背の高い膳が売 られていたのは覚えているそ うだ。その引 き出 しの中に
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茶碗や箸を入れ て使 った。

　嫁 ぎ先は建築 の仕事を していたため,職 人に ご飯 を出す時は箱膳を使 っていたが,家 族 の食事

の時には使わ なか った。

2.ち ゃぶ台 の時期

A.食 事の形式 と家庭環境について

　　被調査者 の父親は船員であ ったため,ほ とん ど家 に居 なか った。帰 って くる と,い つ もの食

　事をす る部屋 ではな く,座 敷で子供達を まわ りに集 めてにぎやかに いろいろな話 を しなが ら食

　事を したそ うである。父親がいない時 は,台 所や水屋(食 器棚)の 近 くに母親が座 り,祖 母や

　子供は奥側,図16に よると玄関に近 い方 に座 った。

　　 ご飯を食 べる台は長方形 で,「お膳」 とよんだ。お膳 とい うよび方は今で も変 わっていない。

　3年 前に ダイ ニング ・キッチン に改造す るまで,お 膳を使 っていた。

　　結婚す るまでの家族構成 は,父,母,祖 母,姉,弟,妹,被 調査者 の7人 家族 であった。住

　所は神戸市兵庫 区N町 で,ま わ りは住 宅地だ った。戸主は船員 を していたため,航 海で家にい

　 ない ことが多かちた。食事 の形式が変化 した ことはないが,大 正 になってか らは生活が大 き く

　変わ ったそ うだ。 た とえぽ被調査者 が小学校4年 生 の時(大 正4,5年),靴 がはや り,靴 を

　履い て学校 に通 うようになった。それまでは着物を着て,麻 裏 ぞ う りをはいて通っていたそ う

　 だ。

　　結婚後の家族構成 は夫,養 父,子 供3人 で住所は神戸市(現 在 は中央区)K町 の夫 の家 に住

　 んでいた。 まわ りはお もに住宅地だ った。戸主は建築業を していた。

　　結婚後の食事時の座 り方 は,給 仕をする被調査者が台所 と水屋 の近 くに座 り,晩 酌をす る養

　父は長火鉢 の横に座 った。昭和13年 に新居を建て るまで この形 式は変わ らなか った。

B.食 事をす る部屋について

　　食事 をす る部屋 には特 に名称 はついていなか った。「ご飯 を食 べ るとこ」 と言 っていた。食

　事以外には使わなか った。広 さは3畳 で,水 屋(食 器棚)と お膳があ り,電 気がついていた。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　たなもと

　部屋 の隣は炊事場(棚 本 といった)で 土間になってお り暗か った。炊事場 には電気がな く天窓

　 とろ うそ くで 明か りを採 っていた。

C.座 り方につ いて

　　銘 々の座 る所は決 まっていたが,食 事をする部屋 での上座,下 座は意識 していない。給仕 を

　す る主婦が台所に近い場所 に座 り,男 は台所 と反対 の場所に座 っていた。正月 など座敷 で食べ

　 る時 は,戸 主は仏壇 の前に座 り,こ こが上座になる。食事す る部屋は畳敷 きで,み な座 ぶ とん

　 の上 に正座を して ご飯を食べた。朝 と夕食は家族 そろって食べたそ うだ。

D.ご 飯のほか に食べていた もの

　　朝 は豆腐 の味噌汁 と昨夜のおかず の残 りを食べ た り,塩 昆布で茶漬けを して食べた。昼 も味

図16 図17
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　噌汁 と残 り物 を食 べたが,お 弁当の場合は竹 の皮におむすび,塩 昆布,梅 干 し,め ざ しを包 ん

　 で持 ってい った。い りこ(煮 干 し)を おかず に持 って くる人がいたそ うだ。い りこを頭 から丸

　 ごと食べ ることはなかったそ うであ る。晩 は1汁2菜 くらいで,味 噌汁 と,旬 の野菜や 魚を食

　べ ていた。野菜 の煮物,焼 き魚,香 の物が主だ った。食事中は番茶 を飲んだ。養父は晩酌 を し

　 たので,肴 がついた。家 で副食を作 っていたが,行 商や,市 場 で売 ってい る惣菜 も利用 したそ

　 うだ。煮豆,昆 布巻,ど じょう汁,煮 しめ などの惣菜や,ぜ んざい,パ ンな どおや つ も売 りに

　来 ていた。子供 のために牛肉を使 った料理 も作 ったが,大 人 はあま り食べなか ったそ うだ。大

　人用には野菜 の妙 めものを多 くつけた りした。冬になる と,す き焼 きや湯豆腐,お でん(田 楽)

　 をよくした。戦時 中はすぺて配給制 だったので,粥 やだんご汁を よ く食べた。米の代用 として

　サ ツマイモや カボチ ャも多か った。その頃は三食同 じような ものぼか り食べていたそ うだ。

E.食 事の時の給仕 について

　　給仕は主婦が おこなった。結 婚前は被調査者の祖 母が一番 は じめに よそ って もらい,次 に子

　供が よそ って もらった。父親が家に帰 ってい る時は父親 のご飯か らは じめに よそ った。子供 の

　 よそ う順序はは っき り覚えていないが,小 さい頃は年 の順 によそ っていた ようで,長 男 がいつ

　 も先 とい うことはなか ったそ うだが,大 き くな ってか らは長男が先だ った。

　　結婚 してか らは,ま ず養 父,夫,子 供,最 後に 自分 のご飯 をよそ った。子供 は長 男か らよそ

　 っていたが,小 さい弟や妹がほ しがる時はそち らを先 に したそ うであ る。朝,ご 飯 を炊 いて,

　それを神仏に供 えた。燈明をあげるのは戸主である夫が した。神棚は食事をす る部屋に あった

　が,そ れ は神棚の上下を踏 んだ り通 った りしない所 とい うの でそ こに設けていたのだそ うだ。

　だから神棚 と食事室の上座,下 座 とは別に関係はなか ったとい う話だ った。

　　晩酌 は養父だけあ った。養父 は よく自分で肴を こ.しらえていた。夫は仕事 がら酒 を飲む こと

　があったが,家 ではあま り飲 まなか った。

F.食 事 のあとかたずけについて

　　食べ終わ ると主婦が茶碗 をさげた。箸は各 自が湯茶でゆす いで箸箱に直す。茶碗や皿 などは

　台所 で洗 う。食事がすむ とす ぐ片付けていたそ うで,`食 事をす る場 所で食後 くつ ろ ぐとい うこ

　 とは しなか った。洗 った食器 はふ きんで拭 いて水屋 に直す。箸箱 も水屋に直す。主婦が これ ら

　の仕事をす るが,娘 に も手伝わせた。男は手伝わ なか った し,さ せなか った。食後は食事室で

　はな く,座 敷で くつろいだ。そ の座敷は夜夫婦が寝 る所 であ り,客 が来たら招 じ入れ る部屋 で

　ある。

G.食 器の共用について

　　おかずを盛 る器や汁椀,小 皿 などは共用 で使 い,・茶碗,湯 のみ茶碗,箸 は個人の専用であ る。

　煮物,あ え物,香 の物 は器 に大盛 りに して出 し,そ れぞれ皿 に食べ る量だけ取 り分けていた。

　あまった ものは次の 日の朝や昼に食べ る。一人ずつにわけ るときに盛 る皿 も共用で使 っていた。

　箸は箸箱に入れていた。箸箱は被調査者 が子供の頃か ら使 っていた し,今 も被調査者 と夫,つ

　ま り私の祖 父母 は使 ってい る。

H.食 事中に してはならない事

　　特に厳 しくしつ けた のは,箸 の持ち方 である。正 しくない箸 の持 ち方をす ると何度 も注意 し

　た。食事中はきちんと正座 してな くてはいけなか った。足 も くずせなか った。食事 中子供がふ

　ざけた り,食 べ終わ らな いの に立 った りす ると 「じっと して,は よ食べて しまい なさい。」 と

　叱 ったが,ご 飯 を食べなが ら話 もしたそ うであ る。 さわ く・こ とはいけないが,な ごやか に食事

　を していた ようだ。お米を とて も大切 に扱 った。茶碗 の中のご飯粒は全部 きれいに食べた し,

　こぼ した ご飯粒 も必ず拾 って食べた。 ご飯粒を踏む と目がつぶれ ると言 っていたそ うである。
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おかずや ご飯を食べ残す ことはいけなか った。子供が食べ残 した分 は母親が食 べた。

1.食 事中のあい さつにつ いて

　 　家族 みんなそろ って食事 となるが,銘 々が 「いただ きます。」 と言 って食べ る。 ことば で唱

　えな くても,い つ もお百姓 さんに感謝を して食べ るよ うに心がけたそ うだ。食事がすむ とまた

　それぞれが 「ごちそ うさま。」 を言 って,終 わ った人か ら食事室か ら出てよか った。

J.食 事 中の話題 について

　 　食事 は話を しなが ら食 べていたが,誰 かが主だって話をす ることはない。今 日一 日どんな事

　があ った とか,今 日の ご飯はおい しい,お い しくないとい うこと,仕 事 が うま く進んでい るか

　 ど うか,学 校 での話,世 間話を しなが らの夕食だ った。食事の時は,子 供 を注意 した りして し

　つけ る時間で もあったが,家 族全員 の様子をみて,い たわ りの ことぽを交わす時間 でもあ ると

　思われ る。

3.現 在の時期

　 チ ャック項 目では椅子式 テーブルの時期 となってい るが,う ちでは お膳(ち ゃぶ台)の 時期が

長 か ったの で,こ こでは戦後 の様子を書 くことにす る。

A.食 事の形式 と家庭環境

　 　空襲 で家を焼かれて,近 所 の焼けなか った家 の2階 を貸 りて住 んでいた。あた り一面 は焼 け

　 野が原 だった。 もと家 を建 てていた場所に6畳 ほどのバ ラ ックと焼 け残 った風 呂場を建 て,畑

　 を作 った。建築の仕事道具は焼かれて しまい,仕 事 がで きなか った。借家は焼け残 っていたが,

　 非戦災税 を高 くとられたので楽 ではなか った。戦時 中は配給が きちん とあったが,戦 後は悪 く

　 な り,食 べ るものが少 なか った。畑になす,ト マ ト,い も,か ぼち ゃ,ら っかせいな どを作 り,

　 た くさんできる と近所の人に分 けた り,他 のもの と交換 して もらっていた。家が建 ったのは昭

　 和23年 で,こ の頃か ら夫婦で うどん屋 をは じめた。子供 は学校を卒業 してか ら働 きに行 った。

　 子供は3人 いたが,病 気で亡 くな り,夫 婦 と長男であ る私の父の3人 だけになった。昭和25年

　 頃 にな ると,も のが出回 るよ うにな り,お 金 さえ出せば手に入 るよ うにな った。

　 　食卓がお膳(ち ゃぶ台)か らテ ーブルに代わ ったのは3年 前 の昭和55年 であ る。 テーブルに

　 代わ ってか ら も呼び慣れ ているせ いか,「 お膳」 とよんでいる し,配 膳をす ることもrお 膳を

　 出す」 と言 ってい る。祖父母 とも年を とって店 を閉めたので,今 まで土間だ った台所 を改造 し

　 て板敷 きのダイニング キ ッチ ンに した。

B.食 事 をす る部屋について

　 　 食事 をす る部屋は畳敷 き3畳 の部屋 で,台 所 を上が った ところにな り,玄 関の間の奥 にあ っ

　 た。室 内になった ものはお膳,水 屋,神 棚,吊 り棚 の上 には古新聞,柱 時計等があ った。食事

　 以外にはほ とんど利用せず,勝 手 口に出る通路の ような ものであ った。

C.座 り方について

　 　 D.K.に 代 える前の座 り方 であ る(図18)。 私(調 査者)

が小学校3年 生 くらい まではみなそろ って食事を してい

たが,テ レビを入れた ので,わ かれて食べ るよ うにな っ

た と思 う。被調査者(祖 母)と 私の母が台所 の近 くに座

　っていた。上座,下 座 の感覚はなか ったが,祖 父母 とわ

かれ て食事をす る時は,父 が祖父の席にすわ っていた。

座敷 では必ず祖父が仏壇 の前 に座 り,次に父が座 ったが,

座敷 で食事 をす るのは正月 くらいだ った。

D.ご 飯 のほか に食べていた もの 図18
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　　戦後は食べ るものがなか った。配給の米や野菜を長 くもたせ るために苦労 したそ うだ。調味

料や酒 も配給 で,ど うにか足 りていた。米 のかわ りに砂糖をバ ケツー杯配給 されたこ ともある

　そ うで,そ れを売 って米 とかえた。栄養 をつけ るために牛乳 とも交換 した。

　　食事が 自由に手 に入 るよ うにな ると,も との食生活に もどった。朝昼は昨夜の残 りや茶漬,

夜 に惣菜をつ くる。 パ ン食は,配 給 で味つ けパン が あった時はご飯の代用に食 べたが,家 で作

　った こともある らしい。パ ンには砂糖 をつけ て食べていた。 バターは終戦後5,6年 しないと

　なか った らしい。三食 の うち一食をパン です ませ ることはなか った。最近10年 くらいは昼食は

パンと牛乳であ る。戦前 と戦後 とを くらべ て変わ った ところは,食 べ物が贅沢にな った ことだ

　と言 う。おかずの量,種 類 ともに多 くなった し,油 を使 った料理が多 くな った。現在 は魚 も野

菜 も肉 もまんべんな く調理す るように している。祖母は朝 は納豆を食べ ることに決 めているよ

　 うだ。

E,Fに ついて

　　食事の給仕 は現在 は私の母がする。順序 は祖父,祖 母,父,子 の順であ る。食後 は くつろい

　でか ら茶碗を洗 っているが,祖 父母 は箸 は茶湯 でゆすいで箸箱 に直す。晩酌は しない。 あ とか

たずけは母が して,食 器は食器棚に直す。

J.食 事中の話題 について

　　祖父母だけで食事 を してい る時は主 に祖父が話 している。新聞 のニュースやテ レビの話,昔

の思い出な どを大 きな声で話 し,祖 母 は聞いて いる。今は食事をす る時にテ レビをかけている

の で,そ の ことを話題に してい ることが多 い。家族みんなで食事をす る時は世 間話 をするが,

やは り自慢話や昔 の思い出話が多 く,楽 しそ うであ る。

　　食事の行儀作法 は昔に くらべ ると厳 しくな くなったのか もしれ ないが,現 在 で も昔 か ら伝わ

　って きた ことは変わ っていない。

調査者　No.29(f)　 　　　　　　　　　 調査日　昭和58年7月

被調査者　T.K.　 性別　 f　　　　　　 出生年　明治44年(71歳)(第1子)
出生地　大阪府大阪市北区

生家の職業　地主・貸家業　　　　　　　　　　'

現住所　兵庫県神戸市東灘区

住所の変更とその年度　大阪市北区一神戸市東灘区(昭10)

最終学歴　大阪市立0高 等女学校　　　　　　結婚　昭和10年(23歳)

被調査者との関係　母の知人

1.お 膳(箱 膳 など)の 時期

A.食 事の形式 と家庭環境について

　　図19の ように,お 膳には男膳 と女膳 の2種 類があ り,家 の主 であ る父親 だけが男膳 を使 って,

　あ との家族,祖 母,母 親,子 供達,女 中達はみ な女膳で食 べてい ました。そのお膳 の呼び方は

特にな く,普 通 に 「お膳」 と言 ってい ました。そのお膳 は,大 正10年 頃か ら使われ る ような り,

次にち ゃぶ台で食べ るようになる昭和初期 まで使われま した。その時期 の家族構成 は,祖 母,

　父親,母 親,娘2人(内1人,本 人),女 中2人 の計7人 家族 で した。 その時期 の住所は,出

生地 と同 じで,大 阪市北区で した。住環境は,ま わ りに,た くさん家が建 ちならんでいる住宅

地で した。その時期 に,戸 主である父親は,地 主で貸家 をや っていま した。それ でず っと家に

　父親がいたので,小 さい頃は父親は何 もや っていないのか と思 ってい ました。

B.食 事をする部屋 について

　　食 事をする部屋は 「台所 」 と呼んでいました。 この部屋は台所専 用で他 の事には使い ません
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図19 図2①

で した。台所は八帖 でジ水屋や膳棚,そ れ に長火鉢 もあ りました。食事専用 と言いま したが,

　ち ょっとした話 はできる場所です。

C.ど の ようなす わ り方 で食べたか

　　図20の ような座 席の順番 で食事を しました。そ して,女 中 さんだけは,お 上(カ ミ)の 食事

　の後食ぺ ましたが,そ のほかは,そ ろって食べ ま した。食べ る場所は,た たみの上で座ぶ とん

　は女 中さん以外みんな使 っていま した。女中さんも,ふ かふかの座ぶ とんではないか もしれ ま

　せ んが,何 かそれ らしき物 を敷 いていた ような気 も します。

D.ご 飯のほかには,何 を食べ,何 を飲んでいたか

　　朝 は,ご 飯,み そ汁,漬 物,佃 煮類 とい ったす ご く簡単な ものです。

　　昼 は,ご 飯,野 菜煮物,漬 物,ち ょっとした魚 の干物,す ま し汁な ど。

　　晩は,ご 飯,魚 の煮付か焼 魚,貝 類,野 菜,肉 類(か しわやか もが多か った)な どです。 そ

　れで父親 には,一 品 ぐらいちが うものが付いた り,同 じ料理 でも,量 を多 くつけた りしてい ま

　 した。

E.食 事 のときの ご飯の給仕について

　　 よそ うのは,ほ とんど女中 さんか母親で したが,た まには娘が よそ うこともあ りま した。 よ

　そ う順序 は,お 膳 の順位に もある ように,父 親,祖 母,子 供,母 親 の順です。神仏へのお供え

　は,母 親 か娘が しま した。晩 しゃくも父親だけですが していま した。

F.食 事のあ とかたずけについて

　　食べおわ ったあとす ぐ,茶 わんを湯茶でゆすいでい ました。 これは母親がそ うす るので見て

　 まねを したのです。 でも しない時 もあ り,そ の時はその まま洗いま した。家族全員 の食事が終

　わ ってか ら,女 中さんが食器をお膳 ごとさげて洗い ま した。洗 った食器は水屋の中に しまい ま

　す。

G.食 器の共用について

　　共用の食器には,大 皿や大鉢があ り,天ぷ らや和物やそ うめんや煮 しめな どが盛 られ ま した。

　箸箱は,各 自にあ り,お 膳 の時期はず っと使 ってい ま した。

H.食 事中に してはな らないこ とについて

　　箸 の上げ下ろ しについて言われ ることはあ りませ んで した。食べ る順序 は,決 め られ てませ

　 んで したが,ご はんを食 べたらおかずそ してまた ごは んを食べ るとい うように自然になってい

　 ま した。食事中にはお しゃべ りも しましたが,口 の中に物がはい っている時に しゃべる としか

　 られま した。姿勢は,正 座で,今 の人みたいに くず して坐 ることもなか ったので しか られるこ

　 ともなか ったです。その他には,子 供たちが遊 びなが ら,例 えぽお人形を抱 いた ままとか,子

　供 たち2人 でや りあいなが ら食事 をす るのはだめで した。

1.食 事中のあいさつについて
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　　食べは じめには,「 いただ きます。」

　　食べおわ りには,「 ごちそ うさん。」

J.食 事 中の話題について

　　父親がお もに話 して,そ れ について全員が何 かを言 うとい った感 じで した。その話の内容は,

　当時 のその 日の出来事 がほ とんどだ った と思います。

2、 ち ゃぶ台(し っぽ く台,飯 台 など)の 時期

A.食 事 の形式 と家庭環境 につ いて

　　図21の ような円形の台で食べ ていました。 これは,折 りたたみ式なので部屋 のすみに置け る

　ので場所を とらず非常に便利 です。 この台の ことは 「ちゃぶ台」 とよんでい ました。 これは,

　昭和初期か ら使われ るようにな り,次 に椅子式のテーブルにかわ る昭和30年 頃 まで使 っていま

　 した。 この時期の家族 も結婚す る昭和10年 までは,前 と同 じ,祖 母,父 親,母 親,娘2人(本

　人を含む),女 中2人 の7人 で した。 住んでいたの も前 と同 じ大阪市北区で,住 宅地 です。そ

　の頃 も父親は地主で貸家,つ ま り不動産業をや ってま した。そ して,食 事の形式 がかわ ったの

　は,だ んだんとわず らわ しさを さけて簡単にな ったか らだ と思 います。

B.食 事をす る部屋について

　　食事をする部屋は台所 とよんでいま した。それで,台 所 にある ものも前 とまった く同 じで,

　水屋,長 火鉢 などです。

C.ど の ようなすわ り方 で食べていたか

　　図22の ようにすわ って,み んなそろ って食べ ま した。女 中さん2人 は,あ とか ら食べていた

　 よ うで した。食べ る場所は,タ タ ミの上で座ぶ とんを敷 いていま した。

D.ご 飯のほかには,何 を食べ,何 を飲 んでいたか

　　 お膳で食べていた時 とほ とんど同 じで,朝 は,ご 飯,み そ汁,漬 物,佃 煮類な どです。昼は,

　 ご飯,す まし汁,漬 物,野 菜の煮物,ち ょっと した魚の干物な ど。晩 は,ご 飯,魚 の煮付か焼

　 いたもの,貝 類,野 菜,か しわ,肉,く じらなど。

　　 それで父親はいつ も量が多め につけ られてま した。

E.食 事の ときの ご飯 の給仕 につ いて

　　 ご飯を よそ うのは,だ いたい女中さんですがた まに,母 や娘たち もや りました。その順序は,

　 父,祖 母,子 供,母 で した。神仏へのお供えは,ほ とん ど母ですが,い ない時や病気で寝てい

　 るとい う時は娘 が しま した。必ず女の役 目で した。晩 しゃくは父だけが していま した。

F.食 事 のあとかたず けにつ いて

　　 食べおわ った あ とす ぐにお茶わ んの中に お湯を入れてゆす ぐとい うことはなか ったですけ

　 ど,す ぐに流 しで洗 っていま した。それを さげ るのは女中さんた ちで,食 器 も洗 っていま した。

図21 図22
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　食器 は,台 所 の水屋の中に しまいました。

G.食 器 の共用について

　　共用 の食器には,大 皿 ・大鉢 などがあ って天ぷ らやそ 一めんや煮 メなどを盛 って,み んなで

　好 きなだけ取 って食べてま した。箸箱は,各 自きまった ものを使 っていま した。だか らぜ った

　いに他人 のお箸を使 うとい うのは考え られませ ん。

H.食 事 中に してはな らない ことについて

　　食事 中に してはいけない としか られた ことが ないので よくわか りませ んが,食 べ る時 の姿勢

　は,足 を くず さずちゃんと正座 してい ました。それに,箸 の持ち方 で左手をそえて持つ ように

　気を付け ていた ように思います。それか ら,口 に物がはい っている時は お しゃべ りは しません

　で した。 口の中の ものが見えた らきたないですか らね。

L食 事 中のあい さつについて

　　食べは じめは,「 いただきます。」

　　食べ おわ りは,「 ごちそ うさん。」

　 と言 っていま した。

J.食 事中の話題について

　　や っぱ り,話 の中心 とな っていたのは父で,話 題は子供のその 日にあ った事が多か った と思

　います。た まに,む ず か しい事を父が話すので他が相手を しなかった りす ると気げんが悪 くな

　 った りしま した。

3.現 在(椅 子式テーブルなど)の 時期

A.食 事 の形式 と家庭環境 につ いて

　　昭和30年 頃 よ りボ ツボ ツ椅子にすわ ってテーブルで食べ るようにな りま した。 これは 「テー

　ブル」 と呼んでい ました。 このころには私 も結婚 して,子 供 が1人 いま したので3人 家族 で し

た。現在は,娘 もお嫁 に行 きま したので,夫 と2人 です。住 んでいる所は現在神戸市東灘 区で

住宅地に暮 らしてお ります。夫 の職業は,銀 行員で した。現在 は,家 を もっていますのでそれ

　を貸 してのんび りとしています。食事の形式が変化 したのは,外 国の様式が どん どんはいって

　 きて,正 座す るよ りも椅子 にすわ って食べる方が足が疲 れな くていいか らだ と思い ます。 それ

　にこの頃に なるとだんだんと人を使 うのがむずか し くな り簡 単になった と思い ます 。今 となる

　 と,昔 の よ うに形式 ぼ って食事 していたのが うその よ うです 。

B.食 事をす る部屋について

　　食事をす る所は,台 所 と呼 んでいて,お 友達が来た時に話 した りして います し,テ レビが置

　いてあるので,食 事のあ とそ のまま見ている時 もあ ります。台所 は8帖 で,食 器棚,テ ーブル,

　椅子,冷 蔵庫,テ レビ,流 し,な どがあ ります。

C.ど のよ うなすわ り方 で食べ たか

　　図23の よ うなすわ り方 で食事を しました。3人 家族なので,そ ろわな いと味けない とい うこ

　 とからな るべ くそろって食べ るよ うに しま したが,そ ろわない時 もあ りま した。台所 は板間に

　な っていて,椅 子の上 に座ぶ とんを敷 いて座わ ってい ます。

D.ご 飯 のほかV,こは,何 を食べ,何 を飲んでいたか

　　朝 は,ご はん,み そ汁,漬 物,玉 子焼な ど,そ れか,パン,サ ラダ,オ ム レツ,紅 茶 などの

　時 もあ ります。現在 はパン 食 の方が簡単なのでよく食べ ます。

　　昼は,ご はん,野 菜 の煮物,漬 物,ち ょっとした魚 とい った ように昔か ら変わ りあ りませ ん

　が,サ ン ドイ ッチ,ホ ッ トドッグ,う どん,そ ぼ,ス パ ゲッテ ィなどのパン 類やめん類を食べ

　 るように な りま した。 それか ら,ご はんを油 でいため る焼め しなども,残 り物 でで きるのでよ
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　 くします。

　　夜は,ご はん,肉 類か魚類,付 け合わせ の野菜な どです。 肉類 でも牛 ・豚 ・か しわ といろい

　ろ食べ,ハ ム ・ソーセージ ・チル ドビーフ ・ミンチな ども使 います。それか ら主なおかず に,

　コ ロッケや フライな ど油 で揚げた ものが多 くな ってい ます。味つけが昔 よ りこって りした洋風

　の もの もた まに食べ ます。特別にちがった ものは,お 酒の肴な どをた まに夫 のために作 った り

　 します。

E.食 事の ときの ご飯 の給仕について

　　よそ うのは,妻 の私 で,夫 か ら先 に よそい ます。仏さんへのお供え も私が します。晩 しゃ く

　は,量 は少ないです が有 りまして,妻 や娘 も大人にな りま してか らはす るよ うにな りま した。

F.食 事 のあ とかたずけについて

　　食器 は,食 べ終わ るとす ぐに,流 しの水の中につけてお き,し ぼ らくしてか ら妻 の私 が洗 い

　ます。洗 った食器 はちゃん と食器棚 に しまい ます。

G.食 器の共用について

　　共用の食器には,大 皿 ・大鉢な どがあ り,天 ぷ ら,そ うめん,か ら揚げ,中 華料理 な どを盛

　 ります 。今 までの時期に もそ うだ った のですが,お 正 月の重箱 も共用の食器 にはいるで しょう

か。 この中には,現 在 でも入れ るおせ ち料理,煮 メ,か まぼ こ,そ の他いろいろあ ります。箸

箱は,椅 子式 のテーブルで食事するよ うにな ってか らは,な くな りました。 しか し,各 自のも

　のは きまっていて,そ のつ ど洗 って使 います。

H.食 事中に してはな らない ことについて

　　これについては特 にあ りませんが,口 の中に物がはい ってい る時は しゃべ らない とか,足 を

　 くんだ りせず,き ちんとすわ って食べ るとい った常識 的なことは,守 られています。

1.食 事 中のあいさつ について

　　食べは じめは,「 いただ きます。」

　　食べおわ りは,「 ごちそ うさん。」 といいます。

J.食 事中の話題 につ いて

　　特にだれがお もに とい うことな く,み んなで,子 供 の事や学校の事や世間にあった事 につ い

　て話 します。

　(註)

　　これ(図24)は,箱 膳で男女の使用人が使 うものです。上のふたを裏返す とぜ んにな り,使

わない時には,中 に茶わん,箸 箱,お 皿 などを入れておきま した。

　これ(図25)は 女膳 です。

①ふたの様になっていてそれを裏返す と,お 茶碗な どがの るおぜんにな ります。

②箸箱 な どをなおす 中棚にな っています。

図23 図24 図25
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③ 引き出 しにな っていて,中 には,お 茶碗,お 皿 くらいは入 る。

調査者　No.35(f)　 　　　　　　　　　 調査 日　 昭和58年8・9月14・16日(日 ・金曜 日)

被調査者　 S.F.　 性別　 f　　　 　　　 出生年　 明治37年(80歳)(第1子)

出生地　徳島県三好郡M町

生 家の職業　農業

現住所　大阪府大阪市西 淀川区0町

住所 の変更 とその年 度　徳 島一大阪(大12)

最終学歴　 K尋 常高等小学校　　　　　　　　結婚　大正12年(19歳)

被調査者 との関係　 母方 の祖母

1.お 膳 の時期

A.食 事 の形式 と家庭環境 につ いて

　　どの よ うな形式で食事 がなされていたか とい うと箱膳 であ り,食 器 の配置は図26の よ うであ

　 った。ただ しおかずは,お 祭 りの時な ど何 かある時 だけ であ る。 この箱膳の ことを祖母 の家庭

　では 「飯台」 と呼んでいた。男の人が使用 しているものの方が女の人や子供が使 用 しているも

　の より大 きか った。祖母 の知 ってい る限 りでは,祖 母 が生 まれた時か ら結婚す るまで続 いてい

　た が,結 婚 して徳島を離 れてか らの ことはは っき りしないが,し ば らくは続いていた とい うこ

　 とであ る。その時期の家族構成は祖母か ら見て父方 の祖父 と両親,弟,弟,妹 とい う順 の兄弟

　で,祖 母が小 さい頃に遠 くの親類がか った子守 りが いた。 この時期の住所は徳島県三好郡M町

　で,こ の時期の住環境 は農業養蚕地区で駅前 ぐらいに商店があ っただけであ った。 この時期 の

　戸 主は祖母の父であ り,職 業は国鉄の職員であ った。 もちろん農家では あったが土 地が 少なか

　 ったため兼業農家であ った。祖母の祖父 と母親 が農作業 をや り,父 親は朝出勤す る前 と夕方帰

　 ってか らに農作業を した。祖母の知 っている限 りでは,食 事の形式が変化 していないた め,変

化 した とす る理由はわか らない。

B.食 事をす る部屋について

　　食事をす る部屋の ことは 「土間」 と呼んでお り,食 事 以外に利用 した とす ると,養 蚕 のち ょ

　 うどまゆ の時期にかい こ棚 を作 っていた。部屋 の大 きさは10畳 ぐらいで,半 分 よ り少 し多めの

広 さのゆかが少 し高 くな ってお り,食事をする部屋 の横 に一般に土間 とよばれ るところが あ り,

　そこにか まどがあ った。祖母 はそれ を 「くん ど」 といい,「 お くどさん」 とよんで いた。か ま

　 どには 「大が ま」 とい ってお豆腐,お 味噌,お 醤油 を作 る時に使用 した ものがあ った。祖母 の

娘時代 には,れ んが作 りの 「西洋 くど」 といったか まど以外に水を入れてお くとお湯が 自然に

沸 く装置がついた ものがあ った。そ して部 屋の片す みの神棚に 「三費荒神」 さんが祭 ってあ っ

　た。

C.ど のよ うなすわ り方で食べたか

　　座席 の順をあ らわすために部屋全体の図をか くと,図27の ようになる。朝,晩 は全員 そろっ

　て食事す るが,昼 は仕事 や学校のため まちまちである。祖母の祖 父は隠居す るまでは家族み ん

　な と食事 を共に とるが,隠 居 してか らは1人 で食べ た。節句や祭 りなどの祭 日,こ れを祖母 ら

　は 「もんび」 とよんでいたが,こ の時には一緒 に食事 を とっていた。祖父,父 親が食べ る とこ

　ろは一段高 くな っていて,畳 があ り,祖 母 らが食べ る ところは板敷 きであった。座 布団の有無

　については祖母の記憶 があま りは っき りしていないので断定はで きないが,祖 父,父 親,子 供

　である祖母 らが使用 していて,母 親が使用 していた かど うかはわか らない。

D.ご 飯 のほかには何を食 べ,何 を飲んでいたか。

　　 まず 「ご飯」には麦が混 じって いた。朝は味 噌汁 や野菜 をたいたお汁,そ して漬け もので,
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図26 図27

昼 も家にいれば 同様の もので,晩 も同様でおかずは特 にないが,あ るとす れば例 えば家で とれ

　たおい もをたいた ものな どである。魚,豆 腐は 「もんび」に食べた。農村 なのでそのお魚でも

塩サバ,め ざ しのような ものであった。特に誰 も違 った ものは食べていなかったよ うであ る。

E.食 事の ときのご飯の給 仕について

　　母親が必 ずご飯を よそ っていて,よ そ う順序は祖父,父 親,そ して子供 であ ったが,子 供 の

　中での順序 は特 に記憶にないそ うで,最 後は母親であ った。神仏へのお供 えは,ご 飯を新 し く

　たいた時,一 番最初に母親が よそっていた。晩酌は祖父 のみがお こな っていた。

F.食 事のあ とかたずけについて

　　食べ終わ った あ と,す ぐに茶わんや箸 をお茶でゆす ぐだけであった。そ して毎月1日,こ れ

　を祖母は 「おつ いたち」 とよぶが,こ の 日に茶わんな どを洗 っていた。他に 「もんび」に も洗

　っていた。 洗 うのはその家庭 の長女がす ることであ ったので,あ る程度大 きくな ってか ら祖母

　がや っていた。祖母は結婚後,祖 父り茶わ んを洗 うのを祖父 と仲 の良い2番 目の弟 に頼 んでは

　きたが しば らく心配だ った とい っている。食器は さげ るのではな く箱に しまうだけで,食 器を

　 しまった 箱膳 は座敷 の片は しに重ねておいてあ った。

G.食 器の共用につ いて

　　ふだんは共用 の食器はな く,多 くの漬け物や,正 月や祭 りのとき盛 られてでて くるお煮 しめ

　 ぐらいがあ っただけである。箸箱に関 しての祖母 の記憶はあやふや では っき りしないが,父 親

　だけが持 っていた ようで,時 期な どもは っき りしない。

H.食 事中に してはならない ことについて

　　常識であ ると祖母は思 っていたので,注 意 された内容はは っき り残 っていない らしいが,肘

　が高す ぎると祖 父によ く言われた ようだ。

1.食 事中のあい さつ につ いて

　　食べは じめは 「いただ きます」,食 べ おわ りは 「ごちそ うさま」 といってお り,現 在 と変わ

　 りがないが,変 わ った ことと して,「 おつ いた ち」には,祖 母 ら子供たちは,祖 父の ところに

　「おめでと うござい ます」 とあ いさつにい った と言 っている。

J.食 事中 の話題について

　　祖母には話題 に関 しての記憶が まるっき りないとい うことであるが,農 家であるためにお も

　に父親が母親 とその 日の田畑 での仕事の内容 を暦 を見なが ら話を していた とい う記憶 だけがあ

　 る。季節 ご との仕事の進み具合,農 作物につ く虫の話な どであ った。

　　以上が祖母 が結婚す るまでの ことである。次 は子供 であ った祖母が 「主婦」「母親」 とな っ

　てか らのことであ る。
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2.ち ゃぶ台 の時期

A,食 事 の形式 と家族環境について

　　丸いち ゃぶ台に,食 器の配置は箱膳の時期 と

　変わ らない よ うに並 べて あ った。 これ は,「 ち

　ゃぶ台」 と呼んでお り,祖 母が結婚 してか らは

　 じま り,現 在で も続いて いる。祖母が主婦 と し

　て主導権のあ る間の家族構成は,祖 母の夫,子

　供6人 であ った。昭和23年 に長男が結婚 し,夫

　が亡 くな り,子 供 のそれ ぞれが独立 してい った
図28

　あ と,徐 々に主婦の主導権は長男の嫁 に うつ り,そ の頃の家族構成は祖母,長 男夫婦,孫3人

　とな り,現 在 は孫2人 が独立 したので,家 族は4人 であ る。 この時期 の住所はず っと大阪市西

淀川区0町 内であるが,結 婚後,戦 後 しぼ らく,そ れ以降 と3か 所 に住 んでい る。 この時期 の

環境は商業,工 業 で,そ れ に従事す る人 々の住宅があ ったが団地はなか った。 この時期 は長 い

ので戸主が祖母 の夫か ら長 男への変わるが,両 方 とも職業は化学工業に属す る石けん製造 であ

　る。食事の形式 は特 に変化 していないが,食 事の内容 として戦 後にパン 食,う どんがあ らわれ

てきた。戦前はパン とい ってもむ しパ ンであった。

B.食 事をす る部屋について

　　食事をす る部屋は 「台所 」 と呼ばれてお り,こ の部屋は食事以外には特 に利用 しなか った。

部屋の情景は,ち ゃぶ台があ り,壁 にそ ってみずや,食 器棚な どがあ り,台 所のすみに神棚 が

あ り現在 も三寳荒神が祭 ってある。戦前すんでいた家 には土間である炊事場が あ り,か まどが

　あった。現在は普通 の流 しとコンロであ る。

C.ど の ようなすわ り方 で食べたか

　　座席 の順番は丸いち ゃぶ台であるので特に順番 はないが図28の よ うにな る。朝,晩 はそ ろっ

　て食べ たが,昼 はバ ラバ ラで家にいる者だけでそろ って食事 を していた。食 べる場所は畳で,

　座布団は祖母の夫が戸主であ った間は夫だけで,現 在は家族すべてが使用 している。(図 は戦

前の座わ り方だが,戦 後は座わる人が変化す るだけ ことである。)

D.ご 飯 の他 には何を食べ,何 を飲んでいたか

　　朝はお味噌汁 とお潰け物,昼 も同様 で朝 のの こ りものがあ り,晩 もほぼ同様でおかず と して

　は魚がでた。 しか し祖母 の調理 として この魚はほ とん どたいた もので,焼 くとい うことはあ ま

　 りなか った。特別に違 った ものを食べ ていたのは祖母の夫 だけで,毎 晩ではないがお造 りを食

　べていた。

E.食 事の時のご飯 の給仕 について

　　ご飯は祖母 が よそ ったが,長 男が結婚す ると徐 々に長男の嫁 が よそ うよ うになる。 よそ う順

　序は祖母か ら見て夫,子 供6人,最 後 に 自分 で,神 仏のお供えは箱膳 の時期 と同様 に新 しくご

　飯を炊いた時最初 に よそ った。結婚 した当時は晩酌はあ ま りなか った が,し ば らくして回数 は

　少 々増えた。

F.食 事のあ とかたずけ について

　　食べたあ と茶わんや箸 を湯茶でゆす ぐことはせず,子 供や祖母が食器をす ぐ下げて,毎 食後

　祖母が洗 っていた。洗 った食器はその ままおいてお くのではな く,台 所 の食器棚に しま ってお

　いた。

G.食 器 の共用について

　　共用 の食器には どんぶ りや料理 のも り皿な どが あ り,そ れぞれのためにつ くられたおかずの
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　 ほかに,い る人だけが と り,い らない人は とらないですむ よ うに共用の食器 におかずを盛 って

　 いた。それにはお煮 しめ,コ ロ ッケ,天 ぷ らな どがあった。箸箱は誰 も使 用 しなか った。

H.食 事中に しては ならない ことにつ いて

　　 これ も箱膳 の時期 と同様 に注意す るよ うな行動は祖母 にとって常識でわか るよ うな ことであ

　 るか ら,特 に記憶はない ようである。 この調 査には私の母親 も一緒 に祖母 の家 に来たが,母 は

　 幼い頃,食 べ物を残 した り,一 つの物ばか り食ぺ てまんべんな く食 べなか った り,好 き嫌いを

　 少 しで もい うと,厳 し く怒 られた と言 っている。

1.食 事中のあいさつについて

　　 食べは じめは 「いただ きます」,食 べ終わ りは 「ごちそ うさま」 と家族 のそれぞれが言 った。

　 これは現在 も同 じであ る。

J.食 事中の話題について

　　 H.で も話 した よ うに厳 し く怒 られるので子供 らは恐 くて急 にお とな しくなって しゃべ らな

　 くな って しま うので,お もに話 をす るのは祖母 とその夫 であ った。話題 は特 に何が多か った と

　 い うことはないが,父 親 と子供 である母 らの間にはあ ま り会話がなか った。 しか し少 ししか話

　 さない父親 の言 った ことは印象に残 ってい るら しい。

　　 以上 が現在を含んだち ゃぶ台の時期であ る。 このち ゃぶ台の時期 に,主 婦は祖母か ら長男の

　 嫁へ と変わ るが,お こな っていることはそ う違いがないので祖母のをおもに結果 とした。

　 調査者　No.52(f)　 　　 　　　　　　　 調査 日　 昭和58年9月15日(木 曜 日)

　 被調査者　 0.1.　 性別　 m　 　　　　　　 出生年　 明治37年(79歳)(第3子)

　 出生地 　兵庫県川辺郡1町

　 生家の職業 　農業

　 現住所　兵庫県尼崎市K町

　 住所の変更 とその年度　川辺郡1町 一 尼崎市K町(昭28)

　 最終学歴　兵庫県立M師 範学校　 　　　　　 結婚　昭和28年(49歳),初 めの結婚は昭和4

　　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　年(25歳 の とき)

　 被調査者 との関係　祖 父

1.お 膳 の時期

A.食 事 の形式 と家庭環境 につ いて

　　食事 の時はお膳 と呼んでいた ものが,各 自にあ った。お膳を使 っていた時期は,本 人(被 調

　 査者)が 生 まれた時か ら,15才(大 正7年)の 頃 まで。 その時期 の家族構成は,父,母,兄,

　 兄嫁,兄 の娘,姉,本 人,女 中,男 衆で住所は兵庫県川辺 郡1町 でそ こは農業地 であ り,戸 主

　 (父)の 職業は農業であった。

B.食 事 をす る部屋 につ いて

　　食事をす る部屋 は台所 と呼ぼれてお り,食 事以外には,み んなが あつ まって雑談 な どをす る

　所 でもあ った。その部屋 の大 きさは,だ いたい20畳 ぐらいあ って,部 屋の中には,大 きな囲炉

　裏が あ り,そ なえつけ の戸棚や,食 事には えや,ご みがかか らない よ うに,あ み でできたつ り

　 だながあ り,lm以 上 もある大 きなぶんぶ ん時計(振 り時計のこ と)や,ち ょうちんなどが あ

　 った。

C.ど のよ うなすわ り方 で食べたか

　　食事は,た たみ の上 で,女 中,男 衆以外 の家族の者 がざぶ とんをひいて,み んなそ ろってた

　べ ていた(図29)。

D.ご 飯のほかには,何 を食べ,何 を飲んでいたか
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　　朝食は,ご はん,み そ汁,つ け もの。昼食は,ご はん,み そ汁,ま るぼ し,つ け ものな ど。

　夕 食は,ご はん,み そ汁,ま るぽ し,野 菜料理,魚 料理,つ け ものなどをたべていて,父 親(戸

　主)だ けが,特 別に違 った ごちそ うを食 ぺていた。

E.食 事 のときの ご飯 の給仕 について

　　 ごはんを よそ うのは,兄 嫁が していて,よ そ う順序は,父 親 ・母親 ・兄 ・本人 ・長女 とい う

　順序。神仏へのお供 えは,毎 朝,炊 きたてのご飯 とお茶を していた。晩 しゃくは,皆,お 酒が

　 きらいだったのでなか った。

F.食 事のあとのかたづけについて

　　食べおわ ったあ と,す ぐに,各 自が,お 茶わん と箸を湯茶 でゆす いで,そ れをは じめのよ う

　にお膳 の中にふせて,箸 は箸箱にいれて,そ してお膳のふたを しめてそれを戸棚 に しまってい

　たので,食 器は,湯 茶 でゆす ぐだけで洗 っていなか った。

G.食 器の共用について

　　共用の食器 には,お 茶 の コップ(湯 のみ),大 きなお皿,こ ぼ ちなどが あ り,お 茶 の コップ

　には,お 茶を いれ,そ れをおぼ んにのせて,み んながすわ っている所 の真ん中においてそれぞ

　れに くぽっていた。大 きなお皿 には,ご ぼ うの煮た ものな どその 日た くさんつ くった料理 をい

　れてお り,小 ぽちには,お つけ ものをいれ ていた。箸箱は,本 人 が生 まれた時か らあって,14,

　5才 ぐらいの時 まであ った。

H.食 事中に してはな らない ことについて

　　食事中,し てはいけない ことは,は なをかんだ り,ト イ レにい くな ど中座を してはいけなか

　 った。食事中 のおしゃべ りは注意 されな くて,む しろみんなでたの しく話を しなが らたべてい

　た。食事中の姿勢は,必 ず正座 でいなけれぽな らなか った。

1.食 事中のあいさつについて

　　食べは じめ は,主 人の命 令でいただ きます といってか らたべ,食 べおわ りは,ご ちそ うさま

　 とい っていた。

J.食 事中の話題 について

　　食事中の話題は,世 間話,そ の 日一 日にあ ったこ とをそれぞれが話を していたが,よ くしゃ

　べ るのは父であった。

2.ち ゃぶ台 の時期

A.食 事の形式 と家庭環境について

　　食事をする時は,ち ゃぶ台 と呼ぶ丸 い台の まわ りにみ んながすわ っていた。それは,本 人が

　 14,5才(大 正8年)ぐ らいか らは じまった。(い つ頃までかは,は っき りしない。)そ の時期

　の家族構成 は,父,母,兄,兄 嫁,兄 の娘,本 人 であった。住所は,兵 庫県川辺郡1町 で農業

　地であ った。 その時期の戸主(兄)の 職業は,小 学校教員。お膳か らちゃぶ台へ うつ った理 由

　は,お 膳は,食 器 も洗わず,ゆ す ぐだけだ ったので,不 潔 なため。

B.食 事をする部屋 につ いて

　　そ の部屋の ことを,台 所 とよんでお り,食 事以外は,み んなが集 まって,よ もや ま話を した

　 りしていた。 その部屋 の大 きさは,広 くてだいたい20畳 ぐらいあ り,そ こには囲炉裏があ り,

　 そなえつけの戸棚 があ り,大 きな振 り子 のついた時計,ち ょうち んな どがおいてあった。

C.ど のよ うなすわ り方 で食ぺたか

　　食事はみんなそろって食べてお り,食 べ る所はたたみの上 で,み んな ざぶ とんを使 ってたぺ

　 ていた。

D.ご 飯 のほかには,何 を食べ,何 を飲 んでいたか
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図29 図30

　　朝食 は,ご はん ・みそ汁 ・つけもの。昼 食は,ご はん ・みそ汁 ・まるぼ し ・つけ もの。夕食

　 は,ご はん ・みそ汁 ・野菜料理 ・魚料理 ・つけ もの。食事は,み んなが同 じものを食べ ていて,

　 だれ も特別 なものは食べていなか った。

E.食 事 のときの ご飯の給仕 について

　　 ごは んを よそ うのは,兄 嫁 が してお り,よ そ う順序 は特別になか った。神仏への お供えは毎

　朝,炊 きたての ご飯 と,お 茶 を していた。晩 しゃくの有無は,皆 お酒が嫌 いだ った のでなか っ

　た。

F.食 事 のあ とかたずけについて

　　食べおわ ったあ と,茶 わ んやおは しを湯茶 でゆす いだ りしていなか った。食後す ぐに,兄 嫁

　が食器を さげて,さ げてす ぐに食器を洗 っていた。 そ して洗 った食器は,台 所 にそ なえつ けて

　 ある戸棚に しまっていた。

G.食 器の共用について

　　共用の食器には,湯 のみ,大 きなお皿,小 ばちなどがあ り,小 ばちにはおつけ ものをいれ,

　大 きなお皿には,多 くたいた副食物をいれてちゃぶ台 の真ん中においていた。箸箱は,も うな

　 くなってお り,お 箸は,は し立てにいれてだ していた。

H.食 事中に してはな らないことについて

　　食事中の姿勢 は,必 ず正座を していた。食べ る順序な どは きまっていなか った。お しゃべ り

　は,全 くか まわな くて,み ん なで話 しを しなが ら食べていた。食事 に してはな らない ことは,

　途中 で トイ レに行 くな ど中座を してはいけなか った。

1.食 事中のあいさつにつ いて

　　食べは じめは,い ただきますをい って食べ,食 べおわ りは,ご ちそ うさまや,う まか ったわ,

　 とい っておわ っていた。

J.食 事中の話題 につ いて

　　食事中は,お もに話 しを していたのは父 で,兄 は無 口だ った。食事中の話題 は,世 間話 やそ

　の 日にあ ったできご となどをみんなで話 していた。

3.現 在の時期

A.食 事の形式 と家庭環境について

　　食事をする時 は,テ ープルで,い す にすわ って食べている。テーブルで食べ は じめたのは,

　昭和28年 頃か ら現在 も続いてい る。その時期の家族は,本 人(戸 主)・ 妻 ・娘2人(現 在 は本

　人 と妻のみ)で,住 所は兵庫県尼崎市 で,住 宅地であ り,戸 主 の職業は会社員 だったが,現 在

　は退職 し,マ ンシ ョン経営 と下宿業をや ってい る。 ちゃぶ台か らテーブルにかわ った理 由は,
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　ちゃぶ台だ と正座するため足がいた くなっていた

ため と,テ ーブルだ と下 は板間のため,何 かこぼ

　しても,ふ くときれいになるため清潔なので。

B.食 事をす る部屋につ いて

　　食事をす る部屋を台所 と呼んでお り,食 事以外

　では,雑 談 などをする所 でもあ る。その部屋 の大

　きさは,だ いたい8畳 くらいで,水 屋,冷 蔵庫,

　テ レビなどがおいてある。

図31

C.ど のよ うなすわ り方 で食べたか

　　食事は,時 々い っしょに食べてお り,食 べ る所は板 の間で,い す にすわ っているので ざぶ と

　んは使 っていない(図31)。

D.ご 飯 のほかには,何 を食べ,何 を飲んでいたか

　　朝食は,ご はんをたべず に,パ ンとコー ヒーと卵にサ ラダを食べ てい る。昼食 は,ご はん と

みそ汁 とさかなな どを食べ てい る。夕食 は ごはん,み そ汁,魚 料理,野 菜料理,つ け ものな ど

　を食べ ている。だれかが特別に ちが った ものは,た べていない。

E.食 事 のときの ご飯の給仕 について

　　 ごはんを よそ うのは,妻 で,よ そ う順序 はな く,神 仏へのお供は してお らず,晩 しゃ くも し

　ていない。

F.食 事 のあとかたずけにつ いて

　　食べおわ った あとす ぐに,茶 わんな どを湯茶 でゆすいだ りは しない。食べおわ る とす ぐに妻

　が食器をかたづけて,す ぐに食器を洗い,そ の食器を水屋に しま う。

G.食 器 の共用について

　　共用の食器は,み そ汁 のおわんや,小 皿,大 皿,小 ぽち,ガ ラスのコ ップな どがあ り,茶 わ

　ん と,湯 のみ以外はほ とんどすべて共用である。お皿には,そ の 日のおかずがいれ られ小ぽ ち

　な どには,つ け ものな どがいれ られている。箸箱は,な くて,箸 立 てにお箸がいれ られて いる。

H.食 事 中に してはな らないことについて

　　食事 中に してはな らないことは,た ぽこをすわない こと,み だ りに席をたたないことなどで

　あ り,そ の他は別にない。

1.食 事 中のあい さつについて

　　食べは じめ も,食 べ おわ りも,何 もいわずに食べは じめ,食 べ おわ る。

J.食 事 中の話題について

　　食事 中の話題は,家 の商売 のことや,子 供 のはな しや,世 間話 などを して,本 人 と妻 が同 じ

　 くらい話 しを している。

調査者　No.55(f)　 　　　　　　　　　 調査日　昭和58年9月8日(木 曜日)

被調査者　M.S.　 性別　 f　　　　　　　出生年　明治35年(82歳)(第7子)
出生地　徳島県服嘉郡1村

生家の職業　農業

現住所　兵庫県神戸市兵庫区A町

住所の変更とその年度　徳島一神戸市(大12)

最終学歴　尋常小学校　　　　　　　　　　　結婚　大正12年(22歳)

被調査者との関係　祖母
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1.お 膳(箱 膳 など)の 時期

A.も の心 のついた時か ら,お 膳 で食べていた。皆,1人1人 別 々にお膳を持 っていた。 そのお

　膳 は,や やこしい名な どつ いてな くて,単 に 「お膳」 と呼んでいた(図32)。

　 　お膳 を使 った ごはんは生 まれた時か ら,こ っち(神 戸)へ 嫁 いで少 しの間,続 いた。

　 　家族構成は,父 ・母 ・祖母 ・兄弟姉妹7人(男4人,女3人)→ 私は末 っ子だ った。

　 　その時期 の住所は,出 生地 と同 じで徳島県那嘉郡1村 。

　 　生家 は,お 米を作 った り野菜を作 った りして,食 ぺた余 った分 は売 って肥や しや農具を買っ

　た。借 りていた土地か らできた米は年具 として納 めていた。借 りていた土地 もあ った し自分の

　家の土地 もあ った。家 じゅうの者みんなが百姓 だ った。だか らお父さん の職業 とい うと農業に

　なる。

　 　食事 の形式は変化 な し。変わ ることな くみんな,お 膳を使 った ごはんだ った。

B.食 事 をす る部屋は,茶 の間 と呼んでいた。 茶の間は,ご はんを食ぺ る時に使 うだけで,寝 た

　 りす るのは奥の部屋 とか表 の部屋を使 った。茶 の間は,8畳 あ って,水 屋や膳棚(み んなのお

膳 を しまってあ る)を 置 いていた。は き出 しの戸 があ ったので明るか った。家 じゅうで一番明

　 るい所(図33)。

C.家 屋 の うちわけ

　 　座席の順番は父母 の席はだいたい決 まっていた。後は 自由(図34)。

　 　仕事 の都合でそろわ へん時 もあ った し,み んなそろって食べる事 もあ る。 まち まちだった。

図32

図33 図34
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　　食 べる場所は,畳 敷 きの部屋だ った。奥の部屋 も表の部屋 も畳敷 き,座 ぶ とん もみん な,た

　いてい使 った。

D.朝 →おみそ汁 ・佃煮

昼→ 煮物

　晩→煮物 ・おつゆ

　　皆い っしょの ものを食べていた。

E.お ひつは,み ん なのまん中に置 いと うので各 自でつ ぎい く,時 た ま母が父 のごはんをつ ぐ。

順番な ど無 くて食べてお茶わんが空 になった者が各 自でついだ り,手 のす いた者が よそ う,仏

　さんへは,ご はんをたいた らす ぐにお供 えす る。母 とか私 ら兄弟姉妹,祖 母 が供え る。 晩酌 は

　無か った。

F.食 べた らす ぐにお水でゆすいだ。 お母 さんや兄弟姉妹 がごはんの用意 をす る。食器を洗 うの

　はお母 さんで私 ら女兄弟3人 が手伝 う。洗 った食器 は,お 膳に しまってお膳 は膳棚に置いてお

　 く。

G.共 用の食器→ お汁茶わ ん,お 皿,お 茶わ ん,お 鉢 などで,お 漬物や煮物 を盛 っていた。箸 箱

　は使 った事 がない。

H.箸 の上げ下 ろ しについては何 もいわれへ なんだ し,そ の他,何 もいわれた こともなか った よ

　 うな気がす るけ ど,お 茶わんに,ご はん粒 をつけていたままに しと くと蛇 が出て来て,そ の ご

　はん粒を食べに来 る といわれた。

　　食事 中はあま りしゃぺ らなか った。 ごはん時に しゃべ らんでも他 によ うけ しゃべれ る,男 し

　ゅ うは,あ ぐらをかいて女 しゅ うは正座だった。

1.「 いただ きます」

　「ごちそ うさん」

J.誰 が しゃべ るとい う事 もなか った。ほ とんどみんな黙 々と食べ ていたけ ど,仕 事 の段取 りや

　作業 の手順,あ あ しよう,こ うしよ うとい う話は していたか もしれへ ん。

2.ち ゃぶ台(し っぽ く台,飯 台 など)の 時期

A.神 戸 に嫁いでか ら,お 店 を持 った。お もち,饅 頭,生 菓子を造 って売 った。食事 は"丸 の食

　卓"と い う台を使 っていた(図35)。

　　嫁 いでか らお店を閉めるまでの間ず っとこんな食事や った。22歳 から44年 間,お 店を してい

　た。その時期の家族構成は,初 め,使 用人を含 めて主人,私 と手伝 って くれ る人2人 の計4人

　だ った。そ の後,息 子や嫁や孫み んな合わせて8人 にな った。その時期の住所は神戸市兵庫区

　A町 で,戸 主の職業 とい うと製菓業にな る。

　　 こっち(神 戸)に 来て,お 店 を持つ ことにな った し,お 膳は段 々使 うこともな くな った。そ

　 うい う時機だ った。

B.食 事する部屋 には,こ れ とい った呼 び名は無か った。食事以外で も,ち ょっ とした仕事(お

　菓子 の型抜 きなど)で 使 っていた。 そこは,1個 の独立 した部屋 とい うのではなくて中座敷か

　 らか まど湯 へ張 り出した板の間の空 間 とい う感 じだった。ち ょっとした食器棚は置いてあ った。

C.座 席の順番 は別に決 まっていなか った し,仕 事 の関係 で,そ ろ った りそ ろわ なか った りした

　 が,晩 ごはんはみ んないっし ょに食べ ていた。座ぶ とんは,み んな使 った。わ りに広い板 の間

　 だった(図36)。

D.朝 一おみそ汁,漬 け物,ち ょっとしたおかず

　昼一潰け物,み そ

　 晩一 いろいろなおかず
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　　特別にちが うものを食べ るとい うこともなか った。

E.だ れが よそ うとい う事 もなか ったが,だ いたいは,女 手の私や嫁が よそ っていた。食 事のこ

　 とは女がや っていた。 よそ う順序は,男 しゅうか ら女 しゅうへ とい う風についでい きその場そ

の場で順序は変わ ったが,主 人,息 子,手 伝 って くれ る人たち,そ れか ら女,子 供 とい う風だ

　った。神仏へ のお供えは,私 ら女がや った。晩 しゃ くは無 く特別 な 日にお酒を飲む程 度だった。

F.食 べ終わ るとみんなの食べた食器を嫁 といっし ょに洗 った。洗 い場 はす ぐの所にあ ったので

　楽だ った。洗 った食器は,食 器棚に しまった。食器棚は,板 の間の端 の方にあ った。

G.共 用 の食器 とい うか,お 茶わん とお箸は各 自銘 々自分の ものが決 められていたが,そ の他,

　お皿や お汁わんや鉢その他 の食器はみんなで使 っていた。箸箱はな く,お 箸はひ とまとめに し

　て,箸 入れに入れて置いた。

H.食 事 中に してはな らない ことは別になかったが,た だ,ご はんを残 した りす るのは もったい

　ない,ば ちがあた るとはい ってきた。姿勢 は,や っぱ り男はあ ぐらで女は正座,け っこ う,い

　ろいろと しゃべ っていた。

1.「 いただ きます」

　「ごちそ うさん」又は 「ごちそ うさまで した」。

J.み んな,そ れぞれ,し ゃべ っていた。仕事 のこ とや,世 間話,家 族 の健康状態や,学 校の話,

　話題の中心 は孫た ちだ った。

3.現 在(椅 子式 テーブルな ど)の 時期

A.台 所 にある食卓 で食事を している。一家4人 で椅子式 テーブルで,た いてい食事を とってい

　 るが,気 のむいた時や鍋物な どの時は,居 間で,ふ つ うのテーブルを出 して 日本すわ りを して

　食べ ることもある(図37)。

　　ふつ うに,テ ーブルとか食卓 と呼んでい る。

　　お店を立 ち退 きでこわ して,こ ちらの家(同 じ町内)を 新築 してか ら,家 屋 の造 りが違 うの

　 で形式 も違 ってきた。

　　家族構成 は,私,息 子,嫁,孫1人(も う1人 の孫は独立 して家にはいない)。

　　住所は神戸市兵庫 区A町(前 の店 のあった同 じ町内)で 戸主 の職業は,公 務員 であ る。食事

　 の形式の変化 した理 由 として家屋の造 りの変化,時 代様式の変化,嫁 の代への移行 とい うこと

　 が,挙 げ られ る。 それ とや っぱ り職業 の変化 とい う所 か。
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B.台 所 と呼 んでい る。又 は食卓,時 々は,台 所 でな

　くて居 間で食べ ることもある。椅子 よ りも,ち ゃん

　とお膳 で食ぺた方が食べ た気がす る。

　　台所 は,流 し,コ ンロ,冷 蔵庫,食 器棚,食 卓,

　その他炊事用品一般,置 かれ ていて,板 敷 きの6畳

　である。

C.だ いたい,家 族みんな,そ ろって食 べるこ とが多

　いがそ うでない 日もある(図38)。

　　台所 は板敷 きで椅子,居 間で食べ る時は座ぶ とん

　を使 う。

D.朝 一 ご飯食,パ ン食

昼一何 か,そ こらへんにあるおかず

　晩一種 々多様なおかず

　 別に違 った ものは食べ ていないが量は違 う。

E.息 子 は 自分では よそわないが,そ の他の者 は各 自でよそ う。息子が一番,あ とは順不 同。神

仏へのお供 えは,仏 様へは,毎 晩供えている。神様 には何か特別 な事があ った 日にお供 えを し

　てい る。

　　晩 しゃくは,時 々。

F.嫁 と孫でかたづけている。

　　箸は,自 分 のものは湯茶ですすいで箸箱に入れ ている。洗 った食器は,食 器棚へ。

G.共 用 の食器 とい うとほ とん どが,そ うである。各 自の食器は,お 茶わ んと箸 と湯 のみ である

　か ら,そ れ以外は共用。 箸箱 は,使 っていない。

H.食 事 中に しては ならない ことは別にない。 この頃 では食事中に,テ レビをつけている事 が多

　くな った。食事中に話す ことも多 くな った し,昔 よりもよほ どにぎやかだ。

1.「 いただ きます」

　「ごちそ うさまで した」

J.息 子,嫁,孫 。

　　その 日あった事 とか相談事 な ど。

図38
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調査者　No.61(m)　 　 　　　 　　　　 　 調査 日　 昭和58年8月5日(金 曜 日)

被調 査者　 Y.S.　 性別　 f　　　　　　　 出生年　 明治39年(77歳)(第1子)

出生地 　京都府天田郡S村

生家の職業　官吏

現住所　京都府舞鶴市K町

住所の変更 とその年度　 天田郡S村 一京都市上京 区T町(大8)一 東京市蒲 田区0町(昭4)一

京都府綾部市1町(昭20)一 舞鶴市K町(昭40)

最終学歴　 D女 子専門学校 　　　　　　　　　結婚　昭和3年(22歳)

被調査者 との関係　祖母

1.箱 膳の時期

A.箱 膳は私の生 まれた時(明45)か ら,小 学校に入 る頃(大 正初期)ま で続 いてな,「 お膳」て

　呼ん でた んやけ ど(図39)。 そ の頃は,お ばあ ちゃん とお父 さん とお母 さん と私 の四人がお っ

　て,お 父 さんは郡役所の首席書記や った。

　　住所…京都府天 田郡S村

　　町が とな りにある村 でな,み んな農家や ったけ ど,一 家に一人は町の郵便局や警察や役所に

勤め とってやか ら,町 か ら文 明が入 って くるんや。私が小学校 に入 った頃に電気(ラ ソプ)が

付い て,世 の中が新式に なって きたんや。 それか ら近 くに軍隊(連 隊)が あ って,将 校や大隊

　長み たいに,外 か ら来 る人が ようけお ってな,日 露戦争後や ったか ら尊敬 され とった。 そんな

　風 に軍隊がお ったせいで割 と進歩的な環境 で,上 下の差 も大きか った んや。

　　その うち,世 の中は経 済的変動が激 し くな って,う ちも郡政 がな くなるらしい と聞いて,京

　都の方 へ移 ったんや。 ほんでその家では,お 膳 は使わん よ うにな ったんや。

B.ご はんを食べてた,部 屋は 「女座(お な ござ)」 い うてな,ご は んの時以外には,手 仕事 に
　 つこ

　使 とった(図40)。 針仕事 とか,子 供の勉 強なんかに。電気が付 いてからは,一 部屋 に明か り

　 (ラソプ)が 一つ付い とった。大 きさは,だ いたい八畳 くらいで,縁 側 と,つ く りつ けの戸 だ

　ながあ ってな,戸 だなの中ンこはお膳 とか食器が入れ た った。お茶碗は食べ た後,お 茶でち ょこ
　 　 　 　 　 　あろ
　ち ょこっと洗 て,そ のお茶は飲んで しま うんや。他に板 の間が一畳 くらいあってな,そ こに料

　理を入れたおなぺ とかを置い とった な ア6

C.食 事の時はみ んなそろ って,タ タ ミに座 って食べた。使用人のいて る家 は,そ の使用人は,

　二畳位の土間の座敷(庭 座敷)で 食べ とった。私 らは座 ぶ とんは使わんか ったけ ど,お 父 さん
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 つこ

　は勤め帰 りやか ら とい うことで晩に使 たけ ど,そ れで もめ ったに使わんか ったわ。

D.朝 …みそ汁,漬 物,つ くだ煮,茶

　昼 …茶づけ,漬 物,つ くだ煮

　晩 …おかず(例,豆 腐,あ げ等を入れた野菜料理な ど)

図39 図40
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　　朝は弁当作 るから,ご はんをたいたんや。お漬物や,つ くだ煮は,ぎ ょうさん作 ってあ って,

いつ も家にあ ったんや。豆腐なんかは,よ そから買 うてきたけ ど,野 菜は うちで作 った物や し,

魚類は塩 ますなんかを大量 に買 うて土間に半月程つ るしとくんや。それをなべでたいた り,弁

　当にも入れた。飲み物 はお茶や ったけ ど,お 父 さんは晩にお酒を一杯飲んで川魚の焼いた んを

　サカナに してた。

E.ご はんはお母 さんが よそ って,父,祖 母,子 供(私),母 の順や った。仏様 のお供えは飯を

たいた時(朝)に,人 間 よ り先 によそ ってお供 えを した。晩 しゃくは,お 父 さんが,少 しだけ

飲んどった。

F.食 ぺた ら,す ぐ茶わんや箸をお茶でゆすいで,お 母 さんとおばあちゃんが,ご 飯が終 った時
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 あろ

　にそれ らを運 んだわ。食器は食後 にお母 さんが洗 て,流 しの横においてお くんや。ほんで一 日

　の終わ りに,そ れを戸だなの中に しま うんや。

G.茶 わん とか箸 は各 自の物を使 うてたけ ど,漬 物 とかみそ汁を入れ る。皿や おわ ん,ど んぶ り,

　はちなんかは,み んなで一緒に使 うてたわ。箸箱は生 まれた時か ら,戦 争 が終わ る頃まであ っ

　た。 自分 の箸箱 は自分で洗 うんや。 たまにやけ どな。

H.お 箸の持 ち方。共有の物は 自分の箸 でとった らあかんかった。食ぺ る時はまず汁 に箸をつけ

　て,ご はんを一 口食べて,お かずを食べ て,ま た ごはんを一 口。 自分の小皿 には共有の食べ物

　を食べ られるだけ取 って,子 供は残 したら しか られた。親 は残 った らお膳に しまってたけ ど。

　それか ら,口 に ものを入れ て しゃべる としか られた。な るべ く静かに しゃべる ように言われた

　 し。食事中は背筋 を伸ば して正座 してた。他に,自 分の箸で共有 のものを取 って,そ の まま直

　接 口に入れ るのは,つ っこみ箸 とい って しか られた し,ひ じをつ いた り,こ ぼ した りして もし

　かられた。 しゃぺる時は,手 のものを置いて しゃべ らなあかんか った し,ご 飯を こぼす と 目が

　つぶれ るってい うてや った。

1.食 前 …いただ きます　食後 …ごちそ うさま(手 を合わせて)

J.食 事 中は,おばあちゃん が,お 父 さんに話 しかけ てや った。お母さんは受け答えだけ しとっ

　た。話題は,だ いたい親類の事 とか世間話 くらいや ったわ。

2.ち ゃぶ台の時期Part　1(結 婚前)

A.京 都へ移 ってか らは,家 も昔 と比べてだいぶ小 さな ってな,そ の家に住む よ うになる頃か ら,

　飯台を使 い始あたんや(図41)。 そやか ら大正 中期 頃か らやな。家族 は昔 と変わ らんか った。

　周 りは住宅地や った。

　　住所 …京都市上京区T町

B.食 事をす る部屋は,特 に名前はなかったん とち ゃうかな。 ごはんの部屋,と くらいい うてた

　か もしれん。 その部屋は食事以外には使わんか った。四畳半 の広 さで,戸 だな と火ばち くらい

　があ った。

C.み んなそろ って,タ タ ミに座ぶ とんひいて食べ とったわ。

D.朝 …みそ汁,卵 焼 き,漬 物,の り

　　昼… うどん ・そばなど

　　晩 …いろいろなおかず

　　 いなかにお った頃 と比べる と程度が高なってぜいた くにな ってな,な んせお金 を出 した ら何

　 でも買え るし,お かず も一 品だけやな く二 品や三品にな った。昼 はみんな働 きに出ていたか ら

　 何で も好 きなものを食べ とったわ。

E.ご はんの給仕はお母 さんや ったけ ど,私 もたまにや ったわ。 よそ う順序はいなかの時 と同 じ

　 で,お 父 さん,おばあちゃん,私,お 母 さんの順,仏 様へのお供え もまだや ってた し,晩 しゃ
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図41 図42

　 くも,お 父 さんが少 し飲 んでや った。

F.こ の頃は,も うお茶でゆす いだ りはせん ようになった。 ごはんがすんだら,私 がみんなの食

　器をはこんで洗 うて,戸 だなに しまってたで。

G.H.1.J.は 箱膳の時期 と同 じ。

2.ち ゃぶ台の時期Part　2(結 婚後)

A.結 婚 してか ら,東 京の方へ移 ったんや。相変 わらず,「 飯台」 って呼んでたわ(図42)。 昭和

　50年 頃 まで続 いた。その頃は,私 と夫 と子供が五人 おった。 あと店の者 が三人 おったけ ど,こ

　 の人 らは食事は別や った。

　 　住所…東京市蒲 田区0町

　 　お じいち ゃん(夫)は 本屋 さんを しとってな,周 りはお店ぽ っか りの商業地や。ず っと飯台

　 で食べてたけ ど,お じいちゃん と二人で暮 らす よ うになると,テ ーブルで食べ る ように なった

　 んや。

B.食 事 の部屋の事 は特 に何 とも呼んでへんか った。なんせ食事以外に,何 にで も使 うたか ら。

　 大 きさは半間で,食 器 だなは台所の板の間においてあ った。 他に ラジオが置いてあ ったわ。

C.座 わ る順番は,は っき りとは決 まってへ んか ったけ ど,年 上の子供は上座の方へ座 っ とった

　 かな ア。商売の関係で,食 事の時間が決ま ってへんか ったか ら,み んなでそろ って食べ たこと

　 は,め ったになか った。手 の空いて る順にバ ラバ ラに食 べ とったわ。 タタ ミにすわ って,み ん

　 な座ぶ とんは しい とった。

D.朝 …パ ンなど好 きな もの

　 　昼…ごはんをたいて,ラ イスカ レーな ど

　 　晩…てんや ものが多い

　 　 この頃は家は民主的にな った し,食 べ るもん もえらいハイ カラにな ったんや。

E.な んせみ んなバ ラ・ミラに食べ とったけ ど,ふ だんは私が よそ ってたわ。それか ら,よ そ う順

　 番は,子 供 が先 で,親 は後や った。 この頃は,仏 様へのお供えは,た まにす るくらいで,ほ と

　 んどせんか った。 お じいち ゃんが,お 酒の好 きな人や ったか ら,晩 しゃくは毎晩や っとってや

　 った。

F.食 べ終わ ってか ら,私 が,み んなの食器をはこんで,鍵 た.洗 った食器は流 しに置い といて,

　 一 日の終わ りに,戸 だなへ しまった。

G,共 用の食器は,漬 物みた いな常備食 を入れ とく鉢 くらいや った。箸箱は,こ の頃は使 うてへ

　 んか ったわ。

H.食 事中の作法 については,そ んなにきび しくはせえへ んか った。お箸の持 ち方 とか姿勢を よ

　 くすること くらいで,食 べ る順序 もどうでもよか った し,食 事 中は,み んなお しゃべ りしてた

　 し。

1.食 前 はいただ きます。食後は ごちそ うさま(手 を合わせて)。
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J.食 事中は誰 でもが しゃべ ってた。話題 もいろいろあった。

　世間話の時もあれぽ,政 治の話の時 もあ るし,教 育 の話や,

商売の話の時 もあった。

3.現 在の時期(椅 子式 テーブル)

A.今 のよ うに,二 人だけで食べ るようになったのは,昭 和50

年 頃か らや。テーブルの事 は,食 卓 って呼んで る。家族構成

図43

　は,お じいち ゃん と私。周 りは住宅地 やな。現在は無職 です。 なぜ食事の形式が変わ ったか と

　い うと,二 人で食べ る ようになったか らや ろな。

　　住所 …京都府舞鶴 布K町

　　 (長男宅のはなれ。戸主 はお じい さん)

B.食 事 をす る部屋の ことは,特 に何 とも呼んでへんわ。部 屋は,仕 事 とか,何 にで も利用 して

　るで。大 きさが六畳 のはなれで,本 だな とテ レビが置いてある。

C.食 べる時は,お じいち ゃん と向かい合 って食べて ます。もちろん,そ ろって一緒 に食べ てる。

　下には タタ ミが しいてあ って,座 ぶ とんは,い す の上に しいている。

D.朝 …パン,コ ーヒー,ミ ル ク

　　昼… ごはん,お かずを2,3種

　　晩…昼 と同 じ

　　お じいち ゃんが,お 酒を飲めん ようになったので,お 酒は飲んでへんわ。

E.ご はんは私 が よそ って る。 まず,お じいちゃんの方 を先 に入れ る。仏様のお供え もす る。晩

　 しゃ くは,お じいちゃんが飲 まれへん ようにな ったので,無 し。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 あろ
F.食 べ終わ った ら,私 が二人の食器 をはこんで,洗 てます。食器類は,戸 だなに しまって る。

G.共 用 の食器 は,漬 物やつ くだ煮の ような,常 備食を入れ る入れ物。箸箱はまた復活 して,今

　 も使 ってる。

H.食 事 中に してはな らないことは,一 切無 し。 も う大 しゃべ りしてるで。

1.食 前 …いただ きます

　　食後 …ごちそ うさ ま

J.二 人 でお しゃべ りば っか りしてるんや。話題は,あ りとあらゆ ること。

調査者　No.69(f)　 　　　　　　　　　　 調査 日　 昭和58年8月30日(火 曜 日)

被調査者　A,K.　 性別　 f　　　　　　 出生年　明治31年(85歳)(第1子)

出生地　大阪府大阪市南区0町

生家の職業 　米問屋

現住所　奈 良県生駒市1町

住所の変更 とその年度　大阪市南区0町 一南区K町(大1)一 南区N町(大5)一 奈 良市S町(大

14)一大阪市東 区N町(昭30)一 奈 良県生駒市1町(昭38)

最終学歴　高等小学校　　　　　　　　　　 結婚　大正5年(19歳)

被調査者 との関係　母方 の祖母

1.お 膳の時期

A.食 事 の形式 と家庭環境 について

　　食事 どんなかてか。 これ に蓋がついたあんねんな,こ れ お膳や った ら足ついた あって,ほ ん

　でか らここに また何 があるわ,引 き出 しがあるわ,ま ん中あた りに引 き出 しがつ いてあ るねん。

　そ してここ蓋 したあんね んな,上,お 膳あけて食べんねん,上 のせて。 こんなんある うちない

　かいな,今 。今ち ょっと見えへ んな(図44)。
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図44

　 ここい,3人 か4人 は向い どうしにな って食べ んねん。主人の嫁 さん,そ れか ら,こ こ子供

二人や ったら,そ して食べた もんや。一つの部屋 でな,一 人の前にお膳が あんねんな。

　蓋あけるや ろ,ほ いで この下 に引 き出 しち ょっとついたあ るとこへ箸や とかなん じゃか なお

すねや。お茶わん でもな。はあ。何 どそれがあ ったらな,見 た ら得心す るけえ も,口 で言 うて

た らやや こしいなあ。昔のあのお膳,長 いあいだあってんけ え,う ちらで も,ず っとあ ってん

よ。ほんでおいた もんはな,よ う映画で もしは るや ろ,映 画で若い人食べ るなあ,お 膳があん

ねん。 こない して置 いて,わ がのお膳持 って行 って,御 飯食べはんねん。蓋 あけて ひっ くり返

した ら,ふ ちがつ いたあんねん。ほで,だ れ もいないで,自 分一人食べ る ときや った らな,冬

やったら火鉢あんねん。 ぐる り木で,木 のお膳みたいな形 のよ うなな,そ の上 にこんなな,へ

りみたいなのがあんね ん,四 方がへ りやね んな,ほ んでこの中が,火 入れたあんね ん。長火鉢

やな。その上でな,一 人や った らもう,あ のその上になお茶わ んおいて,こ こへお茶かけ とい

て,火 鉢やはかい,寒 い時や った ら,そ ない して食べた。一 人や二人や った らな,火 鉢 のへ り

で食べ る。おばあちゃんの若 い時分はな,自 分1人 遅 うに起 きた りして,一 人食べ る時や った

らこの火鉢 のへ りの こんだけず うっとあんね ん。そ こへ置 いてな,お 土びん とかなんや ここへ

かけたあるやろ,お 湯 それ を何や,お 茶わんに入れて食べ るねやわ。御飯な。

　 お膳言 うた ら,こ れ出す ねん(箱 膳 を指 さす)。 一つ一つ の呼び方 ナ ァー。それ は聞 いてへ

んわ。何 とも思わん と,お 膳 をぱ っと持 って来た らぱ っと,ひ っくり返 して置 くようにするわ

な,お 茶わ んひ き出 しか ら出 して。そや,生 まれた ころか ら,ず っとこれで食べてた。私あん

た もう,こ のなにや十九の歳 に嫁入 りした時,ま だそれ食べてたわ。西大寺で も食 べてたで。

長いあいだ食べ てたで。戦時中 も食べてたで。戦争終わ ってか ら,小 さい机みたいなな,机 の

大 きい ようなあんなとこへ置いて,座 って食べ てた。座 ってやで,腰 かけ てやないんや。そ ら

うちに よった ら,早 うか らしたは った うち もあるで,そ らい ろいろや さかい にわか らへ んけ ど,

われわれは田舎へ来てか らの ことやはかいに,相 変 らずそんなんで食べてたわ。

　 昔 のなには,こ こみたいに こんなんと違 うねん。 ここに,あ のな,店 が あって表があ って こ

こで商売 してるわ な,奥 へ入 る時にな,奥 へ入る とこにな,こ んな入 り口がついたあんねん。

中へ 入る時に,こ の何 から,店 か ら入る時に,こ こに,入 り口がついたあんねん。「なかの ま」

や,御 飯食べるの。

　 食事す る時は もう,た いがい ここやな。子供は ここ,つ とめてる人は,二 階 でちゃん と寝 る

ように してあ る。食事 はいっ しょや。主人やみな食べてると こあるやろ,そ の下 のとこで食べ

てる。なん しも う,庭 か らち ょっと上 った所で食べて る。 たたみ一枚 ぐらいの ところでせわ し

の う,か わ りばん こに食べ てた。 さあはかいに,あ んま り広 ういらへん。

　 うちはな,弟 と,妹 がいてたけ ど,十 七 の時に妹がでけてな,お 父 さん とお母 さんと,女 中

が1人,も りさん(子 も り)と 店 の子が五人 いてた。その時,(大 阪市南区の)K町 にいたん
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や。商売 してる うちば っか りでな,と な りは下駄屋,片 側は くぎや とか,金 物屋や った んや。

　うちはず っとお米を扱 こうた商売 しててん。

　　ち ゃぶ台には,い つやめたか忘れて しもたけえ も,自 然にやめたな。みな このお膳で食 ぺへ

ん ようになってん。そやか ら戦争すん でな,お 膳 な しになって しもてん。ほんで机の大 きい よ

　 うなんで,み んなまる う座 って食べ るよ うにな ってん。 は じめ まるか ったで,黒 でぬ ったあ っ

　て丸いのや った。

B.食 事をす る部 屋につ いて

　　 「なかの ま」言 うてた。食事する以外 はえろ う使用せえへんか ったな。 お客 さんは座敷通す

や ろ。お茶飲んだ りしたけ ど,そ うたびたび使わへんか った。長火鉢おいた りなん じゃか置い

　てあった。みずやがあったなあ。は じめは,お 茶わんか ってお膳に してたけ えども,そ れすん

　でか らお茶わんやみな,な にに入れ るやろ う,そ んで買 うた もんや ろ。片側のお し入れ(庭 に

面 したほ う)に は炊 事の道具が入 ったあ ってんな。なかの まは,六 畳や った。寝た りなん じゃ

　かいは,二 階や(図45)。 　　　　　　　　　　　　 .

C。 どの ようなすわ り方で食べたか。

　　みんなそろ うては食べへん。 そろて食ぺんのは夕飯 だけや。昼は もう忙 しい さかいに遅 う帰

　 った りなん じゃかす るさかい。朝 も食べた ら,す ぐ出て行 くやろ,晩 だけや,そ ろて食べ たん

　わ。8時 ごろみんなそ ろ うやろ,そ した ら家内中で食べた もんや。座ぶ とんはあった。下はな,

　畳ひいてその上から 「とみ しろ」言 うの長 いのんで太 いなにで,あ れをひいてん。丈夫やねん。

　六畳 の問い っぱいにひいてん。そ した らつ めたいやろ。冬 かて夏かてひいててん。女中 さん ら

　は,板 の間に腰かけて(足 を ブラブラさせ て)二 人,食 べ てんね ん。お座ぶひいて な(図46)。

D.ご 飯 のほかには,何 を食べ,何 を飲んでいたか

　　朝 はみそ汁 とだい このおつけ物あ るやろ,あ れや。年が ら年中ある。そのかわ り裏でつけた

　 ある。 お昼は なんな とこしらえるけ ど,だ いこたいた り,な ん じゃかす るやろ。ほんで晩 に,

　 ごっつおがあんねん,お 魚や とか。お昼はおつ けものだけや,晩 にだけや,魚 とか肉 とか少 し

　 つつ付ける。昼は ようめざ し焼いた りしたわ。晩は冬 やったらよ う,水 菜 と くじらたいた りな。

　 くじらそのまま焼いて食べた りな。 お魚かて,さ ぽ もある し,い ろいろや。晩で もそんな ごっ

　 つおい うて,あ れへん。店の もんはな,お 魚 とみそ汁か おつけ もん ぐらいや。そやけ ど,う ち

　 の もんはな,ち ょっとましなよ うにな,肉 なんか付け るように したけ ど。 たまには,店 の もん

　 に も肉つけた りする。

　　 酒飲む時には,ほ かのものい るけ えども,そ やけ どお酒飲 まへん時はみな と同 じような。お

　 酒飲む時は,ち ょっとこっっおす るしな。お祭 りは,わ か ったある。大阪は,ハ モか,い さき

　 や。 たいがい,ハ モつけるな。天神祭 りや なんや言 うて,わ が ところのお祭 りやったらな。や
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　 っば しそれは,店 の もんも,う ちの もん も一緒や。

E.食 事の ときの ご飯 の給仕 について

　　女 中が御飯入れ た り,な ん じゃか した。

　　一番に主人,奥 さん,子 供は,座 った もん順や。毎 日,御 飯炊 いた ら,お うっば んあげ んね

　 ん。朝,お ひか りあげ てな,晩 にはお経 となえる。晩 しゃくは,飲 むのゐ合 や。今 までよ う,

　 カ ソピソ,ガ ラスのやつを使 うたわ。火鉢 の中に銅壷が入ったあるさかい,お 湯入 ったあ るさ

　 かい,燗 がで きるや ろ。

F.食 事のあ とのか たずけについて。

　　 お盆の上へのせ て,は しり(台 所 の流 し)へ 持 って行 って洗 うねん。女中さんが運んだ りし

　 て くれは る。洗 うのも女中 さんや。 そや さかい,い つ も一番最後に しか食べ られへ ん。洗 った

　食器は,炊 事場 に棚があんねん。 その棚 に網(金 網)の 箱みたいなん こしらえたあ るさかい,

　洗 うてそ こに入れ と くねん。おおかた乾 いてか ら拭いてなおすねん。お膳の中に入れてな,お

　 し入れの中に入れ てん。箸は白湯 でゆす いだわ。

G.食 器の共用につ いて

　　そんなんは,あ れへん。一人 ひ とりにちゃん と,入 れたあ るさかい。 一人ずつ箸箱にお箸入

　れ て,お 膳 の引き出 しの中に入れ る ようにな ったあんねん。

H.食 事中に してはな らない こと。

　　御飯の最 中に便所行 くとかあんなん した ら,お こられるわな。箸の上げ下 ろ しは,言 われた

　 ことはない。 自分の好いた もんか ら食べた らよか った し。あん ま りしゃべらへん。食べ るの遅

　 なるか ら。 しゃべ ってお こられた ことあらへん。食べ しなに,バ ァーっと(犬 食い)食 べた ら,

　 こぼす さか い,そ んな食べ方 した らあかん とは言われたな。そんで も う,御 飯食べ終 るまでに,

　おつけ もんでお茶漬けすんのんが ええ言われてそ うしたな。 も うつい しまい言 うときに,必 ず

　お茶漬すんねん。そのかわ り,そ の ころはな,セ つ謡御飯や あらへ ん。二膳か三膳 食べるわ。

　便所途中で行 くい うことだけ,お こられた。

1.食 事中のあいさつについて

　　いただきます,ご ちそ うさん,や った。

J.食 事中の話題について

　　 フ ミさんが,年 い ってか らの子 やさかい(妹 の こと),そ のあいだ二人や さか い,男 の子 と

　女の子や さか い,何 に も言わへん な。あんま りしゃべれへん。主 犬が他 の人が来は って,お 酒

　飲みながら しゃべ っては ったけ えど,う ちの もんは,し ゃべ らへんか ったなあ。

2.ち ゃぶ台の時期

A.食 事 の形式 と家庭環境 につ いて

　　 ここが こうこう広 い さか い,こ こい2人 か3人 向 いあわせで座 るわなあ。や っぱ り,「ちゃ

図46
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ぶ台」 て呼んでたなあ(図47)。

　　これは,お 膳がすんでや っとしてか ら,戦 争前 や ったなあ。奈良行 って しぽ らくしてやか ら,

昭和にな ってか らやな。ず っとつか ってたわ。 この子 ら(母 の こと)が,所 帯 もってか ら,今

のテ ーブルにかわ ってんか ら。大人 は,わ た しだけ,あ とは男3人,女2人 や ったなあ(し か

　し,そ の時期 まだ彼女の夫は生 きている)。

　　あ ごは,奈 良県 …(忘 れた らしい。奈 良市S町)も う百姓屋 さんの うちが多か った。畑 や田

んぼは他にあるけ えども,家 だけ そこに集 まってた んや。 お父 さん と主 人はその時,家 賃(大

家 さん)で 食べ てた。 ちゃぶ台にかえた んはな,百 貨店 で見て買 うて きたはかい。みんなで車

座にな って食事 できるさかい,買 うてきてん。

B.食 事をす る部屋 につ いて

　　大 きい板 の間や,「 台所」 い うてた。板の間でかた っぽには大 きいへ っつい さんがついたあ

　って,板 の間が3畳 か4畳 ついたあ った(母 の話 しだ と,板 の間は もっと大 きか った らしい)。

板 の間は食事だけにつ こてた。みずやだけおいたあ った。

C.ど のよ うなすわ り方 で食べたか。

　　食事す るときには,ち ゃぶ台出 して,御 飯食べ るもんだけが座 るだけや。別 に決 まるい うこ

　 ともなか ったわ。居 るときはみんな一緒 に食べたけ えど,遅 い ときもあ るし,は っき り言われ

　へん。座ぶ とんはあ る。常 ひ く座ぶ とん。 でもだいたいそうて食べ たな。

D.ご 飯 の他 に何を食べ,何 を飲んだか

　　たいが いお漬け もんな。 た くあん ぎ ょうさんつけてあ ったはかいな,き ゅ うりや なすびのあ

　 さ漬けす る こともあ る。 どないやす ると,み そ汁た く日もあ る。 お昼はみ な学校行 ってた ら,

　お弁 当や。わた しらその ままめだ し(め ざし)や った らめだ し焼 いて食べ るとか,あ りあわせ

　の もの食 べる。晩御飯はお魚売 りに来 るさかいな,お 魚買 うて焼 くとか,た くとか。 また 肉買

　いに行 って肉す る時 もあ るしなあ。 お父 さんだけが病気や ったはかいに,毎 日肉,あ さは味噌

　漬け,ら っきょやみながええ言 うて,よ う食べた。それか ら昼か らはお魚,そ の時新 しいもん

　 もって きてもろて。晩には,欝 養 や,お 父 さんだけは。はたは,肉 にす る時 もあるし,ま たお

　魚にす る。お父さんだけ病気やさか い決めてた。 もろこをよ う買 うてたいた。お父 さんは,は

　 じめはち ゃぶ台で一緒 に食べてたけ えど,病 気やい うことわか ってか ら,別 に食べは った。部

　屋は最後の時はお父 さんの部屋だけやったけ ど,ず っと一緒や った(夫 の食事だけは,お 膳 だ

　 った)。

E.食 事の ときのご飯 の給仕について

　　私が よそた。お父さんに一番に よそて,あ とは座 った もん順や った。お供えも した。お酒は

　飲 みは らへん。病気や さかい。

F.食 事 のあ とかたずけについて

　　 お白湯 でゆすいだ。私 が食事おわ ってから食器 さげて,私 が洗 うた。みんな子供や もの。洗

　 うたのんは,み ずやに入 れた。

G.食 器 の共用

　　 そんなんせえへん。一 人ずつ,お はちやなん じゃかに入れて出 した。箸箱は,は じめはつ こ

　 てたけ えども,ち ゃぶ台使いは じめてち ょっとした ころか ら,使 わんよ うにな った。

H.食 事 中 してはな らない こと

　　 そ う言 うこともあ らへんか った。好 きな もんか ら食べた らええんや し,し ゃべ って もよか っ

　 た し。姿勢 も何に も言わへんか った。 口の中に,も の入れて しゃべんなさんな,言 うた ぐらい

　 や。ほんで下にもの落 した らあか んこと ぐらいか な。

285



国立民族学博物館研究報告別冊　　16号

1.食 事 中 の あ い さつ

　 　 い ただ き ます と,ご ち そ うさ ん,で した や な。

J.食 事 中 の 話 題 に つ い て

　 　子 供 ど う しで,し ゃべ って たけ ど,そ な い しゃべ って へ ん か った わ。 み ん な,学 校 で どん な

事 が あ った か を,し ゃべ って たわ 。

3.テ ー ブ ル の時 期

　 わ て が主 婦 を した のは,ち ゃぶ 台 の こ ろ まで で,今 は,子 供 らに な って,か わ って んは か い,

わ て に は よ うわ か りまへ ん 。あ ん た の お母 さん に,聞 き なは れ(祖 母 に 聞 い て も,現 在 の こ とは,

わ か らな い の で,一 緒 に 暮 ら して い る,母 に 聞 き ま した)。

A.テ ー ブル

　 ・・昭 和38年 か らは じめ る(図48)。

　 ・家 族 は,父,母,祖 母,兄,私(し か し兄 は 今,東 京 に い る の で一 緒 に暮 ら して は い な い)。

　 ・奈 良 県 生駒 市

　 ・会 社 重 役

　 ・子 供 の体 は,イ ス の ほ うが 大 き くな り,歩 く姿 が 美 し くな る と聞 いた ため 。

B.食 事 を す る部 屋

　 ・食堂

　 ・接 客(心 や す い 方),テ レ ビを見 る。

　 ・12畳,食 器 棚,料 理 用 の 木 箱,冷 蔵 庫,電 話,ク ー ラ ー。

C.食 器 棚

　 ・日曜 日 しか,そ ろ って 食 べ な い(図49)。

　 ・木 の タ イ ル に,カ ーペ ッ トが ひ い てあ る。

　 璽イ ス の上 に,イ ス用 の 座 ぶ とん を のせ て い る。

D.何 を 食 べ た か

　 ・み そ 汁,ち りめ ん じゃ こ,塩 こぶ,と ろ ろ,漬 け もの,牛 乳 。

　 ・前 の 日の の こ りもの。

　 。魚,サ ラ ダ,つ け もの(ど ち らか とい えば 洋 風)。

　 ・同 じもの を 食 べ て い る。

E.ご 飯 の 給 仕

　 ・気 のつ いた 人 。

　 ・男 の人 か ら,年 寄 りか ら。

　 ・お うっば ん 。

図48 図49
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　 ・あ る。

F.あ とかたずけ

　 ・ゆすがない。

　 ・女三人です る。

　 ・女三人です る。

　 ・食器乾燥器にかけて食器棚 になおす。

G.食 器の共用

　 ・おはち。大 きな西洋皿。

　 ・煮物,フ ライ,中 華料理。

　 ・ず っと使 っていたが,昭 和45年 ぐらいか ら使 わな くなった。

H.食 事 中 してはな らないこ と

　 ・まよい箸,箸 をなめる。右手 でもち上げて,右 手 でもつ。

　 ・別 にない。

　 ・テ レビをつけずに,今 日のでき事を話 した りす る。

　 ・背す じをのば し,犬 食 いを しない。

　 ・途 中で席 をたつ。ひ じをつ く。左手を,テ ーブルの下 にお く。

1。 食事 中のあい さつ

　 ・いただ きます。

　 ・ごちそ うさまで した。

J.食 事中の話題

　 ・母 と,私 。

　 ・学校,ニ ュース。

調査者　No.90(f)　 　　　　　　　　　　 調査 日　 昭和59年8月10日(金 曜 日)

被調査者　 S.H.　 性別　 f　　　　　　　 出生年　明治45年(72歳)(第4子)

出生地　茨城県稲敷郡E町

生家の職業　公務員

現住所　茨城 県 日立市N町

住所の変更 とその年度　稲敷郡E町 一 日立市H町(昭5)一 日立市N町(昭26)

最終学歴　T女 学校　　 　　　　　　　　　 結婚　昭和5年(18歳)

被調査者 との関係　祖母

1.お 膳の時期(生 家)

A.食 事の形式は図50の とお りであ る。これ は 「猫足膳」 と呼 ばれた。生 まれた ときから(既 に

　使われ ていた),大 正12年 頃 まで使 っていた。 その ときの家 は,茨 城県稲敷郡E町 にあ り,ま

　わ りは 田畑ばか りで,農 村 とでもい うべ きところであ った。 家族は父 ・母 ・兄3人 ・弟1人 と

　わた しの7人 であ った。父は教員を辞め,水 戸 の裁判所に務 めていた。

　　なお,図50に あ った,「おやわん」はご飯 を盛 る食器,「 おひ ら」 はがん もどき ・しいたけ ・

　あぶらげ などを煮たもの,「つぼ」は豆を煮 た ものを い う。

B.食 事をす る部屋は,残 念 なが ら何 と呼んだか は思い出せないが,食 事以外には利用 しなか っ

　た。部屋 の大 き さは6畳 くらいで,(猫 足膳 を入れ てお く)大 きな戸棚 と大 きな長火ばち があ

　 った。

C.食 事 の際の座席の順番 は図51の とお りである。 みんなそろ って食 べた。食べ る場所は タタ ミ

　で,座 ぶ とんは,父 は必 ず敷 いたが,他 の者は冬 の寒 い時期を除 くと敷か なか った。
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図50 図51

D.ご 飯以外に食 べたものとして,朝 におつゆ(み そ しる),お こ うこう(つ けもの),煮 ものや

卵,昼 にお こうこ うや魚,夜 はおつゆ ・煮 ものな どがあ った。おつゆは,朝 と夜に食べ,昼 は

食べなか った。特 別な食事をす る人はな く,だ れ も同 じものを食べた。

E.ご 飯は母が よそい,父,次 に子供の年齢 の大 きい順に長 兄か らよそ ってい った。 毎朝,神 仏

　にお供えを し,ま た父には晩 しゃくがあった。

F.食 事が終わ った後,食 器に湯茶 を入れて飲む ことはあ ったが,そ れでゆす ぐ意味 はあま りな

　か った よ うであ る。みんなが食べ終わ った後そのたびに(日 に3度)母 が食 器をさげて流 しで

　洗 った。そ して,洗 った食器は銘 々のお膳 の上にかぶせておき,戸 棚の中に入れ た。

G.銘 々膳 なので共用の食器はなか った。箸立 は使用 した。

H.食 事 中 してはいけないとい うことはあま りなか った。食べは じあのあい さつの後,皆 一斉に

食べ た。ただ,お しゃべ りは食事中 しなか った。 また,食 事中は足を くず さずにきちんと正座

　 していた。

1.食 べ は じめは 「いただきます」,食 べおわ りは 「ごちそ うさま」 とい うあいさつを した。

J.食 事 中は話を しないので省略す る。

2.ち ゃぶ台の時期

　 この時期 は(1)結 婚前(生 家。大正12年 ～昭和5年 頃),(2)結 婚 して夫の実家にいた時期(昭

和5年 頃～20年 頃),(3)夫 とともに現在 の家を建てて住 んだ時期(昭 和26年 ～30年 代)の3期 に

分けて述べてい きたい。 また,現 在 のち ゃぶ台につ いては,3.で 述べ る。

(1)結 婚前(生 家)

A..食 事 の形式は図52の とお りであ る。 これは 「ち ゃぶ台」 と呼び,大 正12年 頃 に,「 お膳 で食

　べ るのは(出 し入れや配膳 に)面 倒だか ら」 とい う理 由で使われだ した。 この時期 には,他 の

　家ではほ とん どちゃぶ台を使 っていた。家はE町 の農村 にあ り,家 族は父 ・母 ・兄3人 ・弟1

　人 とわた しであった。父は裁判所 に務めていた。 なお,こ の時か らご飯を盛 るのに茶わんを使

　 った。

B.食 事をする部屋は1.で 述べ た ように,6畳 で戸棚や長火ばち があ り,食 事以外には利用 し

　なか った。

C.座 席 の順番は図53の とお りであ る。わ た しが母の隣にいるのは,女 の子であ ったたあだろ う。

　みんなそろ って食べ た。食べ る場所 はタタ ミで,寒 い ときだけ ざぶ とんを敷 いた。

D.ご 飯のほか には,朝 におつゆ とおこ うこ う,昼 にお煮 しあや魚 とお こうこう,夜 におつゆ と

　お こ うこう,魚 や煮 ものを食べ ていた。みんな同 じものを食べ,特 別 なものを食べ る人はいな

　か った。
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図52 図53

E.ご 飯は母が よそ い,ま ず父に,そ して子供の年 の大 きい順に よそ っていった。毎朝,神 仏に

　お供えを し,ま た晩 しゃ くはあ った。

　　食べ おわ ったあ とす ぐに食器をゆす ぐことはなか った。み んなが食べおわ った後,母 が食器

　をさげ て洗 った。 洗 った食器はふいて戸棚 に しまった。

G.共 用 の食器は皿 や どんぶ りで,皿 にはお煮 しめな どの煮 もの,ど んぶ りにはお こうこ うな ど

　を入れ た。箸たてを使用 した。

H.箸 の上げ下 ろしや食べ る順序の注意はなかったが,お しゃべ りは してはな らなかった。食事

　中の姿勢は正座であ った。

1.食 べ は じめは 「いただ きます」,食 べおわ りは 「ごちそ うさま」 とあいさつ した。

J.食 事中に話を しなか ったので省略。

(2)結 婚 して夫の実家 にいた時期

　わた しは昭和5年 に結婚 して,夫 の実家に住んだ。

A.食 事の形式 は図54の とお りで,「 ちゃぶ台」 と呼んだ。夫の家は,茨 城 県 日立市H町 にあ り,

　家の まわ りは田畑 のある住宅地であった。家庭では,わ た しが来 る前か ら,ち ゃぶ台を使 って

　いた。家族は,夫 の父 と母 ・夫 ・甥 ・わた しの5人 であ った。夫はH製 作所 の海岸工場 で事務

　員 を していた。

B.食 事 をす る部屋 は 「お勝手」 と呼 んだ(寝 るところは 「へや」 と呼んだ)。 食事以外には使

　用 しなか った。部屋 の大 きさは6畳 で,た んすや戸棚があ った。

C.座 席 の順序は図55の とお りで,食 事はみんなそ ろって食べた。食べ る場所は タタ ミで,座 ぶ

　 とんは冬 の寒い ときだけみんな使 った。

D.ご 飯 のほかに,朝 はおつゆ とおこ うこう,昼 はお煮 しめや魚 とおこ うこ う,夜 はおつ ゆ とお

　 こ うこう,煮 ものな どを食べた。 ご飯は米に麦を加 えたものを食 べた。特別 な食事をす る人 は

　 いなか った。

図54 図55
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E.ご 飯 はわた しが よそ った。 よそ うのは父 ・母 ・夫 ・甥の順序であ った。毎朝,神 仏へお供え

　を し,ま た晩 しゃくは した。

F.ご 飯を食べた後,湯 茶を茶わんに入れて飲んだ りしたが,ゆ す ぐ意味 はなか った ようである。

みんなが食べ終わ った後,わ た しが食器を さげて洗 った。洗 った食器 はふ いた後,お 勝 手の戸

棚 に入れておいた。

G.共 用の食器は どんぶ りで,だ いこんやにん じん,こ んにゃ くなどの煮 ものを入れておいた。

　箸たては使用 した。

H.箸 の上げ下 ろ しや食べ る順序については,し てはな らないこ とは特になか った。ただ,食 事

　 中のお しゃべ りは禁 じられてお り,ま た姿勢は きちん と正座 をさせ られた。

1.食 べは じめに 「いただきます」,食べ おわ りに 「ごちそ うさま」 のあい さつを した。

J.食 事中お しゃべ りを しなか ったので省略。

(3)現 在の家を建てた後

　現在 の家は昭和26年 に建 てた。 ここでは,3.と のかねあい もあ り,昭 和30年 代 くらいまでを

想定 したい。

A.食 事の形式 は図56の とお りで,「 ち ゃぶ台」 と呼んでいた。 これは昭和26年 か ら現在(テ ー

　 ブル と併用)も 使用 している。家は,茨 城県 日立市N町 にあ り,家 のまわ りは田畑のあ る住 宅

　 地であ った。家族構成は夫 と子供2人(長 男 ・長女)と わた しの4人 であ った。夫は前述 した

　 とお り,海 岸工場 の事務員を していた。

B.食 事をする部屋 は 「茶の間」 と呼んだ。部屋は,炭 火のこたつが置け るようにな って お り,

　 団 らんに も使 用 した。6畳 の部 屋で戸棚が置いてあ った。

C.座 席の順番 は図57の とお りで,み んなそ ろって食べた。食 べる場所は タタ ミで,座 ぶ とんは

　 みんな1年 じゅう使用 した。

D.ご 飯のほかには,朝 におつゆ ・お こうこ う ・卵,昼 にお煮 しめや魚 ・お こ うこう,夜 におつ

　 ゆ ・お こ うこう ・煮 ものなどを食べた。み んな同 じものを食 べ,特 別 に違 った ものを食 べる人

　 はいなか った。

E.ご 飯 はわた しが よそい,夫 ・長男 ・長女 の順序 でよそ った。毎朝,神 仏へお供えを した。 ま

　 た,晩 しゃ くはあ った。

F.食 べおわ った後,食 器を湯茶 でゆす ぐことは しなか った。みんなが食べ終わ った後,そ のた

　 び ごとに(日 に3度),わ た しが食器を さげて洗 った。洗 った茶わんは,茶 わんか ごに入れた。

G.共 用の食器は皿や どんぶ りで,煮 ものな どを入れた。箸た ては使用 した。

H.箸 の上げ下 ろ しや食べ る順序 については特になかった。食事中お しゃべ りをす るのは固 く禁

　 じられ,ま た正座 の姿勢で食 事を した。

1.食 ぺは じめは 「いただ きます」,食べおわ りは 「ごちそ うさま」 とあい さつ した。

図56 図57
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J.食 事 中話を しなか ったので省略。

3.現 在(テ ーブルの時期)

　現在,わ が家 では テーブル とち ゃぶ台を併用 しているが,食 生活の上で2.の(3)で 記 した内

容 と若干変化がみ られ るので,「 テーブルの時期」 として一括 して扱 うことに した い。

A.テ ーブルを使 っての食事は図58の とお りであ る。 これは台所を増改築 した昭和48年 か ら使用

　 している。わ が家は茨城県 日立市N町(町 名変更)に あ り,若 干の畑が まわ り(我 家 も含めて)

　 にある住宅地に ある。家族構 成はわた し ・長男 ・長 男の嫁 ・孫4人(長 男 ・長女 ・次男 ・次女)

　 の7人 である。長男 の職業は,中 学校 の教員であ る。　 　　　 　　　　 　　　 　　 ・

B.ち ゃぶ台を置いて ある部屋は 「茶の間」,テ ーブルを置いてい る部屋は 「お勝手」 と呼んで

　 いる(2つ の部 屋は隣接 してい る)。茶の間は,テ レビを見た り,団 らんに使用 してい る。お

　勝手は台所 で,食 事 の準備やあ とかたづけを してい る。茶 の間には テ レビ ・戸棚 ・たんす(冬

　 にはこたつ)が あ り,お 勝手には冷蔵庫 ・流 し ・ガス コンロ ・戸棚 などがある。

C.座 席の順序 はちゃぶ台で長男の嫁,テ ープルで長男 と長 男の嫁が大体図59の とお りに決 まっ

　 ている(テ ー プルを使 う方が多い。)。わ た しは,Aの 位置 に くることが比較的多いが,ち ゃぶ

　 台を使 って食べ る方が多い。各 自の時間の都合にあわせて食べ,み んなそ ろって食べ るのは夕

　食 のとき くらいであろ う。"茶の間はタタ ミ,お 勝手は板の間で,茶 の間では座ぶ とんを使用す

　 る。

D.ご 飯 のほかには,三 食 ともみそ しるやつけものを食べ,夜 には煮 ものや焼いた もの(朝 ・昼

　 はその残 り物)を 食べ る。特別 に違 った ものを食べ る人はいない。

E.ご 飯を よそ うのは主 に長男 の嫁で,よ そ う順序は長男を一応最初 にす ることが多いが,必 ず

　 しも決 まっているわけでは ない。神仏へは毎朝 お供 えを し,ま た長 男は毎晩,晩 しゃくす る。

F.食 ぺ おわ った後,食 器を湯茶 でゆす ぐことはない。食器は食べ終 わ ったごとに各 自が流 しに

　 持 ってい き,共 用の食器 は長 男の嫁が片 づける。(ち ゃぶ台で食 べた ときは孫 の女 の子た ちが

　 片づける。)片 づけた食器 は長男 の嫁が洗い,食 器か ごに入れてお く。

G.共 用 の食器は皿や どんぶ りで,煮 ものや焼 いた ものなどのおかず,つ け ものを盛 っている。

　 箸たては使用 してい る。

H.食 事中 してはいけない とい うことはあ ま りないが,ひ じをついて食べないことや,な が らで

　 食事を しない ことくらいだろ うか。食事中はち ゃぶ台などでも足を くず してすわ ってい る。

図58 図59
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1.食 べは じめは 「いただ きます」,食 べおわ りは 「ごちそ うさま」だが,い つ も言 うわけでは

ない。

J.食 事中は長男 を中心にみんな よくしゃべ る。話題は長 男や孫 たちの学校 での出来事や テ レビ

の話題,世 間話 な どである。

調査者　No.93(m)　 　　　　　　　　　 調査日　昭和59年8月30日(木 曜日)

被調査者　0.T.　 性別　m　 　　　　　　出生年　明治41年(77歳)(第3子)

出生地　長野県下伊那郡M町

生家の職業　農業

現住所　長野県下伊那郡M町
住所の変更とその年度　分家(昭9)

最終学歴 高等科　　　　　　　　　　　結婚 昭和9年(27歳)

被調査者との関係　母方の祖父

1.お 膳(箱 膳)の 時期

A.食 事の形式 と家庭環境について

　　食事の形式 は一般 にい う箱膳 とい うものであ り(図60参 照),そ れを単に 「お膳 」 と呼んで

　いた。祖父が生 まれた時か ら高等科 を卒業す るぐらいまでこの 「お膳」であった。 また,そ の

　当時付近のたいてい の家 も,こ の ような箱膳であ り,ど の家 でも 「お膳」と呼んでいた そ うだ。

　その当時は祖父か ら見 て,祖 父,両 親,兄 弟5人 の家族であ った。その時期には,現 在 と同 じ

　長野県下伊那郡M町 に住んでお り,そ の当時は一面桑畑であ り,戸主 も農業に従事 していた が,

　まわ りもほ とん どが農家であ った。

　　高等科卒頃,お 膳か ら飯台にかわ っだが,そ の理 由は,お 膳 だ と,家 族のお膳が戸棚におさ

　ま りきらず,ま た,お 膳 の出 し入れがめんど うだ った ことと,付 近 でも飯台に変え る所が多か

　 ったため である。

B.食 事 をす る部屋について

　　食事をす る部 屋は台所 と呼 んで お り,そ の部屋は食事以外には利用 しなか ったそ うであ る。

　部屋 の情景は図61の ようであ り台所にはお膳 を しま う戸棚以外には何 も調度はなか った。

C.ど の ような座 り方で食べたか

　　座 席の順番は図62の ように父,祖 父,母 は決 ま っていたが,そ れ以外,つ ま り子供は別に決

　 まつてなかった。食事は必ず家族 そろって食べたそ うで,小 さい時は,た とえ遊んで いて も一

　度家で食事 を とってか らまた遊びにい くとい うぐらいだった。食べ るところは土間だ ったが座

　ぶ とん などつかわず,"む しろ"を 使 った。その当時は,ど こも貧 しか ったので座 ぶ とんは,
　 ⊥ →±-」 」一　 L、ntr　 -"Tb」 」_「t畳=、　　 L　　[口 、　　 LF)"一λ　　　　　」』一

図60 図61
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D.ご 飯のほか には,何 を食 ぺ何を飲んでいたか

　　朝は,み そ汁 と漬け物,昼 は漬け物,夜 は ご飯 ではな くめん類の方が多か ったのでみそ汁 よ

　 りもおつゆの時の方が多 く,た まに野菜の煮 ものがつ いたそ うだ。当時,祖 父の実家は養蚕 を

　中心にや ってお り,米 は作 ってなか ったため,夕 飯 はほとん どめん類 だったそ うだ。父親 が毎

　晩 ・晩酌を した以外は皆同 じものを食べていたそ うだ。

E.食 事の ときのご飯の給仕について

　　給仕は全て主婦がや ったが,よ そ う順序は別に決 まってなか った。神仏へのお供えは,何 か

特別な事があった時だけで,普 段 は しなか った。 このよ うなお供えをす る時は,お 供えす るの

　を一番兄に よそった。晩酌 は毎晩,父 親が した。

F.食 事のあ とかたずけについて

　　食べ終えた後,茶 わんや箸を湯茶 でゆす ぎ,そ の後,す ぐ自分の箱膳 の中へ入れ,子 供 は 自

分で戸棚の中へ しまい,祖 父 と父親 は,母 親が戸棚 の中へ しまったそ うである。食器は,た ま

　に母親が まとめて洗 う程度で毎 日洗 った とい うわけではなか った。

G.食 器の共用 について

　　共用の食器 としては中 ぐらいの と大 きいはちがあ り,中 ぐらいのはちは漬け物,大 きい もの

　には野菜の煮物 などを盛 っていた。　 　　　　 　　　 　　　　 　　　 　　 '　　 　　　　 一

　　箸箱は,ず っと使 ってなか ったそ うだ。

H.食 事中に してはな らない ことについて

　　箸の上げおろ し,食 べ る順序等 は別 に厳 しくなか ったが,食 事中のお しゃべ りはやは りいけ

　ないといわれていたそ うだ。

1.食 事 中のあいさつにつ いて

　　食べは じめ,食 べおわ りとも特別 にあいさつな どせず,皆 がそ ろった ら適 当に食べ始めたそ

　 うだ。

J.食 事 中の話 題につ いて

　　食事はあ ま り話 を しなか ったが,話 す とした ら,そ の 日の仕事に関する事や,昔,軍 隊にい

　た時 の話を父親が したそ うである。祖父 の父親は 日露戦争 の時,陸 軍にいたそ うであ り,そ の

　時作 った鉄製 の箸 で御飯をいつ も食 べていたそ うである。

2.ち ゃぶ台(飯 台)の 時期

A.食 事 の形式 と家庭環境 について

　　食事 の形式は飯台で図63の よ うな ものであった。特 に変わ った呼び名はな く単に 「飯台」と,

　ど こでも呼んでいたそ うである。飯台は,祖 父が高等科を卒業 してか ら,終 戦後少 しの間 まで

　続 いたそ うであ る。 その時 の家族構成は,結 婚前は両親 と兄弟は他に5人,結 婚後は妻 と,最

図62 図63
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終的 には子供6人 とな った。結婚 して分家 して も終戦後 までは飯台だったそ うだ。この時期 は,

本家 も分家 もさほ ど離れてな くともに長野県下伊那郡M町 にあ る。 その時期は,や は り農村 に

は変わ りなか ったが,養 蚕か ら果樹に以降する時期で付近には果樹,桑 園,田 んぼがあ ったそ

　うだ。祖父 の実家はず っと農業 を営 んでお り,祖 父 もまた分家 してから果樹園を中心 とした農

業を営 んでいる。

　　食事の形式 は終戦後少 した ってか ら現在の椅子式テーブルに変わ ったが,そ の理 由は,仕 事

を終えて昼食 に帰 って きた時,足 はよごれてい るし,ま た,地 下たび等 をは きかえ るの もめん

　ど うなので,椅 子式 テーブルに して,足 は汚れた ままで も食事がで きるように したそ うであ る。

B.食 事をする部屋 につ いて

　　食事をする部屋 は,相 変わ らず台所 と呼んでいたそ うである。食事をする部屋はやは り食事

以外には使 わなか った。台所 の情景 も結婚後分家 してか らもほ とん ど変わ らず戸棚がお いて あ

　るだけだ った。

C.ど の ようなすわ り方 で食べたか

　　分家 とな る前は飯台 とな った後 も食事 の ときの座 り方は同 じであったそ うだ。結婚 して分家

　 してか らは妻の座席は決 まっていたが,当 人(祖 父)や 子供の座 る所は別に決 まってなか った。

本家 のときも分家の ときも主婦はいつ もお勝手 に近 い所に座 っていたそ うであ る。食事 は,や

　は り皆そ ろって食べたそ うだ(図64)。

　　食べ る場所 は板 の間で,そ の上 に,"む しろ"を しいて食事 を し,座 ぶ とんは,使 わ なか っ

　た ようだ。

D.ご 飯 の他には何を食べ,何 を飲 んでいたか

　　高等科 を卒業 して結婚す る前 も,結 婚 してか らも,さ ほど以前(お 膳 の時)と は変わ らなか

　 ったそ うだ。

E.食 事の ときのご飯 の給仕 について

　　 ご飯はやは りいつ でも主婦 が よそおったそ うだ。 よそ う順序は結婚前 ・後 も別に決 って なか

　 った。神 仏へのお供 えは,何 か特別 な事があ った時だけで,普 段は別にお供 えを しなか ったそ

　 うだ。

　　晩酌は結婚前 は,祖 父の父親 と兄(長 男)が,お 酒が好 きだったので毎晩 の ように して いた

　が,結 婚 後,分 家 してか らは,祖 父は酒が好 きでないので,晩 酌は しなか ったそ うである。

F.食 事のあ とかたずけ について

　　食後,す ぐ茶わんを湯茶でゆす ぎ,主 婦がみ んなの茶わんをかたずけた。そ して食器は毎 日

　 ではな く時 々,主 婦 が洗 ったそ うだ。洗 った食器はやは り戸棚 に しまったそ うだ。

G.食 器の共用について

　　共用 の食器 も,飯 台に変わ る前 とさほ ど変わ らなか った。その食器にはやは り,漬 け物 とか

　野菜 の煮物等が盛 られている事が多か ったが,一概には何が盛 られ ていたかは言えないそ うだ。

　　箸箱はあい変わ らず使わなか ったそ うだ。

H.食 事 中に してはな らないことについて

　　結婚前 は,「 お膳」 の時期 とかわ らず,食 事 中のお しゃぺ りにつ いて厳 しか ったが,結 婚後

　 は特別 になか った。

1.食 事 中のあいさつについて

　　 食事 中のあいさつは特別になか ったそ うだ。

J.食 事 中の話題 について

　　 結婚前 はや は りお膳の時 とあ ま り変わ らなか ったが,結 婚後は,祖 父や祖母(妻)が,ど ち
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図64 図65

　 らとい うこともな く仕事 の事や世間話を したそ うだ。

3.現 在(椅 子式テーブル)の 時期

A.食 事 の形式 と家庭環 境について

　　図65の ような椅子式テ ーブルで,単 にテ ーブル と呼 んでい る。 これは終戦後,少 した ってか

　 ら現在に至るまで続いてい る。

　　家族は変動 が激 しく一概に言えないが,最 初は妻 と子供6人 。子供が結婚 してか らは,妻 と

　長男 とその嫁,そ して孫が2人 で現在 に至 ってい る(祖 母 は今年4月 に他界 した)。

　　住所は分家 してから変わ らず,ず っと農業を続けている。付近は最近,住 宅が違 って きたが,

　 それで も一面果樹園である。

B.食 事をす る部屋につ いて

　　食事をす る部屋は,や は り台所 と呼んでい る。 その部屋には,事 務机や,電 話,戸 棚 が置 い

　 てあ り,身 近な お客が来た時にはそこでお茶を飲んだ りす る。

C.ど の ようなすわ り方で食べたか

　　 主婦は,や は り炊事場に近い所 に座 り,あ とは,特 別に座 る所は決 ってなか った。食 事は大

　 抵みんなで一緒 に食べ るが,果 樹 の最盛期 になると朝な どは,み なバ ラバ ラになる事が多いそ

　 うだ(図66)。

　　 食べ る場所は,土 間の上 にか るく板 をはった ものでみんな土足 であが って椅 子に座 るか,居

　 間の方か ら椅子に座る とい うようにな っている。 これだ と仕事のあい間に きて もいちいち靴を

　 脱がな くてすむか らだ。座 ぶ とんは,椅 子なので別に使 ってない。

D.ご 飯 のほか には,何 を食 べ何を飲 んでいたか

　　朝 ・昼 ・晩 とご飯以外の ものは特別には決 まっていない。みそ汁

　な ども朝 はほ とんど出 るが昼 ・晩は適当 で,お かず も,毎 回つ くが

　昔に比べた ら肉類が多 くな りバ ラエテ ィに富んで きたそ うだ。食事

　は皆同 じものを食べ,誰 かが特別に違 ったものを食べ るとい う事 は

　ない。

E.食 事の ときの ご飯の給仕 について

　　ご飯は主婦が よそい,そ の順序は別に決 まってなか った。神仏の

　お供 えは,や は り何か特別 な事が あった時のみで普段 は しない。

　　晩酌は祖 父が一時 した事 もあ ったが,病 気(ぜ んそ く)を してか

　 らはほ とん どや ってないそ うだ。

F.食 事のあ とのかたずけについて

　　祖父 と長男は食後,茶 わんを湯茶でゆす ぐが他は しない。食器は 図66
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祖父以外は 自分 で洗 い場 まで持 っていき,祖 父の分 は主婦が持 ってい き,全 部,主 婦が洗い,

容器に入れて水を切 ってい る。 あま り使わ ない食器 は戸棚 にしまうが,よ く使 うものはその ま

　まであ る。

G.食 器 の共用について

　　共用 の食器には,大 ・中のハチや皿 がさまざまあ り,盛 る物 と量に よって使いわ けてい るよ

　 うだ。箸箱はあい変わ らず誰 も使 ってない。

H.食 事 中に してはならないことについて

　　食事 中に してはならないことは特別 にな く食事中のお しゃべ りもよ くしてい る。

1.食 事 中のあい さつにつ いて

　　食前,食 後 も特別 にあいさつはない。

J.食 事 中の話題について

　　食事 中の話題 としては,仕 事の事や,子 供 の学校での事,世 間話な どさまざまで,話 すのも

　家族 の誰 とい うこともな く皆で話 してい る。

調 査者　No.102(f)　 　　 　　　　　　　 調査 日　 昭和59年8月4日(土 曜 日)

被調査者　 Y.S.　 性別　 f　　　　　　　 出生年　大正2年(71歳)(第5子)

出生地 　長野県北安曇郡M村

生家の職業 　農業

現住所 　長野県北安曇郡1町

住所の変更 とそ の年度　北安曇郡M村 一東京市 本所区0町(昭7)一 北安曇郡1町(昭15)

最終学歴　尋常高等小学校　　　　　　　　 結婚　昭和15年(28歳)

被調査者 との関係　友人の祖母

1.お 膳の時期

A.ア …お膳 で食べ ていたそ うです。

　　イ… 「箱膳」 て呼んで ましたの(図67)。

　　ウ…わた しはね,大 正2年 生まれ で,生 まれた時 から使 ってお りました。 あの,た だ し小学

校へあが る頃に買 って くれて,わ た しのはね,う ちの者は もう昔か ら使 っていたそ うです。わ

　た しね,20才 まで うちにい ましてね,そ の頃 まで使 ってま した。 うちの人たちはまだ使 ってい

　た と思い ます。 〔A.ク も含む〕

　　エ…祖 父母 が2人,母 と父が2人 で,そ れ にわた しに弟2人 で,姉 や兄 もあ りま したけ ど,

　も うその頃はわ た しが6年 生の頃 に よそへ 出て,働 いてお りました。

　　オ…長野県北安曇郡M村 って所 です。

　　カ…たんぽ もあ ります し,畑 もあ りま した。農村 地帯です。

　　キ…農業で ございます。

B.ア … 「おか って」 って言 って ました。

　　イとウ…お茶 の間 とその炊事す るとことい っし ょくらいです。おか ってで も食事 は こっち の

　ハジで,こ っちはお流 しがついて,土 間にはなってい ませんで したけ ど,ハ ジの方 に流 しをつ

　けて,そ して昔は川の水を利用 しましたの。 ほいで全部かめが あ りま して。 きれいな川でした

　から,い つ も川の水をつか ってお りま したの。

C.ア ーt一あのね,い ろ りを囲み ましてね,い ろ りの1番 まん中 っていい ま しょうか,も しこっち

　が土 間だ としました ら,玄 関があいて土間があ りますね,そ いで土間か ら上が った場所が,父

　が座 ってお りました。そいでここが一番 いい上座 っていい ましてね,祖 父が座 ってお りま した。

　そ して こちらの方へは私の父が座 ってお りました。そいで この回 りの所へ,お かまを ここへ下
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図67 図68

　 してあ ります ので私や弟が座 りま した(図68)。

　　イ…はい,い っ しょです,食 事 は。

　　ウ…畳 じゃござい ません。あの昔 「ネゴ」 と言 いま したの。昔の人は 「ゴザ」 って言 うけれ

　どね,ゴ ザ よ りまだ,わ らで編 んだ ので,今,こ こで田んぼで,もみ こく時 に田ん壷まに持 って

　って広げ るの,あ るで しょう。 ああい うの の厚いのをね,そ うい うぶ厚いのでね,大 きなぽん

　ののをひいて,そ こへ座 って。

　　エ… うちの家族 はひきません。お客 さまを入れ るとざぶ とんひきましたけ ど。

D.ア …おみそ汁にお漬け物に,佃 煮みたいなものがついてま した。そんな程度 です。

　　イ…お昼はお野菜 をね,油 でち ょっといためた りして,作 って,そ れでおみそ汁 なしで食事

　です。

　　 ウ…晩はね,お うどんなんか作 った り,お 粉で,手 で作 った り,そ れか らおそ うめん もゆで

　た りして。

　　エ…みんな同 じです。 うち中。

E.ア とイ…それは母です。それ であ のよそ う順序 もあって,祖 父を先 によそ って父を2番 めに

　 よそ って,こ んど生 まれた順 によそ って きます。母は子 どもの まで よそって しまうと母が 自分

　のを。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　ついたち

　　 ウ…朝ね,仏 様 にあげ ます。神棚へ もあげ ます。 そいであの月の始めの一 日って時は必ず,

　神棚へおみき といってお酒をあげます。

　　 エ…晩 しゃ くはほとん どいた しませ ん。あのね,お 祭 りとかお正月以外 はお酒 って飲 みませ

　 んで した。

F.自 分 自分で入れます,箱 膳ですか ら。最後にお茶 を飲んで,ほ い であの,夜 しか洗わないん

　 です。朝,昼 はほん と,夜 だけ洗 ってね,そ して しまいま したの。それで大きい戸棚があ って,

　 済んだ人か ら順に戸棚 にもって ってみんな入れ ます。重ねてず っと。

G,ア とイ…それはないです。みんな一人一人のお皿 に よそ っちゃ うか ら。お漬け物だけね,あ

　 の,ど んぶ りへ出すだけですか ら。

　　 ウ…箱膳 とい っし ょです。

H.そ れはね,父 が厳 しくってち ゃん と正座 しな くち ゃいけなか った し,そ れか らあの,右 の方

　 へおみそ汁,左 の方へ ご飯 の茶わん,そ して前の方へ お皿を置 いてね,で 食事 してる間 もご飯

　 とおみおつけ の茶わんをい っしょに持つ ってこ とは禁 じられて ました。それか ら足を曲げて座

　 ることも許 され なか ったです。 しゃ一んと終わるまで座 ってない と許 され ないの。そ起 で箸を

　 持 った らね,箸 を持 った まま どんぶ り取 り寄せる とか,い ろいろな ことは いけない って,そ う

　 い うことも厳 しく言われ ました。 で,茶 わ んを持つ時 にね,ふ ちへ手をか けることもいけ ない

　 って言われ ましたの。それか ら鼻すす って るとうん と叱 られ ま した し,あ の不細工に 「お トイ

　 レ行 きた くなった。」 なんて,そ れ も許 されなか った,そ れが一番許 されなか ったです。 しゃ

　 べ っていけない って事は なか ったけれ ども。食べる順序 は,お みそ汁先食べてご飯に移 ります。
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1.ア …わた し行儀悪か ったか ら,黙 って食 べ始めま した。 も ううちはね,い ただ きますは言 わ

なか った。だけ どあの私 の父はお箸だけ こうや って頭の方 まで持 ち上 げてね,頂 くって印を し

　ましたね。

　　イ…食べ終わ りに もや っぱ りお箸でね。

J.ア …祖父で した。

　　イ…食事中の話題はお仕事す ることっき りで したね,私 の うちは。養蚕 もや りま した し,麻

　も作 った し,田 んぼ もあ りました し,畑 もあ りま したので忙 しいので,「 き ょうは誰 と誰は ど

　この畑 へ行 ってや って」 とか 「誰 はおかい この方を手伝 って」とか って命令 され ていただけで,

そ うですね,話 題 ってい うとそ んなことで したね。
　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　とう
一 その他 ,お 祭 りとかお月様 のお祭 り,十 五 夜,十 かん夜,十 三夜には必 ずおもちをついた
'
とか,魚 はた まで肉はほ とんど食べなか った とか,年 一回のお祭 りを うち中こぞ って楽 しんだ

　ことな どを話 して下 さいま した。

2.ち ゃぶ台 の時期

A.ア …図69参 照

　　イ…飯台 っていい ましたね。 いらな くな ると足を折 りたたんで,立 ててお くように。

　　 ウ…(20才(昭 和7年)の 時か ら)私 は東京 に8年 いま したの。東京 へは ミシンを習 いに行

　きました。

　　エ…小さい子 どもが1人 で,お 父 さん,お 母 さんの3人 家族で した。そいで ミシ ン習 いに通

　って くる人が8人 程い ましたね。私は住み込んで ました。

　　オ…東京市本所区0町 って ところです。

　　 カ…え一,工 場が あってね,メ リヤスを主にや ってま したね。大阪みたいに工業地帯 じゃな

　いけれ ども,あ の辺は亀井戸の方へ近 い所で,ま あ下町 ですね。

　　キ …メ リヤ スをや って ましたね。「コ ットン」てい う大 きな機械で,手 で もって織 って ま し

　た。

　　 ク…(戦 争 のために。おばあ さんは 「大東亜戦争 」 と言 って ま した。)

B.ア …お茶の間ですね。

　　イ とウ…や っぱ りああい う職人 の人達を食べ させるってい うことで したか ら,ま あ押 し入れ

　はあ りましたけど,あ とは何 もあ りませんね。ただ食事す るだけの部屋にな ってま したか ら。
　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　うえ

C.ア …い くらか多 くいる人には敬まってご飯 よそ ってあげた りは してい ましたけど,あ ま り上
　 した

　下 っていわなかった ような気が します。決 まっていなかったです。

　　 イ…はい,そ ろ ってね。

　　 ウ…畳で した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ…座ぶ とん もあ りま した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　D.ア ～ ウ…朝 もお魚だ った り,お 昼 もお魚,晩 に肉って

　　　　　　　　　　　　　　　　　　多 くと りま したね。野莱 の方が少なか ったですね。野菜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ってい うと漬け物 くらいでしたか ら。 ええ,お みそ汁 も

　　　　　　　　　　　　　　　　　　あ りま したけ ど,朝 だけ で したね。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ…そ うい うことなか ったです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　E.ア とイ…年数の浅 い人が,長 年いる人にご飯 よそった

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 り,お みそ汁 よそ った りしてあげてま した。順番 は特に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　なか った と思い ます。

　　　　　　 図69　 　 　　 　 　　 　 　 ウ…あそ こは,あ げてませんで したね。
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　　エ…主人が時折,お 酒を飲む ぐらいで したね。毎晩ではなか ったです。お酒 とかは,一 番 な

　んかぜいた く品 ってい うで しょうか。

F.イ …それ私が手伝わ され ま した。片付 けてから ミシ ンをやる ように してね。それでそ この奥

　さん もや りましたけど。

　　ウ…2人 でや りました。奥 さん と私 と。

　　エ…お茶わんや食器 ものを入れ るざるがあ りま して,そ れに伏せておいて,そ してこんだあ

　の棚へ挙げ といて,そ して こんど食事の時に改めてふ いて飯台へ出 して使 いま した。

G.み ん な付け合わせで1人1人 のお皿につけた もの しかあ とは他に出 しませ ん。お漬け物だす

　 とした ら小さなお皿へ(台 の)ま ん中へち ょこっと出 しとく位 で。〔箸箱ナ シ。〕

H.主 人がね,お しゃべ りして ると,「静かに食べろ よ。」 なんて注意す るくらいで,別 に なか っ

　たです。

1.ア … 「いただ ぎま一す 。」 って,み んな声をかけあって。

　　イ… 「いただきま した。」 って。

J.別 に話 し合 うこともあ ま りな く,静 か に食べて ましたね。

　一 東京で8年 間過 ごした後,おばあさん はこちらに戻 ってきて,結 婚 しました。戦争 中や戦

　後は食べ る物 がな くて,と て も苦労されたそ うです。以下は抜 き出 したお話です。

　 …・・食事がな くな ってね,ひ どか ったです よ。 も うね,お 米がな くなってね,供 出,供 出 って

　ね,三 たんぶ(田 んぼを)作 って るとね,あ の何俵供出 しろ ってい う上か らの命 令で,自 分 の

　 うちで食べ るお米がな くても,供 出だけは済ませ なけ りゃいけない って,う ちで食べ るお米に

　 は不 自由 しました。お米 のない時にはね,配 給 を受け ま したの。その配給がひ どいです ヨ。 と

　 う豆の粉 とかい ってね,ま っ黄色 い,そ うとうもろこ しの粉ですけ ど,あ れ,日 本 でで きた物

　 じゃない で しょうね,そ うい う粉が配給 されてね,そ れ でお米 と混ぜて食べ なさいって。ほ ん

　 とにね,戦 争 で苦 しみま した よ。 田んぼをつ くるのに肥料が ないんです。 本当に不足 して,そ

　 いであの自分 で草をみんな積 み重ねて,腐 らせて,そ れ を田んぼへ使 うように工面 したけ ど,

　 ところが私一人 き りで手間がない ものですか ら,そ いで肥料 に不 自由 して,た くさん取れ ない

　 で苦 しい思い しま した。ほん とに必死 で生 きました。主 人が兵隊か ら帰 って きたのは昭和21年

　 の7月6日 ですけ ど,ほ ん と助か りま した。

　　 それで不 自由 しましたけれ ども,い ろいろ工面 して ど うやら秋 までつな ぎました。お粉 をひ

　 いた り,じ ゃがい もをね,細 かに切 ってね,そ してあのふか して食べ て。飯台で食べていま し

　 た。

3.現 在

A.ア …ちゃぶ台(図70)。

　　 イ…や っぱ り飯台で食べ てます。ええ,あ の,「 ちゃぼ台」 っていいますね。

　　 エ…祖父母(お ばあさん達 夫婦の ことです。)が2人,父 母 が2人,孫 が一 人で5人 家族で

　 す。

　　 オ…長野県北安曇郡1町 です。

　　 カ…町はずれ ですね,南 の。1町 の南はずれ って ことですね。

　　 キ…農業 です。

B.ア …お茶の間 って言 って ます。

　　 イ…テ レビみた りしてお ります,今 。

　　 ウ…6畳 にち ょっと廊下がついてます。 テ レビ置いてあ ります し。

C.ア …どこで もいい ってことですけ ど,い ったん座 った とこはみん なきまってその場所 へ座 り
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図70 図71

　 ます。 え一と,は い り口の方にわた しとE子 さん(お 孫 さんで私の友人です。)が,並 んで ま

　す。土間(玄 関)か ら上が った側の とこですけ ど。で南側の方 へE子 さんのお母 さんが座 って,

　東側へお父 さんが,北 側へお じいちゃんがね(図71)。

　　イ…いいえ,別 々です。朝はあのみ んな,時 間で勤めに間に合 うよ うに起 きて食事 しますか

　 ら。

　　 ウ…畳 です。

　　エ…みんなひきます。

D.ア ～ ウ…え一,朝 はみんな1人1人 に大 きいお皿にね,お 野菜 と肉かお魚つけた り,そ れか

　 ら果物 つけあわせた りいた します。 でお昼はみんな出た先 で食事 しますので,朝 と晩だけが う

　ちなんですけ ど。 で,晩 も,朝 肉だ ったか ら晩はお魚に しま しょうか って ことで,そ れ にお野

　菜のた き合わせ と,そ れか ら果物 かまたは トマ トとか,そ うい うものをつけ合わせて一人一人

　大皿 へ付 けます。

　　エ…みんな,た いてい同 じです。

E.ア … うちは自分 自分で よそ ってお ります。

　　 ウ…朝 はね,神 様 とお仏だんにあげ てお ります。朝は必ず お茶 とね,お あげ します。

　　エ…ええ,や ります。 じいち ゃんが毎晩,ビ ール飲み ます。 も うかか したことな く。

F.イ とウ…わた しとE子 の母ち ゃん とで,食 事が済む とね。

　　エ…全部ふ いて,所 定の場所 へ しまいます。

G.共 同のお皿 も,お 皿へ付けた以外 のもので作 った ものは3つ か4つ くらい,ど んぶ りで,ま

　ん中へ置 きます。

H.今 は何 も言 いません。

1.な いです。

J.時 々,少 しお話す る位で,あ んま り。晩にい っしょになる くらいで,朝 はみんな別 々に食べ

　てます し,お 昼は出てい った りす るので。テ レビを見て ます し。

調査者　No.118(f)　 　　　　　　　　　 調査 日　 昭和59年8月19日(日 曜 日)

被調査者　 K.T.　 性別　 f　　　　　　　 出生年　大正元年(72歳)(第1子)

出生地 　撫順

生家 の職業　会社員

現住所　福岡県柳 川市D町

住所 の変更 とその年度　撫順一奉天(昭12)一 福 岡県柳川市D町(戦 後)

最終学歴　 B高 女　　　　　　　　　　 　　 結婚　昭和12年(25歳)

,被調査者 との関係　祖 母

1.お 膳の時期

箱膳 などのお膳は使 った ことが ないとい うことで した。
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図72 図73

2.ち ゃぶ台の時期

A.食 事の形式 と家庭環境について

　　図72の ような ものに家族全員がついて,食 事を していた。 これを 「飯台」 と呼び,小 さい頃

か ら昭和40年 頃まで,人 間は変化 したが,ず っと使用 していたそ うです。結婚前は,両 親 と弟

妹6人 の9人 家族で,結 婚後 は,配 偶者 と子供4人(女 子 のみ)の6人 家族であった。 しか し,

　昭和20年 に,夫 を亡 くし,5人 とな った。

　　結婚前の住所一撫 順,結 婚後 の住所一奉天市Y町

　　 どちらも会社の社宅であるので,住 環境 は住宅地で ある。

　　結婚後 の戸主の職 業は,満 州火薬工業所 の製管工場長だ った。

B.食 事 をす る部屋について

　　食事をする部屋 の ことは,食 事部屋 と呼 んでいた(図73)。 茶 の間の ようなものだ ったが,

　そ こで食後少 し話を した りもした。部屋の大 きさは,6畳 の畳 の部屋 で,窓 は,北 向 きだ った。

押 し入れ,食 器棚,水 屋で2つ の側面を うめ,部 屋 の中心 に,飯 台を置 いていた。部 屋の隣 に

　台所があ った。

C.ど の ようなすわ り方で食べたか

　　小 さい頃(結 婚前)は,ほ とん どみんなそろ って食 べた。 しか し昼は,仕 事に出 る父親や学

　校に通 うものは弁 当を持 って行 っていた。食べ る場所 は,タ タ ミ敷 きで,座 ぶ とんは,父 親だ

　けがつかい,全 員正座を していた。並 び方は,父 親 と母親が並び,父 親 の横か ら,年 の順に7

　人 の子供がすわ った。 この時には,男 女 のわけへだてはなか った(図74)。

図74 図75
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図76

　 結婚後 も似た よ うな もので,タ タ ミの

部屋 で,夫 と自分が並んで,夫 の横か ら

四人の子供 がならんですわ り,飯 台をか

　こんだ(図75)。 夫は,仕 事か ら帰 って

　 くるのが午後10時 頃で遅 く,また昼食は,

弁当を持 って行 っていたので,家 族 そろ

　って食べ るのは,朝 食だけで,昼,晩 は,

　自分 と子供の5人 だったそ うです。座 ぶ

　とんは,夫 一人だけが使い,や は り全員,

正座を して食べた。

D.ご 飯 のほかには,何 を食べ,何 を飲ん

　でいたか

　 朝は,ゴ ハ ンに汁,そ れ に,お かずが一品 ぐらいがふつ うで,お かずには,子 供がいたので,

なるだけ卵な どのたんぱ く質を含 む ものを とい うことを心がけ ていたそ うです。夜はだいたい

一汁二菜 とい う感 じで,汁 ものは,み そ汁 よ りもす まし汁 の ことが多 く,こ れは特 に理由はな

　く,た だ家族 の好みに合わせ てや って いた よ うです(図76)。 第2次 世界大戦が終わ るまでの

旧満 州では,食 料事情 がよ く,米 な どは,大 人ひ と りにつき15kg,小 人 ひと りにつ き7.5　kg,

一 ヶ月の間に配給があったので不 自由は しなか ったそ うです。 また小麦や大豆 も配給 され,時

には,特 配 とい って,小 豆 なども配給 され たので,子 供のおやつに ビスケ ットやパン を焼 くこ

　ともたまにあった といいます。 また父親だか ら,男 の子だか らとい うので,特 別にちがった も

のを食べ るな どとい うことはなか った。 しか し終戦後,日 本に引 きあげて きてか ら,辱しば ら く

の間は,食 料を集め ることが大変だ った ようです が,そ の頃の ことはあま り話 して もらえませ

　んで した。

E.食 事の ときのご飯の給仕 について

　　ご飯を よそった りす るのは,も っぱ ら自分で,結 婚前は,母 親 と自分 でや っていた。娘達が

大 き くな って くると,少 しは手伝 うよ うにな った。 よそ う順番は,父 親 に最初 によそい,あ と

は,小 さい子供か ら大 きいほ うに順 によそ ってい き,自 分の もの に一番最後 に よそ った。神仏

　の拝礼はすべて父親が行 った。結婚前,自 分の父親は,酒 がす きでほ とん ど毎晩,飲 んでいた。

その時 の量はだいたい2～3合 程 度だ った。結婚後,夫 は昔飲 んでいた らしいが,結 婚を期 に

　禁酒 したので,晩 しゃ くは一回 もしなかった。

F.食 事 のあ とかたずけ について

　　食べおわ ったあ とに,す ぐ茶わんや箸を湯茶 でゆすいだ りす ることはな く,食 べおわ った ら

す ぐ流 し場 まで 自分 が持 っていった 。 またこれ もよそ うの と同 じよ うに,子 供 たちが ある程 度

　大 きくなると,手 伝 うように なって きた。洗 った食器は,少 しそ のままかわか した後に,食 器

　棚におさめた。

G.食 器の共用について

　　共用の食器には,浅 い少 し大 きめの鉢の ようなものぐらいで,そ れには,漬 物などをおもに

　盛 っていた。他 のものは,そ れぞれひ と り分ず つにつ ぎわけていた。

　　その頃には,箸 箱な どはつかわず,食 事をす る時 ごとに,飯 台の上に直接箸を並べ ていた。

H.食 事中に してはな らない こと　　 　 ∂

　　食べ る順序 については別に注意 した りは しなか った。食事中のお しゃべ りについては,特 に

　子供が しゃべるこ とは良 しとした。 なぜ ならば,子 供が しゃべ ることによって,健 康 状態 など
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　がわか るか ら。

　　食事 中には,全 員,タ タ ミの上で正座の姿勢を とった。

　　その他,食 事中に してはならなか った こととして,う つ り箸を とてもきらっていた。

1.食 事 中のあい さつについて

　　あいさつは,普 通 に,食 べは じめには,「 いただ きます。」,ま た,食 べ終わ りには,「 ごちそ

　 うさま。」 と言 っていた。

J.食 事 中の話題について

　　食事 中にはなす ときは,も っぱ ら夕飯の ときで,自 分か ら話す ことが多か った。話題はそ の

　 ときどきで,い ろいろあ った。

3.現 在 の時期

A.食 事の形式 と家庭環 境について

　　現在 は,小 さな応接 三点セ ッ トの椅子 とテーブルを使 って食事を して いる(図77)。

　　 これは,娘 の家族 と同居(離 れにひ と りいる)す るよ うにな った昭和50年 ぐらいから今 もず

　 っと続いてい る。現在 の家族構成は,娘 夫婦 とその子供(男 女各1人)2人 の5人 家族 である。

　　住所 福岡県柳川市D町

　　住環境 は,近 くに商店街 がある住宅地である。戸主 の職業は,運 送会社 に勤め る会社員 であ

　 る。

　　同居す るまでは,し ぽ らく病院 に入院 していたのでその時は,ベ ッ トの上 で食事をとってい

　た。 したが って食事形式の変 化は,退 院 し,離 れにひ と り住む よ うにな ったか らである。 また

　椅子に したのは足がお もうようにならないためである。

B.食 事をする部屋について

　　離れは6畳 一部屋で,食 事だけでな く,す べての生活の場 とな っている(図78)。

C.ど の ようなすわ り方で食 べたか

　　普段はひ と りで食べ るが,正 月だけは家族全員がそろって食べ る。その時の坐 り方は,図79

　の よ うにすわ る。 この ときは カーペ ッ トの敷いてある部屋で,飯 台である。全員に座ぶ とんが

　あ る。

D.ご 飯のほか には,何 を食べ,何 を飲 んでいたか

　　朝 と晩は,娘 がつ くった ものを部屋 まで運んで もらう。朝は,ご 飯に汁,そ れに軽いおかず

　が,一 品か,2品 つ く。晩は,ご 飯 に汁 もの,そ れに,2皿 分おかずがある。汁 ものは,み そ

　汁がほ とん どである。

図77
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　　昼は 自分でつ くる。 パ ンを焼いた り,め ん類等,簡 単な料理 を 自分の部屋です る。 その他,

　くだ物を食べた りす る。 また毎 日牛乳を1本(180cc)を 飲む ことに してい る。朝,晩 は,家 族

　と同 じものを食べ,特 別 にちが った ものを食べた りは しない。

E.食 事 の ときの ご飯の給仕 につ いて

　　娘か孫 がよそ った ものを,お 盆にのせて,部 屋 まで運んで くる。順序は,自 分 の ものを一番

最初 によそって持 ってきている。晩 しゃくなどはや らない。

F.食 事 のあとかたずけについて

　　食べ おわったあ とは,す ぐに茶わんや,箸 を湯茶 でゆす ぐな どとい うことは しない。食べた

あ と,部 屋の近 くにある水道 のところで,食 器を洗 う。す ぐ洗 うこともあるし,し ぽら く水に

　つけと くこともあ る。 洗 ったあ とは,し ば らくその ままかわか して,お 盆の上にのせ,お 盆を

置いてお く位置が決ま っているので,そ こに置 いてお く。

　　そのお盆は,次 の食事の ときに,娘 か,孫 が とりに くる。

G.食 器 の共用 について

　　いつもひ とりで食べ るので,家 族 と食器を共用 して使 うことはな く,す べてひ と り分ずつつ

　ぎ分 けてある。

　　昔は,箸 箱 など使わなか ったが,今 は,箸 はいつ も部屋の中においてお くので,洗 ったあ と

　は,他 の食器 は,お 盆にのせるが,箸 は箸箱に しま う。

H.食 事 中に してはな らない ことについて

　　食事 をす る ときは,ひ と りなので,し ゃべ りは しないが,テ レビか ラジオをつけてい る。た

　だ,食 事 を運 んでもらった ときに,少 しはなす くらいであ る。

　　食事中の姿勢 は,タ タ ミの上 の椅子 にすわ って,テ ーブルの上にお盆 をのせて食べ る。テ ー

　ブルは,頂 度,ひ ざのあた りに くる。 また,椅 子 にはざぶ とんを敷いている。

1.食 事中のあいさつについて

　　食べは じめ も,食 べ終わ りも,特 にあい さつは しな くなった。

図78 図79
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調査者　No.120(m)　 　　　　　　　　　 調査日　昭和59年8月15日(水 曜日)

被調査者　N.H.　 性別　 f　　　　　　 出生年　明治40年(76歳)(第3子)

出生地　神奈川県鎌倉市0町

生家の職業 商家

現住所　神奈川県横浜市保土ヶ谷区

住所の変更とその年度　鎌倉市一横浜市(昭8)

最終学歴　　　　　　　　　　　　　　　　結婚　昭和8年(25歳)

被調査者との関係　友人の祖母

1.お 膳の時期

　 明治40年 の10月31日 に生 まれたN.H.さ んの記憶にはお膳の時期はな く,す でにちゃぶ 台の時

期か らなの でお膳の時期については調査がで きなか った。

2.ち ゃぶ台の時期

A.食 事 の形式 と家庭環境 について

　 ・どの よ うな形式で食事 がなされていたか

　一 そ りゃあ,あ ま り立 派な ものではあ りませんで したね え。四角いちゃぶ台を父 と母 と8人

　 の兄弟 でかこんで食べ ました(図80)。

　 ・それ を実際 には何 と呼んでいたか

　一 はい,ち ゃぶ台の ことは 「お膳」 といっていま したね え。

　 ・いつ頃か ら始 ま り,い つ頃におわ ったか

　一 そ うです ねえ,わ た しが覚えている時か らず っとですから一 ・。明治40年 か45年 ぐらいか

　 しらねえ。で,お わ りはねえ,わ た しが嫁に来 るまでず っとそ うだ ったか ら,え っとわた しが

　 ここに嫁に来たのは昭和8年 ですか ら,そ の くらい までですねえ。(と い うことで結局,明 治

　 40年 代の前半 ぐらいか ら昭和8年 ぐらいまでのよ うだ)

　 ・その時期の家族構成は

　 一 わた しの父 と母 と8人 の兄弟です。

　 ・兄弟の うちわけは?

　 一 ええ と,ま ず長 男(兄)で すねえ。 で も長男は東京に奉公 に行 って ましたか ら,家 には い

　 ませんで した。あ とは,姉(長 女)で 次が私 で私の下に妹が三 人 と弟が二人です ねえ(要 す る

　 に長男,長 女,次 女(本 人),三 女,四 女,次 男,三 男,五 女 となっていた)。使 用人なんても

　 のは おけ ませ んで した よ。

　 ・その時期の住所は
　 　 　 　 　 こおり

　 一一一鎌倉郡0で 番地なんてものは あ りませんで した よ。
　 　 　 　 ぐん

　 ・鎌倉郡 とはいわなか ったのですか

　 一 そ うですねえ 「こお り」 とい って ました よ。 うん,「 ぐん」 とは いわ なか ったです。み ん

　 な 「鎌倉 こお り」 と言 ってま した。

　 ・その時期 の住環境は

　 一 農業地 です よ。 田んぼで したね。畑はなか ったですね え。

　 ・その時期 の戸主の職業は

　 一 「ばいすけ」 の卸 しを して ました。 まわ りの農家に機械 を貸 して,そ れ で作 ってもら うわ

　 けです。 それを買 い取 るわけ。そ う,農 家 の人は食 糧は手 に入 るけ どお金 をあま り持 ってなか

　 ったか ら,副 業に してみんな作 ってま したねえ。で,そ れをわた.したちは馬力 って言 ってたん

　 だけ ど,まあ馬でひ く荷車みたいのにち ょうちんをつけて父が東京 まで卸 しに行 って ま した よ。
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80図 図81

　 ・食事の形式が変化 した とすればなぜか

一 それはやっぱ りまわ りの生 活が よくな ったか らで しょうねえ
。そ うじゃあないんですか。

B.食 事をす る部屋 について

　 ・食事をす る部屋 のことを何 と呼んでいたか

一 や っぽ 「台所」 って言 ってま したね え
。

　 ・その部屋 は食事以外に も何か利 用 したか

一 いえ,狭 か ったか ら食 事だけで したね え。 なんた って板 の間だ ったか ら。

　 ・その部屋の情景 は

　　　ええ,部 屋 の隅に 「ねずみい らず」が おいてあ りま したね え。その くらいです よ。大 きさ

は四畳半 くらいで したねえ。(「ねずみ いらず」 とは食器棚 のこと)

C.ど の よ うな座 り方 で食べたか。

　 ・座席の順番は図81参 照

　 ・みんなそ ろって食べたか

　　　はい,み んなそろって食べてま したね え。

　 ・食べ る場所は

　　　板の間で した よ。

　 ・座ぶ とんの有無

　　　そんな いい ものあ りゃしませんで した よ。

D.ご 飯 の他に何を飲み,食 べていたか

　 ・朝

　　　みそ汁 とつけ もので したね。つけ ものは 「お こお こ」 と言 ってま したねえ。

　 ・昼

　　　おこお こだけですね。

　 ・晩

一 野菜の煮た ものを食べて ました
。

　 ・だれか特別にちがった ものを食べていたか

　　　いいえ。皆同 じで した よ。父 も一緒です。

E.食 事 のときの ご飯 の給仕について

　 ・だれが よそ ったか

　一 母 で した。

　 ・よそ う順番は

　　　父が一番は じめですね。それは,い て もいな くて も必ず父が初めで した。

　 ・神仏へのお供えは
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　　　だれ よ りもは じめに仏様に ご飯 のは じめの ところよそ ってお供 え しましたねえ。神様 は毎

月一 日と十五 日で した。

　 ・晩 しゃくの有無

　　　あ りませんで した よ。

F.食 事の後片付けにつ いて

　 ・す ぐに湯茶でゆす いだか

　　　いいえ,そ んなことは しませんで した。

　 ・いつ,だ れが食器を さげたか

　　　各 自のものは各 自でさげ ま した。

　 ・いつ,だ れが食器 を洗 ったか

一 一母 で したねえ
。食後す ぐです。

　 ・洗 った食器を どこに置 いたか,し まったか

　　　ねずみ いらずにおさめま した。

G.食 器 の共用 について

　 ・共用 の食器 には どんな ものがあったか

一 家族 が多か ったので共用の ものを使 うとおかずの と りあいになるか ら,ぜ んぶ一人一人の

　お皿 に もってま したねえ。

　 ・箸箱 について

　一 箸箱はそれぞれ家族の名前が書いてあ って一人一人決 まってま した。え 一とだいたいそれ

　が明治の45年 ～昭和の7年 ぐらいですかね え。

H.食 事中 してはならない ことについて

　 ・箸の上げ下ろ しは

　一 箸の持ち方 は母が うるさ くい ってま した。

　 ・食べ る順番は

　一 一特にあ りませんで した。

　 ・食事中のお しゃべ りは

　　　 してはいけ ませ んで したね え。

　 ・食事中の姿勢は

　　　か しこまって食 べてま したね え。

　.・そのほかは

　一 一特 にあ りませんで したけ ど,母 が大変 しつけ に きび しい人だ ったのでいわれ な くて もみん

　 なちゃんとや って ました よ。

1.食 事 中のあいさつについて

　 ・食べは じめは

　　　 いただ きます。

　 ●食べおわ りは

　　　 ごちそ うさま。

J.食 事中の話題 について

　 ・だれがお もに話 したか

　 一一母が さっさと食べ なさい とい うほかは特に話は しなか ったですね え。

　 ・何の話題が多かったか

　 一 特にあ りませんね え。
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3.テ ーブルの時期

A.食 事の形式 と家庭環境について

　 ・形式 はど うか

一 テーブルがあ っていすにか けて食べ ました(図82) 。

　 ・何 と呼んだか

一 や っば テーブルとい ってま した よね え。

　 ・いつ頃は じまったか。

　　　ええ と昭和25年 か30年 ぐらいか らですか。

　 ・家族構成 は

一 娘 と夫 と私 の三人だけで したねえ。

　 ・その時期 の住所 は

　一 横浜市保土 ヶ谷区 ですね。

　 ・その時期の住環境は

　一 住宅地です。

　 ・戸主の職業は

　　　第一銀行,合 併す るまえのですけ どそ こに勤めて ました。

　 ・食事の形式が変化 した とすれぽなぜか。

　一 や っぱ生活の レベルがあが ったか らで しょうねえ。それに戦後落 ち着 いてものが出回 った

　 しねえ。

B.食 事 をす る部屋 について

　 ・何 と呼んでいたか

　　　台所 ってい って ましたね え。

　 ・食事 以外に も利用 したか

　　　別 に利用 しませんで した。

　 ・その部屋の情景は

　一 食器棚が置いてあ った ぐらいです よ。二畳 ぐらいで したか ら。

C.ど の ような座 り方で食べたか。

　 ・座席 の順番は図83参 照。

　 ・みんなそろって食べたか。

　一 はい,み んなそ ろって食 べ ました。

　 ・食べる場所は

　一 板の間で したね え。

　 ・座ぶ とんの有無

　一 みんなのいす の上に ざぶ とんつけておきま したけ どね え。

D,ご 飯のほかには

　 ・朝

図82 図83
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一 バ ソと牛乳 ですねえ。 ご飯は食べ ませ んで したねえ。

　・昼

　　　つけ ものですね え。

　・晩

　　　 日に よって,野 菜,魚,肉,み そ汁な どを食べ ました。

　 ・だれかちが ったものを食べたか

　　　いいえ,皆 同 じで した。

E.ご 飯 の給仕

　 ・だれがよそ ったか

一 母
,よ うす るに私です。

　 ・よそ う順番は

齢 夫から娘で最後に私です。

　 ・神仏へのお供 えは

一 一仏様はあ ったの でちゃぶ台の時 のよ うにお供え しま した。

　 ・晩 しゃくの有無

　　　 しませんで したね え。

F.食 事のあ とかたづ けにつ いて

　 ・食後す ぐ湯茶 でゆす いだか

　一 いいえ,し ません よ。

　 ・いつ,だ れが食器 を下 げたか

　一 食後す ぐに,私 がや ってま したねえ。

　 ・いつ,だ れが食器を洗 ったか

　一 食後す ぐに,私 が流 しで洗いま した よ。

G.食 器の共用 について

　 ・どんな ものがあ ったか

　　　 私の小 さいころか らの習慣で,や っば,こ ん時 も共用 のものはあ りません で したねえ。

　 ・箸箱は

　　　 も うあ りませ んで したね え。

H.食 事中 してはならないことについて

　 ・箸 の上げ下ろ し

　　　 まあ,私 も娘 には箸 の持 ち方はち ゃん と教え ま したねえ。

　 ・食べ る順番は

　一 か る く教え ましたけ ど,そ れほ どうる さくいい ませんで した。

　 ・食事中のお しゃべ りは

　一 許 してま したねえ。

　 ・食事中の姿勢は

　　　 きちん とは じめか らで きてま したのでね,特 にいいませんで した。

　 ・そのほかは

　　　 まあ特にあ りませ んで したけ ど,こ ぼすな とい うくらいで したかねえ。で も昔に比べれぽ

　 きび しくな くな りま した よ。

1.食 事中のあいさつ につ いて

　 ・は じめ
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一 いただきます。

　・おわ り

一 ごちそ うさま。

J.食 事中の話題 について

　 ・だれがお もに話 したか

一 や っば私で したね え。

　 ・何 の話題が多か ったか。

一 まあ
,私 が話す んですか ら,や っぱ世間話が中心ですね え。それか ら娘 に学校 のことを聞

いた りとかですかね。

調査者　No.122(f)

被調査者　 0.T.　 性別　 f

出生地　奈 良県橿原市1町

生家の職業　元荒物商,現 在会社員

現住所　奈 良県橿原市1町

住所の変更 とその年度

最終学歴　旧制県立高等女学校

被調査者 との関係　知人

調査 日　 昭和59年8月12日(日 曜 日)

出生年　大正5年(68歳)(第1子)

結婚 　昭和10年(20歳)

1.お 膳の時期

A.食 事の形式 と家庭環境について

　　いわゆ る箱膳 の形 のもので食事がなされていたが,単 に 「オゼン」と呼ばれていた。家族皆,

　「オゼン」の形は同 じだが,中 に入 っている食器の大 きさは違 った。「オゼン」には ふたがつい

　ていた(図84参 照)。 又,食 事 も次の ように配列が決 まっていた(図85参 照)。 この 「オゼン」

　の形式は,明 治か ら大正 にかけて用い られ,昭 和にな ってか らいわゆ るち ゃぶ台に移行 した と

　い うことだが,そ の原因は明らかでない。

　　 この時期 の家族構 成は,祖 父,両 親,子 供(7～8人)と い うのが一般的 なケースだ った と

　い うことだが,0さ んの場合 は,大 正11年 に祖父を亡 くし,子 供 も0さ ん1人 だ った。

　　住所 は,や は り1町 で,住 環境は,い わゆる寺 内町であ るため,住 宅地で もあ り,ま た各種

　産業 も町に根づいて発達 していた。0家 は,荒 物屋を していた とい うこ とだ。

B.食 事をする部屋について

　　食事をする場所は,「 ダイ ドコロ」(台 所)と 呼ぼれ半分板の間,半 分畳 であった。畳部分に

　は,戸 主が座 った。家族皆が,店 で働 き子供は学校 に行 ってい て家に人 がいる機会が少なか っ

　たせいか,特 に別 の用途 に利用 されることはなか った。ちなみ に,炊 事場は,別 に 「タナモ ト」

　 (棚元)と 呼ばれ ていた。

C,ど のよ うなすわ り方 で食べたか

　　座敷に面 した畳部分 に戸主,そ の向いの 「タナモ ト」 に一番近 い場所 に母,左 右に祖母 と子

　供 が座 った(図86参 照)。 座 ぶ とんは,全 員が使用 した。 また,朝 晩は,家 族全員がそろ って

　食事 を したが,昼 は,父 母は仕事,子 供 は学校,と い うことで,ぽ らぼ らに済ませた とい うこ

　 とだ。

D.ご 飯 のほかに,何 を食べ,何 を飲んでいたか

　　朝 は,「 チャガユ」(茶 粥)と 決 まっていた が,中 に具を入れる こともあ り,季 節 によ ってい

　 ろいろ と中味をかえて 「おばあさんが,よ うつ くって くれた」そ うだ。その中味は,そ ら豆,

　 さつまい もな どが多 く,他 に干 して 日もちのす る 「オカキ」が,夏 に よく使われ,正 月になる
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図84 図85 図86

　と,つ いた 「オモチ」を焼いて,茶 粥の上にのせて食 べた とい う。1年 を通 じて,茶 粥 の他 に

特 におかずはないが,自 家製のつけ ものが必ず添え られた。

　　昼は,ご 飯,豆 腐や菜 っぱの炊いたもの などで,そ の他に町 内を巡 って売 りに くる 「コブマ

キ」(昆 布巻)や 「ニマメ」(煮 豆)な どが,添 え られた。

　　晩 は,焼 物,煮 物,お ひた し,吸 い物,飯 つけ もの,と 品数 もそ ろえ られ,三 食の うちで最

　も手 間がかけ られた。 ただ し,こ の夕食では 「オ トウサン 」(父)が,晩 酌をするために,特

別 に酒 の肴が用意 された。酒 の肴には,魚,さ しみ,ひ もの,そ の他嗜好品が用 いられ,普 段

は別 のお鉢 に盛 られ るだけ だったが,「 メデタイ ゴ ト」 などがあ ると 「ワキゼ ン」 として,他

　の家族 よ りお膳が一膳多 くなった とい う。

E。 食事 の ときの ご飯の給仕 について

　　ご飯は,「 ナカアサ ン」(被 調 査者 の母親,家 庭 内では娘 の位置 にある人)が よそ った。「オ

　 トウサン」(被 調査者の父親,祖 父は当時すでに死亡 していたため戸主 の位置にあった人)は,

晩酌 を していたので,ご 飯 は,初 めには よそわれず,祖 母,子(0さ んの場合は1人 子だ った

が,普 通は子の中で も長男,次 男…長女,次 女 とい った順序 が定 められ ていた らしい。)の 順

　に よそわれ,最 後に母 は,自 分 の分 を よそ った。0さ んは,「 お母 さんも忙 しか ったで っ しゃ

　うな。みんなのお給仕せんな らん しね え。 ほやか ら一番後 か らね え。」 と当時 の様子を思い 出

　しなが ら語 って くれた。

　　神仏へのお供 えは,ご 飯が炊 きあが ると,お ひつに うつす前に 「オブ ッパン」 として,ま ず

　誰 よ りも先にお供 えされた。

F.食 事のあ とか たづけについて

　　食べ終わ ると,食 器は 「タナモ ト」(棚 元)の 方へ運ばれ,母 親 が,家 族全員 の食器 を洗 っ

　て,そ れぞれの 「オゼン」に分配 し直 してふたを し,お 膳 ごと 「ゼ ンダナ」(膳 棚)に しまわ

　れた。

G.食 器の共用について

　　共用の食器には,つ け ものを入れる大 きな鉢があ った。寒 い時分になる と,ま ん中に 「カ ソ

　テキ」を置 いて,冷 め ない ように 「ナシル」(お 汁)を かけてお き,そ こか ら,皆 が,お か わ

　 りを した。

　　箸箱は,ふ たつきの木製の ものが使われ ていた。箸 は,使 うたび に他の食器 とともに洗われ,

　母親 に よって,ま たそれぞれの箱に納め られた。 この箸箱は,0さ んが,子 供の頃か らすでに

　使われていた とい うことだが,戦 争(第2次 世界大戦)が 始 まる と,物 資の不足 などが理由 と

　な って,使 われな くな った とい う。
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H.食 事 中にしてはな らないことについて

　　食事 中に特に してはな らない と注意 されたこ とは ないそ うだが,箸 の持ち方は,や かま しく

　言われた ようだ。 その他 は,「 お行儀 よくよぽれ」れ ぽ,な ごや かに話 を しなが ら,食 事を し

　た。

1.食 事 のあい さつについて

　　現在 と同 じよ うに食事 の始 めに 「イ タダキマス」,終 わ りには 「ゴチ ソウサマ」 とい うあい

　 さつが為 された。

J.食 事中の話題について

　　食事中には,そ の 日あ った ことなどがな ごやかに よく話 された とい う。その中 でも,特 に 「オ

　 トウサン 」(父)や 「オバアサ ン」(祖 母)が よく話 していた。

2.ち ゃぶ台の時期

　ほ とん どの項 目において,お 膳 の時期 と同 じ様式が継続 されたの で,必 要 な項 目に おいてのみ

述べ ることに しよ う。

　 いわゆ る"ち ゃぶ台"は,0家 では 「ショクダイ」 と呼ぼれ,ち ょうど"シ ナ事変"の 頃,「 オ

ゼ ン」か ら 「ショクダイ」に変わ った とい うことだが,そ の原因は,は っき りしない。そ の頃に

なる と,0さ んも結婚 し,養 子を もらったため,上 座には,0さ んの父親 と夫 が,2人 並 んで座

った。

　食事 の内容に,大 正 の終わ り頃か ら,や っと肉が加わ るようになった。祭 りの 日には,た こを

食ぺ た りしたが,肉 を食べるのは,1週 間に1度 のす きや きの機会だけであ った。0さ んは,「わ

りや いに ごちそ うと思 てました よって……」 と語 って くれた。 しか し,嘉 永生 まれの彼女 の祖母

は,浄 土真宗の信者 で,肉 を一切食べなか ったとい う。皆が,す きや きをす る日には,自 分 だけ

別の ものをつ くって食べ ていたそ うだ。

　 また,「 シ ョクダイ」 は,折 りたたみ の物 を使 う家 もあ ったそ うだが,0家 では常置 され,食

事以外の時 には,お 裁縫や,勉 強机に,使 われることもあった とい う。

3.椅 子式 テーブルなどの時期

　 いわゆる椅子式テーブルが,導 入 されたのは,昭 和34～35年 頃であった。38年 に,0さ んの息

子が嫁を もらってか らは,食 事 も嫁が作 るようにな り,食 生活 も現在 と変わ らない もの とな った。

(つま り,洋 食や和食 が と り混ぜ られ,献 立 も多 くなった。)

　 現在,戸 主 は,会 社員である。が,住 所は変わ っておらず,町 並み もほ とん どかわ らずいぜん

住宅地であ りなが ら,地 元産業 も発達 してい る(現 在 の地元産業は繊維産業)。

　 食事をす る部屋は,8畳 ほ どのダイニングキッチン(ソ フ トタイル敷 き)に なって お り 「台所」

と呼ばれ るが,必 ず しもそ こで,食 事が行われ るとは限 らず,隣 の 「居間」(以 前,台 所 と呼ば

れ,ち ゃぶ台が置かれ,食 事 が行われ ていた部屋)で,い ぜ ん 「シ ョクダイ」を囲んでテ レビを

視 なが ら食べることもしぽ しばだ とい う。

　 座席の順序は,「台所」では,最 も流 しに近い位置に嫁が座 り,「居間」では,以 前 と変わ らず,

かって0さ んの母親が座 って給仕 した位置 に嫁が座 って給仕す る。が,他 の者 の位置は,必 ず し

も一定 ではない。食事 も,朝 昼晩 とも必ず家族全員で食事をす るとい うわ けではな く,「主人」

の帰 りが遅か った り,娘 が,ア ルバイ トで遅 くな った りで,ぽ らば らに食事 をとることも多い。

(ちなみに,現 在 の家族構成は,祖 母(0さ ん自身),主 人(0さ ん の息子),嫁,娘2人 であ る。)

　 神仏へのお供えは,以 前 と同 じように行われ,今 で も 「オブ ッパ ン」 と呼ばれ る。

　 また,食 事のかたずけは,嫁 が行い,流 しに運ぶ人 もその時々に よって違 う。食器は,洗 い終

わる と,「食器棚 」に収納 され る。
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　食事中の行儀な ども,と りたてて言われ るものは ない。 また,食 事中の話題 も,そ の 日あった

で き事 の会話 などが,自 然 と交わ され る。

　主人 の晩酌は,現 在 も毎 日行われ,そ のために,昔 と同じように特別 に酒の肴が用意 され る。

調査者　No.125(f)　 　　　　　　　　　 調査 日　 昭和58年7月12日(火 曜 日)

被調査者　 K.S.　 性別　 f　　　　　　　 出生年　 明治39年(78歳)(第3子)

出生地　 島根県簸川郡S町

生家の職業　小学校教 員

現住所　鳥取県境港市S町

住所 の変更 とその年度　 島根県簸川郡S町 一鳥取県境港市S町(昭56)

最終学歴　技芸学校　　　　　　　　　　　 結婚　昭和9年(29歳)

被調査者 との関係　祖母

1.お 膳 の時期,2.ち ゃぶ台 の時期

A.食 事 の形式 と家庭環 境につ いて

　　箱膳 とはや っぽ し昔 からおんな し(同 じ)箱 膳だ ったな(図87)。 始 まった のはわか らな い

　け ど,私 のお じいさん とおばあさん(68年 前に50歳 位 の人)は 使 ってた。け ど,私 らはも う使

　わんかった よ。他の人は茶ぶ 台で食べてた。あの当時は使用人 もいたの よねえ。その人 らは下

　で別にお膳 で食べてた よねえ。箱膳ではないけれ ど,小 さなお膳 でね え。だか ら家族はお じい

　ち ゃん とおばあちゃん と,お とうさんとおかあさん と子供がいて,あ と使用人だ った。 その と

　 きの住所 は島根県簸川郡S町,昔 はS村 だ ったけ どね。その ころは農家 ってい って もね え,養

　蚕,か いこを飼 ってたんだ。 田んぼは作 ってなか ったか らねえ。そいで うちでは,目 下養蚕 を

ね,人 をた のんだ りしてや ってた よ。戸主の職業はね,教 員。小学校 のね。ず 一っと校長だ っ

　た。それ で家族が養蚕 してた。あの当時,生 活がやれ んか らね。形式が変わ った ってい って も,

　結局お じいさんやおばあ さんは昔か らその ままでや ってきと うな さるか ら,私 らのお とうさん

　やおかあさんや子供たちは,ま あ食事は一緒だ し,食 べ るもの も一緒 だけれ ども,飯 台ってい

　 うか食 台で食べたの。で,お じいさんとおばあさん は,お んな しところで,一 段高い所 だわね。

　一段高い所 で食べて,家 族は低い ところで食べ たんだ よ。食事す る部屋 は,台 所 と呼んでた。

　昔はねえ,台 所 ってい った ってねえ,「 しはん」 ってい っとったけ どねえ,み な流 し台 とか が

　ねえ,土 間にあるんだ よねえ。 コンクリー トなんか じゃな くてね,お っきな石みたいなもんを

　並べて,そ の上 に流 し台 とか立 っとって,そ れか らその横に水がめがあ って水 とかは上(部 屋

　の こと)か らも汲め るけ ど,炊 事 なんかはみんな下 に降 りてや るんだ よ,石 の上 でね。 そ こを

　使用 っていっても,食 事以外 にはあんま し利用 しなか ったね え。そ この大 きさはだいたい四畳

半 ぐらいか なあ。食器棚 とかは外 にあるわけ。だか ら部屋は八畳 くらいあったのかなあ,一 間

　半か ら二間 もあるよ うなお っきな据 え付けの食器棚 だ ったか ら。ず 一っとまわ りに置いてあ っ

　て,そ こか ら食器 とかを出 して,使 ったか ら。 そ うしてみ ると箱膳なんかその中に入れ てあ っ

　た んだな。 ち ょっと した縁側 もあ った りした よ。 そこでふ きん とかを干 した りしてたんだ。

C.ど の ようなすわ り方で食べたか

　　八畳の部 屋で,お じいさん とおばあさんは一段高 い所 にすわ って,そ れから他の家族 は飯 台

　 で食べたんだ よ。すわ る所は,や っぱ しお父 さんが上手 で,お 母 さんは一番下手だ ったネ。子

　供は適当に座 ってた。使用人は時間は一緒だけど,飯 台でな く,畳 の上にお膳 でとい って もこ

　 のお膳は箱膳ではな くて,平 たい もんだった よ。 そのお膳 で食べたんだ よ(図88)。

　　みんない っしょに食べてた よ。食 べた場所はね,む しろだ った。だけ どね,む しろの上に,

　畳 をはず した ようなござが敷いてあ ったんだ よ。板 の間でね,そ の上にむ しろとござが敷 いて

313



国立民族学博物館研究報告別冊　　16号

図87 図88

　あ ったんだ よ。座ぶ とんなんか なか った よ。

D.ご 飯のほかには,何 を食 べたか

　　それ こそキ ャベ ツとか レタスとかい うものはなか ったけ ど,ま あ大根 とか菜 っ葉 とか作 って

　たか らね え,白 菜はなかったか な,大 根 とか人参 とかかぶ とか ごぼ うとか,そ んな もんを食 べ

　てたね え。朝 ごはんはねえ,ご はん じゃねえの。 おかゆ。茶がゆ って って ー(言って)ね え,番

　茶を煎 じてねえ,そ れ とか い もがあ る時はい もがゆ,な い ときはふつ うのおかゆだ った。みそ

汁なんかはないか ら,煮 しめ と潰け物 ぐらいだ ったんだろ うねえ。お昼 はお弁当だ った。晩は

　 ごはんだった。それ とみそ汁 と煮 しめ ぐらいで,あ と漬け物がついたかな。お魚は,ほ ん と年

　に何回か ぐらい しか売 りに来んか ったか らねえ,ほ とんど食べんか った。おかず とかはみんな

　一緒だったよ。だれ も特別 な ものは食べなか った。

E.食 事の ときの ご飯の給仕について

　　 よそ ったのは お母 さん。順序はね,ま ずお じいさん,おばあさん で,お 父 さんとが決 まって

　 て,あ とは適 当だ ったね。仏 さんにお供えす るのは朝。だけ ど,ご はんがない と供 えられ んけ

　 んねえ,炊 いた時に供えてたねえ。番茶は朝,必 ず供 えてたねえ。晩 しゃくは,う ちが だれ も

　飲 まなか ったか ら,な か った よ。

F.食 事のあ とか たずけについて

　　箱膳の時の ことは ようわか らんねえ。洗 うのはおばあさんの仕事だ ったか らねえ。他 の もの

　 は全部 まとめて一 日一回 ぐらい,た ぶん晩に洗 ったんだろ うね え。だけ どは っき りとは 覚えて

　 ないねえ。まだ小 さか ったか ら。食器は毎食後,さ げた よ。晩は子供 も手伝 うけど,朝 は忙 し

　 いか らお母 さんがさげてた。だけ ど,よ その うちではね,飯 台 の上におかず とか茶 わん とか が

　 全部並べてあ って,そ の上 にふ きんかなんかがかけてあるこ ともあったねえ。で,お 母 さんが

　 毎回洗 ってた よ。 洗 った食器は竹で編 んだか ごに入れてね,上 にふ きんをかけて水 を切 ってお

　 くのね。それか ら食器棚に しまった よ。

G.食 器の共用について

　　 あのね,煮 しめなんか三 日分 ぐらいを一度 に作 るか ら,こ ね ぽちっていい よったけ ど,大 き

　 なおはちに入れてたんだ。 お盆 なんかにおだんごを こねる時 に使 うお はちだ よ。それを少 し小

　 さめのおはちに移 して,飯 台に並べて,自 由に取 って食べるん。 ふつ うのお皿 はだいたいだれ

　 が使 うかは決 まって るよ。 お箸箱 は昔か らあったんで し ょ。 うちのお じいさんが作 りよんなさ

　 ったけんね。竹の細いのがあるの よ。あれを,節 を抜いた り,節 と節 の間を使 った りして作 っ

　 て もらってた よ。明治の30年 頃にはず うっともう1人1人 箸箱 を持 ってたよ。その竹の箸箱 が

　 な くなった のが,大 正の頃だねえ。それか ら後はね,木 を くった(く りぬいた)よ うなの とか,
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ふたをす る ようなのを作 って持 ってた よ。

H.食 事 中に してはな らないことについて

　　まあこの頃 の子は食事 中にお手洗いに立つ事があ るけ ど,あ んな事はで きんね え。お しゃべ

　 りはそんなにきび しくなかったけ どねえ,あ んま りよけいはできなか った。作法 もそれ ほど厳

　 しくはなか ったけ ど,飯 台に出 てい る丼に 自分の箸をつけるなんて ことはで きんか ったね。お

　さいぼ しがつ い とって,そ れ で取 ってね。食べ る順序 も,そ んなに細か くはなか ったけ ど,最

　初に ごはんを一 口食べて,そ れか らお汁を飲んで ってい うふ うだった。食事中に,無 作法に な

　るよ うな事 はせんか ったか ら,あ ま りお こられた記憶はないね え。 この頃の子供みたいに行儀

　が悪 くないか らねえ。ち ゃん と座 って,足 を崩す よ うな事 もな くてね,「 いただ きます」「ごち

　そ うさま」はきっち り言 ってた よ。礼儀作 法 とかは厳 しくしつ けられたね。 ごはんやおかず を

　残 した りした ら,も のす ごく後 でおこられた よ。

J.食 事中の話 題について

　　話 しかけ るのは,そ うだねえ,お 父 さんは黙 っとったか らねえ,お ばあ さん ぐらいかなあ。

　それ とお母 さん ぐらいだね。話題 っていって も,ま あ世間話 ぐらい じゃないかな。学校 の事 と

　かねえ。 まあ ごはんの後でち ょっと話す ぐらいの事 だ った と思 うよ。

3.現 在(椅 子 式テープル)

A.食 事の形式 と家庭環境について

　　つけ もの とか,煮 しめ とかは,各 自が取 って食ぺ るか ら小皿がついてる くらいだね(図89)。

　　普段は テーブルで食べ るけ ど,お 客様が ある時なんかは,座 敷で食べる よ。おばあちゃん が

　テープルで食べ るようにな ったのは,昭 和48年 頃からだ。家族は私 と,私 のお母 さんだね。 住

　所 は島根県簸川郡S町 だ よ。 まわ りは農業地だけ ど,う ちは店をや ってたか らね。 よろず屋だ

　 よ。 テープルで食べる ようにな ったのは,私 の足が痛 くなったの と,改 築 したか らだ。それ ま

　では飯台で食べてたんだけ どね。

B.食 事をす る部屋について

　　私が お母 さんと二人で暮 らす ようになってか らは台所 で食事を していた し,店 番 もしな くち

　 ゃな らんか ったか ら,し っか りと食事 ってい う感 じで食べるこ とはほ とん どな くなったね。台

　所 のす ぐ横 の部屋で食べ ることもあ るけ ど,た まにテ レビを見たい時 ぐらいな もんだ った。い

　つ も食べ る部屋は二畳か三畳 でまわ りに食 器棚があ って,と な りは流 しとかの調理場だ。

C.ど の ようなすわ り方で食べたか

　　座席 といっても一人ずつ交代 で食べてたからまあ向かい合 わせ だった よ(図90)。

　　あの部屋 は狭か ったけ ど,畳 が入 ってた。座ぶ とんは,私 の母が足が悪 くな ってから使 いだ

　 したけ ど,椅 子 に座 る時は使わ ないよ。

D.ご 飯のほかに……

　　朝はおみおつけ(み そ汁)と ごは んと,煮 たものや ら前の 日にたいた ものや らをね,食 べ て

　た し,梅 干 とか らっき ょうとかの保存食 も食べた。昼は朝 と一緒 のものを食べた。晩に何か作

　 って食べ るよ。だけ どごはんが主 で保存食をた くさん作 っておかん と,商 売や って るか ら,手

　が足 りん ときにやれんで しょ(仕 方が ない)。

E.食 事の ときのごはんの給仕につ いて

　　 よそ うのは私がよそ った し,順 序 もない よ。仏 さんへは朝お茶をあげ て,ご はんは炊 いた時

　 に供 える。晩 しゃくは しない よ。

F.食 事のあ とのかたずけについて

　　食べ終わ った らす ぐに流 しへ持 っていって私が洗 って水切 りにお くんだ よ。それか ら食器棚
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　に しまってお くんだ。

G.食 器 の共用について

　 　お茶わ んと汁わん以外 は全部共用 してた。

　 　箸箱 は使 ってたけ ど,こ っち(息 子夫婦 と二年前か ら同居)に きてか らは使 ってない。

H,食 事 中に しては ならない ことについて

　 　今は小 さな子がい るしね え,そ うい うしつけはほ とん どしてないねえ。あいさつ はきちんと

　「いただきます」「ごちそ うさま」 って言 ってるけ どね。それに対す る返事は,す る こともある

　け ど,あ んま り決 まってないね え。

J.食 事 中の話題について

　 　子供 が好 きなことを しゃべ ってるね え,学 校 であった こととか。に ぎやかな もんだ よ。

調査者　No.130(f)

被調査者　Y,Y.　 性別　 f

出生地　高知県土佐清水市N郷

生家の職業　雑貨店

現住所　高知県土佐清水市N村

住所の変更とその年度　なし

最終学歴　小学校

被調査者との関係　祖父の姉

調査 日　 昭和58年7月22日(金 曜 日)

出生年　 明治40年(76歳)(第1子)

結婚 　(21歳)

1.お 膳 の時期

A.食 事の形式 と家庭環境について

　　食事の形 式は,お 膳で,そ のお膳 にはいろいろな種類(形)が あ り,下 に引き出 しがついて

　いるもの もあ ったそ うで,「 今思 うとす ご く不衛生だった。」 との こと(図91)。 実際には,「 お

　膳箱(オ ゼ ンバ コ)」と呼んで いた。お膳箱がいつ頃か らは じま り,い つ頃におわ ったか と質

　問す ると 「私 らは明治の人間 じゃけん,生 まれた時か ら使 いよった。 やめた がはね え,ま あや

　め りゃあせんけ ど,便 利やか らお じい さん らまだ しぼ らく使い よったけ ど自然 とみんな上品に

　なって きたけん,使 わな くな った。 それに冷蔵庫 らあなか った時や し,腐 るよ うな物 も食ぺて

　な くて,こ の中に(箱 膳の中に)入 れ てす ぐ出 して食べ よったのが,冷 蔵庫 に入れ ん とだめな

　ものを食べだ して 自然 とち ゃぶ台にな って きた。」 と答えて くれ,食 事の形式 の変 化の一 因 も

　答えて くれた。

　　そ の時期 の家族構成は 「お じいさん,おばあさん,父,母,妹1人 と弟1人 。」 で,住 所 は

　「高知県土佐清 水市」で,こ れ は生 まれてか ら現在 まで変わ っていない。住環境は 小さな漁村

　で,「皆,海 で魚取 って,畑 や 田んぼ でいろいろ作 って 自給 自足 だ った。 家は雑貨店や ったけ

　 ど,み んな似た りよった りでその 日ぐらしだ った。米 と魚などを交換 した りして,そ うい う部

　落だ った。」そ うだ。戸主 の職業は 「雑貨店」で,村 で唯一の雑貨店だ った との こと。
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B,食 事 をす る部屋について

　　食事 をす る部屋について尋 ねると,そ うい う部 屋は別 に決 めてはお らず,い ろ りを作 ってそ

　こでまきを燃や して明か りと暖 をと り,そ こで食 事を したとい うことで,食 事 の時以外 もほ と

　んどそ こにお り,家 族だん らん の場所であ ったそ うだ。呼び方 も決 まっていず,「 二畳の間」

　とか,そ う言 っていた との こと。その部屋の情景は,「 どれだけ広 くても三畳か ら広い ことは

　なか った。 台所は庭 じゃった し,ま あそ こに近い部屋やけ ど,上 か ら"自 在"と い うものをつ

　ってそ こにナベをかけて食べた。食器棚 とかそ うい う家具はなか った。部屋 のすみ にマ キをつ

　んであ った。 あ と,膳 箱を置 く棚があ った。

C.ど の ようなすわ り方 で食べたか

　　座席 の順番は決 まってお り,父 親(戸 主)は 「上座」 にすわ って,女 は 「下座」(ゲ ザ)に

　すわ って食べた(図92)。

　　朝,晩 は皆そろ って食事 したが,昼 は父母は畑へ行 き,一 緒に食べ なか った。床 はタタ ミで

　あった。ザ ブ トンはなか った。

D.ご 飯のほかには何を食べ,何 を飲んでいたか

　朝:「 ここらは白 ゴハ ンら失か ったけん,冬 は おイモのごはん,夏 は麦 ゴハ ソ,切 りぽ しの ゴ

　ハ ンだ った。お ミソ汁 なんてめ ったになか った。 あ りあわせの ものを食べた。要 は ミソをよ く

　食べた。 ミソは腐 らんけん。」　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 '

　昼:「 ミソと じゃことをまぜ たものや,お しん ことか,そ うい うものや った。」

　晩:「 おかずを煮た。ダイコン,メ アカ,な んかを煮た。あ とおつけ もの。夏はキ ュウ リとか

　ナスをつけて,冬 は ダイ コンをつけた。ヤサイは全部,家 で作 った。 そ うしなけ りゃいけなか

　 った。」

　　だれ か特 別にちが った ものを食べ ていたか と尋 ね ると,「長男 とい うものは始終 いい ものを

　食べ らせた。」 とのことで,「 兄の子」には どこ親 もそ うであって,た とえぽ白いお米な どや,

　サ シ ミは父,祖 父,長 男が食 べたとの こと。

E.食 事 の ときのご飯 の給仕について

　　だれが よそ ったか については,「 お母 さんがついで くれた。」。 よそ う順序 は,「 まず,お じい
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 おなご
　 さん,お 父さん,お ばあ さん,子 供た ちで,女 らは後か ら。」 だったそ うだ。

　　神仏へのお供えは,「 確かに した。」そ うで,「 朝は必ず ごはん炊いた ら仏様 にお供え して,

　神様を拝んで,お そなえは,神 様 には祭 りの日 ぐらいや ったけ ど,仏 様にはごはん とお茶を必

　 らず まつ った。」 そ うだ。

　　晩 しゃくだが,酒 を飲む人がいなか った ので,や らなか った とのこと。

F.食 事のあ とのかたずけについて

　　食べた後はす ぐ運 んで,水 につけた。夜 なべの仕事な ど,次 々に仕事があるので,テ キパキ

　 とや らない といけなかったのである。茶わ んや箸を湯茶でゆす いだだけな どとい うことはなか
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 おなご
　ったが,2日 に一度 しか洗わ なか った とい う家庭 もあ った らしい。「お膳 さげるが も女 の仕事

や った。」そ うで,「 洗わん茶わんをお膳箱の中に入れるなんて ことはなか った。け ど洗わん と

　そのまま入れ とくとこもあった。 それ でお膳箱に しち ょったが よ。やか ましい家や ったけん,

　 うちは洗 ったけ どね。」「洗 った食器は,『 メンゴ』(し だなどで編んだ もの)に ふせ てか ら乾い

　た らお膳箱に入れて戸棚に入れ とった。」 と話 して くれた。

G.食 器の共用について

　　共用の食器 とい う特別 な意識 はなか った よ うで,「 おつけ もの とかそ うい う普段か ら一つの

　 うつわに入れ とるものは食事 の時 もみんなが まわ して取 って食べた。」そ うで,箸 箱 もな く,

　つ ましい(裕 福 でない)家 では箸 もそ の食事のたびに竹 を削 って箸を作 っていたそ うだ。

H.食 事中に してはな らない ことにつ いて

　　 「箸の上げ下 ろ しは別に言われ んか った。 口の中で こね まわ した り・して,箸 が折れ るほ どた

　たかれた とい う話 も聞いた ことがある。箸は大切な ものやけん,両 手で持 って,そ れにお じぎ

　 していただいてか ら食べた。特 に朝 は必 らずそ うした。」との こと。食べ る順序については,「あ

　の時分は湯のみが各 々にな くて,ゴ ハ ソへお茶を入れ よったけ ど,そ れが一 口もゴハ ンを食べ

　る前にお茶を入れた らしか られた。それで,ま ず真先に ゴハ ソを一 ロ食べてか ら,そ のあ とは

　自由に食べた。」そ うで,と にか くお茶づけを最初か らす るなとい うことは うるさ く言われた

　そ うだ。

　　食事中のお しゃべ りはあ ま りな く,「食べ る時 はだ まって食べれ と言われた。」 との こと。 き

　ちんと正座 して食べ たが,父 や祖父はひざを組 んでいたそ うだ。

1.食 事中のあいさつ について

　　食べは じめは 「いただ きます。」食べ終わ りは 「ごちそ うさま。」 であ った。

J.食 事中の話題 につ いて

　　話が ある時は,た いてい祖父か父が話主 で,め ったに話 さなか った。話は食べ終わ って,女

　がかたずけている間,男 と子供たちがその 日のことや昔話を しゃべ っていた。

2.ち ゃぶ台の時期

A.食 事 の形式 と家庭環境について

　　食事 はち ゃぶ台で とった。真中 と足 とが折 りたた めるようにな ってお り,使 用 しない時 はた

　たんで部屋のすみに置いた。主に丸 く,数 人が座れ るので丸い形の ものが良か った(図93)。

　　実際 にも 「ち ゃぶ台」 と呼んでいた。大正の頃 にはちゃぶ台になっていたか もしれないが,

　昭和の初期か ら,ほ んの数年前(5・6年)ま で使 っていた。

　　その時期の家族構 成は,「お父 さん,お 母 さん,主 人(婿 養子),妹 。」 で,「弟は結婚 してか

　 ら町(N市)へ 出て,そ の うち子供が生 まれた り,妹 が嫁に行 った り,父 母が死んだ りとい う

　 ことがあった。」 との こと。

　　住所 は,や は り高知県土佐清水市 であ った。環境 は,バ スがついたが漁村 その ものはあま り

　変化 しなか ったそ うだ。戸主 の職業 も 「雑貨店」で,他 に雑貨店が1店 新 しくできた との こと。

　終戦後は,米 も少 しは売 るよ うにな った。 食事の形 式が変化 した理 由 としては,「 みんなが新

　 しい ものを買い始めたので うちでも買 った。」のだそ うだ。

B.食 事をす る部屋について

　　食事をす る部屋の ことを何 と呼 んでいたか とい う質問をす ると,「『はよ(早 く,さ あ)ご は

　 ん食べろ うよね』 とい って,い つ もごはんを食べ る部屋 にちゃぶ台を出 して置 いて,皆 が集 ま

　 って くるので,特 に部屋の名前なんかはなか った。「食堂」 と言いだ したがは ここ2・3年 の

　 ことで,家 を新築 してか ら。」 と答 えて くれた。
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　　その部屋 は,ほ りごたつがあ って,寒 い時な ど自然 とそこに居 り,い つ も居 る,だ ん らんの

部屋であ った。そ こか ら,夜 寝 るときは 『ねや(寝 屋?)』 に行 って寝たそ うだ。

　　部屋の広 さは,四 畳 くらいの もので,台 所か らの 「上 が りはな」 であ った。流 しが ある家は

珍 しく,水 屋 とか小 さな食器棚があ った。 それか ら,そ の部屋 には仏壇 と神棚があ り,家 の大

黒柱 もあ った。

C.ど のよ うな座 り方 で食べ たか

　　お父 さん,お 母 さんは 「昔の人」なので,お 膳箱のほ うが使 いやすい とい って,ち ゃぶ台 と

　は分 かれ て座 っていた。 やは り,主 人は上座,女 た ちは下座で,子 供 たちは長男,長 女,次 女

　 とい うように座 っていた(図94)。 「そ うしなけれぽいけ ない,そ うするものだ と思 っていた。」

　そ うだ。

　　みんなそ ろって食べた。タタ ミであ った。座 ブ トソはお父 さん,お 母 さんの2人 にはあ った。

　あ との人 たちは,あ って もしかなか った との こと。

D.ご 飯 のほか には,何 を食べ,何 を飲んでいたか

　　 ご飯は,切 り干 しごはんや麦 ごはんだ った。いつ も漬け物が 出,キ ビナ ゴな どの魚が出た ら

　上等で,み そ汁が出るのは,病 人の希望や客人な どの特別 の理 由があ るときだ った。朝は,晩

　に残 った煮 ものなども出た。 ごはんの度 に違 う物を作 った りはせず,あ るものを食べ,失 くな

　 った ら,「『今晩は何 しょうか,き ゅ うりの酢 もので もし ょうか』 と言 って作 った。」 とい うこ

　 とで,と か くサイは一品か二品だ った。 ミソと漬け物 がサイ とい うパ ターンが一番多か った。

　 ミソに じゃこを入れ てまぜたおかずがおい しか ったそ うだ。

E.食 事 のときの ご飯 の給仕 について

　　 ご飯を よそ うのは女 の仕事 で話者が よそ っていた。順序は,ま ず主人,そ れか ら長 男,そ の

　 他の子供 とい った具合 だ った。神仏へのお供 えは,仏 様には毎朝 欠か さず した し,神 様 に も決

　 まった 日にお供 え して まつ った。晩 しゃくは しなか った。「金 の働 きが少 ない者 らは晩 しゃ く

　 らあできんか った。」 との こと。

F.食 事 のあとのかたずけについて

　　 食べ終わ った あと,す ぐに運 んで洗 った。茶わ んや箸 を湯茶でゆす ぐこ とは なか ったが,食

　 べ終わ る前 に,お 茶を茶わんの中に注 いでか きまわ して飲む こともあ った。食器 を下げ るのは,

　 話者本人の仕事で,洗 うの もそ うだ った。洗 ったあ と,「めん こ」にふせて,そ れ か ら,常 用

　 の食器は台所 の棚に入れ,そ うでないものは きれいにふ いてか らしまった。

G.食 器の共用について

　　 共用 の食器には,お 漬 け物を入れ る器が あ り,そ れか ら各々,欲 しい者は取 って食べた。

　　 箸箱はなか った。

H.食 事 中に してはならないことについて

　　 箸の上げ下ろ しは別 に言われず,言 い もしなか った。「子供 もあま り不作法はせん し,(し な
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　い し)自 然 と行儀 良 く食べていた。」

　　食べ る順序は,ま ず ゴハ ンを一 口食 べてか らだ ったが,た い してやか ましく言わない よ うに

　なっていた。

　　お しゃべ りは,誰 が しゃべ るとい うこともな く,「よくしゃべ った。」そ うで,き ちん と正座

　して食べ,父,主 人はひざを組んですわ っていた。そのほか,食 事 中の禁忌は一般常識 とされ

　ていることで,特 にはなか った。

1.食 事 中のあい さつについて

　　食べは じめは,主 人は 「こっち ょ(ご ちそ う)に なるぜ 一。」と言 って食べた。他の者 は,「い

　ただきます。」だ った。食 べ終わ りは 「ごちそ うさま。」 と言 って箸 を置 いた。

J.食 事 中の話題について

　　誰 が主 に しゃべ るとい うことはな く,み んな よく話 した。昔話 か ら世間話 までいろいろな話

　を した。戦争の話な どが多 く話題に登 った とのこ とだ った。

3.現 在 の時期

A.食 事 の形式 と家庭環境について

　　現在 の食事の形式はテ ーブルだが,イ スに腰 かけるものではな く,タ タ ミの上に座る ように

　な っているもの。真中に鉄板 がついてお り,焼 肉などが可能にな っている(図95)。

　　実際に何 と呼んでい るか とい うと,「台」 とか 「食 べる台」 と言 っているそ うで,5年 ほ ど

前,孫 たちがお好み焼や焼肉に便利だか らと買 って くれた もの。現在の家族構成は,主 人(夫)

　と2人 ぐらし。

　　住所は変わらず,高 知県土佐清水市。

　　現在の住環境は,道 路 の整備に ともない,村 も発展 し,漁 村だが,「 スーパ ーも郵便局 もで

　きて,電 気屋 とか もた くさんになって住み よ うな った。」 とのこと。戸主の職業は,「お菓子店」

　にな った。

　　食事の形式の変化 の理 由については,「 皆が テーブルに変えは じめて,孫 たちが買え とゆ う

　ので替えた。」 と答 えて くれた。

B.食 事をす る部屋 につ いて

　　食事をす る部屋 は,「す い じ場 とか,食 堂 と言 う。」そ うで,「料理 と食べ るだけの部屋。」 だ

　 とのこと。広 さは,流 し台その他を置いている所が板張 りで,タ タ ミは4畳 半。テ レビと食器

　棚が2つ あ り,仏 壇 と神棚 もあ る。

C.ど のよ うなすわ り方 で食べたか

　　今 でもやは り主人は上座,女 は下座で,2人 そ ろって食事 を している(図96)。

　　だが,テ レビの見やすい位置 にすわ るようになった。

　　畳 の部屋で食べてお り,流 しの所は板である。二人 とも座 ブ トソを使 ってい る。

D.ご 飯 のほかには,何 を食 べ,何 を飲んでいたか

図95 図96
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　　朝:ナ スとキ ュウ リとカボチ ャを煮た もの と漬け物,梅 千 し。

　　昼:焼 き魚 と朝 と同 じもの。

　　晩:サ シミ,イ カのあえ もの,煮 もの。

　　いつ も,朝 は前 の晩の残 り物 とみそ汁その他を食 べる。昼は必ず焼 き魚 を食べてお り,晩 は

3品 ～5,6品 用意す る。魚か肉の どちらかを毎晩出 してい る。

　　特別 にちが った ものを食べ るとい うことはないが,「 この ごろ,じ い さん(夫)の 具合 が悪

　い のでおかゆを食べ させてい る。」そ うだ。

E.食 事の ときのご飯 の給仕について

　　給仕は全ておばあさん 本人がす る。まず,お じいさんに よそってか ら自分の茶わ んによそ う。

　　神仏へのお供えはかか さず,昔 と変わ りな くや っているが,仏 様へ の供え物は,昔 と違 って,

　 くだ ものやお菓子な ども供 えるよ うにな った。晩 しゃ くはや らない。

F.食 事 のあ とのかたずけについて

　　食べ終わ ったあ とはす ぐに台所へ もって行 き,おばあさん が洗 う。洗 ったあ とは,食 器乾燥

器(去 年買 った)の 中に入れ,次 の食事 までそ のまま。 しか し,大 きな皿な どは棚へ もどす。

G.食 器 の共用について

　　サ シ ミなどは一枚の大 きな皿に盛 っておいてそれぞれ小皿 に分け取 って食べる。箸箱は今は

　二人 とも持 っている。

H.食 事中に してはな らない ことにつ いて

　　箸の上げ下 ろ しなどは別にやかま しく言わない。 自由に食べて良いが,習 慣で,ま ず一 口ご

　はんを食べ てか ら他の ものを食べ る ように してい る。食事中は,よ くしゃべ る。正座 して食べ

　てい るが,お じいさんは,あ ぐらをか いて座わ る。

1.食 事中のあいさつについて

　　 「いただきます」 と 「ごちそ うさま」は必ず言 う。朝食の時,おばあさん は箸にお じぎを し

　てか ら食べている とのこ と。

J.食 事中の話題 について

　　二人 なので どち らともな くしゃべ っているが,お ばあ さんの方が よ くしゃべる。話題は昔話,

　子供 たちの こと,世 間話 などもす るがテ レビを見なが ら食事 を してい るので,そ の話題がほ と

　 ん どだそ うだ。

調 査者　No。134(m)　 　　　 　　　 　　　 調査 日　 昭和58年8月18日(木 曜 日)

被調査者　 0.S.　 性別　 f　　 　　　　 出生年　明治38年(78歳)(第4子)

出生地　鹿児島県川内市

生家の職業　警察官

現住所　鹿児 島県 日置郡M町

住所の変更 とその年度　川内市一 日置郡M町(明39)一 串木野市(明45)一 日置郡M町(大14)

最終学歴　 K尋 常高等小学校 高等科二年卒　 結婚　昭和3年(22歳)

被調査者 との関係　祖母(母 方)

1.お 膳(箱 膳 など)の 時期

A.食 事の形式 と家庭環境

　　使用 していたお膳は図97の よ うな もので,「 高膳」 と呼んでいた。高膳を使 用 した のは 明治

　四十五年～大正六年 頃までであ る。家族(養 家 の家族)は,父,母,兄,兄 の嫁,被 調査者及

　び,十 月頃か らの季 節労働者であ る使用人数名であ った。その時 の住所,鹿 児島県串木野市(た

　だ し,現 在 の どこになるのかは あま り確かにはわか らないよ うであ る)。家の まわ りは,い わ
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ゆ る商業地 であった。家は焼酎製造業を営んでいたが,工 業地 とい うほどの所ではなか ったそ

　うである。食事の形式 が変化 した とすれぽ,な ぜか一の問いに対 しては,確 かに高膳 を使わ な

　くな って食台を使 うようにな ったんだけれ ども,そ れが何故か と問われ てもわか らない としか

返答 を得 られなか った。 自分 だけが高膳を使 っていた とい う被調査者 に してみれば,家 族が一

緒 の台で食事をす るとい うのは普通 であ ると思 っていた よ うだ。

B.食 事 をす る部屋について

　　食事 をす る部屋の ことを特別に何 と呼んでいたこ とはなか った らしいが,一 般的に言 う 「お

末」 とい う呼び方を したか も知れない とい うことである。又,そ の部屋は八畳敷 きで茶棚(水

屋 の こと)が 据えてあ り,応 接間 として も利用 した とい うことである。

C.ど のよ うなすわ り方で食べ たか

　　座席 の順番は図98に 示す とお りであ る。南側 に父親,東 側 に長 男,西 側に母,北 側 に長男 の

嫁 がすわ り,被 調査 者は,母 の後ろについて一人 だけお膳を使 っていた。食事は皆そろ って食

べ たが,家 族は畳で,使 用人 は板 しっ(板 を しいた縁)と 呼ばれる所 で食べ ることになってお

　 り,お ひつな ども家族 と使用 人は別 々であった。座 ぶ とんを使 うのは,お とっさん(父),お

　っかはん(母),あ んさん(兄 ・長男)の みであった とい うことである。

D.ご 飯 のほかには,何 を食べ,何 を飲んでいたか。

　　朝 と昼 は,お つい(味 噌汁)と お茶があるだけ の簡単な もので,晩 は,皿 もん(皿 に盛 って

ある料理)一 つ とお茶 があったそ うである。 お とっさん(父)と あんさん(兄 ・長男)は 米 ん

飯(白 米 のみの ご飯)を 食べ ていたのに引き替 え,他 の家族 は,何 か別 のもの,た とえぽ粟 な

　どを混ぜた ご飯を食 べていた。更にあん さん(兄 ・長男)は 卵 を よく食べていた とい うことで

　ある。

E.食 事 のときの ご飯の給仕 につ いて

　　ご飯を よそ うのは,も っぱ ら兄嫁のするこ とで(も ちろん使用人 は別)で あ った とい うこ と

　である。 よそ う順序は,お とっさん,あ んさん,お っかはん,と よそ うのまでは順序は決 ま っ

　ていたが,そ のあ とが兄嫁か被調査者であるかは決 まっていなか った。仏 さあ(仏 様)へ のお

供 へはいつ もご飯で,か まん中をめげで混ぜ ん うつ の飯(釜 の中を しゃも じで混ぜない一 おひ

つ に移 した りしない一 うちのご飯)を 供えていた。先述の順 序を言 うなら,ご 飯を一番最初 に

　よそわれ るのは仏 さあ(仏 様)で あ る。晩 しゃ くは しなか った とい うことである。家 では焼酎

　を造 っていたのだが……。

F.食 事 のあとのかたづけにつ いて

　　食べ終わ ったあ とは,湯 茶 で茶わんや箸 をゆす いだ りせずに,す ぐに兄嫁が板 しっ(板 が し

図97 図98
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　いてある縁)に 出 し,そ れ を女中が下げて,そ のまま洗 っていた。洗 うときは,木 の涌 で洗 っ

　て,茶 わ んめ ご(茶 わんな どを伏せて置いてお く竹製 の籠)に 置いていた。

G.食 器 の共用について

　　共用 の食器 とい うような ものは無か った し,各 々が使 うご飯茶わんなどに して も,誰 の もの

　であるか とい う区別 が してあった。但 し,箸 につい てはその ような区別 はな く,ど の箸 を使 っ

　ても良か った。だか ら当然,箸 箱な るもの も存在 しなか った。

H.食 事 中に してはな らない ことについて

　　箸 の上げ下 ろしや食べる順序 につ いては,特 別 に禁 忌 とされた ことはなか った。食事 中は無

　言。 きちんと正座 して食 べなけれぽ いけなか った。 その他 してはな らなか った こととして一度

　に二つ の品に手をつけ ること(要 す るに ご飯茶わ んを左手 に持 った まま他のおかずをつ っつ く

　 こと)が あった。

1.食 事 中のあいさつについて

　　食べ始 めも食べ終 わ りも,特 別言葉にな ったあいさつは な く,た だ食べ始めの時は,ま ず 自

　分が食 べ ようと思 って手に持 ったおわ んを頭の上へ持 ち上げて礼をす るようなことをや り,食

　べ終わ りは,黙 礼をす るだけであった。

J.食 事 中の話題 について

　　食事 中は無言 であ った。

2.ち ゃぶ台(し っぽ く台,飯 台など)の 時期

A.食 事 の形式 と家庭環境について

　　使用 していたちゃぶ台は図99の とお りであ る。 もっとも現在は こたつ台を使用 してい る。ち

　 ゃぶ台の ことは,食 台 と呼んでいた。食 台を使用 し始めたのは大正七年頃か らで,現 在 も使用

　 してい る。家族 は,夫,被 調査者 と子供三人であ った。住所一鹿児 島県 日置郡M町 で,こ こは

　近年住宅地化 されつつ あるとはいえ,現 在 でも農業 に従事 している家が多 く,当 時 は殆ん どが

　農家であ り,被 調査者 の家(嫁 ぎ先)も そ うであ った。

B.食 事をす る部屋につ いて

　　食事をす る部屋は,お 末,あ るいは,ゆ るいの端(い ろ り端)と 呼ばれてお り,食 事をす る

　以外に応接間 としても使用 された。部屋 は六畳(内,い ろ り半畳)で,茶 棚(水 屋)と くすい

　棚(薬 棚一 被調査者 は助産婦の資格を持 ってい る一)が 据 えつけてあった。

C.ど の よ うなすわ り方 で食べたか

　　座席 の順は 図100の とお りで円い食 台ではあ ったが,一 応南 に夫,東 に長男,西 に被調査者

　 となって いる。食事は皆そ ろって した。畳の上 で食事 を したが,座 ぶ とんは誰 も使わ なか った。

図99 0即
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D.ご 飯 のほかには,何 を食べ,何 を飲んでいたか

　　朝 と昼 は,ご 飯のほか におつ い(味 噌汁)と つけもん(つ け もの)と お茶 があ り,晩 は,皿

　もん(皿 に盛 ってあ る料理)と お茶があ るだけであった。誰か特別に違 った ものを食べていた

　よ うな ことは無か った。

E.食 事の ときのご飯の給 仕について

　　ご飯を よそ うのは,長 女か または被調査者であ り,夫,長 男,次 男,被 調査者(ま たは長女),

　長女(ま たは被調査者)の 順であ った。仏 さあ(仏 様)に は,朝 だけお茶 と供え(時 々 ご飯を

　供 えることもあ った)て いた。 もちろん家族に ご飯を よそ った りす る前にであ る。晩 しゃくを

　す るのは夫のみで,呑 む ものは必ず焼酎 でそれ以外の ものは呑 まなか った。

F.食 事のあ とのかたづけについて

　　食べおわ ったあ と,す ぐに茶碗や箸 を湯茶でゆすいでいた。食事が終わ るとす ぐに被調査者

　または長女が食 器を下げ,そ の まます ぐに被調査者が洗 った。洗 った食器は,茶 碗め ご(洗 っ

　た茶碗な どを伏 せて置いてお く竹製の籠)に 置 いておいた。

G.食 器 の共用について

　　食器(ご 飯茶碗,味 噌汁椀)は,誰 が どれを使 うとい うことは決 ま っていなか ったので,共

　用であ った といえ る(但 し,箸 は誰 の箸 とい うこ とが決 まっていた)。食器 には ご飯,お つい

　 (味噌汁)が 盛 られた。 家族 みんなが一 つの皿 の ものを食 べ るとい う意味 での共用の食器は存

　在 しなか った。箸箱 も使用 したことはない とい うことであ る。 、

H.食 事 中に してはな らないことについて

　　箸の上げ おろ しについては,特 に こんな ことを してはな らない とい うようなこ とは無か った。

　食べる順序 について も,特 に こうい う順序で食べ よと言われた ことは無か ったけれ ども,た だ,

　好 っな もんのあて え残す っんな(好 物をあ とに残 すな一好物を最後 まで とってお くような卑 し

　い食べ方 をす るな一)と い うことを言 っていた。食事 中は無言であ った し,ず っと正座 を して

　 いなければならなか った。

1.食 事中のあいさつについて

　　食べは じめは 「いただ きます」,食べ終わ りは 「ごっそ さん(ご ちそ うさま)」と言 っていた。

J.食 事中の話題 について

　　前述の とお り,食 事中は無 言であった。

3.現 在(椅 子式 テーブルな ど)の 時期

　被調査者は椅子式 テープルな どを使 用 しておらず,現 在 でも食台(ち ゃぶ台)を 使用 している。

従 って概ねは2.に おけ る解答 と同 じであるので,異 なる項 目につ いてのみ記述す る。

A.食 事の形式 と家庭環境について

　　現在,子 供は三人 とも実家にはお らず,夫 も入院療養 生活を送 っているので,実 質一人暮 ら

　 しである。

E.食 事の ときの ご飯の給仕について

　　実質一人暮 らしをす るよ うに なってか ら,晩 しゃ くをする ようになった。夏は麦酒,そ の他

　 の季節は焼酎を呑んでいる。

1.食 事 中のあい さつにつ いて

　　特別言葉 にな ったあいさつ はない。食べ始めの時は,最 初に手 に した椀 を頭 の上へ ささげ持

　 つ ようなこ とを し,食 べ終わ りは,た だ黙礼をす るだけであ る。

　 *H.食 事 中に してはな らないこ とについての項 の補足

　　 被調査者 が養子 であ った頃,す なわ ち,高 膳(箱 膳)を 使用 していた頃,明 確に言葉 として
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言われた ことは無いけれ ども,し てはならない ことがあった とい う。それは,十 月頃か らの季

節労働老達 が来 ているときの食事 の時 に限 られていたけれ ども,彼 らのおひつ(家 族 とは別 の

もの)の 中の ご飯が残 り少な くな って くると,養 母 は,被 調査者 に 「もう食べるな」一 まだ茶

わ んに残 っていて も一 と 目くぼせを してそのあ と食べ させ て もらえなか った とい うものであ

る。ただ これは,季 節労働者を雇 う側 の労働者への配慮 として,当 時慣習的なものであ ったの

か,被 調査者 が養子 とい う立場にあ ったためなのかは っき りしないところがある とい う被調査

者 の言 によ り,補 足 の項 と した。

調査者　No.143(f)　 　　　　　　　　　 調査 日　 昭和58年7月21日

被調査老　 K,H.　 性別　 f　　　　　　　 出生年　明治44年(72歳)(第4子)

出生地　長野県長野市M町

生家の職業　会社員

現住所 　長野県長野市Y町

住所の変更 とそ の年度　長 野市M町 一長野市Y町(昭6)一 長野市Y町(昭31)

最終学歴　尋常高等科　　　　　　　　　 　 結婚　昭和6年(20歳)

被調査者 との関係　祖母

1.お 膳 の時期

A.食 事 の形式 と家庭環境について

　　どうい う箱膳せ ったてね,四 角な箱膳(図101)。 一人ずつお膳にな ってんの。銘 々膳だない。

銘 々膳せ うだかなあ。なん しろね,私 の小 さい時(大 正)は 箱膳だ った よね。 お茶碗 とお椀 が

一人ずつ分配 してあるの。上の方 にはお父 さん,そ の次は長男。洗 うのはてんで(ん)に(め

　いめいで)洗 うの。そ しててんで(ん)に しまうの。御馳走 さま し(す)る で しょ,そ ん時に

　お湯飲むで しょ。必ず お湯を飲 まな くちゃいけないの。今みた いにおばん茶 だなんて,そ うい

　 うものなか ったけど ものね。 うちに よっちゃあおぽん茶が,今 はおばん茶だけ どね。昔はお湯

　の通 るものを飲まないとこなれが悪いか ら。おつゆ飲んで も一番最後はお茶な りお湯な りを,

　子供はお湯,大 人はお茶 ってなってた もんだ よ,ね 。大正十五年 くらい までや ってた よね。昭

　和 になってテーブル,ち ゃぶ台せ うの,ね 。大正十五年頃は箱膳 までや ってたんだけども,昭

　和 の代に なってか らちゃぶ 台って ものを使 うよ うにな って,み んなそこで ぐるぐる とお膳 な し

　で囲んで食べ るように。 お父さんは上座,お 母 さん横,子 供ち ょんず るず ると,ど っち座わ っ

　た って構 わないけ どね。(使 用人は?　 の問 いに)そ うい う者は いない の,貧 乏人だ もの。 ぐ

　 るぐるみ んな囲んでね,向 い合 って。 まん中にお櫃 とおつゆ。てんでにもってや るうち と,お

　母 さんが もる うち と。(当 時の住所,長 野県長野市M町 。商業地 である。戸主 の職業は鉄道関

　係の仕事 との こと。)二 十才で嫁にい ったんで しょ。 そん時 が昭和六年。 その家 がちゃぶ 台の

　時期だ ったんだよ。割合に大正 頃は ほとん どちゃぶ台 の人が多か った よ。農家の方が箱膳 が多

　か ったね。私 の越後の姉 さんの家 は終戦 ち ょっと前 まで箱膳だ った よ。 お寺だか ら。お寺 の う

　 ちは割合 と箱膳ね,多 いんだ よね。 てんでにお膳 までもって洗 って。おは しの箱なんてそんな

　 のないの。

B.食 事をす る部屋 について

　　昔は 「お勝手」 とか,「 台所」 とも言 うね。大抵はお台所で普通の家の人達はね。お客様の

　時 は客間でね。お客 さんが来た時そ こで食事 しるね,親 しい人や今 で言えぽ ク リスマスの時ね。

　 戸棚置 いて,二 つ くらいあるよね。食事の時だけわね,板 の間にござひいて,お 年寄 りの人い

　 れぽ座布団あげて。 それが普通だ ったね。居間 も台所 もい っしょになってた もの多 いね。みん

　 な借 りた うちぽ っかに住 んでたか らね。米櫃 って言えぽ茶箱 の大 きなね。 よほ どの時だ なけ り
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やね,お 正 月 とか お客立て しるとか。 肉だ のお しゃしみ(刺 身)な んてそんなの毎 日(は 食べ

られなか った。)。朝みそ汁 と梅漬け と,梅 漬けは朝お茶飲む 時に,神 様にお供 え して,御 飯食

べ る前にそのお茶をみ んなで飲んで,梅 漬 け食べて,梅 はその 日の難逃れでね,そ れ か ら御飯

食べ るの,ね 。 四畳半 くらいか な あ。流 しは付 いてるよね。 だけんね,未 だに流 しは外に して

ね,ご 飯た くに も外でね,土 間せ うだか,囲 炉 のそばに竈があ って。上 った所 に戸棚,米 櫃。

電気はね,私 の十二,三 頃 まではね,夕 方 の五時頃電気ついて朝 の六時頃 まであ って,後 は停

電 しちゃ うの。配電 していたか らやた らと使わ んないの。大抵の家 は六時頃 までには ご飯食べ

ていた の。食事をす る部屋 は明るいほ うだ よね。商売人の うちはたいて い早い よ,六 時半,七

時 ってえばみんな食べた もんだ よね。学校 だ って早 い し,も う八時十五分始 ま りっでね,私 ら

の時は。小 さい時は,学 校 か ら帰 って きてち ょっと遊 びに行 って も,"電 気つ いたか ら早 く帰

幽
って こい"な んてせわれたんだ よ。電気つ く頃には もううちに帰 って こなきゃ叱 られた の。十

五 とか二十燭せ ってね。お客 さまの時だけは大 きなの付 けて,そ うだない時は大抵二十五燭か

三十燭 くらい。天井には電球 が一 つあるっき りでね。 お勝手 の所には火の神様ね,お 札貼 って

おい とくの。 こ りゃ決 ま りだね。 どんな うち行 って もあ ったわね。殺風 景なもんだね。

C.ど の ようなすわ り方 で食べたか

　　上の一番 奥ま った所 には家の主がちゃん と座 ってね。お袋 さんは亡な ってたからね,五 人 で

　まる くな って。座 りやす いとこに座 ってれぽ いいの(図102)。 父親だけは座布団 しいてね(夜

　の時 だけ)。 朝晩 はみ んな揃 って食べたね。板 の間 にござ しいて,子 供は座布団 なんて しかん

　ない よ。

D.ご 飯のほかに何を食 べ,何 を飲んでいたか

　　朝はおみをつけ,漬 け物,そ の時に よって果物 くらいの もんかね。バ ナナなんて,や た らに

　食べ られなか ったか らね,せ いぜ い自分の うちにある果物 とか。卵 だなんてそ う食べ られなか

　 った よ。 お祭 りとかでなけ りゃ,煮 物 とか揚げ物 は食べ られなか ったね。盆 と正月 くらい。昼

　は漬け物 とお汁。 これがあれぽいい方だ よ。晩は時には煮物や った り,お 父さん帰 って くれぽ

　お酒一本。夜は おつ るとか。農家 に行けぽたいていそ うだね。お豆腐だ って何かあ る時だ なき

　 ゃ。 おか らなんか夜食べてね。 ごぼ う,人 参は欠かさなか ったね,そ の頃 も。冷蔵庫 なんてな

　い もの,な んしろ煮てね。煮物 ぽ っか り。 じゃがい も,大 根,こ んに ゃく,殆 んどおでんみた

　いな もんだね。たいていの もの入れて煮て食べた。それ も夜だけね。(誰 か特別に ちが った も

　のを食べていた かに対 し)そ んな事はなか ったね。

E.食 事の時のご飯 の給仕 について

　　あた しらの場合 は姉 さんがや って くれた よ(祖 母が七才 の時母親死亡 のため)。 お父 さんか

図101 図102
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　ら先 さ。真 っ先に神さんにお上げ して さ。神さん両脇 と仏 さん両わ きと,お 供 え して,そ れか

　らお茶ね。真 っ先神さんと仏 さんのお茶 碗に汲 んでそれか ら,み んなにお茶だ して梅漬 け出 し

て。 それ飲んでそれ か ら御飯。(よ そ う順 は)年 の順 に。 よそ って いる人が一番最後。 うちの

お親 父さんは朝起 きて真っす ぐ四方を拝 して,そ れか らお茶 と御飯上げ て,そ れか らみ んなで

お茶飲 んで。 うちの親 父さんはお寺 さんだ ったか ら,夜 お酒済むまではいっし ょに御飯食べ な

　か った。

F.食 事 のあとかたづけについて

　　食 事の後お茶な り飲んで,そ れ で後洗 うで しょ。(お 茶 な どを飲 んだ だけ で洗 った事 に した

かに対 し),そ りゃ昔の話,戦 時中はね空 襲あるか らね,ぐ ず ぐず して らんないか ら,居 なが

　らでお湯入れ て ぐるぐるぐる ぐる洗 ってその後ね,口 ん中に流す。具合悪 くな らなか った よ,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 かど

　その頃。 お水 困った時なんかね,角 々に水道があ って鍵や ってがち ゃん とや って,汲 んでバケ

　ツへね,そ れ こそ水甕(へ)入 れ てね,お 勝手には必ず水甕 って もん置 いてあ って,そ こへそ

　この うちの子供 が学校か ら帰 ってきて,早 い人順に水をは って。それは もうお決 ま り。夏はあ

　ん ま り汲 きお きしないの。(食器 をあげ さげ したのは?)て んでに。(洗 った食器は どこに しま

　ったか?)箱 膳 なか に入れてか ら戸棚 に しまったの。

G.食 器の共用について

　　 (共有の食器につ いて)そ うい うのはなか ったの。箱膳 の頃 には。てんでに煮 た もん分けた

　の。箸箱はその頃なか ったの。

H.食 事中に してはならない事について

　　食事 中にね,お 便所 にやた らと立 っち ゃいけない事。お汁先す って,一 応お箸 をぬ らす って

事 なんだね。お箸をなめちゃいけないの。 さ し箸 なんてや っちゃいけないの。 自分 の所食べた

　いもんだけ もって きてから自由に食べんの。 まず お皿 にとってか ら食べ るの。 お箸 を しごいた

　 り,迷 った りしてはいけないの。 お箸 の持 ち方 もきちん としなけ りゃ叱 られた しね。(食 べ る

　順序 は,特 別 の細かな取 り決め な し。)あ んま りお喋 りしちゃ叱 られた よ。御飯を食べ る時だ

　け は男 の人 でも正座。肘つ いて食べち ゃいけない しね。おな らしちゃいけない しね。

1。 食事 中のあいさつについて

　　 (食べ は じめは)い ただ きます。

　　 (食ぺ おわ りは)ご 馳走様 で した。

J.食 事 中の話題 について

　　 (主に話 した人)お 母 さん。主婦が言わなけ りゃね(祖 母の場合はお姉 さん)。 「いただきま

　す」 とか 「さあ,み んな御飯食べ まし ょ」 って。 それか らみんな してお喋 り出来 るで しょ。 そ

　の 日にあ った事 とかね。そん時 の具合に よって さ。

2.ち ゃぶ台の時期　　　　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　'

A.(お 嫁 に行 った時 は夫側の父親は既に亡 なっていたか ら)三 人だけだ よね。 お婆 さんを上に

　 して(祖 母 の姑),そ の次に旦那 さん,あ と嫁 さん どっち座 った って,下 座に座 るよ うな もん

　だ よね(図103)。(嫁 入 り先では"ち ゃぶ 台"を 使用。 よって"ち ゃぶ台使用期間は昭和六年

　 の結婚の時か ら昭和三十一年に現在 の住居 に移 るまで。その時 の住所は,長 野県長野市Y町,

　商業地 である。 祖父 は会社務め,祖 母は髪結 い業を営ん でいた。"ち ゃぶ台"に な った のは,

　祖母 の嫁入 り先が これ を使用 していたか らである。)

B.居 間。親子 っき りだ もの。(箱 膳 の頃 より大 きか った程度)四 畳半か五畳 くらいか な。お釜
　 　 　 へつつい

　 ね,お 竈せ ってた よ。(こ れは部屋の中にあったもの として挙げている。)そ の時分,嫁 に来た

　 時は水道 だったか ら。 うちだけは,う ちん中に水道 あったの。 流 し台,ま な板 も置 いて,そ の
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図103 馴

横に戸棚 があ って(ち ゃぶ台 の頃には,箱 膳 の頃土間にあった ものは板 の間 にあげ られた)。

漬け物桶 も米櫃 も置けるよ うな家だ ったか らね。 電気は二十燭 くらい。今度は メーターだった

ね(箱 膳 の頃は配電であ ったのに対 して)。 天井,真 っ黒す けだった。 火た くもの。 小さい窓

ね,土 蔵みたいな窓だか ら。(この取材をする事 に対す るコメソ ト)い い事だ よ。懐 しいよ。(箱

膳当時,お 客様の食事はテーブルでや って もらった との事。 由緒ある うちでは箱膳 に紋が入 っ

ていた との事 。)普通 の うちはね,お 櫃 せ って冬になる とあ っためてお くようにせ ってね,藁

で もってね お櫃入れ とくのが出来 てた。赤ん坊なんか,あ んたのお母 さん使 ったか な,あ のね

"つ ぐら"せ
ってね,あ の棒 をね,こ うや って ガ ッチ ャコン,ガ ッチ ャコソや ってね,子 守 り

　したね。揺 り籠に しち ゃったの,大 きいか らね。あ ったかい んだ よ。 うちのお婆 さん(お 姑 さ

ん)亡 くなる時,畳 屋 さんか らね,藁 をす ぐって もらって,天 笠の白いきれね,病 院で昔は よ

　くね"す べ布団"せ ったのを使 ってあげてさ,「ああ,い い気持だなあ」せ って喜んでた よ。「こ

　んな気持 ちのいいの早 くや っても らえぽ よか ったなあ」せ って,お 婆ち ゃん具合の悪 くな った

　時に作 ってあげた の,喜 んで。

C.図104参 照。(大 正 ・昭和 の初期 までは,畳 の上,ち ゃぶ台 で食べた との事。 座布 団は の問い

　に対 して)あ んま り使わなか ったね,お 客 さん でも来なけれ ば。そんで子供小 さいか らそんな

座布団なんて……お年寄 くらいの もん。 お炬燵 のあ る時 は座布団 し くけん ど,他 の時 は しかな

　いよ,子 供達す たこらすた こらで上 がった り降 りた りで,座 布団 なんてた まった もん じゃない

　よ(冬 にはお炬燵で食べた との事。これはち ゃぶ台の時 のみで,箱 膳の頃は こうではなか った)。

D.だ んだん栄養考 えて くるか ら,一 日おきか二 日お きに,お 肉 しるとか,お でんす る とか って

　ね(昼 飯は朝飯 の残 りとい うのが多か った)。 天ぷ らや った りね,す る事が多 くな った しね。

天ぷ らしるのはね,滅 多にや らないの,昭 和初期 くらいはね。お祭 りの時には,お でん,お 肉

　とかね,す きや き(特 別な物 を食ぺる人 はいなか った)。

E.(よ そ ったのは祖父,順 番は年の順。 もちろん祖母 自身のは最後であ る。神仏へ のお供えは

　の問いに対 して),毎 日毎 日,御 飯 とお茶 は必ず,真 っ先。晩 しゃ くはや りました(祖 父 のみ,

つ ま り祖母 の夫)。 最初の頃はね,お つ いた ち(一 日),お じゅうごんち(十 五 日),お はちん

　ち(二 十八 日の事)。 一 ヶ月に三 回だけ。 お爺 ち ゃん(祖 母 の夫)の ね,三 十五,六 にな るま

　ではね,そ うや ってきた。そ の後兵隊に行 ったで しょ。お婆 さん(姑)が そ うふに してたか ら。

　あいさには飲 まないの。(し きた りか の問いに)し きた りって別にないけん,そ うふに決め と

　いたの。 まだ青二才 で"お じ ょこ"だ ってせ ってた よ(一 ヶ月に三回 しか飲 まないその理由に

　ついて)。

F.(食 後,茶 わ ん等 は台所です ぐにゆす いだそ うである。食器のあげ下げ等,す べて祖母が行

　な った。後,食 器は戸棚 に しまった。)
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G.共 用。(こ れが主 であった。盛 られ ていた ものはみ んなでつついて食べ るもの であ る。祖父

　には箸 箱があったとい う。昭和三十年頃 までこれは続いた とい う。)

H.(食 事 中の禁止事項 は箱膳の時 と同様 との事。食事中の姿勢は もちろん正座であ る。)

1・(あ いさつ も箱膳 の頃 同様。手をあわせ てこの言葉を唱えた とい う。)

J.(主 に話 したのは?)お 婆 さん。(あ いさつを して,箱 膳の時の祖母 の姉 と同様の役割 を した

　 との事。)

3.現 在の時期一 テー ブル及び飯台

A.現 在のテ ーブルにな った のは,昭 和 三十一年 に今の住居に来てか らである。住所は長野県長

　野市Y町 で住宅地 である。祖母 の長女が美容院 を経営 していたの で,美 容師見習いの者が常時

　二,三 人以上は居 たら しい。現在は見習い者二人 でこの家に住み込み,祖 母や先生(祖 母 の長

　女)と 共に時 々食事 の用意 な どを してい る。 この見習 い者 の数は時お り変化す るが,家 族の構

　成員は,祖 父,祖 母,伯 父,伯 母,い とこ,二 人 の見 習いの計七人である。戸主の職業は,祖

　父,伯 父共に会社員で事務 関係の仕事を してい る。食事 の形式が変化 したのは,や は り現在の

　住居へ の引越 しが原因であ る(図105)。

B.食 事をす る部 屋を台所 お よびお勝手 と呼び,こ こは主 に食事に使用。大 きさは六畳ほ どで,

　中央 にテーブルがあ り,そ の脇 に大 きな造 り付けの戸棚 がある。流 し台 とコンロ が並びその前

　面 に窓があ るが,今 風のキ ッチ ン等 とは違い小 じん ま りとしている。その横に冷蔵庫が ある。

　回 りの壁 には,鬼 面,換 気扇,コンロ の上部に防火のお札がある。

C.座 席の順番は,テ ープルの南側に祖父及 び伯父が座 り,そ の横から祖母や伯母が座 ってい く。

　昼食時 にの祖父,伯 父の勤務中は南側の席に祖母が座 る。 つ まりその時 々で年長 の者か ら南側

　に座る事 になる(図106)。 見習いの二人は家族全員の食事の終 了後,食 べ るのであるが,彼 女

　 らの席 は北側 の席 であ る。板の間にス リッパ履 きであ る。

D.朝,昼,晩 共特筆す るほ ど特別な物 は食べ ていない ようだが,た いがい昼食は朝 飯の残 りと

　い う事 である。特別に違 った ものを食べ る人は いない。

E.給 仕 は主に祖母及び伯母 であるが,見 習 い者 は二人だけで食べ るので,彼 女 らの給仕 は彼女

　 らで行な う。 よそ う順序は,祖 父,伯 父を先 に し,後 の祖母,伯 母,い とこはその給仕する人

　 によ り順が違 うが,給 仕者を除いて年の順 によそ う。神仏へのお供えは,ち ゃぶ台の頃同様真

　先に行ない,お 茶 や御飯 をさ し上げ るのを欠か した事は ない。来客の持参 した贈 り物や,各 地

　 での土産等は必ず神仏 へ供 えてか ら,家 族 の 口に入 るのであ る。祖父,伯 父共に晩 しゃくを し

　 てい る。 こち らに越 してか らは,毎 晩ある ようだ。

F.食 後は御飯茶碗を使 い,必 ずお茶を飲む。祖母や伯母は時 々,漬 け物 を中に入れて中を洗 う

図105 図106
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　ように して飲んでいる。食器のあげ下げは祖母及び伯母,い とこである。家族の食事 の時は女

性三人(祖 母,伯 母,い とこ)が 協力 して食器を洗 う。女性の場 合は各 自の茶碗等は各々で洗

　う事が多い。見習い者 はすべて各 自で行な う。洗 った食器は戸棚 に しま う。

G.共 用の食器 として形 の特別な ものはな く,そ こに盛 られていた もの も全員が各 自の皿 に取 っ

て食べ るよ うな ものである。箸箱は,普 段の食卓 での食事には使 用 していない。 これは,引 越

　してきてか らである。

H.食 事中 の姿勢は,い す に腰をかけてい る。 その他はち ゃぶ台の頃か らのと同様である。

1.い ただ きます。 ご馳走 さまで した。(手 をあわせ る時やそ うでない時 もある。)

J.食 事 の開始を促す のは,祖 母及び伯母である。隣 の部屋にあ るテ レビをつけなが ら食事 をす

　るので,テ レビの番組 につ いての話題が多い。

調査者　No.148(m)　 　　 　　　　　　　 調査 日　 昭和58年8月14日(日 曜 日)

被調査者 　 S.T.　 性別　 f　　 　 　　 　 出生年 　明治41年(77歳)(第4子)

出生地　埼玉県比企郡Y町

生家 の職業　駄菓子屋

現住所　埼玉県北足立郡H町

住所 の変更 とその年度　埼 玉県比企郡Y町 一東京都 中央区K町(昭2)一 埼玉県北足立郡H町

(昭20)

最終学歴　　　　　　　　　　　　　　　　 結婚　昭和2年(21歳)

被調査者 との関係　祖母

1.お 膳 の時期

A.被 調査者 であ る祖母は,明 治41年4月 に,埼 玉県比企郡Y村 に生 まれた。その当時 の家族構

　成は,祖 父,祖 母,父,母,3人 の兄,本 人,と い うものであった。

　　当時 のY村 は,農 村地であ ったが,父 親は家で,駄 菓子屋を営んでいた。使用人は,い なか

　った ようだ。

　　Y村 の生活では,食 事 の ときに,箱 膳を使用 していた。彼 らはそれを,「 お膳」 と呼んだ。

　お膳は蓋 と本体 よ りな り,本 体には食器類を しまっておける しくみにな っていた。蓋 は,食 事

　の際に裏 返 して食卓 と して使用 した(図107)。

　　本人は小学校 を卒業す ると,現 在の埼玉県行田市にあった,あ る衣類商人の家へ行 き,奉 公

　人 としての新 しい生活を始め ることになる。

　　その衣類商人 の家 では,多 くの奉公人,使 用人が働 いていた。彼 らの食事は,箱 膳 でお こな

　われていたが,母 屋 の人 々は,"ち ゃぶ台"と 呼ぼれる共 同膳 で食事を していたそ うだ。

　　この ことから,当 時は,食 事形 式が,銘 々膳か ら共同膳 へ変化 しつつ あった時期 だった と言

　え よう。被調査者 自身 も,21歳 で結婚 して,東 京へ移 った後,ち ゃぶ台 で食事をす ることにな

　るのだ。

B.食 事をす る部屋 は,炊 事場 と一緒にな っていて,「 お勝手」 と呼ばれ ていた。

　　その部 屋は,広 さが6畳 位あ り,食 事以外には使用 され なか ったよ うだ。

C.食 事は,家 族全員 がそ ろって食べた。

　　座席の順番 は,日 によって,ま ち まちだったそ うだ。 ただ し,戸 主だけは常に"東 向 き"と

　い う特定の位置 に座 っていた(図108)。

　　お勝手は,板 張 りの部屋で,冬 で も座ぶ とんな どしかなかった よ うである。

D.当 時は,ご 飯 とい っても,麦 ごはんが主だ った。

　　お菜は,朝 食,昼 食 に,玉 子焼 き,き んぴらごぼ う,野 菜の揚 げもの,た くわん,し ょうが
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図107 図108

づけなどで,朝 食の際に作 った残 りを,昼 食で食べる といった ことが多か ったそ うだ。

　 晩 のお菜には,朝 昼食 で食べた ような ものの他,魚 の塩焼 きや,煮 ものな どの多少手の込ん

だ料理 を作 った よ うである。

　　なお,み そ汁は,毎 度の食事 で飲 んでいたが,中 身は現代ほど良いものではな く,入 ってい

　るのはネギだけ,と い う程 度のものだ った。

　　家族の中で特別 なものを食べていた者は,い なかったそ うだ。

Eご 飯を よそった のは母親。必ず最初 に父親の ご飯か らよそ ったが,あ との者の順番 は特 に決

　まっていなかった。

　　神仏へのお供 えにつ いては,仏 さまを重視 していたよ うで,毎 日,朝 食 の際に,ご 飯 とお茶

　を供 えていた。 それ に対 して,神 棚 には3日 に一度,お 榊を取 りかえる程度だ った。

　　晩 しゃ くは,父 親 が毎 日,や っていたそ うだ。

F.食 事が終わ った後 には,各 自が茶 碗や箸を,す ぐにお湯 でゆす ぎ,各 々の箱膳 の中に しまっ

　た。 そ して各 自がきめ られた場所に箱膳を積み上げてかたずけたそ うだ。また,週 に一度 くら

　い,母 親が皆の食 器をま とめ て洗い,ふ きんでふいて,ま た箱膳の中に しまってお く,と い う

　 ことをや っていた ようだ。

G.箱 膳 の時期には,共 用の食器 とい うものは,な か った ようだ。 お菜類 も各 自の食器に盛 られ

　ていた。

　　箸 箱について も,や は り各 自が持 っていて,箸 は箸箱に入れた後に箱膳の中へ しまった。箸

　箱は箱膳 が姿を消すの と同時に使用 されな くなったよ うだ。

H.1.箱 膳 での食事では,箸 の上げ下 ろ しについては,べ つに うるさ く言われなか った。食べ

　 る順 も特 に決 まっていなか った。た だ し食事中は,皆,正 座。あ ぐらをか いてはいけなか った。

　 お しゃべ りも厳禁だ った ようだ。

　　食事のは じめ に 「いただ きます」,食 べ終 りに 「ごちそ うさま」。 このあいさつは,現 在 と変

　 わっていない。

2.ち ゃぶ台の時期

A.祖 母は,昭 和2年 に結婚 して,東 京での暮 しを始めている。

　　 祖母の嫁 いだ家は,現 在 の中央区K町 にあ り,商 業地 と呼ぶにふ さわ しい ところだ ったそ う

　 だ。当時 の家族構成は,姑,夫,娘,本 人であ った。戸主である夫 の職業は務 め人。時計 など

　 の精密機械 をつ くる会社に務 めていた との こと。

　　 いつ頃か ら始 まったのかは不 明だが,そ の家 では,既 に,食 事 の ときには,ち ゃぶ台 が使わ
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　れ ていたのであ る。ちゃぶ台は,長 方形 の木製の台で,足 は折 りたためる しくみにな っていた。

　食事が終わ った後,折 りたたんで,部 屋のす みなどにかたずけたそ うだ(図109)。

B.食 事をす る部 屋は,畳 敷 きで,6畳 程度の広さがあった。 この部屋 自体 の特別 な呼び名はな

　か ったが,「 お勝手」 または 「台所」 と呼ぼれ ていた炊事場が,隣 接 していた。

　 　この部屋は食事以外 に も居間 と して利用されていた よ うだ。

C・ 食事は家族 全員がそろって食べた。部屋 は畳敷 きの居間で,座 ぶ とんは使用 していた。座席

　 の順番は,箱 膳 の時期 と同様,戸 主が東 向きに座 り,あ との者は 自由だ った(図110)。(戸 主

　が東向 きに座 るのは,仏 教 と関係する ものだ ろ うか。神道に関す るものだろ うか。非常 に興味

　 のあ るところである。)

D・ ご飯のほかに食べ ていたお菜類であるが,箱 膳の時期 と特 に変わ った ところはないよ うであ

　 る。 しか し,ひ とつだけ意外に思 った ことだが,こ の頃か ら朝食 の食卓に"の り"が 初め て登

　場 したそ うであ る。(お かず と して"の り"が 食 され るよ うにな った歴史は,意 外 と浅そ うで

　あ る。)

　 　家族の中で,特 別 なものを食べ ていた人は いなか った ようである。

E,ご 飯を よそ ったのは,嫁 として家族 にはい った祖母 自身。 よそ う順番は,ま ず戸主 としての

夫(つ ま り筆者の祖父),あ とは,だ いたい年の順だ った よ うだが,そ の点は特に うるさ くな

　か った ようだ。

　 　仏へのお供 えは,夫 の父親が健在だ った頃には,そ の父親が毎 日や っていた ようであるが,

　神棚へのお供 えは,特 に重要視 していなか った ようだ。年 に一度,元 旦にお供 えもちとお榊を

　あげる程度 だったそ うであ る。

F.食 べ終 った後,す ぐに茶わんや箸 を湯茶でゆす ぐ,と い う行為はなか った。食事が終 った後

は,祖 母が食器類 を台所 へ さげ,洗 ったそ うだ。

　 　洗 った食器類は 「洗いか ご」 と呼ぼれ るか ごにい ったん伏せてお き,水 をきった。そ の後,

ふ きんでふ いてか ら食器棚 に しまった とい う。その食器棚 の呼び名がお もしろ く 「ねずみ いら

ず」 と呼ばれていたそ うだ。ねずみが入れぬ ような工夫が施 されていたのであろ うか。

G.膳 は共用 になったが,共 用 の食器 の数は少なか った。お菜は,各 自の皿 に分けて出 した よ う

だ。共用の食器に入れた ものは漬物 ぐらいであ った ようだ。

　 　普段 の食事で箸箱を使 うことは な くな った。弁 当箱 に箸箱 とい うのは現在 でも使われてい る

　 ようだが。

H.1.食 事中に してはな らないことについて,特 に2人 でひ とつの ものをは さむ,と い う行為

　はいけ なか った よ うだ。 これは,お 骨をはさむ とい う行為を連想 させ るため で,縁 起の悪い こ

　 ととされたか らであ る。 また,ど のお菜を取 るのか迷 って,箸 を空中で動か した り,停 滞 させ

図109 図110
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　た りす ることを 「迷 い箸」 と呼んで,行 儀 の悪 いこととされた。

　　食べ る順番は特 に決 まって いなか った。 習慣的に食べ始めのあいさつの後に,ま ず味噌汁 を

　ひ とくちすす ってか ら食べ始め る,と い うことはあ った ようだが。

　　食事中の おしゃべ りは厳禁。 しか し,座 り方は箱膳の時期の ように,正 座を強い られた とい

　 うことはな く,あ ぐらをか いても許 された。

　　食事 中に してはな らないことについて,あ れ これ言われ るようになったのは,ど うや ら食事

形式が ちゃぶ台に変化 した後 のことであ った ようであ る。

　　食事前後 のあい さつは,箱 膳の時期か ら変化は ない。

3.現 在

A.祖 母 たちが現在の埼玉 県北足立郡H町 に引越 してきたのは,終 戦前 の昭和20年3月 であ った。

　以来,こ の土地に落ちつ き,現 在に至 っている。

　　H町 は都心か ら一時間の ところにあ り,現 在は住宅地,団 地の様相 を呈 してい る。

　　祖母は4年 前に夫を亡 くし,現 在は息子夫婦 と孫たちに囲 まれて生活を送 っている。戸主 で

　ある息子(つ ま り筆 者の叔父)は 会社員である。

　　食事形式は,時 代の流れ に忠実に従 って,現 在は椅子式テ ーブルを使用 してい る。

B.食 事 をす る部屋は 「お勝手」 あるいは 「台所」 と呼ばれてい る。炊事場 と一緒になっている

　部屋 で,広 さは5,6畳 ぐらいであ る。

　　 この部屋は,料 理を し,食 事を し,あ とかたずけをす るための部屋 であ るが,そ れほ ど厳密

　に定 められ てい るわけではない。

C.D.座 席 の順番は まった く決 まっていない。 また,い つ も皆がそろって食事をするわけ でも

　ない。特に,朝 食はば らぼ らで,各 自が家を出る時間に間に合 うように食事を とっているため

　である。

　　 もちろん,特 別な ものを食べ ている者は,い ないそ うだ。

E.ご 飯 をよそ うのはお嫁 さんの仕事であ る。 よそ う順番は一定 していない。

　　仏 さまへ のお供えは,お 盆 と正月の ときにす る くらいであ る。神棚へのお供えは,年 に一度

　元旦にや るだけだそ うだ。

　　晩 しゃ くは,息 子が毎晩や っているとい うことだ。

F.食 事 のあ とかたずけは,お もにお嫁 さんがや る。食べ終 ったあ と,汚 れた食器を流 し台へ は

　 こび,洗 うのであ る。洗 った食器は水を きるため のカゴに伏せ,ふ きんをかけてお くそ うだ。

　大 きな皿や おはちな どは,洗 った後,ふ きんでふ いて食器棚へ しま ってい るとの ことだ。

G.H.1.ご 飯 とみそ汁以外 の食器は,ほ とんどが共用 とな っている。

　　食事 中の箸 の上げ下 ろしについて,以 前はいろいろ言われていたが,最 近はほ とん ど意識 が

　な くな っている。

　　 また,現 在 では,食 事中に楽 しくお しゃべ りを しなが ら食べ る家庭 が増 えてい るが,祖 母 の

　家では,食 事 は黙 々ととるそ うである。食事中にお しゃべ りをする ことを,叔 父は嫌っている

　 よ うであ る。(し か し,食 事前 後のあい さつまでほ とん ど黙 っている ようにな って しまった こ

　 とは,残 念 な ところである。)
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調査者　No.150(m)　 　　　　　　　　　 調査 日　 昭和58年8月12日(金 曜 日)

被調査者　 U.S.　 性別　 f　　　　　　　 出生年　 明治34年(82歳)(第4子)

出生地　新潟県中頚城郡Y町

生家の職業　農業

現住所　新潟県中頚城郡Y町

住所の変更 とその年度　結婚(大14)の 際,現 住所 に うつ る

最終学歴　尋常小学校卒　　　　　　　　　 結婚　大正14年(25歳)

被調査者 との関係　父方 の祖母

1.箱 膳 ・お膳の時期

A.食 事 の形式 と家庭環境 につ いて

　　生家 では,箱 膳は使わず にお膳を使 って食事 を した。大正14年 に結婚 して嫁に来 ると,み ん

　な箱膳 を使 っていたが,自 分は嫁に来 るとき赤 く塗 った いいお膳を持 っていったの で,箱 膳 は

　使 った ことがない。

　　 ダンナサ ンなどいい うちでは箱膳は使われなか った。貧乏な うちで,箱 膳 は使われ ていた。

　　 これ 以下 では,特 に指定す る以外は結婚 後の話 とす る。

　　箱膳 は昭和2～3年 まで使用 し,そ れか ら昭和17～18年 までお膳を使用 した(図ll1)。

　　お膳 をやめる直前の家族構成 は,父 母,夫,男 子3人,女 子2人 の9人 であった。使用人は

　いなか った。雇え るだけの余裕がなか った。

　　住所 は,新 潟県中頚城郡Y町 で水 田地帯 であ った。戸主 の職業は農業 で,主 に水 田耕作を し

　ていた。

　　箱膳 か らお膳へ と変化 したのは,特 に理由はない。箱膳 がこわれて使用できな くな ったのを,

　お膳に変 えていった。

B.食 事 をす る部屋について

　　食事をす る部 屋を 「ヨゴザ」(横 座か?)と 呼んでいた。食事のほかに,お 茶を飲んだ り,

　火をたいてあた った りした。 今の茶 の間の よ うに使 われ ていた。

　　部屋 の大 きさは16畳 ほ どで,調 度品 としては,部 屋 のすみにお膳 を しまう棚があ った。棚 と

　い って も,上 下二段に中が仕切 られていて,押 し入れの ようなものであ った。い ろ りがあ った。

C.ど の ようなすわ り方で食べたか

　　朝昼 晩 ともみんなそろ って食べた(図112)。 食べ る場所は ムシロが敷 いてあった。座ぶ とん

　は普通は使わ なか った。法事 や月に一度の命 日でお坊 さんを呼ぶ とき,親 戚が来た ときだけ,

　お客 さんにだけ座ぶ とんを出 した。

D.ご 飯のほかには,何 を食べ,何 を飲 んでいたか

　　 ご飯のほかに食べた ものは,朝 昼晩 ともに コウコとお つゆばか りであ った。魚はめ ったに食

図111
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図112

べ られなか った。主 として家の畑 で とれ る

イモやカボチ ャを煮た もの,キ ュウ リナマ

ス(キ ュウ リしかはい っていない),ナ ワ

ニザイ(し ょっぱいマスやサ ケなどを使 っ

た)。 卵 で もつけば上等 であ った。 ヤキモ

チを子供の頃 と,嫁 に来た当時に食 べた。

これ の作 り方をあげる。 アサ ゲ起きて米の

粉を煮 る。ハ シゴとこねば ちで こねた もの

をまるめて,い ろ りでわ ら灰を使 って焼 き

あげた。 これに,に ぎ りめ しと同じ要領で

魚(サ ケ)と か ゴマイで も入れれ ぽ上等であ った。 ヤキモチは あま りおい しいものでは なか っ

　た。いろ りが な くな るとともに,作 らな くな った。

　　戸主であるから といってちが うものを食べた り,特 別に一 品つ くとい うことはなかった。た

だ,同 じおかずの内で,一 番良い ところをつけ る程 度だ った。

E.食 事の ときの ご飯 の給仕について

　　ご飯はおはちか ら各自が好 きなだけ よそった。 よそ う順序 は特 に決 まっていなか った。昔 は

　み んな3～4杯 は ご飯を食べた。おつゆはこぼれ るといけないので一人(お 勝手をする もの)

　が よそ った。魚やイモな ども同様に もった。 コウコは各 自が好 きなだけ取 ってい った。

　　ご飯 を炊 くと,そ のつ ど神棚 と仏様にお供 えをあげた。

　　晩 しゃ くは,あ ま り酒 を飲む人が いなか ったため,ほ とん どしなか った。あ るときで も特 に

　そのために肴を買 った り,作 った りとい うことは しなかった。肴 としてはイモや カボチ ャの煮

　物,大 根 おろ し,キ ュウ リナマス,ナ ワニザイな ど。

F.食 事 のあ とかたずけについて

　　食事 時になると各 自が箱膳を持 ち出 してきた。食 事後は,茶 わ んやお箸を茶や湯 でゆすいだ。

　　食事後,各 自が食器(ご 飯茶わん,お わん,オ テ シ ョ 〔お皿 の こと〕,箸)を 箱膳の中に し

　 まい,ふ きんをかぶせ,ふ たを して,5人 分位か さねて部屋 のすみ にあ る戸棚 に しまった。

　　普通の御膳 の場合 も同様に,お 膳 の上へ食器をふせ,ふ きんをかぶせ,か さね て戸棚へ しま

　 った。

　　食器の洗浄は湯茶 でゆす ぐ程度であ った。洗いたけれぽ,各 自で洗 った。

G.食 器の共用について

　　共用 の食器はなか った。

　　箸箱は使 っていなかった。嫁 に来た時に持 って きたが,い つ まで使 っていたかは定かでない。

H.食 事 中に してはな らない ことについて

　　 箸の上げ下 ろしについて うるさ くいわなかった。食べ る順序についても特にいわなか った。

　 姿勢その他について注意 しなか ったが,大 人の話 の じゃまにな る子供のお しゃべ りは叱 った。

1.食 事中のあいさつについて

　　 食事中のあいさつは何 もなか った。みんなが揃 えぽ食 べ始め,終 われば片づけを始めた。

J.食 事中の話題につ いて

　　 食事の ときにだけみん なが顔を合わせるので,そ の 日にや る仕事 の打ち合わせ などを した。

2.飯 台の時期

A.食 事 の形式 と家庭環境 について

　　 昭和17～18年 から昭和41年 までの間,飯 台で食事を していた。
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　　家族構成 ・住所 ・住環境 ・戸主 の職業は1の 時期 と同 じ。

　　お膳か ら飯台にな ったのは,ま わ りの家々が飯台を使 うよ うにな ったか ら,い わゆ るはや り

　 ものであったため。夫 が飯台を作 った。9人 が座れ る,大 きな ものだ った。

B.食 事をす る部屋 について

　　 1の 時期 と同 じ

C.ど の ようなすわ り方 で食べたか

　　朝昼晩 とも,み んな揃 って食べた(図113)。

　　食べ る場所 はタタ ミであ った。

　　座ぶ とんは使わ ず,お 客 さんだけが使用 した。

D.ご 飯のほかには,何 を食べ,何 を飲んでいたか

　　 1の 時期 と同 じ

E.食 事 の ときのご飯 の給仕に

　　飯台のまん中に おひつを置 いておき,各 自が食べ られ る分だけ よそ った。おつゆは一人が よ

　そ った。おかず も同様であ った。 よそ う順序は特に決っていなか った。

　　神仏 へのお供え ・晩 しゃくの有 無は1の 時期 と同 じ。

F.食 事 のあ とかたずけについて

　　茶わ んや箸は湯茶でゆすいだ。

　　飯 台になった ら,茶 わんを毎 日洗 うよ うにな った。お勝手をす るものが洗 ったが,自 分 の使

　 った食器は 自分で下げた。洗 った食器は戸棚 に しまった。

G.食 器 の共用につ いて

　　大皿 に煮物な どを盛 るようになった。

H.食 事 中に してはな らないこ とについて

　　 1の 時期 と同 じ

1.食 事中のあいさつにつ いて

　　 1の 時期 と同 じ

J.食 事中の話題 について

　　 1の 時期 と同 じ

3.こ しかけの時期

A.食 事の形式 と家庭環境につ いて

　　昭和41年 から椅子式 テーブル(「 こしかけ」 と呼んでいる)を 使用 してい る。

　　現在の家族構成 は,次 男 と嫁,孫 娘1人 であ る。住所 ・住環境は変わ らない。

　　戸主の職業 は,化 学工場に勤め るかたわ ら,農 業(稲 作)を 営 んでい る。

図113 図114
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ふる

　　家を新築 した ときに,タ タ ミか ら板の間に して,こ しかけ るのに した。今 でも古 しい うちは

　タタ ミにすわ って食べ る。

B.食 事 をす る部屋について

　　食事をす る部屋の ことを,お 勝手 と呼んでい る。(台所 と一続 きにな っているため)

　　大 きさは10畳 位,流 し,食 器棚,冷 蔵庫な どが置いてある。

C.ど の ようなすわ り方で食 べたか

　　仕事 の関係 で,朝 昼晩 ともみんな揃 うことは難 しい(図114)。 また 自分は高齢 のため7時 過

　 ぎまで横 になってい るので,み んなと一緒 に朝食を取 る ことがで きない。

　　食べ る場所は板の間であ る。

D.ご 飯 のほかには,何 を食 べ,何 を飲 んでいたか

　　朝はゆ うべ の残 りものや味つけの り。昼 は油いためな ど。夜だけ2品 つ くる。刺身,カ レー

　 ライス,シ チ ュー,マ ーボー ドーフ,サ ラダ。 キ ュウ リナマスには タコやイ カをいれ る。 てん

　ぷ ら。肉類。

　　だれかが特別 にちが った ものを食べ る とい うことはなか った。

　　夕食時に炭酸飲料水を飲む こともあ る。

E.食 事の ときのご飯 の給仕について

　　女3人 の うちの1人 が ご飯を よそ う。おかず はお勝手をす る人 が よそ う。 よそ う順序 は特に

　 ない。

　　神仏へのお供えは ごはんをた くつ どにや る。

　　晩 しゃ くはあ ま りや らない。や るとすれぽ ビールに枝豆,酢 の もの等。刺身を買 って くる場

　合 もあ る。

F.食 事のあ とかたずけにつ いて

　　茶わ んを湯茶でゆす いだ りす る。 自分が使 った食器は 自分で下 げる。 お勝手をす るものが洗

　 い,食 器棚に しま う。

G.食 器 の共用について

　　大皿 に刺身な どを盛 った。箸箱 は弁当を持 ってい くときだけに使 う。

H.食 事 中に してはな らない ことについて

　　 1,2と 同 じ。

1.食 事 中のあい さつについて

　　 1,2と 同 じ。

J.食 事 中の話題 について

　　 みんながそれ ぞれ話 している。 仕事 の話や世間話な ど。
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被調査者　 S.H.　 性別　 f

出生地　鳥取県気高郡0村
生家の職業　農業

現住所　兵庫県神戸市垂水区
住所の変更とその年度

最終学歴　鳥取S女 学校

被調査者との関係　祖母

調査 日　 昭和58年8月

出生年　大正8年(64歳)(第1子)

結婚　昭和12年(19歳)

1.お 膳の時期

A.食 事 の形式 と家庭環境 について
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　　箱膳 い うて もね,家 風それぞれ に形が違 うて,や っぱ り小作人 なんてい うのは箱膳 なんか使

　わへんか った。地主 とか村の有力者が使 うとった。私 とこは農村の百姓い うて も,大 きな 日本

　刀が2本 床 の間に飾 ってあ った り,枕をはず して寝た らいかんと言われ とった ような家やか ら,

　 ちゃん と箱膳が置 いて あった。

　　座 ってひざ よりち ょっと高い ぐらい。一尺 ぐらいの高さや ったわ。ひ き出 しがついていて,

　その取手 には紋がつい とったね。別にその紋が とれた らまた きちん とつけ直す とい うこともな

　か ったけれ ども,新 し くつ くる時 はちゃん と紋をつけて作 っ とった。

　　箱膳 のこ とを 「おぜん」 とい うとったけ ども,ニ スぬ りで黒や赤茶 色の ものや ったわ。おぜ

　んには名前が書いてあ った し,ま た色で区別 したね。黒はお じいさん,赤 はわた しのい う風に。

　使わない時 はおぜんを積んでおいた。

　　小さい子はおぜんを して もらえんで,そ うやねえ,だ いたい小学校2年 生,満 で8つ ぐらい

　の時からちゃん とおぜんを して もらえたん よ。私が覚えているのはね,小 学校3年 ぐらいか ら

　5年 生 までのだいたい3年 間使 うとった と思 うわ。

　　その時 の家族はね,お じいさんとおばあ さん,お と うさん,お かあさん,私 とあ と妹 らがお

　 った。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ケダカ

　　住所は,鳥 取県気高0村 。

B.食 事 をす る部屋について

　　食事 をす る部屋はいろ りのつ いた部屋の隣で,む しろを しいた部屋や った。今で も田舎では

　その部屋 で食べ とうよ。 そ こには,そ なえつけ の水屋 があって,「水屋 の部屋」 い うて呼ん ど

　 った。8畳 の部屋で,水 屋の上に板がは り出 してあって,そ れは神棚 にな っとった。食事だけ

す る部屋や ったね。 ごはんの後 くつろ ぐのはいろ りぱたでや った。

C.ど のよ うなすわ り方 で食べたか

　　ごは んはみんなそろ って食べた。座 る順番 は必ず男が向か って右や った(図115)。 今おひな

　さんでも男びなは右 で しょ。あれ と同 じことや。

　　食べ る場所はむル ろの上。そのむ しろは毎年織 った ものや ったか ら,今 の畳 よ りぬ くか った

　 と思 うわ。座布団なんか使わへんか ったわ。

D.ご 飯 のほかには,何 を食べ何を飲んでいたか

　　朝は麦 ご飯 とみそ汁。 みそ汁の実は,じ ゃが いもや らおね ぎや ら,玉 ね ぎや らおなすや ら。

全部 うちで作 った。 おみ そもやで。私は じゃが いもとおろ しねぎを入れたおみそ汁 が一番好 き

　でおいしか ったわ。

　　昼はね,き っとお米 を節約す るためや と思 うんやけ どね,おばあさん が 田んぼか ら,ll時 ご

　ろ帰 って来て,2等 や3等 のただ米の コゴメと,も ち米の コゴメを うす でひいて,練 って,春

　にとっておいてゆがいて,さ らして丸めて干 しておいた,よ もぎを入れて,直 径5cmの ボー

　ルみたいな団子 を作 って,そ れを灰の上においた オキ(木 をたいて炭火に した もの)の 上にお

　いて,こ げめをつけたものを,き な粉をつ けて食べたんやわ。 あと,お つけ もの とで済 ま した

　ね。

　　晩は,い ろ りの 自在にかけた大きな鍋に,大 根や ら豆腐や ら,厚 あげ,じ ゃがい も,煮 干 し

なんかをい っぱい入れた ものや,菜 っぱのおひた しや ごまみ そあえなんかを食べた。み んな,

　自家製やね。大豆 も作 とった し,ご まもち ょこち ょこっと作 っとったか らね。とうふ もみそ も,

　みんな うちで作 ったもんや った。

　　みんな,お んな じもんを食べ とったけど,お 客 さんが来 ると嬉 しか ったのはね,朝 昼晩 と白

　い ごはんや ったか らなん よ。
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　 飲み物は番茶か水や ったけ ど,そ の水はね,岩 清水が ち ょろ ち ょろ涌 き出て,神 社の大 きな

木の根 もとの水 だめにた まってい るところの もので,「 いけす」い うとった。 イモ リがすんで

いる ぐらいの きれいな水でね,イ モ リい うのは水がすんでない と住 まへんのやか らね,今 考え

　るとね,ミ ネ ラルを含ん どったんや ろねえ。夏で も冷 たい水や った。

　　お茶 も家で作 って る茶の木 を,屋 根屋 さんが使 うようなハサ ミでつんで作 った 自家製の番茶

で,茶 が まの中に入れてあ る茶袋 を使 うてね,こ しだ しとった。だか ら茶 こしなんてい らんの

　よ。 しぶ でまっ茶にな っとったね え。お茶 も 「いけす」の水 を使 うか ら,そ りゃおいしか った

　しね,伝 染病 なんて知 らんの よ。 どうもその水がええみたいなわ。

E,食 事 の ときのご飯 の給仕について

　　ごはんは,お かあ さんがかまどか らおひつに とって,よ そ って くれ るの。お じいさんが先で,

おばあ さん,お とっつ あん,お かあち ゃん,長 女の順や った。

　　その前に神棚 に,お しきに ごはんをのせた もの と,仏 さんに先祖の数だけの茶わんにご飯 を

入れて供えた。 お祝 いの 日は,あ ず きごはんか 白い ごはんの上 にあず きを三つぶのせた ものや

　ったけ ども。お神 酒 さしもそなえ とったわ。晩 しゃ くはお じいさん とお とうさんがや ってたね。

F.食 事のあ とのかたずけについて

　　食べ終わ ったあ とは,箸 はお茶でゆすいで箸箱 に しも うて,い つもは洗わなんだわ。

　　茶わん とかは毎 回,お かあさんがさげ て,「 いけす」 で洗 って,お ぜ んのひ き出 しにきちん

　 と並べて入れ といて くれたわ。その箱膳は使わへ ん時はね,つ みあげ ておいたの。

G.食 器の共用について

　　銘 々の膳を並べた真ん中に,大 鉢がおいてあ って,た くわんなんかのつけ物が盛 ってあ った

　わ。

　　箸箱は 白木の もので,み んな1つ ずつ持 ってたな,う ん,今 で も使 うてるよ。

H.食 事中に してはな らない ことについて

　　箸 の上げ下 ろ しい うんかね,箸 を くわ えなが ら口をき くい うのは,だ めや ったね。他所見 も

　 した らあかんか った。姿勢正 しく,正 座 して とにか く一生懸命 いただ くい う感 じや った。お し

　 ゃべ りはせ えへ ん し,何 しろ農家やか ら早 く食べる ことが大事や った。 くつろ ぐのはい ろ りば

　たにい ってか らや ったね。

1.食 事中のあいさつ につ いて

　　家長のお じい さんが,rほ な食べ よ うか。」言 うて,そ した ら皆が 「食べ よ」「食べ よ」い う

　て食べ始めたわ。「いただ きます」なんてい う言葉は使わへんかったね。食べ終わ った時は 「ご

　 っとつ う(ご っつ おう)さ ん」言 うたわ。

図115 図116
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2.ち ゃぶ台の時期(そ の1)

A.箱 膳か らちゃぶ台に変わ ったのは,文 化や ろねえ。手間がかか らんで し ょ。80cm×120　 cm

　 ぐらいの杉の木で作 った もんや った。ひ らけた うちか ら,し ょく台に変わ ってい ったんやね。

B.食 事 をす る部屋はや っぽ り水屋のへやや よ。真 ん中に し ょく台を置いただけ なの。

C.お じいさん,お ば あ さんが亡 くな ってね,あ ま り上座 ・下座 といわれ ん よ うに なった(図

　116)。 み んなそろ って食べるんやけ ども,お 客さんが来た時は,お 客 さんだけ ゴザをひいたん

　 よ。で も,む しろだけで も,暖 かか ったけ どね。

D.私 が大 きなるにつれて,海 が近 いか らね,カ レイのとれ とれやサ・ミなんか を,70cm平 方の

　40cm深 さのザル にかついで持 って来 るのを買おたんやわ。 しょうゆで煮つけ るん よ。小学校

　6年 生 ぐらいのこ とや ったか いね。あ じろの港 か ら来るんやけ ども,リ ヤカーでも持 って来 よ

　 ったね。 そんなんは晩 ごはんの時に食べたんや。

　　祭 りあ るき言 うてね,氏 神 まつ りの時 は親戚同士回 り歩 いて,ご 馳走を食べたん よ。 くず し

　 もの言 うた ら,か まぼ こやち くわの ことや し,魚 はおす しに して あったわ。

　　 肉はほ とん ど食べへ んか った。 うさぎ程度の もんやね。

E.こ れはおぜんの時 と変わ らん よ。晩 しゃ くかて してたね。

F.と うかず らで編 んだ茶わん カゴに入れて,い けすに持 ってい って,そ このイ デ(井 田)い う

　 ところで洗 ってね,そ れ をそ のままそ こにおいと くんよ。 日光での 自然乾燥 と消毒やね。今考

　 えたら,き れいなんか ど うかわか らんけ ど,水 は きれか った し,み んなぞない しとったか らね。

　 夜は うちに持 って帰 って,流 しの ところにふ きんをかぶせて置い といた。 おば あさんか,お か

　 あ さんが したわ。 箸 もいけす で洗 って,お かあさんが箸箱に入れ といて くれた ん。

G.し ょく台になって もね,お つけ ものを入れてある大皿があ った くらいやね。 魚の煮つけなん

　 かは,一 人一人に盛 りつけてあ った。大皿の ことは 「さはち」い うん よ。

　　 食器はね,こ の ころは,「 か らつ売 り」 とい う。夜店 として香師がね,カ ーバイ トたいて売

　 りに くるん よ。瀬戸 ものの ことやね。 それを 「か らつ もの」言 うの。それが来 ると,夜 起 きと

　 け るか ら,大 好 きや ったね,う ん,箸 箱はその時 もず っとあった よ。

H.箸 をひ っくり返 して,大 皿 の もんを取 らん と,お じいさん に手をたたかれたね。 おかあ さん

　 は分限者の とこか ら嫁 さんに来た人 らしく,大 皿に,さ い箸 が添 えられてた こともあ ったけ ど,

　 大抵,箸 をひ っくり返 して 自分の手元 に取 つたんやわ。

　　 それか ら,ご はんの茶わんを持 って,も うかた っぼ うの手 で,お 汁のわんを持つのは,も の

　 す ご う怒 られたんや で。

　　 お しゃべ りもね,何 とな しに,だ んだん しゃべ るよ うにな ったな。 もちろん正座やけど。

1.お じいさんかお とうさんが,「 ほな ら食 べ ようぜ。」言 うて,食 べ始めたわ。おわ りは 「ご っ

　 そ うさん。」やね。

J.お じいさん とお とうさんが,今 日の田んぼの植 え付けが どうこうとか,牛 の話 とか池の投網

　 の話 とか,百 姓仕事の話 を してた んやわ。投網言 うた ら,お も りがつい とってね,舟 か ら池 に

　 投げ ると,ふ なとかせい ごとかがかか っとるもんや。

2.ち ゃぶ台 の時期(そ の2)

A.昭 和10年 に神戸に出て きて,12年 に結婚 して,お じいちゃん(聞 き手か らの立場。話者 の夫)

　 の仕事関係で,県 に行 ったん よ。K社 の指導員でね。 お じいち ゃんと,そ の弟 と私 の三人で住

　 ん どった。社宅でね,県 のN町 とい うところ。丸い しょく台や ったね。

B.食 事は,茶 の間 と呼ん どった三畳 の部屋でね,水 屋 をお いてたわ。

C.座 席は,流 しの方が下座で,そ の向かいにお じいち ゃん。下座か ら見て右側に,弟 が座 っと
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　ったかいなあ。 タタ ミの部屋で,座 布団はお客 さんだ

けで,松 の葉模様のお し りがのるだけの小さいもんや

　った。

D.今 よりぜいた くなん とちゃ うか しら。晩にはまつた

　けが,い っぱ いあ った りしたか らね。

E.給 仕 なんかは,私 が した よ。 お じい ちゃんが一番先

　で,弟,私 の順。晩 しゃ くは,二 合 ぐらい しよったわ。

F.食 器洗いは,私 が した よ。洗 った食器は,ふ きんで

　ふいて,水 屋 に しも うたわ。

図117

G.箸 箱は,め お と箸箱 い うて幅が倍 になっとって2ぜ ん入るのを使 うたわ。めお と茶わんなん

　かは,欠 か した り割 った りす るのは絶対 あかんの よ。

H.J.お しゃぺ りは 自由や ったね。工場 とか飛行場の話 とか,野 球の話をね,お じいち ゃんが

　 ようして くれた。

1.食 べは じめは 「いただきます。」おわ りは,「 ごっそ うさん。」

3.現 在の時期

A.昭 和40年 ごろや ったかいな,台 所の板の間にテーブル置いて使 い始 めた んは。冬は こたつ を

　置いたこ ともあ ったけ ど。お じいちゃん(話 者 の夫)と,ひ いおばあちゃんと(話 者の姑)息

　子 と娘 がおって,教 職員住宅の団地に住 んどったんやけ ど,お じいち ゃんが高校の教師や った

　か らね。神戸市垂水区H町 。

B.「 台所」 い うて呼 んでたや ない の。あそ こは,6畳 か8畳 か どんな もんかなあ。流 し台 とか

　冷蔵庫,水 屋なんか置 いてたわ。

C.座 席はひいおばあちゃん が部屋 か ら近 い所で しょ。 あ とテ レビを見 る位 置なんかで 自然に決

　 まってい ってたね。私 は流 しに近 い所 が便利やか らね(図117)。 座布団は椅子に上に敷いてた

　時 もあった。

D.別 にど うこうい うて変わ らへんの よ。で もおばあちゃん(話 者 の姑)が 北海道の生 まれ でね,

　 魚が好 きな人や ったか ら,昼 は魚をかか したことあ らへんか った。晩 も,魚 の煮つけや とか,

　 野菜,お か らをたいた もの,と うふのみそ汁 とかそんな もんや った。

E.給 仕 とかは私が したわ。 今は,一 人で住んど うけ どや っぱ り,仏 さんにお供えするのが先や

　 ね。

F.茶 わんカ ゴが あった し,流 しで洗 うて,水 を切 ってふ きん でふいて,し も うて,そ れで しま

　 いやね。 全部私が後かたづけ した よ。

G.私 はあんま り大皿に盛 るの好きや ないねん。残 った時困るか らね。鍋 か ら小皿に銘 々わけて

　 たわ。今で もそないす るね。箸箱は もうず っと使 うとる よ。

H.茶 わんを持 つ時は手を添え る。昔 か らそ うやけ ど,手 盆 の時は,「 手盆です んませんな。」 と

　 一言 い うとかね。 おならなんかは怒 られ たで。

1.「 いただ きます。」言 うて,食 ぺ終 わ ったら,現 在は 自由やね。「ごちそ うさま。」言 うた り,

　 「失礼」言 うて席立 って もよか った し,「ああおなか いっぱいにな った。」言 うて背のび した り

　 な。

J.お しゃべ りは,お じいち ゃんが学校の話 した り,ひ いおばあちゃん と しゃべ った り,昭 和 の

　 33年 や ったかな,ち ょっと忘れたけ どね。「星影の ワルツ」が大流行 して,(ひ い)お ぽ あちゃ

　 んがそれが大好 きや った もんで,よ う歌 うとた りしてた。
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調査者　No.158(m)　 　　　　　　　　　 調査 日　 昭和58年8月18日(木 曜 日)

被調査者　 S.N.　 性別　　　　　　　　　 出生年　 大正6年(66歳)(第4子)

出生地　宮城 県栗原郡S村

生家の職業　 農業

現住所　宮城 県栗原郡T町

住所の変更 とその年度　宮城県栗原郡S村 一東京(昭10)一 宮城県栗原郡S村(昭21)-T町(昭

45)

最終学歴 　高等 小学校2年 　　　　　　　　 結婚　昭和10年(19歳)

被調査者 との関係

1.お 膳の時期

A.食 事の形式 と家庭環境について

　　図118に 示 した よ うな,お 膳 を使 っていた。左 の猫足膳が一般に使われた ようだが,猫 足 と

　はい って も,四 本 の足のいわゆ る猫足膳 とは外見上大 きく異 なってい る。右側 は高膳 と呼んで

　いた もので客用 かまたは上流階級の人 が使 った よ うだ。 お膳 はすべてほぞ組み で,く ぎは使わ

れなか った。 いつ頃か ら始 まったかは不明 であ るが,生 まれ た時か ら昭和10年 の結婚(当 時19

　才)ま で使用 した とのことであ る。

　　この時期の家族構成は祖父母2人,親2人,兄 弟7人,孫1人,そ れに兄嫁1人 の計13人 家

族で,当 時 としては きわめて一般的な家族構成であ った。そ のときの住所は宮城県 と岩手県の

　県境に近 い宮城県栗原郡S村 で,住 環境は,米 作畑作 を中心 とす る農業地で,戸 主の職業 も農

業であ った。食事 の形式が変化 したのは,前 記 した ように結婚のためであ った。

B.食 事をする部屋 について

　　食事をする部屋 のことを 「台所 」 といい,今 でい う,食 堂,居 間,応 接間,台 所を兼用 して

　いた。部 屋の情景は囲炉裏が2つ(1つ は客の接待用),カ マ ド,井 戸(上 流家庭)な どがあ

　った。部屋 の大 きさは30～40畳 ぐらいあ ったが,畳 は敷 いてな く板の間であ った。部屋 は図

　119の よ うに囲炉裏を囲み,大 黒柱に向 って正面が上座,左 が客座,右 が苺 産にな り,一 番離

　れた下座 は一段低 くな っていて,そ こか ら木を くべた りしたため,木 の尻が向 くとい う意味で

　采玩 りと呼ばれ てお りここに嫁 がすわ った。

C.ど の ようなすわ り方で食べたか

　　座席はB.で 示 した よ うにすわ ったが,子 供たちは客座や下座な ど適当にちらぼ った よ うで

　あ る。ただ し嫁 いだばか りの嫁 さんは木尻 りか ら上にあがることを許 されなか った。食事は板

　目に じか にすわ って皆い っしょに食べた。座ぶ とんはなか った。客が きたときは,客 座に ゴザ

　を敷いて接待 した。

図118
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D.ご 飯のほかには,何 をたぺ,何 を飲んでいたか

　　朝食,み そ 汁,お しん こ,納 豆(自 家製で ときどき食べた),

大根 おろし,な ど。

　　昼食,み そ汁,お しんこ,そ れに 自分 の畑 でとれた,い も,た

　けのこ,な どを煮 こんで出 した。

　　夕食,み そ汁,お しんこ,そ れに魚や煮 ものをたべた。肉は値

　が高いことや品が薄 いため食べ なか った。家に よっては,う さぎ

　を飼 って,盆 や正月につぶ してその肉をたべた ところもあ った よ

　 うだが,Sさ んの実家 では"四 つ足は食 うな"と い うことで肉は

　 とらなか ったそ うだ。家長 や長 男が特別な待遇 を受 けることはな

　か った。

E.食 事 のときのご飯の給仕 について

　　 ご飯は嫁 さんや母 さんが よそった。給仕はたいへん重要な こと

　で,次 の よ うに言われた そ うだ。"一 人で十人前の給仕を しなが

　 ら食べて一人前"と か"嫁 にへ らをあずけ る"と か。後者は,嫁

　に労働を左右す る食事の責任 をまかせ るとい う意 味だそ うだ。 よ

図119

そ う順番 は祖 父,祖 母,父,長 男……,と い うふ うに年齢 と性別を組み合わせ て順 に した よ う

　であ る。仏様 のお供えは,お 茶,水,ご 飯を毎朝食前に供 えた し,神 様には毎 月でな くて も,

1日,15日,30日 の月3日 は茶,水,ご 飯な どをお供え した し,ま たこの月3日 は,農 業をす

　る人には休みにあた る月だ った。晩 しゃ くは爵 きな人はのんだそ うだ。買 って きてのむ とい う

　ことはほ とん どな く,"ど ぶ ろく"が 主だった。酒は相当の贅沢だ った。

F.食 事のあ とかたづけ について

　　食後,茶 わ んに湯を入れ漬け物な どを使 ってすす ぎ,自 分 のふ きんでふいて膳に置 きふ きん

を して,た べ終 った順 に膳を下げた。膳 は戸棚に順 々に重 ねていった。汚れのひ どい 日(納 豆

　などをたべた 日)や,き れい好 きの人は 自分 で洗 って,し ま った ようだ。

　　また"精 進"と い う日があ って,そ の 日には嫁 さんが皆の食器 を洗 った。精 進 とは亡 くなっ

　た人 の命 日が年一回あるが,そ の月をはず して 日だけを考え毎月,年12回 まわ って くる 日のこ

　 とである。Sさ んの家 では亡 なった人が多か った とい うことで,割 と頻繁に食器を洗 っていた

　そ うだ。い くら井戸があった とはいえ,井 戸か ら台所のかめや,風 呂に水を くむ ことは きつ い

　作業 だった し,下 水 もくみあげて畑に まいた時代 なので,水 は非常に重要な ものであ った。 そ

　のため毎 日食器を洗 う作業 を しなか った。

G.食 器 の共用について

　　共 用の食器には納豆鉢 とか,お ごご(つ け物)用 とか,特 別におかずを作 った ときの大 きめ

　の食器 な どが あった。箸箱は存在 していなか った。

H.食 事 中に してはな らない ことにつ いて

　　箸の上 げ下ろ しは,ま よい箸,わ た り箸な ど注意 された(話 を聞いている うちに,"ま よう

　 くらい品数が なか った"と 笑いが出た)。 上げ下ろ しについてはそれほ ど厳 しくなか ったが,

　箸 のもち方 は厳 しく躾け られた。食べ る順序は別にな し。ただ まんべんな く食べ ることぐらい

　で ある。食事 中のお しゃべ りは厳禁,た だ し"お い しいネ"ぐ らいは話 した。食事中の姿勢は

　男女 とも正座でたべた。 この姿勢 ど,お しゃべ りだけは相 当厳 しか った。

1.食 事中のあい さつ について

　　食事は皆 まとまって とったが,な にぶんいそが しか ったので食 べは じめは,図120の よ うに
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図120 図121

箸 を もって軽 く会 釈を して食 べ始めた。"い ただ きます"さ え言 わない ことが多か った。食べ

　おわ りにはやは り"ご ちそ うさま"を 言 って各 自膳 を下 げす ぐ作業に と りかか った。

J.食 事 中の話題について　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　一

　　食事 中に話をす ることはなか ったが,夜 風呂にはいる前,家 族が集 まった ときに話 した。話

　 しの内容 は作物の話や世間話 だ った。一 日の うちで,こ の風 呂にはい る前の時間だ けが家族 の

　だんらんを味わえた時だ ったのだろ う。

2.ち ゃぶ台 の時期

A.食 事 の形式 と家庭環境について

　　図121の ような飯台 で食事 を していた。結 婚 して東京 に出た昭和10年 か ら始 ま りつい7～8

　年前 まで使われ ていた。家族構 成は最初2人 それか ら子供 が生 まれ最終的には本人 か ら見 て,

　親(母)1人,本 人,夫,子 供6人 の計9人 家族にな った。結婚当初は東京に住んでいたが,

会社(工 場)に 遠か ったため栃木,群 馬 など何度か住 まいをかえている。そ して終 戦で宮 城県

栗原郡S村 にもどってきたのは,昭 和21年10月 か11月 だ ったそ うだ。関東にい るときの戸主の

　職業は軍 の飛行場での勤務だ った。飛行場では100人 に及ぶ工員を使 っていたが,終 戦 と同時

　に飛行場 は閉鎖 され職業を失な った。 この時,人 手の必要だ ったS村 に呼びもどされ仕事 を手

　伝だ ったが,肩 身 の狭 いお もいを し,こ のころが一番生活が苦 しか ったそ うだ。関東にいる と

　 きは会社 の団地 に住 んでいた。呼び もどされた ときも一年間は貸家住 まいだ った。その後 は子

供が大 きくなって新居を建て るまで,実家 にもどった。この新居か ら飯 台はな くな り椅子式 テ ー

　 ブルにな った。

B.食 事をす る部屋 について

　　今後は,関 東 の団地生活にあわせて話 を進め る。食事をす る部屋 の ことを 「茶の間」といい,

　食事 と接 待をす る場所だ った。大 きさは4畳 半で茶 ダソkが ある ぐらいだった。

C.ど の よ うなす わ り方 で食べたか

　　座席は2人 だ ったので上座に戸主,下 座 にSさ んがすわ った。朝 は2人 で食べたが,勤 めが

　あ ったので,夜 はバ ラバ ラで外食ですませ るこ ともしば しばあ った。茶 の間には畳 が敷 いてあ

　 り,結 婚祝いに座ぶ とんをもらっていたので,2人 とも座ぶ とんを敷 いて食事を とった。

D.ご 飯のほかには,何 を食べ,何 を飲んでいたか

　　朝,豆 腐,納 豆,焼 魚など,以 前 と大差な し。

　　昼,弁 当を作 って もってい った。

　　夜,肉,魚 な ど,以 前 とちが って肉料理 を して食べ るよ うにな った。 肉料理な ど,た べた こ

　 ともなか ったので,肉 を買 うご とに店の人に料理 の作 り方をおそわ って食べたそ うだ。

E.食 事の ときの ご飯 の給仕につ いて

　　奥 さんであるSさ んが よそ った。順序は戸主 によそ って,そ れか ら自分が よそ った。神棚 も

　仏殿 もなか ったのでお供えは な し。晩 しゃくは毎 日コップで一パイずつ。 このころは米一升二
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銭であ り,Sさ んの旦那 さんの給料は75円 だ ったそ うで,生 活は楽だ った。

F.食 事 のあ とかたずけについて

　　この時期 になると各家庭 に水道が普及 したので,食 事 の後片付けは大き く変わ った。食後 に

茶わんや箸を湯でゆす ぐことは しな くな った し,毎 度,奥 さんが2人 分の食器を下げ洗 ってい

　る。そ して洗 いカゴに入れてふきんをかけ,戸 棚 に入 れておいた。

G.食 器の共用 につ いて

　　まだ2人 での生活だ った し食器 の数 も少ないので,共 同の食器はそれほ どなか ったが,漬 け

物な どは一 つの器 に入れて出 した。箸箱は弁当についているのみ。

H.食 事中に してはならないことにつ いて

　　食事中のお しゃべ りは農家ではいけ なか ったが,勤 めに出るよ うにな ると食事 のとき以外は

　話す暇がな くなるので,よ く話 した。箸 の上げ下ろ しな どは子供 のころ躾け られ ているので,

　別に特に食事のマナーについて考えた ことはない とい う。

1.食 事中のあいさつにつ いて

　　食前に"い ただきます",食 後に"ご ちそ うさま"で あ る。

J.食 事 中の話題について

　　世間話や家庭内のこ となど,と にか くいろいろ自由に各 自しゃべ った。

3.現 在(椅 子式テーブル)の 時期

A.食 事 の形式 と家庭環境 につ いて

　　図122の ような一般に売 られている4人 用椅子式 テ ーブルである。 実際に 「テーブル」 と呼

　び,7～8年 前か ら使 用 している。現在家族4人 で生活,宮 城県栗 原郡T町 が現住所で,先 に

　出たS町 とは隣町 どうし,10km　 ぐらいの距離 にある。住環境 は住宅地で戸主(Sさ んの息子)

　の職業 は地方 のバス会社勤務 である。

B.食 事 をす る部屋について

　　食事 をす る部屋は 「おか って」 と呼ぽれ,い わゆる台所で ある。調 理お よび食事以外には,

　あ ま り使われ ていない。大 きさは8畳 程度,戸 棚 が2つ,冷 蔵庫2つ な どである。

C.ど の ようなすわ り方でたべたか

　　が しに近 い ところに嫁 さん,い ちばん奥に旦那 さんがすわ る。あ とはSさ ん と,孫 がすわ る。

　戸主の職業の都合 で早晩 とか遅番 とか があるため,そ うした 日にはそ ろって食べ られな い。晩

　はほ とん ど3人 で食事 をとっているそ うだ。 おか っては装飾された板がは ってある。 テープル

　なので座ぶ とんはな し。茶の間に座ぶ とんがおいてあ る。

D.ご 飯のほかには何 を食べ,何 を飲んでいたか

　　朝,ご 飯は食べない,牛 乳 とくだ ものを

　 ミキサ ーに入れて ジュースと してのみ,す

　 ませ る。た りない と感 じたときは,そ の人

　 がか ってに何か食べる。

　　昼,弁 当。

　　 晩,若 夫婦は勤めに出ているので,Sさ

　 んが材料 を用意 してお き,嫁 さんが きた ら,

　 い っしょにつ くる。料理好 きのお嫁 さんな

　 ので内容はいろいろだが戸主が魚をあま り

　 好 まないので主に 肉料理にな る。戸主が特

　 別の物を食べる とい うことはない。　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　 図122
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E.食 事 のときのご飯の給 仕について

　　ご飯 は嫁 さんが よそ った。 ただ し,ご 飯を よそ う順は,席 についた順にす る。Sさ んの家で

　は,神 仏 に水,茶,ご 飯を供 え,毎 朝毎晩 と りかえ る。戸 主の晩 しゃくは毎晩(夜 勤 を除 く)

　コ ップで1パ イ ぐらい飲むそ うだ。

F。 食事のあ とかたずけについて

　　戸主を除いて,食 べおわ った順に食器 を自分で下げ る。 食後 茶をのむ前に食器を嫁さんが洗

　って しまう。洗 った食器は洗い カゴに入れてふ きんをかけて戸棚にお く。

G。 食器の共 用につ いて

　　やは り,つ け物 を入れ るものや,煮 物 を入れ るものがあ る。 最近 では料理を大 きな器1つ に

　入れ,各 自が小皿 などにとって食べ ることも多い よ うだ。箸箱は弁 当以外な し。

H.食 事中に してはならない ことについて

　　最近は食事を楽 しむ とい う考 えが普及 したせいか,あ ま りとやか くいわない ようだが,テ ー

　 ブルなので孫が足 を投 げ出 して,テ ープルにひ じをついて食べ ることが ある。 そ うい うときに

　は姿勢を注意 した りする。 その他は,あ ま りない。

L食 事 中のあい さつについて

　　食事 中のあ いさつは,食 前"い ただ きます"食 後"ご ちそ うさま"で かわ らない。

J.食 事 中の話題について

　　主に嫁 さんが話す。会社 での こと,世 間話な どやは り肩 のこ らない話が多い。

調査者　No.160(f)　 　　　　　　　　　 調査日　昭和58年8月21日(月 曜日)

被調査者　M.A,　 性別　 f　　　　　　　出生年　明治43年(72歳)(第3子)

出生地　愛知県蒲郡市T町

生家の職業　漁業

現住所　愛知県蒲郡市K町

住所の変更とその年度　愛知県蒲郡市T町 一愛知県蒲郡市K町(昭4)

最終学歴　尋常小学校　　　　　　　　　　結婚　昭和4年(19歳)

被調査老との関係　祖母

1.お 膳の時期

A.食 事 の形式 と家庭環境 につ いて

　　 「ふたが きせ るようになっとって,ほ いで とって,あ あぬけ て食べる。」

　　茶わ ん,お わん,箸 。「箱膳」 と呼んでいた(図123)。

　　 「子 どもの ころか ら,お らと うが家を出る までの昭和12年 ぐらい まで箱膳 で食 っとった。」

　　 「お じいちゃん とおばあちゃん と(自 分 と自分 の夫 のこと)親 がふたいう と息子 とや っさん

　 と。」一義理の両親,夫,自 分,義 理の弟二人の計六人。

　 、当時祖母た ちは愛知 県浦郡市K町 に住んでいた。 当時か ら現在に至 るまでK町 は漁業水産業

　に よって,多 くの人 々が生計 を営 んでい る。

　　戸主 の職業 はもちろん漁師であった。食事の形式 の変化は 「おらが うちは,じ せ いにかわ っ

　たわけだ。移 りかわ りの時だわな。」(じ せいに一 自然に)

B.食 事をす る部屋について
　 　 　 　 　 　 　 　 よ　ま
　　家は六 じょう四間(六 畳の部 屋が四つ)(図124)。
　 　 　 　 　 　 　だいどこ

　　 「今 じゃあ台所台所 ってい うがそ うじゃね え,お 勝手 ってい うだ。」

　　お勝手は食事以外には使われなか ったそ うであ る。 また調度品については,「 戸棚 ってい う

　が1つ あ っただけ。そん 中にい らん ものを入れ と くだ,み な。戸棚 ってい うは,箱 膳 や,お は
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図123 図124

　ちから,お べいか らみなのせ と く(戸 棚は三段 で,食 事の道具 を置 く場所だ ったよ うであ る)。
　 　 　 　 　 はいちヱう

それ と,"蝿 帳が1つ あった。"蝿帳"っ てい うは簑のま四角 いやつ。食 って残 ったものがね く

　さらん ように入れ と く,冷 蔵庫 のかわ りだ。」

C.ど の ようなすわ り方で食べ たか

　　 「まん中へおはち とお しい とおか まをおいて,ぐ ると ぐろに人がすわ って食ぺた。」(図125

参照)。

　　座席につ いては戸主が東向きに座 ることが原則 とされていた ようである。 また食事について

　も,み んなが一緒に食べな くてはいけ ないな どとい う堅苦 しい ものでな く,貧 しさと忙 しさの

　ため,同 時 に食べ ることを余儀 な くされていた ようであ る。

　　 「ごさってい うか,柳 のなんだ,"お すべ り"っ てい うだ。」「座ぶ とんなんか,あ らすか。」
　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　うすぺり

　　たぶん,お すべ りとは,ヘ リを附けた ござ,薄 縁 のことであ ると思 う(祖 母の発音が あい ま

　いなため,薄 縁 と聞 こ うと思えぽ,そ のように聞 こえて しまうような次第であ る)。

D.ご 飯の他 に何 を食べ何を飲んでいたか

　　 「朝は麦 め しにお しい。」

　　 「昼は寒 い ときにはみそ焼 き,熱 いときには,つ け もん。」
　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 おえ

　　 「夜は,う どん屋につ とめ とったで,う どんが多か った。」

　　 「みんな一緒,そ んな別の ものはち ょい ともない。」

E.食 事の ときのご飯 の給仕について

　　夫婦の場 合は,夫 にその妻が よそい,そ の他の者 は各 自よそ ったそ うである。 よそ う順番 に

　おいては 曽祖父,曽 祖母,祖 父,祖 母,そ の弟たち となっていたが,そ れ は絶対的な ものでは

　な く,時 に よ り前後 したそ うである。

　　 「ご飯が炊 ける と,お くさんを最初 に

盛 って,神 さんにあげてか ら,そ いか ら

みんなが食べ る。」

　　また晩 しゃくは 曽祖父は ときどきや っ

ていたが,祖 父は全 く酒が飲めないため

　や らなか った。

F.食 事 のあとかたずけにつ いて

　　 「お茶 を飲んで,き れいに して,そ い

　でふたをきせ と く。茶わんを三度三度洗

　 うことはせやへん。」 図125
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　　 「仕事 が忙 しい もんで,女 がかたずけるだが,自 分 自分でや ることもあ る。」

　　食器 は祖母か,曽 祖母 が週 に一度洗 うだけ だったそ うであ る。

　　箱膳 は前述の よ うに戸棚 に収め られた。

G.食 器 の共用について

　　共用 の食器は うどん(う どんは主食ではな く,家 庭でか こむおかずだ ったそ うである)を 入

　れる どんぶ り,魚 な どを盛 るお皿(漁 村であるので魚は豊富で,家 族 で一つの皿 を囲む ことも

　あ ったが,1人 ひ と り皿 にもって食べたこ ともあ ったそ うである)。

　　 「お膳 に入れ とくで,箸 箱なんかはね え。」

H.食 事 中にしてはな らないこと

　　 「ご飯食べ る時 に しちゃいけない こととか あった?」

　　 「そ んな ことは,な んもね え。」

　　 「食べ る順序 とかあった?」

　　 「食べ る順序なかね え。」

　　 「食べ るときに話 しちゃいかん とか?」

　　 「そん なことは ねえ。そや あ話なんか,し へんす るだ あ。」(し へん一 とて もよく)

　　 「正座 とか して食べ てた?」

　　 「男はあ ぐらか いて,女 はすわ って。」

1.食 事中のあいさつにつ いて

　　 「いただ きます とか言 った?」

　　 「そんな しゃれ たことがあ らあか。 お しが と うは代がかわ ってきた もんで。 おら,子 どもひ

　とね る時に,い た だきますなんて言 ったことがねえや。 そんな しつけ もしてね え。」

J.食 事中の話題 につ いて

　　 「朝はそんなことね えが,晩 にはな。みんな話 しあって食べ るはな。いろんな しゃば のわけ

　ことがで きて くるもんでな。」

　　思 っていた よりも,か な り砕けた食事風景が浮かんできた。大 きな海を相手 として,仕 事を

　 してい る男たちと,そ れを ささえ,忙 しく働 く浜辺の女た ちの食事の中には,格 式ぼ った もの

　などかけ らもない よ うに思えた。

2.飯 台の時期

A.食 事の形式 と家庭環境について

　　 「飯 台」 と言 っていた(図126)。

　　昭和十二年 ごろよ り私たち と祖母た ちが同居 する昭和五十一年の四月まで祖母たちは,飯 台

　で食事 を していた。

　　飯台が,箱 膳時代の中心に入 るだけでほ とん どかわ りはなか ったそ うであ る。

　　住所 も職業 も前述 と変 化せず。

B,食 事 をす る部屋について

　　 「昭和二十年の地震で,家 が しゃあけた もんで小屋に暮 らしとっただ。半年 ぐれ いな あ。そ

　いで水道 とか を使 うようになって,そ いで畳 になっただな あ。」

　　依然 として,そ の部屋 はお勝手 と呼ばれ,調 度 品もたい した変化はなか った。昭和二十年 の

三河大地震 で家屋の半数 以上がつぶれたため,生 活の一つの転機 となった。

C.ど の ようなすわ り方で食べ たか

　　家族全員がそろ って食 べ,震 災後は畳をお勝手 にも敷 くようになったが,座 ぶ とんは,使 用

　されていなか った。
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D.ご 飯のほかに何を食 べ,何 を飲んでいたか。

　　箱膳時代 と,ほ とん どかわ らぬ食生活であ ったが,戦 時 中,震 災後な どは,ひ え,な んぽ と

　 う(と うもろこし),い も,い ものつ るな ど,さ らに乏 しい食生活 とな ったそ うであ る。

E.食 事の ときの ご飯の給仕 につ いて

　　 「飯台 なら,お か まを まん中に置 くことがで きいせ んで,お れやおおばあさんが よそ ってや

　るだ。」

　　 よそ う順番,神 仏へのお供 え,晩 しゃ くな どは,何 も変化はない。

F.食 事の あとかたずけについて

　　食 べ終 った後は,そ の茶わんをゆす ぐよ うに して,茶 を飲む習慣が祖母 たちにはつ いて いる。

　　 「ご飯が終 った ら,つ いでに洗 うだわ。洗 うのは女 の役 目だでな あ。」

　　 「昔は ざるがあ ってな あ,そ こへ茶わんをふせ といて,ふ きんをのせ とくだ。」

G.食 器の共用について

　　 「魚は な あ,1人 つつ別 々の皿6み なで食べ るんは肉を煮 たときや,肉 うどんに した ときだ

　な あ。」

　　共用の食器はあいかわ らず,ど んぶ りであ った。

H.食 事 中に しては ならない ことにつ いて

1.食 事中のあいさつ について

J.食 事 中の話題につ いて

　　 この三 つの項 目については変化はなか ったとい うことであ った。

3.現 在(椅 子式 テー プル)の 時期

A.食 事 の形式 と家庭環境について

　　テーブル と椅子。

　　昭和五 十一年四月 より始 まる。

　　夫,義 息子,娘,孫 三人(男 二人女一人)。

　　前述 と変わらぬ住所。

　　 ロープ工業 など多少 の発展 もあ るが,漁 業 で生計をたて る人は依然 と して多い。

　　義理の息子である戸主 は,工 業製 品の部 品等 を製造す る会社の会社員であ る。

　　祖父の病気等 で祖母 たちと私たちの同居 が決 ま り,家 屋を新築 し,洋 式 の生活 とな ったため,

食事の形 式 も変化す る結果 となった。

B.食 事をす る部屋 について

　　 「台所」 と呼ぶ ようになる。その部屋は食事 以外 に使われ ることはま った くない。その部屋

　 は六畳で,食 器棚二 つ,そ の他 ガス台,調 理台,流 しなどがあ るため,8人 家族の台所 として

　 は狭い。現在は,私 と兄が大学生 とな り家を出て生活 して いるため,充 分 のよ うであ る。

C.ど の よ うなすわ り方で食べ たか

図126 図127
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　　私 と兄 のいない現在 の食事は図127の ようである。母は常 に他 の家族 の食事 が終 ってか ら食

べ,父 は夕食は晩 しゃ くをす るため,ほ とん ど一緒に食べない ことが多 い。 また,祖 父母 たち

　 と,私 たちは食事をす るものが異な るので,一 緒 に食べない こともよくある。台所の床 は,板

ば りの洋間である。椅子 のため,座 ぶ とんは使用 しない。

D.ご 飯のほかに,何 を食べ,何 を飲んでいたか。

　　朝はみそ汁 とつけ物,の り,生 た まご。 これ は祖父たち も私たち も同 じものを食べ る。

　　昼は祖父母だけなので,魚 を煮た り,コ ロッケなどを買 った りしている ようであ る。

　　夕食は,私 たちは,カ レー,ピ ラフ,す きや きなどさまざまな ものを食べ るが,祖 父母た ち

　は,そ うい うものを好 まないので,魚,豆 腐,野 菜 の煮物を食べ る。 しか し,特 別 に誰かだけ

　がちが うものを食べる ことはなか った。

E.食 事 の ときの給仕について

　　祖父の ものは常に祖母が よそ う。 あ とは,母 または私が よそ う。祖父母たちは,歯 が悪 いた

　め,お かゆに近 いご飯を食べ るので,我 家では毎 日二度 ご飯 を炊 いてい る。そのため祖父母 た

　 ちと私たちでは食事が分離 して しま う。 よそ う順は,父,兄,弟,私 とい う順であ る。神様 へ

　は,祖 母 が,ご 飯がたけ るとす ぐによそ って,お 供えをす る。

　　私の父は毎晩,晩 しゃ くをする。

F.食 事のかたず けにつ いて

　　食後す ぐに,祖 父母 のもの も一緒に,母 か私が洗 う。洗 った食器 は食器棚へかたずけ る。

G.食 器の共用について

　　食器は特別に,ど れ が誰の もの とは決ま っていない。 きの う父が食べ た茶碗 で,き ょうは兄

　 が食べてい るとい うこ ともよ くあ る。共用の食器は,大 皿,は ちな どた くさんある。たいてい

　 の場合,お かずは,そ うした ものに盛 りつけ られ る。箸箱はない。

H.食 事中 に してはな らないこ とについて

　　特別 してはな らない ことはない。 しか し,あ ま りに行儀が悪 くて しか られることはある。

1.食 事 中のあ いさつについて

　　 兄 ・弟 ・私 の三人 は,「 いただ きます。」「ごちそ うさま」 とあい さつをす るが,他 の家族は

　 した り,し なか った りである。

J.食 事 中の話題について

　　 食事 中に話す ことは,や は り,そ の 日に起 こった こと,近 所 の人たちの,お めで たや,悲 し

　 みについてである。

調査者　No.165(f)　 　　　　　　　　　 調査日　昭和58年8月13日(土 曜日)

被調査者　M,F,　 性別　 f　　　　　　　出生年　大正3年(69歳)(第3子)

出生地　群馬県安中市G村
生家の職業　農業(主に養蚕)

現住所　群馬県安中市S町

住所の変更とその年度　同じ村内での変更あり(結婚に伴い)

最終学歴　高等小学校　　　　　　　　　　結婚　昭和16年(27歳)

被調査者との関係　父の知人のお義母さん

1.箱 膳の時期

A.食 事の形式 と家庭環境 について

　　 「おぜん」 と呼んで,昭 和22～3年 頃 まで(戦 後 まで)使 用 していた。箱膳は,塗 り物 で,

釘 を使わない組木なので,す ぐに こわれやすかった(板 の厚 さも5mmく らい)。
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　　 「おぜん」 の上 の食事の形式 はだ いたい図128の ようで,い た って質素だ った。

　　当時 の家族構成 は,祖 父 ・祖母 ・父 ・母 ・Fさ ん(被 調査者)と きょうだ い(男2人,女3

人 の5人 きょうだ い)の9人 家族だ った。

　　場所は,群 馬県安 中市G村 で,そ の後 も村内で移転はあって も,Fさ んは村か ら出た ことは

　ない。

　　住環境は(現 在 も)農 業地で,当 時は特に 「おかい こ」(養 蚕)が 盛んだ った。その他に,

　自給 自足の為 の作物,米 ・麦 ・とうもろこし ・芋 類な どを作 っていた。

　　 「おぜん」が消えたのは,直 接には箱膳その ものが古 くなって使用に耐 えな くなったので,

　その頃 出てきた 「ちゃぶ台」に替えた。「ちゃぶ台」に替わ る直前,男 の人は最後 まで箱膳を

使 って いて,そ の間家族は板の間に じかに食器を置いて食べ ていた,と い う時期 もあった。

B.食 事をす る部屋 について

　　 「おか って」と呼んで,そ の場所は食事の仕度 と食事をする時にだけ使用。六畳位 の広 さで,

部屋 の隅にお膳を しま う棚があ る以外 には調度品はなか った。

C.ど のよ うなすわ り方 で食べたか

　　図129の 様な形 にだいたい決 まっていた。 … 「平均農家はそ うい うしきた り」だ ったそ うだ。

板 張 りで,そ こに じかにすわ って(座 布団もな し)食 べた。

　　食事 はだいたい,皆 一緒 に食べた。

　　 「おとこしゅ」 が先 に食べ るとい うようなことは なか った。

　　おか ってに隣接 して下 の方に,い ろ りがあって,そ こで煮た きしたものを出 していた。

D.ご 飯 の他に食べていた もの

　　朝:つ け もの,お みそ汁程度。

　　昼:鉄 火みそ(野 菜 いため の一種),に しん,く じらな ど。

　　晩:煮 込みな ど。

　　全体 に,肉 ・魚類 は滅 多に出なか った(肉 などは お正月に出 るくらいだ った)。

　　献立 は皆同 じで,特 別 に差別す るよ うな ことはなか った(こ のあた りに 「かかあ天下」 と言

　われるゆえんがあ るのか もしれ ない,と の こと)。ただ し,「働 くことが最 も大切」 とい う考 え

　なので,働 いた人(つ ま り男の人)が 多 く食べ る,と い うことはあ った。

　　 また,ご 飯 も普通の米飯ではな く,麦 と米 とを半 々(か,麦 が多 い くらい)に まぜ た麦飯 で,

　時には代わ りに,さ つ ま芋,じ ゃが芋,え ん どうなどが まざることもあった。 とにか く粗末 な

　食事だ ったそ うであ る。

E.ご 飯の給仕

図128
図129
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　　 「おんな しゅ」が,祖 父 ・父 ・子供 ・女 の順 でよそ っていた。 また,朝 だけは,仏 様 に小 さ

　なお茶碗に ご飯を よそ って供 えていた。お供 えは,ご 飯を"煮 た"時,"変 わ りもの"が 出た

　 ときに していた。晩 しゃ くは まった くなか った。

F.あ とかたづけ

　　 自分のお茶碗をお茶でゆすいで,そ のまま箱に しまっておいたのを,後 で女の人 がおかって

　の隅の棚の上にお いた(膳 は一つ一つが違 うもの で,ひ との ものを間違 うことはなか った。中

　のお茶碗は,2,3日 ごとに女の人が洗 っておいた)。

G.共 用の食器

　　食事の時 には使わなか った。お茶の時間な どの とき,煮 物 などを皆で食べた り,食 後 の残 り

　物をのせた りす る時にだけ使 った。通常 の食事では,各 々の皿 に一人分ずつのせ てあった。

　　たけた ご飯 を ・おひつな どに移す ことはな くて,た いたか まの まま 「か ましき」(わ らを縄

　で まいて ドーナツ型に した もの)の 上 においた。

　　箸箱 はもともとな くて,め いめいの箸は,お 膳 の中にいっ しょに しまっておいた。

H.食 事 中に してはな らない こと

　　特別 に きび しい きま りはなか った(食 器 の並 べ方 ぐらいは決 まっていたが)。 姿勢は男の人

　はあ ぐら,女 の人は正座 して食べ ていた。お しゃべ りもか な り自由に していた。

1.あ いさつ

　　食べ始めは,お 膳が整 った順 に適当に 「いただ きます」 とあい さつ して,食 べ始めた。食べ

　終わ りも,食 べて しまった順 に 「ごちそ うさま」を して,食 器を箱に しまっていた。

J.食 事 中の話題

　　家族が好 きな よ うにその 日のできごとな どの雑談 を して,か な り自由な雰 囲気だ った ようだ。

2.ち ゃぶ台の時期

A.食 事 の形式は,お 膳 の上 のものがその ままちゃぶ台に移 った感 じで,ご く質素だ った。

　　お膳 が完全に消えた昭和22～3年 頃,周 辺の家 からだ んだ ん広 まって きたTち ゃぶ台」 に替

　わ り,引 越 してテーブルに替わ る昭和28年 まで使 っていた。

　　当時 の家族構成 は,養 父 ・養母 ・夫 ・Fさ ん ・子供5人 の9人 だ った。 その頃 もやは り村 じ

　ゅ うが農家であ った。

B.食 事 をす る部屋 は,お 膳 の時期 と同 じく,「おか って」 と呼んで,調 度 品も何 もない六畳 く

　らいの部屋だ った。つま り,「おか って」 とい うと食事をす るところ,「だ いどころ」 とい うと

　土間(食 事を作 る ところ)の ことを指す とい うこ とであ る。

　　 「おか って」 は,食 事 をす る以外に使用す るこ とはなか ったが,例 外的に夏の間だけ,家 中

　の部屋 いっぱいに"お か いこ"を 飼 って(か ご飼 いだった)い たので,「 おか って」 が皆の休

　む ところだ った。

C・ 上座に男の人,下 座に女の人,中 間に子供,と い うのはず っと同 じ(図130)。 お膳の時期の

　すわ り方が,そ のままち ゃぶ台の回 りに集 まった感 じ。　　 　　 　　 　　 　 一

　　食事は,皆 いっ しょに,や は り板 張 りのところに座 って食 べた。

D.全 般的に,農 業 でとれた野菜や"(お)さ つ ま"や じゃが芋 などを煮た りして食 べていた。

　　朝:つ け もの,か んづめ…中身は海 苔や昆布や具な どのつ くだにだ った。あ とは,飼 ってい

　た鶏の卵が毎朝出 ていた。

　　昼:野 菜 をいためた り煮た りしたものがほ とん どだ った。

　　晩:ご 飯 をた き直 さないので,「お っき りこみ」とい う一種 の煮込 み うどんが夕飯だ った。「お

　っき りこみ」には,う どん(市 販のものが 出回 るまでは,家 庭 で打 っていた)に,ね ぎなどの
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野菜や里芋,じ ゃが芋 などを入れて煮 こみ,汁 椀で食べていた。あ とは,つ け ものが出ていた

　くらいだ った。

　　もし,ご 飯 が余 っていれ ば,「 おとこしゅ」たちに食べ させてや った。

　　カレーの時(こ れは最上の ごちそ うだ った)や,さ んま ・に しん ・くじらな どの魚が ある時

だけ,も う一度 ご飯をた き直 した。

　　この頃,肉 類 をあま りとらなかったので,卵 が重要 な栄養源だ った。近所に病人が出た りす

　る と,家 で食べ るのをひかえて,そ ち らにお見舞代わ りに持 ってい ったそ うである。また卵 は,

たいていは焼 いた りせずに,直 接 ご飯 にかけて食べていた。

　　誰かが特別な ものを食べていた とい うこ とは相変わ らず なか った。せ いぜい食べ る量 に差 が

　あ るくらいであ った。

E.ご 飯 をよそ るのは女 の人で,順 序 は男→ 子供→女 と,お 膳 の時期 と変わ っていない。

　　仏壇へ のお供えは,毎 朝 ではな くて,変 わ りものがで きた時,"お 盆 さま",お 彼岸の ときに

　限 られるよ うにな った。

F.食 べおわ った ら,女 の人や子供が片付 けを して,す ぐに洗 った。だか ら,お 茶 でゆすいだ り

　す ることもな くなった。

　　水は,ち ょっと遠 くにあるつるべ井戸か ら毎 日汲んで きて,大 きな水かめにためてお いた。

　そのため水は,た いへん貴重 だ ったので,米 の とぎ汁や,茶 碗を洗 った水は,「 ゾウズ オケ」

　とい うおけ にためてお き,馬 に飲み水 と して与 えた。 また,風 呂水 もす ぐには捨てず,水 ため

　にためておいて,畑 に まいて こや しに していた程,水 を ムダには しなか った。

　　洗 った食器は,お か っての隅にある,竹 で編んだ 「ちゃわんか ご」 に しまっておいた。

G,お しん こ ・野菜 を煮た り(エ ン ドウや ナスな ど)い ためた り(キ ャベ ツなど)し たものは,

　大 きな皿に盛 っていた。その他のおかず も,魚 をぬか して,だ いたい一緒 の皿で,直 接 そ こか

　 ら取 って食 べていた。

H.お 膳の時期 と同様,マ ナーに うる さくはなか った(食 事 中 トイ レに立つ と文句 を言わ れ る程

　度だ った)。

1.や は りお膳の時期 と同 じ。皆がそろ うのを待 ってか ら後は,め いめいが好 きなよ うに してい

　た。

J.上 と同様,昔 か ら食事 中の内容は変化 しないよ うであ る。

3.テ ーブルの時期

A.昭 和28年,現 在 の場所 に引越 して きた(同 じ村 内で移 っただけ)。 その時,テ ーブルにな っ

　た。

図130 図131
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　　引越 した当時は,養 父 ・養母 ・夫 ・Fさ ん ・子供6人 の10人 家族だ ったが,2,3年 後に老

夫婦が亡 くなって8人 とな った。現在はFさ ん夫婦,娘 夫婦,孫2人 の6人 家族。

　　住環境は変わ らず農業地 だが,15年 位前 に専業農家が減 り始め,現 在専業の家は村に まった

　くな くなって,半 農半サ ラのよ うな家にな って しまった(仕 事のあいまに農業 をや る,い わゆ

　る家庭菜 園を大規模に した ような形)。

　　Fさ んの家 も同 じく,若 い人は勤めに出て,老 夫婦が小規模 に農業をや っている(養 蚕 も少

　しはや っているそ うだ)。

B.引 越 した当時は,土 間におか ってを作 ってテーブルを置 き,そ こで食事を作 った り,食 事を

　した り,お 茶を飲んだ りした。昨年,ダ イ ニングルーム(六 畳 くらいの広 さで,や は り 「おか

　って」 と呼 んで いる)に 新 しくテーブルを入れて食事を とっている。現在の 「おか って」 には

冷蔵庫 ・食器棚があ る。　　　　　　　 ・

　　土間におか ってがあ った頃は,食 器棚やか まどなどの他に,風 呂おけが入 ロの近 くにあ り,

　そ こで囲いもなしに入 っていた。

C.席 順 はだいたい図131の 通 り。食事は昔か ら同 じように,皆 がそろって食ぺ る。

　　土間の時期は,地 下足袋をぬが な くていい ように,土 足でいすにすわ ってテーブルについて

　いた。

D.朝:そ れ までと同 じく質素で,つ け ものやつ くだに,卵,み そ汁とい うパ ターン。朝 に納豆

屋が来て,納 豆 も取 るよ うになった。

　　昼:野 菜 いため,ゆ うべの残 りものな どの他に,魚 ・肉な どを食べ ていた。又,マ ヨネーズ

　の普及 とともに,サ ラダ(生 野菜)も 食べ始めた。

　　晩:煮 込み,う どんな どが主。

　　全体的に食生活が向上 してきて,魚 ・肉 ・ソーセージなど,動 物性 タ γバ ク質を多 く取 る よ

　 うにな った。そ の頃,即 席 ラー メンが 出て きて,間 食 としてとることもあった。

　　最近は,引 越 の頃か ら少 しは変化 した。

　　朝:ご 飯 ・み そ汁 ・卵 ・板海苔 ・ハムな ど。

　　昼:あ ま り以前 と変わ らず,野 菜 いため,魚 ・肉類 など。

　　晩:「 お っき りこみ」の伝統か らかめん類が多い。 た とえぽ,そ ぼや冷や麦な ども食 卓に上

　るよ うにな った。

　　現在は,和 食だけ でな く,洋 食 なども食べ るようにな り,昔 か らくらべればかな り食 生活は

　向上 した ようである。

　　特別にちが ったものを食べる人 がいるよ うな ことは,昔通 り今で ももちろんない ようであ る。

E.よ そ る順序 も,よ そ る人 も昔か ら変わ っていない。

　　お供え も,何 か特別 なときにだけ(初 物 ・お盆 ・彼岸)し てい る。

　　晩 しゃくも通常 はな くて,勤 めか ら帰 った息子 さんが,寝 る前 に一人 で飲む くらいであ る。

F.食 べおわれば,す ぐに女の入がテーブルか ら下げて洗 ってい る。

　　洗 った食器 は食器棚 に しまっている。

　　水道が普及 した ため に,お 茶などでゆす く・必要がな くなったので,す ぐに洗 っているのでは

　ないか。

G.お 茶碗 と魚などを乗せ る皿以外 は,全 て共用 している。大 きな皿につけものやおかず をのせ

　て,自 由に取 って食べてい る。サ ラダな ども,「ふた とこくらいにおいて」スプーン で各 自好

　きに取 るように しているそ うである。

H.1.J.昔 か ら全 く変わ らず,自 由な雰囲気がそのまま続 いてい るようであ る。
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調査者　No.167(f)

被調査老　K.K.　 性別　 f

出生地 　秋田県横 手市U町

生家の職業　郡役所 の職員

現住所　秋田県秋 田市T町

住所の変更 とその年度

最終学歴　H産 婆学校

被調査者 との関係　祖母

調査 日　 昭和58年8月8日(月 曜 日)

出生年　明治43年(73歳)(第3子)

結婚　昭和7年(23歳)

1.お 膳の時期

A.一 人用のお膳は,「猫 あ し膳」 と呼ぽれていた。それは,図132の ように,四 本足のもので黒

塗 りであった。家族 の間では,「 お膳 こ」(「こ」 は方言)と 呼ぼれ てい た。客用には,本 膳 と

呼ぽれ る少 し大 きめの膳 と,料 理 の多い とき,二 の膳 と呼ぽれ る膳が用い られた。二の膳は,

猫あ し膳 よ りも少 し背が低 く,皿 をのせ る部分 は赤塗 りであ ったそ うだ(図133)。 これ らの膳

　は,祖 母が生 まれ る以前か ら用いていて,祖 母 の生家では,昭 和三十年頃 まで使い続け ていた

　らしい。祖母は,昭 和 のは じめに東京 に出たために,そ のお膳をそれ以来使わなか ったそ うだ。

　家族構成 は,父 に死別 した り,姉 の結婚や 出産でたびた び推移 したが,祖 母,祖 母の母,兄,

　姉,姉 婿,姉 の子 ども二人の七人 の時期が長か った。住所は秋 田県横手市Uで,住 宅地だ った。

　父親は郡役所に勤めて いて,義 兄は鉄道 の測量師だったそ うだ。食事 の形式の変化は,祖 母 が

東京の学校 に通 うよ うにな ったためである。

B.食 事をす る部屋につ いて食事の部屋は,台 所 と続いていたために,「 お勝手」 と呼ばれ てい

　た。家の一部 の見取図を図134に 示 したが,ふ だんはお勝手 で食事を し,食 後 の語 らいを した。

　たまに茶の間で食事 をす ることもあ ったそ うだが,ふ つ うは茶 の間では,繕 いものを した り,

　団らんを した り,親 しい友人を招いて,お 茶 を飲んだ りしたそ うだ。二部 屋 ともいろ りがあ っ

　て,そ れを囲んで家族 が座 った とい う。(座 順は 図134の とお り)ま た,四 畳半 の部屋 と台所 に

　は,戸 棚があ り,そ こに,ふ だん使 う皿 を しまっていた。

C.ど のようなすわ り方 で食べていたか

図132 図133
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図134

　 　座順は先にあげた通 りで,た いていは,皆 が

そろ って食べた とい う。食べ る所は,畳 敷 きで,

　子 どもを除 いて皆,小 さい座布団に座っていた

　そ うだ。

D.ご 飯 のほかには,何 を食べ,何 を飲んでいた

　か

　 　食事の内容は,現 在 とは大差ないそ うだが,

　野菜の種類は少な く,パ ンもなかったそ うだ。

　朝は,ご はん,お つゆ,つ け もの,お かず(お

　 ひた し,に しめ,納 豆 な ど),昼 は適 当に,塩

　 ざけ とごはんや,畑 のもの(芋 や栗)や,卵 な

　 ど,夜 は,ご はん,お つゆ,つ け もの,主 菜,

　副菜 だった とい う。

E.食 事 のときの ご飯の給仕 について

　 　 よそった のは祖母の母で,順 序は座順 と同 じ

で,義 兄,兄,姉,子 ども,(祖 母),母 とい うものだ った。お供えは,ふ だんは朝だけ,ご 飯

か らおかず まで,少 しずつ とって供 えた し,お 盆の ときは,食 事 ごとに供えたそ うだ。晩 しゃ

　くは,義 兄が行 っていた。

F.食 事の あとかたず けについて

　　食べ終 ったあ とは,め いめいがお湯を飲んだそ うだ。 これに茶わ んをゆす ぐ意味 があったか

　どうかは,わ か らない。食器は,祖 母や祖母 の母や姉,つ ま り女の人が食後 のあいさつを した

　あとで,適 当にさげたそ うだ。そ して,洗 いおけの中で水で洗 ったあ と,お 湯ですす いだ そ う

　であ る。食器は,台 所やお勝手の戸棚の中に しまった。

G食 器の共用について

　　茶わん,箸,お わんは 自分 のものが決 まっていたが,総 菜用の皿は,数 枚組の皿 をその時 々

　で各 自に割 りあてて使 っていた。 また,漬 物や梅 干 しは,一 つの皿に盛 りつけられていて,皆

　がそ こか ら好 きなだけ取 って,食 べ ていたそ うだ。箸箱は義兄 と兄だけが使 っていた,と い う

　 ことだ った。

H.食 事 中にしてはな らないことについて

　　 まず,箸 の上 げ下 ろ しについては,箸 はそろえて置 くこと,持 つときは右手で上か ら持 って,

　左手 に持 ちかえて,そ れか らきちん と右手 で持つ こと(置 く時 も,右 手→左手→右手),ま た,

　持ち方 と しては,中 指に箸 の間には さんで持つ ことを厳 しく注意 され たそ うである。食べ る順

　番は,は じめにおつゆに箸を浸 して,ま たは,お つゆを飲んでか ら,ご 飯,お かず,と い う順

　だ ったそ うだ。 ここでは,何 か一つだけに集 中 して食べない ように言われたそ うだ。 また,食

　事中は全然話 さずに食べ,食 べ終 えてか ら,か たづ ける前にみんなで話を したそ うだ。姿勢は

　 と言 うと,膝 を折 って きちんと して食べなけれ ばならなか った とい う。そ のほかはご く常識的

　 であったそ うだ。

1.食 事中のあいさつ について

　　食べは じめ は,「 ごっつ お うな るんす」 と皆で言い,食 べ終わ りには,`た だ頭を下げ たそ う

　 だ。

J.食 事 中の話題につ いて

　　前に も述ぺたが,食 事 中はお しゃべ りをせず,も っぱ ら食後 に話 しを したそ うだ。皆が よ く
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話 したそ うで,話 題 はその 日ので き事,学 校であ った ことな ど,日 常的な ものだ った とい う。

2.ち ゃぶ台の時期

A.食 事の形式 と家庭環境について

　　めいめい膳ではな く,一 つ のお膳の上 に,み んなの茶わんや料理 をのせ ていた。形式 は変 わ

　ったが,前 と同 じように,「 お膳 こ」 と呼 んでいた とい う。 それ は,昭 和 のは じめ頃か ら四十

五年 ぐらい まで用いていた。最初の頃は四角 い膳で,あ とか ら丸い ものが流行 して きた とい う。

　図135は,丸 い方であ る。私 も,祖 母 の家 に足 を折 りたたむ丸いちゃぶ台があ った ことを記憶

　 している。 この ちゃぶ台の時期は,祖 母の東京 での独身時代か ら,結 婚,出 産,戦 争で秋由に

疎 開 して,祖 父の実家で暮 らしていた時期,秋 田市 に引越 してか らの時期 ……とい うよ うに,

　め まぐる しく祖母の生活が変 化 したので,東 京 で親子三人暮 ら していた時期 と,戦 後,秋 田市

　で,や は り親子三人暮 らしていた時期に絞 って聞いてみ た。

　　家族構成 は,祖 母,祖 父,母(私 か らみた もの)の 親子三人 で,東 京では文京 区K町 に住ん

　でいた。祖父は,講 道館で柔道教師を していたそ うだ(秋 田では,県 庁に勤めていた)。 食事

　の形式は,家 族 の人数 で変化 した とも考 えられ る。なぜ な ら,ち ゃぶ台は さほ ど大き くな く,

　小人数用の膳 と考 えられ るか らだ。だか ら,疎 開中に多人数 で暮 ら していた ときはちゃぶ台を

　用いなか った し,母 が結婚 ・出産 して家族が増えてか らは,ち ゃぶ台 よ り大 きいテーブルや,

　椅子式テ ープルを用 いるよ うに なったのだ。

B.食 事をす る部 屋について

　　東京では借家住まいを していたので,食 事部屋は茶の間で もあ り,ま た,仕 事部屋 で もあっ

　 たそ うだ。広 さは四畳 半で,「 四畳半」 とい うのが,そ の まま部 屋の呼び方 になっていた。 そ

　 こには,茶 だんすが置かれ ていた。秋田時代 も部屋は六畳にな ったが,茶 の間 として,あ るい

　 は,ち ょっとした仕 事場 として用い られ た。特 に部屋 の呼び方は決 ま っていなかったが,「 こ

　 の部屋で食事をす る」 と決 ま っていたそ うだ。

C.ど のよ うなすわ り方で食べたか

　　座席 の順番 は図136の よ うで,皆 そろ って食 べたそ うだ。食べ る場 所は畳敷 きで,座 布団を

　 しいて食べ ていた。

D.ご 飯 のほか には,何 を食べ,何 を飲 んでいたか

　　 1.で あげた もの と大差はな く,誰 かが特別ちが った ものを食べていた,と い うことは なか

　 った らしい。

E。 食事の ときの ご飯 の給仕について

　　 給仕を したのは,祖 母で,祖 父,母,祖 母(私 か ら見て)の 順 に,よ そ ったそ うだ。 この時

　 期には,お 正月を除いて,神 仏へお供 えす ることは行わなか った とい う。 また,祖 父は,家 で

　 はめ ったに晩酌 を しなかったそ うだ。

F.食 事のあ とかたずけにつ いて

　　 食べ終 えてか ら,お 湯を飲 んだのは1.と 同 じであ る。食器を さげたのは,祖 母 や母(成 長

　 してか ら)で,二 人で適当に洗 った り,ふ いた りしていた。洗 った食器は,台 所の戸棚 に しま

　 ったそ うだ。

G.食 器 の共用について

　　 共用 の食器 について も,1.と ほとん ど同 じである。つ ま り,茶 わん,お わ ん,箸 は各 自の

　 ものが決 まっていて,お かずを盛 りつけ る皿は,食 事 のたびに適当にふ りわけられた。漬物類

　 は一つの皿 に盛 りつ けられて,各 自でそ こか ら取 って食べ た。 この ときは箸箱 は用いなか った

　 そ うだ。
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H.食 事 中に してはな らない ことにつ いて

　　箸 の上げ下ろ しについて も,1.と 同様である。食べ る順序 も原則 は同 じだったが,祖 父は

　あま り守 らなか ったそ うだ。 また,食 事中は,多 くは しゃべ らなか った とい う。姿勢は,祖 母

　 と母は膝を崩 さずに食 べたが祖父はあ ぐらをかい て食べていたこ とが,多 か ったそ うだ。

1.食 事 中のあい さつについて

　　食べは じめは,「 いただきます」で,食 べ終わ りは,「 ごちそ うさま」 だったそ うだ。

J.食 事中の話題 について

　　よ く話 したのは祖母 と母 で,一 日の出来事を話す ことが多か ったそ うだ。

3.現 在の時期

A.食 事の形 式 と家庭環境 について

　　現在は椅子式 テーブルである。 それ は,「 テーブル」 と呼ばれてい て,昭 和四十五年頃か ら

　使 いは じめた よ うだ(詳 しい年代 は,は っき りしない)。 家族構成は,現 在は祖母 と祖父 の二

　人暮 らしである。住所は秋田市T町 で,住 宅地であ る。祖父は現在,会 社員である。

B,食 事をす る部屋 につ いて

　　台所 と一緒にな ってい るので,「 台所」 と呼んでい る。 この部屋は,調 理 と食事 の時に使わ

れてい る。部屋 の広 さは八畳ほ どで,冷 蔵庫,戸 棚,流 し,ガ ス台な どが置いてある。

C.ど の ようなすわ り方で食べたか

　　ふだんは祖父 と祖母の二人暮 らしであることは,前 に述べたが,時 々,父,母,私,妹 が あ

　そびに行 くので,テ ーブルは六人用の ものを置 いてあ る。座順 は,図137の 通 りであ る。二人

　の ときは,適 当にすわ ってい るとい うことだ った。六人 の ときも二人の ときも,特 別 なことが

　ない限 り,み んなでそろ って食べ ている。食べる場所 は板 の間で,椅 子の上に座布 団を しいて

食べている。

D.ご 飯のほかに何を食べ,何 を飲 んでいたか

　　詳 しく述べ ると,食 事の中味は変化 して きているが,基 本的なス タイルは変わ っていない と

　思 う。それ に祖 父や祖母 は,(特 に祖父は)新 しい洋風 の味 や油 っぽい もの よ りも,昔 なが ら

　の味 や料理 が好みであ るか ら,自 然 とおかず も和風 のものが多 くな る。

E.食 事 のときの ご飯の給仕 について

　　ふ だんは もっぱ ら祖 母が,祖 父,祖 母 とい う順 でよそ っている。・六人 の時は,私 が,祖 父,

祖母,父,母,妹,私 の順 で よそ う。神仏へのお供 えは,正 月にお神 酒 とお雑煮を供え るだけ

　である。 また,晩 しゃくにつ いては,少 し前 までは祖父が気が向いた とき少 し飲んでいたが,

今は まった く飲 まない。

F.食 事のあ とかたずけにつ いて

　　食べ終わ ったあ と,祖 父は いつ も湯を飲むが,ほ かの人は飲み たい時 にだけ飲む ようになっ

図135 図136 図137
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た。食器 をさげて洗 うのは祖母 で,私 たちが一緒 のときは,母 や妹や私が行 うよ うに している。

　洗 った食器は戸棚の中に しまってい る。

G.食 器の共用について

　　各 自の食器については,1.2.と 同 じである。漬物類を一つの皿に盛 りつけて,取 り分 け

　て食べ るのも同 じだ。最近 の傾 向と して加えるのは,主 菜や,あ るいは副菜 の一部を大皿に盛

　 りつけ て,各 自が小皿 に とりわ けて食べ ることが多 くなった ことであ る。箸 箱は今日では使わ

　れ ていない。

H.食 事 中に してはな らない ことにつ いて

　　箸の上 げ下 ろ しについては,そ れ ほど厳 しく言われ ることは な くな った。が,小 さい頃には,

　正 しく持 つ ように何度 も注意 された。持 ち上げ方,置 き方 につ いては,1.の 項 の ように細か

　 く言われな くなった。食べ る順序についても,あ ま り厳 しくない。 ただ,一 つの ものだけを食

　べてはな らない と言われてい る。食 事中は,わ りとよく話 をす ると思 う。 しか し口に物 を入れ

　た まま話す ことは,い けない。姿勢 は椅子にすわ って食べ る。そのほか してはな らない ことは,

　常識的だが食卓に肘 をつか ない,茶 わんは持 って食べ る,こ ぼ さないで食べ る,と い うような

　 ことであ る。

1.食 事中のあい さつについて

　　食べは じめは 「いただ きます」,終 わ りは 「ごちそ うさま」 であ る。

J.食 事 中の話題について

　　二人で食べ る時は,あ ま り話 を しないそ うだ。六人 で食べ る時は,食 事 中には,妹 や私が よ

　 く話 をす る。 ご く日常的な話である。

調査者　No.173(f)

被調査者　 T.K.　 性 別　m

出生地　福井県大飯郡H村

生家の職業　履物屋 と農業

現住所　福井 県大飯郡0町

住所の変更 とその年度

最終学歴　尋常高等 小学校

被調査者 との関係　母 のい とこ

調査 日　 昭和58年8月21日(日 曜 日)

出生年　明治45年(71歳)(第1子)

結婚　昭和12年(27歳)

1.箱 膳の時期

A.食 事 の形式 と家庭 環境 について

　　男の人は 「箱膳」で,女 の人は普通 の 「お膳」だ った。箱膳 もお膳 も,明 治の終わ り頃か ら

　終戦 まで使 った(図138)。 家族構成 は,祖 母,父 母,弟2人,妹2人 と本人,そ れに職人が2

　人いた。住所は,福 井県大飯郡H村 。住環境は,商 店街。 この家 も戸主であ るお父さんが履物

　屋を していて,職 人 さんを2人 おいていた。 また,おばあさん とお母 さんは,少 し離れ た所に

　あ る田んぼ と畑を作 って いた。履物屋 と農業は,ど ちらが主 で したか,と 聞 くと,「半 々や っ

図138
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た」 との こと。食事の形 式が変化 したか ど うかは,「 わ しが生 まれてか らの こと しか,よ 一わ

　か らへんさか いにな あ…」 とい うこ とであった。

B.食 事 をす る部屋について

　　部屋 のことを,「お ま」 と呼んでいた。「お まってい うのは,居 間 って い う言葉がなまったん

や ろ」 とい うことである。いろ りがあ ったので,そ の部屋の端 っこでわ ら仕事(な わや桟俵 を

作 る)や 夜 なべ な どを した。その部屋 の大 きさは,8畳 ぐらいで,箱 膳 とかを しまってお く戸

棚(暗 赤色 の漆塗 りのよ うな もので現存)が あった。

C.ど の ようなすわ り方で食べたか

　　横座には,戸 主 と長男(本 人),木 尻 には,女 の人,そ の他 の人 は適 当にすわ った。

食事は家族全 員(職 人 も)で そろ って したが,時 々,子 供だけ先にす ます とい うこともあ った

　(図139)。 食 べる場所 は,板 間でむ しろが敷 いてあ った。 客が来 た時 は ござを敷 いた。座 ぶ と

　んは無か った。

D.ご 飯のほかには,何 を食べ,何 を飲んでいたか

　　朝,米:麦=10:3の 麦め し(先 に大麦 を炊 いてか らご飯 と一緒に炊 いた),汁(具 は,豆 腐

　や ネギや カボチ ャな ど),つ け もん(の)(キ ュウ リの浅づけな ど)。

　　昼,朝 と同 じ。

　　晩,朝 と同 じものに,煮 物(「 まちかね」 とい うのを よく食べた。「まちかね ってゆ うのは,

　 ダイコ ンとその葉 っば とくきを塩づけに して 一,そ れを自分 とこで作 ったみそ とか,へ しこの

　ぬか とかで炊 いた もんや。 いろ りになべか けて炊 くんや」 とい うことであ った),他 に魚(イ

　 ワシの桜干 し,ア ジ,ア カ ヒモなど)も 食べた。 夏には よく冷やや っこも食べた。 か しわはた
'まに食べたが

,そ れ以外牛肉 とか豚 肉とかは,1年 に1回 食べ るか食べないかだ った。

　　家族 も職人 もみ んな同 じものを食べていた。

E.食 事 のときの ご飯の給仕について

　　お母 さんが よそ った。 よそ う順序は特別に決 まっていたわけ では ない。神仏へのお供 えは,

　毎 日神棚 と仏 さんにす る。何をお供えす るのかは,う っか り聞 き忘れ た。(参 考 までに,我 家

　では毎朝,家 族 のご飯を よそ う前に,神 棚 と仏 さんに炊 きたての ご飯 とお茶をお供え している。

　多分,こ の家で も同 じだ と思 う)。晩 しゃ くは,お 父 さんが お酒を全 く飲 まなか ったので無か

　 った。

F.食 事 のあ とかたずけについて

　　食べ終わる と,茶 わんや箸をお茶でゆす ぎ,各 々の箱膳に食器 を しまった。 また,お 膳 の場

　合 も食器をお膳にふせておいた。その後,個 人個人 で戸棚 に膳 を しまった。1週 間か5日 に1

　度 ぐらい,お ばあさんとお母 さんが食器 を洗 い,そ れを箱膳な ど之入れ,膳 は また戸棚に しま

　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　 った。
煙のy♂い所 制 横 雇　　　　　　　　　　　　　　　　　　 G

.食 器の共用について

図139

　 共用 の食 器 に は,つ け もん(の)の 皿,な ます や

した しな どの器 が あ った。 つけ も ん の皿 に は,キ ュ

ウ リ,ナ ス,ダイコン,ハ クサ イ,カ ブ ラ,ウ リな

どの浅 づけ とか,器 に は,酢 の も の,菜 っぱ の ご ま

あ え な どが 盛 られ た 。 箸 箱 は,「 あ った こ とは あ っ

た け ん ど,使 う時 や ら使 わ ん時 や ら で,は っ き りせ 一

へ ん な 一。 な んか 知 らん け ど,思 い 出 した よ うに つ

こ うて み た り,ま た め ん ど くそ 一 な って 使 わ ん よ う
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　になった り…」 とい うことであ った。

H.食 事中に してはな らないことについて

　　箸の上げ下ろ しとか食べ る順序は,別 に とやか く言われ ることもなかった。 しか し 「しゃべ

　るな」 とか 「こぼす な」 とよく言われ た。 もし,食 べ物 を こぼ した りす ると,「 マ ッチ1本 が

　米16粒 なんやで。 こぼ さん とおきな よ」 と言われた。食事 中の姿勢は,男 の人があ ぐら,女 の

　人 は正座を していた。その他 おならなんか してはな らなか った。

1.食 事 中の あい さつについて

　　食べ は じめ もおわ りもあいさつ なんて しなか った。

J.食 事 中の話題 について

　　たいてい大人が しゃべ っていた。 「子供 らに とってお父 さんてい うのは,も のす ご一こわい

　存在や った し,お 父 さんの前では,き ちん とか しこまっとった」 とい うことであ った。そ の 日

　 の話題 が多か った。

2.飯 台の時 期

A.食 事の形 式 と家庭環境について

　　飯台は,終 戦後か ら昭和50年 まで使 っていた。箱膳 と同 じよ うに,引 き出 しの中に茶わ んな

　 ど食器を しまった(図140)。 家庭構成は,父 母 と妹2人 と本人(昭 和8年 に履物屋をやめたの

　 で職人はいない)。住所 は,福 井県大飯郡0町(町 名変更,出 生地に同 じ)。住環境は商 店街。

　農業で 田や畑を作 っていた。終戦後,膳 か ら飯台に変わ った のは,社 会 の風潮 であ り,周 りが

　 みんな変え るとい うので,こ の家で もそれにあわ せて変 えた。

B.食 事 をす る部屋について

　　部屋 の ことは,「 お ま」 と呼んでいた。食事以外では,家 族 の団 らんに利用。大 きさは8畳

　 ぐらいで,戸 棚があ った。

C.ど の ようなすわ り方で食べたか

　　 たいていみんなそろって食事 したが,子 供た ちだけ先にす ます こともあ った。昭和20年 にい

　 ろ りをつぶ し,畳 を敷いた。座ぶ とんは,み んな使 っていなか った(図141)。

D.ご 飯のほかには,何 を食ぺ,何 を飲 んでいたか

　　 朝,米 だけの ご飯 に汁につけ もん。

　　 昼,朝 と同 じものに野菜 の煮つけな ども食べた。

　　 晩,朝 と同 じものに魚 とか煮物 とかを食 べた。 月に1回 ぐらい肉を食べ るよ うにな った。

　　 家族みんな同 じものを食べた。

E.食 事 のときの ご飯の給仕 について

　　 お母 さんが給仕 した。 よそ う順番は特別に決 まっていなか った。神棚 と仏 さんには毎 日お供

　 えす る。晩 しゃ くは無か った。

F.食 事 のあとかたずけについて

図140
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図141

　　食べ終わ ると,茶 わんや箸をお茶でゆすがずに,

　お母 さんや奥 さんが炊事場に食器をさげ,お 母 さん

　や奥 さんが灰のあ くなどで食器を洗 った。洗 った食

　器は,飯 台の引き出 しに しまった。

G.食 器の共 用につ いて

　　魚な どは各々の皿に も りつけてあった ので,や は

　 り,お した しや酢 のもの,つ け もんの器 が共 用だ っ

　た。箸箱は1.箱 膳の時期で述べた ことと同 じ。

H.食 事 中に しては ならない ことについて

これ も1.箱 膳の時期で述ぺ たことと同 じ。

1.食 事 中のあい さりについて

　　食べは じめ もおわ りもあいさつなんて しなか った。

」.食 事 中の話題について

　　箱膳 の時期に比べて,け っこ うみんな しゃべ っていた。その 日の話題 が多か った。

3.椅 子式 テーブルの時期

A.食 事 の形式 と家庭環境 につ いて

　　テーブルは,昭 和50年 か ら使 ってい る。家族構成は,本 人 と妻 と長 男。住所は,福 井県大飯

　郡0町 。住環境は商店街。農業で田畑を作 っている。飯台か らテーブルに変わ った のは,社 会

　の風潮だか ら。

B.食 事をす る部屋 につ いて

　　食堂 と呼んでいて,団 らんの場で もある。大 きさは10畳 で,食 器棚や テ レビがあ る。

C.ど のよ うなすわ り方 で食べ るか

　　み んなでそろ って食べ る。板間で椅子にす わる。座ぶ とん無 し(図142)。

D.ご 飯のほかには,何 を食べ,何 を飲んでいるか

　　朝,み そ汁,つ け もん。

　　昼,魚,煮 物,く だ もの。

　　夕,魚,肉,etc… …。

　　みんな同 じものを食べ る。

E.食 事の ときのご飯 の給仕について

　　奥 さんが よそ う。順序は別に決ま っていない。神棚 と仏さんには毎 日お供えをす る。晩 しゃ

　 くは無 し。

F.食 事のあ とのかたずけについて

　　食べ終わ った ら,す ぐ奥 さんが食器 をさげ洗 う。洗 った食器は食器棚に しまう。

図142
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G.食 器 の共用について

　　 2.飯 台の時期 と同 じ。

H.食 事 中に してはな らない こと。

　　特にやかま しく言われ ることはない。

1.食 事中のあいさつについて

　　あい さつ な し。

J.食 事 中の話題 について

　　みんなで楽 しくしゃべ ってい る。話題は ニュースの こととか仕事の ことなどが多い。

調査者　No.180(f)　 　　 　　　　 　　　 調査 日　 昭和58年12月26日(月 曜 日)

被調査者　Y.K.　 性別　　　 　　　　　　出生年 　明治44年(72歳)(第6子)

出生地　大阪府大阪市東区A町

生家の職業 　洋反物 の卸商

現住所　兵庫県西宮市Y町

住所の変更 とその年度　小学校 まで大阪市東区A町 一U町(本 宅)一 結婚後西宮市G町

最終学歴　高等女学校　　　　　　　　　　 結婚　昭和6年(21歳)

被調査者 との関係　祖母(母 方)

1.ち ゃぶ台の時期

A.食 事 の形式 と家庭環境 について

　　祖母は小学校 までを大 阪市(東 区)A町 にあった店で過 ごし,小 学校にあがる ころ,U町 に

　本 宅ができあが り,家 族 は本 宅に移 り住む ことに な りま した。図143はU町 の本宅 の見取図で

　です。U町 は住宅街 で,商 売 も繁盛 し,財 も豊かにな って きた,と い うので,店 とは別に ここ

に本宅を構えたので した。 このころ

の家族構成は,祖 母の両 親,七 入の

兄弟(祖 母は六番 目で,女 の子 は祖

母 一人。 そこで店では 「とうはん」

家では 「こい さん」 と呼ぽれていた

そ うです。)そ れ に女 中 さん と丁稚

さんです。女 中さんは主に主人の世

話をする上女 中 と,家 事一般を受け

持つ下 女中が それぞれ一人ずつで,

丁稚 さんは一人ずつ一年交代で店か

らの本宅つ とめで,奉 公に きていま

した。

　 食事の形式 としては,父 親 と家族

は別 々の部屋 で食事 をと り,父 親は

ひ と り父親の専用 室(図 の②),家

族は台所の横の居 間(図 の①)で 食

事 を してい ました。 また女 中さんや

丁稚 さんは台所(図 の③)で 食事を

していました。図の ように父親は専

用室 で,専 用の机で食事 を し,家 族

は一 つのちゃぶ台(ち ゃぶ台 と呼ぽ 図143
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れ ていない。名称 は不 明。)で,女 中さんや丁稚 さん も一つの ちゃぶ台を使 ってい ました。 こ

の形式は戦争前 までは続いていただろ う,と い うことです。

B.C.に ついて

　 　A.で も述べ ま した よ うに,父 親 と家族は別 々に食事 を とっていたわけです が,父 親 の専用

室 は書斎 も兼ね てお り,こ こで仕事 もしていた よ うです 。広 さは八帖の和室で,仏 間が あ り,

机 の前 に座ぶ とんはいつ も置い てあ りました。家族が食 事をする居間は,六 帖の和室 で,大 き

　なテーブルが一 つあ り,座 ぶ とんは置 きっぱ な しで した。 ここは食堂兼居間 として家族 のだ ん

　 らんの場 であった ようです。台所は半分がたたみ,半 分が板 の間になっていて,板 の間の方 に

は,水 屋,調 理 台な どが あ りま した。 また祖母 の兄たち も店 に出た りしていたので,家 族そ ろ

　 って食事を とることはあま りな く,す わる順番 も決 っていなか ったよ うです。

D.ご 飯 のほかには,何 を食べ,何 を飲んでいたか

　 　朝はご飯,み そ汁,つ け物 と決 ってい ましたが,昼,夜 は特に決っていませんで した。ほ と

　ん ど和食で,祖 母 の コメソ トとして,「 当時 の洋食 といえぽ,コ ロッケに ビフテキ」 とい うこ

　 とです 。また父親 の権威は絶対 であ り,父 親は家族 とは別に 自分の好きな ものばか りを食べて

　いたそ うです。

E.食 事 の時 の給仕について

　 　父親 が食事をす る時は,上 女 中が運 んで きた ものを母親 と娘(祖 母)が 給仕 を しました。父

　親は毎晩晩 しゃ くを楽 しんでいたそ うで,お しゃくも母親が しました。 家族 が食事をす るとき

　 は,女 中 さんが給仕を し,よ そ う順序 はやは り年上の人か ら,と い うことです。神仏へ のお供

　 えは,仏 壇 と商売 の神様である今宮戒,大 黒様,台 所 の神様であ る清荒神に,仏 壇 には お花,

　水,お 仏飯,神 様 にはお花,水,塩,あ らい米をそれ ぞれ母親がお供え しました。 また神様 に

　 は新 しいお酒をおみ きとしてお供えすることもあ りました。

F.食 事のあ とのか たづけについて

　 　食べ終 ったあ とは,箸 だけはお茶でゆす ぎ,め いめいの箸箱 に納め ま したが,そ の他 の食器

　類 は,女 中 さんが食べ終 るとす ぐに さげ,洗 ってふ き,水 屋 に片付け ま した。

G.食 器の共用につ いて

　 　食器の共用はつ けもの鉢程 度で,他 はほとん どがめいめいの食器を使 ってい ました。F.で

　 も述べた よ うに,箸 箱 は使 ってお り,戦 争 の前あた り(昭 和20年 ごろ)ま では使 っていた,と

　 い うことです。

H.食 事 中に してはな らないことについて

　 　特 に厳 しい しきた りや きま りはなかったそ うで,"お 箸を食卓 に じか に置 いて はいけ ない"

　 とい うことぐらいだそ うです。食べ る順序 なども特に きま りはなか ったよ うです。ただ姿勢 だ

　 けは厳 しく,"背 筋をま っす ぐのば して,あ ぐらは絶対 にか いてはいけ ない"と いわれ たそ う

　 です。

1.食 事 中のあい さつについて

　 　あいさつについては今 と同 じよ うに,食 べ始めは 「いただ きます。」,食 べ終 りは 「ごちそ う

　 さま。」「よろ しゅ うおあが り。」 です。

J.食 事 中の話題について

　 　家族の食事がいつ もバ ラバ ラで,祖 母は母親 と二人で食事をす ることが多か ったので,話 題

　 とい って も,一 日ので きごとな どが,話 題の中心 だった よ うです。また父親は祖母に とっては

　 "一 目お く""け むたい"存 在 だ ったそ うで,あ ま り話す こともなか ったみたいです。

K,そ の他
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　 　毎 日の食事 は一つの大 きなち ゃぶ台

で したが,お 正 月だけはお膳を使 って

いました。 これ は男は背の低い もので

外側 も内側 も赤 い塗 りのもの,女 は背

　の高 いもので外側が黒,内 側が赤い塗

　 りで,ど ち らに も定紋 が入 っていたそ

　 うです。

2.現 在の時期

A.食 事 の形式 と家庭環 境について

　 　現在,祖 父母は兵庫県西宮市Y町 と

　い うところで,長 男夫婦 と孫一人にか 図144

　こまれて暮 ら してい ます。 ここは静か な住宅街です。長 男の職業はサ ラリーマン です。現在 の

食事の形式es　,祖 父母 と長男一家 とは別 々の部屋で食事を とることにな ってい ます。図144に

一階の見取 図を示 します。

　　祖父母は① の部屋 で,長 男夫婦は②の ダイニ ングキ ッチ ンで食事を と ります。 この家 が建 つ

　までは,椅 子式 テーブルでは な く,ち ゃぶ台を使 ってい ましたが,こ の家を建て るときに洋風

に し,椅 子式テ ーブルを使 うようにな りました。

B.食 事をす る部屋について

　　A.で 述べた ように,祖 父母は①の部屋で食 事を しますが,こ の部屋 は八帖 の和室で祖父母

の居間 となってい ます。調度 としては床の間 と仏壇 があ り,床 の間には掛 け軸 と生け花が飾 っ

てあ ります。長男の家族 が食 事をす る② の部屋は ダイ ニング ・キ ッチ ンで,も ちろんここで調

理 もします。広 さは10帖 ぐらいの洋間 です。

C.ど の ようなすわ り方で食べたか

　　祖父母 はこたつで向かいあ って,家 族 の座席の順番は図の③ に示 します。長 男の帰 りが おそ

　 く,家 族そろ って食べ ることはあ ま りあ りません。座ぶ とんは もちろん使 っています。

D.ご 飯のほかには何を食ぺ,何 を飲んでいたか

　　朝はパン,紅 茶,卵,野 菜 など,昼,晩 は特 に決 ってい ません。

E.食 事の ときの ご飯 の給仕 について

　　祖母や嫁が給仕を し,よ そ う順序は特別には決 っていません。神仏へ のお供 えは,仏 様 にお

　花,水,お 仏飯を,神 様 へは水,あ らい米,塩 をそれ ぞれ祖母がお供え します。晩 しゃ くは,

　祖父は健康のためにあま りや りませ ん。

F.食 事 のあとかたづけについて

　　食べ終わ ると祖母や嫁が食 器をさげ,す ぐに洗 って,食 器棚に しまい ます。

G.食 器の共用 について

　　つけ もの鉢程度で,そ の他はめいめいのお皿を使 っています。箸箱は今は使 っていませ ん。

H.食 事中に してはならないことについて

　　私に とってはいとこに あた る中一の女 の子が いますが,彼 女はお箸の持ち方や,姿 勢 な どに

　 ついて,や か ましくいわれ ているよ うです。食べ る順序な どは特 に決 ま りはあ りません。一 家

　 のだんらんの場 として,お しゃべ りもします。

1.食 事 中のあい さつについて

　　 昔 と同 じように,食 ぺ始 めは 「いただきます。」,食 べ終 りは 「ごちそ うさま」「よろ しゅ う

　 おあが り」 です。
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J　 食事 中の話題について

　 祖父母 の方は,特 別な話題が食卓にのぼ ることはあま りな く,そ の 日のお天気の ことやおか

ず の ことなどを,話 すそ うです。長男一家の方 では,や は り話題の中心は子供 で,学 校であ っ

た ことな どが話題にのぼ るようです。

調査者　No.182(f)

被調査者　M.T.　 性別　 f

出生地　愛知県海部郡S村
生家の職業　教員

現住所　愛知県海部郡S村
住所の変更とその年度　昭和6年

最終学歴　A女 子師範学校

被調査者との関係　祖母

調査 日　 昭和59年1月16日(月 曜 日)

出生年　明治44年(72歳)(第4子)

結婚　昭和6年(20歳)

1.お 膳の時期

A.食 事 の形式 と家庭環 境について

　 a.父 母(被 調査者 か らみて)は,紋 入 りの丸 いお膳を使用 してお り,そ れは母が嫁入 りして

　きた時に持 って きた ものである。他の者,つ ま り被調査者の兄たちは箱膳 を使用 し,被 調査者

　を含む姉妹は,ふ たのないお膳を使 っていた。 それ は箱膳が家族人数分 なか ったため らしい。

　各 自ひ とつずつその よ うなお膳があ り,お 膳の中には茶碗 ・汁物を入れるお碗 ・小皿1枚 と箸

　がはい っていた。食事時になると各 自(父 親は除 く)そ れ を戸棚か ら持 って きて,箱 膳の場合

　はふたをあけ,そ のふたの上に茶碗 などをのせた(図145)。 ふた なしのお膳はそのままお膳 の

　中に茶碗 な どをおいて食べていた。

　 b.実 際には,「箱膳」 または単 に 「お膳」 と呼んでいた。

　 c.被 調 査者 の記憶に残 っている限 りでは,物 心ついた頃からお膳を使用 してお り,そ れ は昭

　和5年 頃 まで続いた。

　 d.両 親 と兄3人,弟 ひ と り,本 人,妹 ふた りとい う家族構 成であった。
　 　 　 　 　 　 　 　 ア　マ　グン

　 e.f.愛 知県海部郡S村 。住環境はほ とんど農家ぽか りで70戸 ～80戸 程家が あ り,当 時 はそ
　 　 　 　 　 バノ　コ

　れそれ 「番戸」で呼び合 っていた。

　 g.戸 主の職業は教 員(小 学校校長)で あ り,本 人 は父親の ことを時 々 「家長」 とも呼んだ。

　 h.世 間一般に飯 台が普及 し始めたため。

B。 食事をす る部屋 について

　 a.「 お勝手」 または 「お勝手場」 と呼んだ。

　 b.食 事 の仕度は同 じ所 でや っていたが,そ の他にはほ とんど利用 しなか った。

　 c.6帖 程度 の大 きさで,引 き戸 の戸棚(横1間 ×奥行2尺 ×高 さ3尺 くらい)と,蝿 がせせ

　 らない ように食べ物を しまってお く 「蝿帳」 と呼ぼれる物が置 いてあ った。

C.ど の ようなすわ り方で食べ たか

　 a.父 を中心 に半円を描いて座 った。母の側に 「おはち」 あ り(図146)。

図145
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　b.朝 ご飯は,各 自出かける時間が違 うため,

　各 々時間が異 なることが多か ったが,夜 はほ と

　ん ど全員 そろって食べていた。

　c.縁 張(板 張)の お勝手場 で食べていた。

　d.寒 い時,冬 には全員がお勝手用の古い座ぶ

　とんを使用。夏は誰 も使わなか った。

D.ご 飯の他 には何を食べ,何 を飲 んだか

図146

　a.朝 は,み そ汁 ・漬物等。正 月の朝はほ とん ど雑煮ぼか りで,正 月の7日 には,「七 日がゆ」

　(「なずながゆ」)と い う菜 っ葉 と餅 を入れたおかゆを食べた。雑煮に黒砂糖 をつけて食べ るこ

　ともしぼ しぼ あった。

　b.昼 は,朝 の残 り物や野菜 を炊 いた もの(煮 た もの)を 食べ,特 別何かを作 る とい うことは

　ほ とん どなか った。

　 c.晩 は,お じや ・みそ雑炊 な どを よく食べていた。その他 には野菜 の煮物が多か った。 肉 ・

魚料理 はあま り食べず,い わ し ・さんま ・さぽ,馬 肉を時々食べ る程度で,鶏 肉や牛 肉はほ と

　ん ど食 べていない。

　d.こ れ とい って特別違 った ものを食べ る人はいなか ったが,珍 しいおかずは父か ら箸をつけ,

魚で も何 で も一番いい ものを父親 の膳 に並べていた。

E.食 事の ときのご飯 の給仕について
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 かさま

　 a.本 人の言葉 よ り 「それは もうお っ母様 に決 まっとるわ」

　b.上 記 と同 じく 「もち ろん,父 ・兄 ・弟 ・本人 ・妹 ・母の順,男 が先で女はあ とだった。」

　 c.朝 のみ。 しか し,珍 しい ものを作 った時な どは夜で もお供え した。神 仏へのお供 えはまだ

誰 も手をつけていない炊 きたてのご飯 を一番初めに よそ った(父 よりも先である)。

　d.酒 の肴 がある時だけ晩 しゃくはあった。魚な ど普段 よ りご馳走 のあった時のみ。

F.食 事のあ とかたづけについて

　 a.最 後にお茶 を飲 んで,そ のままふせ てお膳の中に しまった。 みそ汁のお椀 に もお茶 を入れ

　てゆす ぎ,そ のお茶は捨てずに飲んだ。

　 b.食 事の前 には,戸 棚か ら各 々自分 の箱膳をは こび,食 べ終わる と箱膳の中に茶碗等 を しま

　って,そ れぞれ各 自で戸棚の中に しまっておいた。父のお膳 の出入 は母がや っていた。

　 c.食 器を洗 うのは2～3日 お き。洗 ったのは 「お っ母様に きま ってい る。」

　 d.洗 った食器は,ざ るの中に しぼ らくふせて水を切 り,そ の後,箱 膳 の中に入れて戸棚 の中

　へ しまっておいた。

G.食 器の共同について

　 a.b.ど んぶ り・鉢 ・小物鉢な どに,潰 物や野菜の煮物 ・芋 の煮 っころが しな どを盛 った。

　 c.箸 箱は,こ の時期はず っと使 ってお り,茶 碗 と同 じく箸 も2～3日 お きに しか洗わ なか っ

　た ので,普 段は食べ た らその まま箸を箸箱 へ入れ,お 膳の中に しまっておいた。箱膳 が飯 台に

　変わ ると同時に箸箱 は使わな くなる。

H.食 事中に してはならないことについて

　 a.お 箸を持 った まま両手に茶碗 とお椀 を持 って食べた り,箸 で茶碗等 をたたいた りしてはい

　け ない。

　 b.被 調査者が女学校 で習 った作法に よれば,渡 り箸(お かず→ 汁物→ おかず,お かず→ おか

　ず)を や ってはいけないのだが,被 調査者 の家では食べ る順序に関 しては,そ れほ どやかま し

　 くいわれなか った。
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　 c.ロ の中に食べ物 を含み なが らお しゃべ りしてはいけない。

　 d.足 を投げ出 してはいけ ない。 きちん と正座 を して食べた。父はあ ぐらをか いていた。

1.食 事中のあいさつ につい て

　 a.全 員の ご飯 をつけ終わ るのを待 っていたわけ ではな く,よ そ って もらった人か ら順に 「い

　ただ きます。」 と言って食べ始めた。

　 b.食 べ始め と同 じく,各 々食べ終わ った ら 「ごちそ うさまで した。」 とあい さつを して,そ

　れ ぞれのお膳を戸棚 の中に しまった。

J.食 事中の話題 につ いて　　　　　　　　・

　 a.特 に誰が とい うことは な く,み んなが話 した い時に,好 きな ように話 した。

　 b.学 校の ことや世間一般 のことな どその 日一 日の出来事についての話題が多か った。

　　その他,こ の箱膳 の時期 のことについて聞いたこ とだが,冬 にはご飯 が冷め ない よ うに,わ

　らで作 った 「いずみ」 と呼ぽれ る保温器の ような物 の中に ご飯を入れ ておいた とい う。

2.ち ゃぶ台の時期

A.a.飯 台の上 に茶碗 ・汁物 ・おかずな どを置 き,そ の飯台を囲んで座 って食べて いた。 す き

焼 きな どをす る時は,中 央 に穴 のあいてい るしっぽ く台を使 った(図147)。

　 b.aで 記 した ように,「飯台」 と呼んでいた。

　 c.昭 和5～6年 頃 に始 ま り,昭 和37年 頃まで飯台を用いていた。

　 d.こ の時期 は被調査者が結婚 した頃をは じめ としてい る故,家 族構成 は しば しば変化 してい

　る。最初は義 父母 ・被調査者の夫(主 人)そ して本人,次 は義父母 ・主人 ・本人 ・娘ひ と り・

　使用人(子 守),そ して義母 ・主 人 ・本人 ・娘 ・息子 ・使 用人(子 守)で あ る。姪2人 を預か

　っていた時期 も2年 程あ る。上の場合の使 用人(子 守)は,被 調査者 が職業を もってお り,昼

　間は勤めに出ていて家 に不在であ ったため,小 さな子供の世話を して もらっていた人である。

　 e.愛 知県海部郡S村 。

　 f.周 囲は田畑 が多 く,農 家が多か った。

　 g.義 父妹農業(自 作農),主 人は教員。

　 h.昭 和37年 に家を改造 したため。

B.a.「 お勝手」 または 「お勝手場」 と呼んだ。

　 b.特 に利用 していない。食事を作 っていた。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 へ　　ら　　　　　へ　　も　　へ

　 c.約6帖 の板張 と12帖 の土間。 ご飯を炊 くくどやか まど,流 しなどはすべて土間にあ った。
　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　キリパノ

　板張 と土間には とうぜん段差があ り,板 張の所 に切板(ま な板)を 置 いて包丁を使 った。板張

　の部屋には戸棚 が置 いて あった。

C.a.図148

　 b。 朝夕 ともほ とん ど,全 員そ ろって一緒 に食べていた。

　 c.最 初の頃は上記 の板張 の部屋で食べていたが,暗 いため隣の畳 の部屋に飯台を持ち出 して

　きて,そ こで食べ るよ うに なった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　d.冬 には全員が座ぶ とんを使用 した。やは り,お 勝手

図147

　用の古 い座ぶ とんであ る。

D　 a.朝 は,み そ汁 ・漬物 ・前 日の残 り物。

　 b.昼 は,朝 の残 り物。 本人は勤めていたのでお弁 当。

弁 当のおかずは野菜の煮物 ・梅千 しが常で,た まに卵焼

　 きな どを入れた。

　 c。 野菜 の煮物 ・芋の煮 っころが し,時 々,卵 料理,魚
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幽

料理(い わ し ・さん ま等),1ヶ 月に1～2度 肉料 理を食べていた。野菜 や芋類は 自給 自足 で,

店で買 うことはほ とん どなか った。

　d.み んな同 じものを同 じよ うに食 べていた。

E.a.被 調査者 自身ゐミよそ った。

　b.(義 父)・ 主人 ・義母 ・子供 ・(使 用人)・ 本人。

　c.神 仏へのお供 えは朝 のみ。箱膳期 と同様,誰 も手をつけ ていないご飯を まっ先 によそ って

　お供 え した。被調査者 は,そ れ のことをおぼ くさまと呼んでいる。

　d.誰 も飲 まないので晩 しゃくはなか った。

F.a.こ の時期にな ると,3度 が3度 食べ る毎 に茶わ んもおわんも箸等 も洗 うようになった。

　b.全 員が食べ終 えた後,被 調査者が さげた。

　 c.食 器をさげた後,被 調査者が洗 った。

　 d.洗 った食器は,ざ るまたはかご(水 切 り台)の 中に置 き,そ の後,皿 や小鉢な どは戸棚 へ

　 しま うが,平 生使 う茶碗や箸な どはそ のままざるの中へ入れてお く。食事 の時は ざるを飯 台ま

　で持 って きて,そ こか ら茶わん等を並べた。

G.a.b.ど んぶ りや小鉢に,煮 物や漬物 を盛 る。

　 c.飯 台に変えた時か ら箸箱は使 っていない。

H.a.両 手に茶わん とおわ んを持 ってはいけない。

　 b.食 べ る順序に関 して はあま り厳 しくない。

　 c.口 の中に食 べ物 を含み なが らお しゃべ りしては絶対にいけ ない。

　 d.み んな正座を して食 べていた。

　 e.食 事 中に席を立 ってはいけなか った。

1.a.箱 膳期 と同様,ご 飯 を よそって もらった老か ら 「いただ きます」 とあい さつ し,各 々食

　べ始めていた。

　 b.食 べ終 わった者か ら順に 「ごちそ うさま」 と言 って席を立 った。

J.a.み んなが話 したい時に話 していた。

　 b.1日 の出来事,学 校での出来事(子 供),世 間一般 の話題が多か った。

3.現 在の時期

A.a.ひ とつの大 きなテーブルを囲んで,家 族全員椅 子に座 って食べてい る。

　 b.実 際には,「 テーブル」 と呼んでいる。 また 「飯台」 と呼ぶ こともあ る(図149)。

　 c.昭 和37年 頃から始 ま り,現 在に至 る。

　 d.最 初は,主 人 ・本人 ・息子 ・嫁 で,そ の後,孫 が加わ り,現 在は孫3人 を含む7人 。

　 e.愛 知県海部郡S村 →S町(昭 和42年)。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 アザ

　 f.昭 和37年 当時は まだ農 家がほとん どで,ど ちらか といえぽ農村 であった。字の全世帯数75

　 戸であ ったのが,昭 和43年 には300戸 とな り,現 在 も増加 の傾 向にある。現在では団地が増 え

　 て きてお り,農 家はほ とん どない。

369



国立民族学博物館研究報告別冊　 16号

図149 図150

　 g.戸 主の職業 は教員 である。

B.a.「 お勝 手」または 「お勝手場」,「台所」 などと呼んでいる。

　 b.調 理はす るが,特 別他 には利用 しない。

　 c.11帖 程の広 さに,流 し台 ・調理台 ・ガス台が据えてあ り,更 に冷蔵庫,食 器棚 などが置か

　れ ている。

C.a.嫁 や被調査者は炊飯器やおかずの鍋 が置かれてい る近 くに座 ってい る(図150)。

　 b.朝 は,皆 の起床時刻 ・出かけ る時刻が まちまち故,そ ろ って食べ ることはあま りない。昼

　は,本 人 と嫁の2人 のみで他の者は不在。夜 は,全 員そ ろって食事す ることが多い。

　 c.昭 和53年 に多少改造 した。改造前は板張 であったが,改 造 後は フロアーク ッシ ョソ。

　 d.全 員椅子を使用のため,座 ぶとんは使 っていない。

D.a.み そ汁 ・漬物。昭和40年 頃か ら 目玉焼 き ・海苔 ・つ くだ煮な どが並ぶ よ うにな った。現

　在は,ご 飯の代わ りにパ ンにパターや ジャムをつけて食べ ることもある。

　 b.朝 の残 り物。干物。焼飯 ・ラーメ ソ ・焼そぼ等,簡 単に料理で きる物。作 りお きして冷蔵

　庫な どに入れ てあ る物。

　 c.そ れ まで野菜が主であ ったのが,昭 和43年 頃から魚 ・肉類が主になった。卵を頻繁 に使 う

　 よ うにな った。 ハム ・ソーセ ージ ・缶詰め等,加 工食 品を使用 した料理 もしば しぽ食卓 に並ぶ

　 よ うにな った。

　 d.全 員同 じものを食べ ていた。

E.a。 嫁,ま たは被調査老が,ご 飯 を よそ う。

　 b.い ちお う主人 ・息子 ・孫 ・本人(嫁)・ 嫁(本 人)の 順 であるが,一 様 ではない。現在で

　 は,席 についた順 に よそ うことが多い(冷 め るため)。

　 c.炊 きたての ご飯を朝 のみ お供えす る。やは り,お ぼ くさま と呼 んでい る。

　 d.誰 も飲 まないため,晩 しゃ くはな し。

F.a.3度 とも,き ちん と流 しで洗っている。

　 b.全 員が食べ終 えた後,嫁 ・本人が さげる。

　 c.食 器を さげた後,嫁 また は本人が洗 う。

　 d.洗 った直後は水切 り台にふせてお き,し ば ら くしてか ら皿や鉢 などは拭いて戸棚 へ しま う。

　 茶碗や箸は水切台の中にそのまま置いてお く。

G.a.b.c.小 鉢 ・お鉢 ・大皿 などに,つ け物 ・煮物 ・つ くだ煮,フ ライ ・天 ぷ ら ・サ ラダな

　 どを盛 って いる。箸箱は最初 から使 っていない。

H.a.b.c.昔 か らほ とん ど変わ っていない。

　 d.e.食 事中に席を立 った り座 った りしてはいけ ない。

1.a.ご 飯 をよそ って もらった ら,各 々適当に 「いただ きます」 とあいさつ して食べ始 める。

　 b.各 々食べ終 えると 「ごちそ うさま」 と言 って席 を立つ。
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J　 a.b.皆,銘 々話 しているが,現 在 は小学 生の孫が学校 での出来 事 ・友達 の こと等 を話題

に して主に話 してい る。他は,一 日の出来事,世 間一般 のことな どの話題が多 く,こ の件に関

　しては昔か らほ とん ど変 わっていない。

調査者　No.185(f)

被調査者　 N.H.　 性別　 f

出生地　三重県阿山郡N村

生家の職業　農業'

現住所　三重県上野市N町

住所 の変更 とその年度

最終学歴　A実 科女学校

被調査者 との関係　祖母

調査 日　 昭和59年1月9日(月 曜 日)

出生年　大正2年(70歳)

結婚　昭和7年

1.お 膳 の時代 につ いて

A.食 事 の形式 と家庭環境 について

　　 「箱膳」 と呼ばれ るお膳 を使用 していた(図151)。

　　箱膳は,生 まれた時か ら使 って いて,戦 争(第2次 世界大戦)が 終 わる ぐらいの頃 まで続い

　ていた そ うです。家族構 成は,父 ・母 ・祖母 ・姉 ・自分 ・弟の6人 家族で した。

　　その時 の住所は,三 重県阿山郡N村 で,そ こは農村地 で した。

　　戸主(父)の 職業は農業兼雇われ 国鉄道夫で,「食 事形式が,変 わ った理 由は…。」 とたずね

　る と 「さあ一。回 りが変わ ってい ったか らやろな 一。」 と言 ってて,特 に これ とい ってない よ

　 うで した。

B.食 事 をす る部屋 について

　　食事 をす る部屋は,「 台所」 と呼 んでいたそ うです。(「料理す る部屋 は…。」 とたずね ると,

　「炊事場。」 と教えて くれ ま した。)そ の部屋は主に3度 の食事のための部屋で,他 人は家族そ

　れ ぞれ が休け いす るための部屋だ ったそ うです。大 きさはいせ間の6畳 で,作 り付 けの大 きい

　水屋が あ り,食 事以外の時は箱膳 もその中に重ねて しまってあ りました。

C.ど の ようなすわ り方で食べたか

　　図152の ようにすわ っていて(子 供 の座席 の細かい ことは忘れ て しまったそ うです。)全 員そ

　ろ って食べ ま した。

　　台所 自体は畳 で したが,『 ひろ しき』 と呼ばれ る板の間の部 分があ り,そ こに座 って食べな

　 くてはいけない人 もいた とか…。座布団はみんなひいていま した。

D.ご 飯 の他には,何 を食べ,何 を飲 んでいたか

　　家が農家 だったこともあ り,白 いご飯 を食ぺて ました。

　　朝:ご 飯 ・おつゆ ・おつけ もの ・タベ の残 り,食 後にお茶。そ して,父 にはお弁 当を …。た

　いてい朝にご飯 を炊 いたそ うです。

瑚図
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幌図

　　昼:ご 飯 ・おつゆ ・おつけ もの ・おかず(野

菜 な どを炊いた もの。)・干物,食 後にお茶。

　　晩:ご 飯 ・おつゆ(吸 い物)・ おつけ もの ・

　おかず(野 菜な どを炊 く)・ 魚,食 後 にお茶。

　　全員 が公平に 同 じものを食 べたそ うです。

E.食 事 の時 のご飯の給仕について

　　母が よそい,順 番は,父 ・祖母 ・子供 ・自分

　(母)。

　　ご飯を炊いた時,家 族で食べる よ りも先に,仏 さんにお供 えを していた。たいてい朝 。晩 し

　ゃ くは父が していた。

F.食 事の後のかたずけ について

　　食べおわ るといつも茶わんにお茶を入れて箸 をゆす ぎ,あ と口にそのお茶を飲んでいた。だ

か ら,湯 のみ茶わんはなか った。 さげるのは1日1回 で,母 が下 げていたか,自 分たちで下げ

ていたかは忘れて しまったそ うです。夜に食器 を井戸で洗い,か わか して,次 の朝に配 ったそ

　うです。洗 うのは母だった。それ以外の時 は,箱 膳 の中に入れ,箱 膳 ご と水屋 の中に重ねて し

　ま う。

G.食 器 の共用について

　　共用の食器な どは使わなか った。2枚 目の図に書いた よ うに,お 鍋 ごと持 って きて,ま ん中

　に置 いていた。

　　箸箱 も箱 ま くらもあ ったが,特 に箸箱は,必 ずあ った そ うです。「箱膳 がな くなる と同時に,

　箸箱 も使わな くな った ように思 う。」 とい って ました。現在 も銘 々の箸箱はあ るには あるが,

　まった く使 って ないそ うです 。

H.食 事中に してはならない ことについて

　　わ りあい 自由に食事を していた ようです。

　　箸 の上げ下ろ しについては,言 われたか ど うかは覚えてない ようです。食べ る順序 も,自 分

　の好 きな ように,食 べて よか った し,他 人 のおかず でも 「や ろ一。」 って言われ たら,別 に も

　 らってもよか ったそ うです。そ して,お かずが ある限 り,自 分の好 きなだけ,お かわ りがで き

　ま した。

　　み んなが好 きな ように,し ゃべ ってたそ うです。

　　姿勢は正座か,し びれ た人は足を くず した りしていたが,あ ぐらな どは父 でもかいた りは し

　なか った ようです。

　　 他に食事 中に してはならなか った ことは,食 事 中にお手洗に立つ こと,そ して,口 いっぱい

　に ものをいれて しゃべることなどだそ うです。

1.食 事 中のあい さつについて

　　 食べ始めは,手 を合わせて 「いただ きます。」,食 べ終わ った ものか ら,立 つ ときに 「ごちそ

　 うさま」 といって,席 を立 っていった。

J.食 事中の話題について

　　 みんなで しゃべ っていま した。身近な話題ぽ っか りで した。

2.ち ゃぶ台の時期 について

A.食 事の形 式 と家庭環境について

　　 『折足 のち ゃぶ台』 と呼ばれ る,図153の よ うな食卓で食事 して ました。その ちゃぶ 台で食

　べた のは,戦 後 か ら昭和50年 ぐらい までだそ うです。
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　　その時期 の家族は,義 理(夫)の

母父,夫,長 男,次 男,三 男,四 男,

長女,次 女(子 供 は合計6人),自

分の10人 家族 で した。その後の新 し

　い家族であ る,夫,自 分,三 男,三

男の嫁,孫2人 の ときも,し ぽ らく

はちゃぶ台で食べていま した。

　　そ の時の住所は,三 重県上野市N

　町。住環境は,農 村地 です。

　　戸主 の職業は,0定 信局員(近 畿

郵政局)で,国 鉄で通 って ました。

B.食 事 をす る部屋について

　　食 事をす る部屋を 「台所」,食 事

　を作 る部屋 の ことを 「炊事場」 と呼

　んでま した。後 の方 の家族構成の時

　代は,台 所 と炊事場 はいっ しょにな

　っていて,「 台所」 と呼んでま した。

　台所は,食 事 と休けいのために使 っ

　てま した。部屋の大 きさはいせ間の

　四畳半で,「 膳 戸棚」 と呼 ばれ るガ

　 ッチ リした造 りの水屋が置いてあ り

　 ました。

C.ど の ようなすわ り方で食べたか

　　 座席の順 は,大 家族で こち ゃこち

図153

図154

　やしていたせい もあ り,は っき りとは決 まってお らず,夫 と自分 の席だけはは っき りと決 まっ

ていたが,あ との8人 は食べ るごとに順番が違 っていたそ うです(図154)。

　　朝は,夫 が大阪に勤 めていた ので,1人 だけ早 く食べて ました。 その次は,た いてい自分が

畑に出かけ るので食べ て,そ のあとは,子 供や義父,義 母が食べていた とのことです。昼 は,

みなそれぞれお弁当を持 っていってました。夜は,夫 の帰 りが遅か ったので,残 りの9人 が先

　に食べて ま した。

　　その部屋 自体は畳で したが,板 の間にはみ出て しま う人 もい ました。座 ぶ とんは,み なが敷

　いてま した。

D.ご 飯 の他には,何 を食べ,何 を飲んでいたか

　　朝:白 いご飯,お つゆ,お つけ もの,タ ベの残 り,お 茶。

　　昼:白 い ご飯,お つゆ,お つけ もの,魚 。

　　お弁当… ご飯,つ け もの,塩 じゃけ,け ず り粉な ど…。

　　夜:ご 飯,魚(干 物,か ど(さ ん ま),さ ば,な まぶ し,に しんな ど),と うふ,お つゆ,お

　つけ もの,お 茶。

　　 おやつに,は ったい ことい う名 の,麦 をひいたものを砂糖を入れ,甘 くたいた よ うなのを食

　べたそ うです。

　　 別に病気す る人 もいなか った し,み んな同 じ物 を食べ てま した。

E.食 事 の時 のご飯 のお給仕について
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　　自分が よそい,順 番 は,夫 がおれば まず夫,養 父,義 母,子 供,最 後 に 自分で した。お供 え

は ご飯 を炊 いた時で,た いてい朝 と晩。 と くに朝は毎 日だ ったそ うです。晩 しゃ くは義父 と夫

　が していま した。

F.食 事 のあ とかたずけについて

　　義父 ・義母 は,習 慣 で,茶 わん ・は しを湯茶 ですすいでいたが,そ の他の ものは しなか った。

　　食べてみ んなが席を立つ と,す ぐ自分か義母が食器を下 げ,す ぐに洗 っていたそ うです。洗

　った食 器は,ふ い て戸棚に しまったそ うです。

G.食 器の共 用につ いて

　　あま り食べ る物 がなか ったので,み んな公平に いきとどくように10に 分け,銘 々の器 にいれ

　ていたそ うで,共 用 の食器はあ りませんで した。箸箱は もうな くなってま した。

H.食 事中に してはな らないことについて

　　あんま り忙 しくって,言 ってられなか った ようです。言 ったか もしれ ないが,覚 えていない

　 とのことです。

1.食 事中 のあい さつについて

　　食べは じめは,み んな手 を合わせ て 「いただ きます」 とい って食 べ,食 べ終わ った ら手を合

　わせて,「 ごちそ うさま」 とい ってま した。

J.食 事中の話題 について

　　みんなが 自由に学校の こと,畑 の ことなど,身 近な ことを しゃべ って ました。

3.ち ゃぶ台の後 の時代 について

A.食 事の形式 と家庭環境について

　　形式は,さ きの 「折足のち ゃぶ台」 と同 じです。その形式 は20年 ぐらい前か らで,今 現在 も

　続 いてい ます。家族構成は,夫,三 男,三 男の嫁,孫2人,義 母,自 分 の7人 家族 です。

　　住所は,三 重県上野市N,農 村地です。戸主 の職業は,郵 便局員 です。

B.食 事す る部屋について

　　食事す る部屋は,台 所。食事 の他,ち ょっと休 けいす るのに も,使 ったそ うです。

　　 その部屋 は,い せ間 の6畳 です。 図155に は書 いてあ りませ んが,電 話,テ レビ,な ども置

　 いてあ ります。

C.ど のよ うなすわ り方で,食 べたか

　　 嫁のすわ る場所だけ,だ いたい決 ま ってい るが,他 の者は別に決 まっていないそ うです(図

　 156)。 板 の間に敷物をひいてあ ります。みんな座布 団をひいてま した。

D.ご 飯の他 には,何 を食べ,何 を飲んでいたか

　　 朝:お つゆ,お 弁当 のおかずの残 り,茶 など。

　　 昼:朝 の残 りなど,適 当。

図155 隣
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　　夜:い ろいろ と自由。

　　も う,本 当に 自由で,別 に決 まった ものを書 き出せ ません。み んな,公 平に,同 じものを食

べ てます。

E.食 事の時の ご飯 のお給仕について

　　嫁が よそい,順 番 は三男(主 人),夫,自 分,義 母,孫2人,嫁 です。

　　神仏へ のお供えは,ご 飯を炊いた ときで,た いてい朝 と晩です。晩 しゃ くは三男 と夫 が しま

　す。

F.食 事 のあとかたずけについて

　　食べ終 って,み んなが席 をたつ と,す ぐに嫁 が流 しにもってい って洗 います。洗 ったお茶 わ

　んは水切 りカゴに入れておき,し ぼ ら くした ら水屋 に しまい ます。

G.食 器 の共用について

　　共用の食器 も時 々使い,大 皿 が多い。天ぷ らな どもいちお う銘 々に入れるが,お 代わ りが欲

　 しい人のたあに大皿に も り,ま ん中に置 いた りす る。箸箱は,も う使い ませ ん。

H.食 事 中に してはな らない ことについて

　　わ りと自由に食事を してい ますが,行 儀の悪い こと……た とえぽ,ひ じをついて食べ る,食

　事中にお手 洗に立つ,口 にほおば って しゃべ るな ど,を す る と注意 しています。すわ り方 も,

　正座 した り足 くず した りあ ぐらをかいた り,い ろいろの ようです。

1.食 事中のあいさつについて

　　食ぺは じめに 「いただ きます」,食 べおわ りに 「ごちそ うさま」 を言い ます。

J.食 事中の話題 につ いて

　　み んなが 自由に しゃべ るか,若 い老が中心 の話題(学 校の こと)や 最近 テ レビを よく見 るの

　 で,テ レビの話題,仕 事 の話題な どがほ とんどだそ うです。

調査者　No.192(f)　 　　　　　　　　　 調査 日　 昭和59年1月8日(日 曜 日)

被調査者　 Y.M.　 性別　 f　　　　　　　 出生年　 明治41年(75歳)(第2子)

出生地　和歌山県西牟 婁郡K町

生 家の職業 教師

現 住所　大阪府和泉市A町

住所の変更 とその年 度　 西牟婁郡K町 一東牟婁郡N町(大11)一 兵庫県神 戸市(昭10)一 大阪府

和泉市(昭49)

最終学歴　 高等小学校　　　　　　　　　　 結婚　 昭和10年(27歳)

被調査老 との関係　知人

1.お 膳の時期

A.食 事の形式 と家庭環境について

　　まず食事の形式についてであるが,家 長 だけが 「高膳」 と呼ばれ る脚付のお膳 を,他 の者は

　「箱膳」 と呼ぽれ るお膳を使用 して いた とい うことだ(図157)。 この 「箱膳」には浅い ブタが

　ついていて,食 事 のときにそ のブタをひ っくり返 した上に食 器をのせ,使 わない ときは ブタを

　 していたそ うだ。 しか し,当 時で もまだお膳を使用 していた家庭 は,近 所にそ う多 くは なか っ

　た とい う話だ。

　　 この形式は大正11年 に転居す るまで続 き,こ の転居の際に荷物 を少 しでも減 らす とい う意味

　で次のちゃぶ台へ と変 わる。

　　その時期 の家族構成 は両親 と本人の他に兄弟5人 で,使 用人な どはいなか った。 また その時

　期の住所 は現在の和歌 山県西牟婁郡K町 だが,当 時 の呼び方は忘れてお り,漁 業地で,そ の時
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期に戸主は高等 小学校の校長を していた とい うことで,先 に述べた転居 も戸主の転勤に よるも

　のであ る。

B.食 事をする部屋 について

　　食事をする部屋 を 「勝手」 と呼んでお り,食 事のみに使 用 し,大 きさは普通 の高 さの2畳 の

部屋 と1段 高 くな った1畳 が くっついた形 で,そ の部屋 には常 にお膳が(高 膳 はそのまま,箱

膳は ブタを して)並 べ られてお り,備 え付けの戸棚 が1つ あるだけで,天 井か らはラ ンプがつ

　 り下げ られていて,そ の光で食事を したそ うだ。

C.ど の よ うなす わ り方 で食べたか

　　座席の順番 は家長 だけが一段高 くなった1畳 の上座で,母 親は給仕 の しやす さな どか らまん

　中 と決 まってお り,子 供 の座席 もいちお うは決 まっていたが,長 男なのでここ,と い うような

決 ま り方ではなか った とい うことだ。食事 は全員そろ って と り,家 長 の座 る1畳 だけがタタ ミ

　で他の2畳 はぶ厚めの ゴザの ような ものが敷い てあ り,座 ぶ とんは誰 も使用 しなか ったそ うで

　ある(図158)。

D、 ご飯 のほかには,何 を食べ,何 を飲んでいたか

　　朝 はみそ汁 とつけ物 ぐらいで,昼 は魚の煮つ けが多 く,晩 はたいてい魚 と野菜,そ してそれ

　ぞれにお茶がついていた とい うことだが,さす がに漁業地だけあ って魚料理が多か った よ うだ。

　 また,家 長だけ特別余分におつ く りな ども食べ ていた。

E、.食事 の ときの ご飯の給仕につ いて

　　 よそ ったのは母親 で,そ の順番 も家長が一番 だが,あ との順番は これ とい って決 まっていな

　か った。神仏へ のお供えはお茶 とご飯 とい うことで,晩 しゃ く(家 長のみ)は あった。

F.食 事のあ とか たずけについて

　　食べ終わ った あと,す ぐに茶わんや箸を湯茶 でゆす ぐとい うこ とはな く,も うす ぐに食器を

　 さげてす ぐに洗 ったそ うだ。食器を さげ た り洗 った りするのは,初 めは母親 であった が長女(被

　調査者)が9才 ぐらいにな ると,す べて長女がや っていた。(こ れは長女に とってかな り嫌 な

　仕事であ った らしく,そ れ まで と違 って この質問で急 につ っけんどんな返事の仕方 にな った。)

　洗 った食器は備 え付けの戸棚に しま った そ うだ。

図157 図158

376



1家 庭の食事にかんす るライフ ・ヒス トリー調査(資 料編)

G.食 器 の共用 について

　　 1人 ひ とりそれぞれ 自分 のお膳 で食ぺていたので共用の食器は なく,箸 箱 も使用 しなか った

　そ うだ。

H.食 事中に してはな らない ことにつ いて

　　箸の正 しい持 ち方を食事中にかな り厳 しくしつけ られたそ うで,何 度 も強調 してそのことを

　話 していた。食 べる順序な どは特 に決 まってお らず,食 事中のお しゃべ りは禁止 され ていたが,

　それで もい くらかは しゃべ っていた ようで,し ゃぺ らない ように注意 された ことを楽 しげ に話

　 していた。

1.食 事中のあいさつ について

　　これ とい った特別 なあい さつはな く,母 親に 「ごはん よ一」 と呼ぽれて 自分の膳 に着 き,そ

　れぞれ勝手に食べていたそ うだ。食べ おわ りも各 自が 「ごちそ うさん」 と言 うだけだった。

J,食 事中の話題について

　　いちお う食事中のお しゃべ りは禁止 されていたが,子 供達が こらえきれ な くてその 日ので き

　事 を しゃべ ることもあ った ようだ。

2.ち ゃぶ台の時期(そ の1)

A.食 事 の形式 と家庭環境 につ いて

　　まず食事の形式については,長 方形のち ゃぶ台を使 用 していたが,呼 び方は以前 と変わ らず

　「お膳」 と呼んでいたそ うだ(図159)。 それは大正11年 に和歌山県東牟婁郡N町 に転居 した と

　 きか ら,昭 和10年 に結婚 して兵庫県 の神戸市へ転居 するまで続 き,N町 へ転居 して しぽ らくの

　間の家族構成 は,以 前 と変わ らず両親 と本人の他に兄弟5人 で使用人はなか った。その時期の

　住所は和歌 山県 のN町 とい うことしか覚 えていないそ うで,や は り漁業地であ り,戸 主は高等

　小学校 の校長 だった。

B.食 事 をす る部屋について

　　食事をする部屋 のことも以前 と変 わ らず 「勝手」 と呼んでお り,食 事以外には利用 しなか っ

　た。その部屋 の大 きさは約3畳 で,や は り備 えつけの戸棚 があ ったとい うことである。 また,

　 N町 は0町 よ り開けていたので,こ こでは ランプではな く電球 を使 っていたそ うだ。

C.ど の ようなすわ り方 で食べたか

　　家長だけ高膳 とい うことはな くな ったが,そ れで もやは り家 長がいちばん上座で,他 の者 は

　 これ とい って決まっていなか った(図160)。 食事はみんなそろ ってと り,食 べ る場所 には全面

　 タタ ミが敷いてあ ったが,あ いかわ らず座ぶ とんは誰 も使用 していなか った とい うことである。

D,ご 飯のほかには,何 を食べ,何 を飲んでいたか

　　朝食はやは りみそ汁 とつ け物程度で,昼 も晩 も,全 体的に言えぽ魚料理が多 いが,特 に決ま

図159 図160
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　 ってはいなか った。 また,以 前 と同様に家長だけ特別余分におつ く りを食べ ることもあ ったそ

　 うだ。

E.食 事 のときの ご飯の給仕 について

　　 よそった のはあいかわ らず母親 であ り,よ そ う順番 も以前 と同 じように家長 が一番 とい うこ

　 とだけが決 まっていて,他 の者 は特に決 まっていなか った とい うことだ。神仏 へのお供 えも以

　前 と同 じでお茶 とご飯であ り,晩 しゃ くも家長 のみあった。

F.食 事 のあ とかたずけについて

　　食べ終わ ったあ と,す ぐに茶わ んや箸を湯茶 でゆす ぐとい うこともな く,食 器を さげた り洗

　 った りす るのも,こ の頃にはすべ て長女(被 調査者)が 食後す ぐにや っていた とい うことであ

　 り,洗 った食器 もやは り備 え付け の戸棚へ しまい,お 膳を使用 しない時には,壁 にた てかけて

　 いたそ うだb

G.食 器 の共用について

　　 全 く食器 を共用 しなか った以前 に比べ ると,多 少食器 を共用す るようにな ったが,ほ とんど

　 つけ物 を盛 るどんぶ りがそれ であったとい うことで,当 時食べたつけ物の量は現在 よ りか な り

　多 か ったそ うだ。 また,箸 箱 は この時期 も使用 しなか った。

H.食 事 中に してはな らない ことにつ いて

　　 以前 やか ま しく言われた箸 の持 ち方に関 しては,こ の時期にはほぼ正 しく身につ いていたの

　 であ ま りとやか く言われず,食 べ る順序 も特に決 まってはいなか った。食事中のお しゃべ りも

　 いちお う禁 じられ てはいたが,少 しは しゃべ っていたそ うで,食 事中の姿勢については,普 段

　 か ら正 しい姿勢が身につ くよ うに しつけ られていたので,特 に食事中に注意 される ようなこ と

　 はな く,そ のほか,食 事中に してはならなか った ことは特 になか った とい うことである。

1.食 事 中のあい さつについて

　　 これ と言 って特別なあい さつはな く,食 べは じめる前 に各 自めいめいに 「いただ きます」 ぐ

　 らいを言 うだけで,食 べおわ ったあ ともただ 「ごちそ うさん」 と言 うだけだ ったそ うで,あ い

　 さつに関 しては淡 々と しゃべ っているだけだ った。

J.食 事中の話題について

　　 これ もいちお う食事 中のお しゃべ りが禁 じられていたので,あ ま りしゃべ ることはなか った

　 そ うだが,以 前 と同 じく子供がその 日の出来事について話 し,そ のたびに注意 され ていた とい

　 うことだ。

2.ち ゃぶ台 の時期(そ の2)

A.食 事の形式 と家庭環境について

　　 結婚前にひき続 きちゃぶ台を使 用 してお り,そ の呼び方 も 「お膳」であ り,こ の形式 は昭和

　 49年 に大阪府和泉市へ転居す るまで続 いた。その時期 の家族構成は被調査者 とその夫,そ して

　 娘1人 であ り,そ の時期の住所は兵庫県神戸市だ った。 その時期の住環境は住宅地 で,そ の時

　 期の戸主の職業は 洋家具業であ ったが,結 婚後す ぐに亡 くな ったために被調査者が働 いて生活

　 していたそ うであ るが,職 種 についてはふれてほ しくなさそ うなのでふれなか った。

B.食 事をす る部屋 につ いて

　　 食事をする部屋 の呼び方は特にな く,そ の部屋居間 も寝室 も兼ねていたそ うで,6畳 の広 さ

　 があ り,水 屋 とタ ンスが置かれていた とい うことだ。

C.ど の ようなすわ り方 で食べたか

　　 座席の順番は家長が上座,妻(被 調査者)が その向いで,子 供が小 さい うちは妻 の横 であっ

　 たが,少 し大 きくな った頃には家長はいなか ったので,そ のあとに座 った とい うこ とだ。食事
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　は全員そろ って とり,食 べ る場所 はタタ ミで,全 員が座ぶ とんを使

　用 していた(図161)。

D.ご 飯のほかには,何 を食べ,何 を飲 んでいたか

　　朝はみそ汁 とつけ物 ぐらいで,昼 も晩 も特に これ と言 って決 まっ

　てお らず,誰 かが特別 なものを食べる とい うこともなか った。

E.食 事の ときの ご飯 の給仕について

　　よそ ったのは妻(被 調査者)で あ り,そ の順は まず夫,次 に子供,

最後 に妻だ ったそ うだ。神仏へのお供えはお茶 とご飯で晩 しゃくは

　なか った とい うことである。

F.食 事のあ とかたずけについて

　　食べおわ ったあ と,す ぐに茶わんや箸を湯茶 でゆす ぐことはな く,
図161

食後す ぐに妻(被 調査者)が 食器を さげてす ぐ洗い,水 屋へ しま った。

G.食 器 の共用について

　　食器はい っさい共用 しなか ったそ うで,箸 箱 も使用 していない とい うことだ。

H.食 事 中に してはな らないことについて

　　全般 に特に してはな らないことはなか ったが,ひ じをつ くな どのだ らしない姿勢 は当然 しな

　か った。 また,お しゃべ りに関 しては 自由だ ったそ うであ る。

1.食 事 中のあい さつについて

　　 これ といった特別なあい さつは な く,「いただきます」「ごちそ うさま」 もあ ま り言わ なか っ

　た ようだ,と い うことである。

J.食 事 中の話題についてt

　　お もに話 して いたのは妻(被 調査者)で,内 容は仕事 のことが多か ったそ うだ。

3.現 在 の時期

A.食 事 の形式 と家庭環境について

　　 ごく普通 の椅子式 テーブルで普通 に 「テーブル」 と呼 んでお り,こ の形式は現在 まで続いて

　い る(図162)。 その時期の家族構成は被調査者 とその娘,そ れにその夫 と孫1人 で住所 は大阪

　府和泉市A町 で あ り,住 宅地で,戸 主(被 調査者 の娘 の夫)の 職 業は中学校の教師だそ うだ。

　食事の形式 が変化 した原因は被調査者 の娘CZ5結婚に よる新築への転居である。

B.食 事をする部屋について

　　食事をす る部屋を 「炊事場」 と呼び,そ の部屋には備 え付けの流 し台があってそ こで調理 し

　た。大 きさは6畳 ほ どで水屋を置 いていたそ うだ。

C.ど の ようなすわ り方 で食べたか

　　座席の順番は戸主が上座で被調査者 がそ の向い,そ してその両横に妻 と孫 が座 った(図163)。

　食事はみんなそろって とり,床 は板で,全 員が椅子に座 ぶ とんを しいているそ うだ。

D.ご 飯のほかには,何 を食べ,何 を飲 んでいたか

　　朝は ご飯を食 べず にパン と紅茶 で,昼 は夫婦共に勤めに出,孫 も学校へ行 って被調査者1人

　 になるために もっぱ らあ りあわせです ます,と い うことだ。晩は特に決 まっておらず,だ れか

　 が特別にちが った ものを食べていた とい うこともない。

E.食 事 のときの ご飯 の給仕 について

　　 よそ うのは妻 で,そ の順序は家長,被 調査者,孫,妻 だそ うだ。神仏はな く,晩 しゃ くもな

　 い とい うことである。

F.食 事 のあとかたずけにつ いて

379



国立民族学博物館研究報告別冊　　16号

図162 図163

　　食べおわ ったあ と,す ぐに茶わんや箸を湯茶でゆす ぐとい うこ とはな く,食 後 す ぐに被調査

者が食器を さげ,す ぐに洗 って,水 屋に しま うそ うである。

G.食 器の共用 につ いて

　　主にサ ラダを盛 る鉢や,お つ く りなどを盛 る平皿が,共 用 している食器であ り,箸 箱は使用

　 していないそ うだ。

H.食 事中に しては ならない ことにつ いて

　　常識的に しては いけない こと以外 には特にな く,お しゃべ りも自由 とい うことだ。

1.食 事中のあいさつについて

　　食べは じめに 「いただ きます」,食 べ終わ りは 「ごちそ うさま」 と言 うぐらいで,特 にない。

J.食 事 中の話題について

　　孫はまだ小 さいこともあ ってあま り話 とい うほ どの話はせず,も っぱ ら夫婦が2人 共教師で

あ るために学校 の話題が多いそ うだ。

調査者　No.205(f)　 　　　　　　　　　調査日　昭和59年1月　 日(日曜日)

被調査者　H.H.　 性別　 f　　　　　　　出生年　明治42年(76歳)(第4子)

出生地　岡山県倉敷市S町
生家の職業　開業医

現住所　岡山県岡山市H町

住所の変更とその年度　昭和26年12月

最終学歴　女子専門学校　　　　　　　　　結婚　昭和4年(21歳)

被調査者との関係　祖母

1.お 膳 の時期

A.① 祖母 の記憶の限 り大正初期 よ り飯台であったが,使 用人は茶色塗 の箱膳であ った。祖母 の

家 は開業医を していたため,当 時の近所 の農家 がすべて箱膳 であ ったに もかかわ らず,飯 台 で

　あ った(図164)。

　　② ごぜ んをち ょうだいす(よ く意味がわ からなか った)。

　　③ 明治初期 よ り大正末期 まで続いている と思 う。ただ し,今 で もその しきた りの一部を続け

　ている家 もあ るようだ。

　　④(祖 母か らみて)父,母,兄,姉,妹,女 中,使 用人(車 夫等)。

　　⑤ 岡山県都窪郡N村 。

　　⑥貧 しい小作 人,ま たはわずかな農作地 を持 ってい るだけの貧 しい農村だ った。
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　　⑦開業医(昔 か ら代 々医家で,医 者 は仁な

　 りと薬代,往 診料 すべ て無料で薬礼 として夏

は西瓜,じ ゃが芋,玉 葱を もらえぽ良いもの

　であった。当時はお年貢 と称 して小作人は地

　主 に出来た米を届けていた。)

　　⑧当時は食事の形式 は進歩 もな く,ほ とん

　 どご飯だ った(マ マ)が,"幸 いに"祖 母 の

　家では全員が 白米であ った。米倉には米俵 が

　積 まれ ていた。

B.⑨ 「茶 の間」と呼んでいた。近所の家では,

　「おへ っつ い」 と言 っていた。

　　⑩夜,一 家 の団 らんの部屋 でもあ った。

図164

　　⑪部屋 の大 きさは,6畳2間 。隣の部屋には,神 棚,佛 壇,中 庭 に面 した部屋には入れ込 み

　 (つく りつけ)の 大 きな食器戸棚があ った。

C.⑫ 父(祖 母 の)が 上座にすわ っていた。なお,使 用人 は次 の間。

　　⑬職業柄,夕 食だけそろ って食べた。他は時間のずれがあ り,個 々に とった。

　　食べ る場所 は,家 の者は畳。使用人 は板の間であ った。

　　⑮座ぶ とんは全員使 った。 ただ し使用人のは紺 木綿 のものであ った。

D.⑯ 朝　 味唱汁,漬 物,番 茶(農 家 では味噌,豆 茶(道 端 で取 った もの))。

　　⑰昼　野菜 を煮 たもの,漬 物,番 茶(農 家ではいつ も同 じよ うだ った。)

　　⑱晩　魚を煮た り焼いた りした もの と野菜な ど。

　　⑲父,兄(祖 母 の)は お さしみなどがあ った。

E.⑳ 母,ま たは女 中,時 には祖母 たち姉妹。

　　⑳父,兄,母,女 の姉妹の順。使 用人は別に好 きなだけ よそ っていた。

　　⑳お供えは第一 に神様,仏 様には御 飯 とお茶 と う。

　　⑳父は晩酌を必ず1本 だけ していた。

F.⑳ 食べ終わ ったあ と,必 ず湯茶でゆすいでいた。一粒の御飯 も残す と目がつぶれ ると教わ っ

　た ので。

　　⑳女 中が食器を さげたが,姉 妹は必ず手伝 いを した。

　　⑳井戸端 で女中が洗 った。

　　⑳食器は綺麗にふいて,大 きな食器戸棚 に角盆にふせて しまった。

G.⑱ 漬物鉢,小 鉢,お さい箸。

　　⑳漬物,煮 物その他つ くだ煮(い りぽ し,じ ゃ こなど),昆 布。

　　⑳箸 箱は明治の頃か らあ り,(祖 母 の)両 親 だけはかな り長 く続 いていた。祖母 たちは,洗

　 って角盆 にそろえてあ った。箸箱は今 も続いている家があ る。

H.⑳ 箸 の上 げ下 ろしは常 に注意 されていた。

　　 ⑫御 飯,お 汁 とあれ これ と食べ荒 さない こと。

　　 ⑳ 口に食 べ ものを入れてお しゃべ りしない ように言われ ていた。

　　 ⑭正座,ひ じなど食卓につかぬ こと。茶碗をち ゃん と手 に持 って食べる,お 椀 も同じ く。

　　 ⑮音をたてないこと。中座 して,便 所に行 くのは もってのほか。

1.⑳ いただ きます。

　　 ⑰ ごちそ うさまで した。
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J.⑬ 姉妹の うち下 の2人(祖 母 も含め)。

　　⑲村での出来事(牛 が追いかけてきた等),学 校での出来事な ど。

2.ち ゃぶ台の時期

　①家族はち ゃぶ台,使 用人は箱膳 が昭和の初期 まで続いた。

　② ごぜんにする(意 味不 明)。

　③ ちゃぶ台は今 でも続いている。

　④父,母,兄,姉,妹,女 中,使 用人。

　⑤大正中頃,都 窪郡N村,し だいに発展 してきて昭和のは じめには倉敷市 とな った。

　⑥貧 しい農村 は河川買収に よ り,倉 敷 レーヨ ン工場が建設 され,年 ごとに工業地 と変わ って行

った。

　⑦開業医であ った。無医村のため,各 科担当の看護婦を雇 い,全 科を診ていた。 出産 も多 か っ

た ようであ る。また,倉 レの工員 も多 く来診 した。

　⑧工場の工員 となる者 もあ った り,工 場社宅がで きて,知 識階級者が村に入 って きた こと。倉

敷市 内に行 くのに交通(バ ス)の 便 が よくなった こと。工場が 出来たために水道 が引かれ,電 気

もつ き,そ れに ともない食生活は一変 して良 くな った。卵な ど蛋 白質 に 目を向ける よ うになった。

この頃か ら牛肉 も市 内まで求めに行 くように なった。祖母 の家 でも一 ヶ月に一度 くらいは牛 肉を

食べた。使用人 も別鍋 です き焼を食 べていた。

B.⑨ 「お茶の間」 と呼んでいた。

　　⑩夕食の団 らんの部屋で もあ り,ご く親 しい人の接待 の間 でもあった。ただ しコタツは して

　 いなか った。

　　⑪前の時期 と同様。 この頃にな って,ラ ジオが置かれた。

　　⑫父が上座,使 用人は次の間。

　　⑬朝,昼 は別,夜 はそ ろって食べた。

　　⑭家族は畳,使 用人 は板の間。

　　⑮家族の者は白いカバ ーのついた もの。使用人は紺木綿。

D.⑯ 朝　味噌汁,漬 け物,い り干 しを油い りした もの。のみ ものは番茶。牛乳な どは手 の届か

　 ないものであ った。

　　⑰昼　野菜の料理,揚 げ豆腐な ど。

　　⑱⑲晩　当時いちぽんご馳走で,魚 のフ ライ,1ヶ 月に一度 くらい,す き焼であ った。ただ

　 し当時,お 肉を食べ る家 はあ ま りなか った。鶏 肉は,ト リを飼 っていた家が多か ったので食べ

　 ていた よ うである。 またこの頃,卵 料 理(オ ム レツな ど)を,使 用人 も食べていた。父だけ晩

　酌 を していた。

E.⑳ 母,姉 妹,女 中。

　　⑳神佛の後,父,兄,母,姉 妹の順。

　　⑳ まず神様(お 水 もそえ)仏 様(お 茶 とうも加 え)。

　　㊧父が していた。

F.⑳ 必ず,お 茶ですす いでいた。

　　⑳女 中が井戸端 に運 んでいった。

　　⑳女中が洗 ったが,姉 妹は手伝 った。

　　⑳洗 った食器は必 ずふ いて茶の間の食器 戸棚 に しまった。家族 の老 だけ角盆に まとめて,茶

　 碗はふせて置いた。使用人は各 自,自 分 で洗い,箱 膳に しまった。た だ し横着者 の車夫(男 衆)

　 は,何 日で も洗 うことな く叱 られていた。
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G.⑱ 漬物鉢,煮 物鉢,重 鉢な ど,た だ しこれには常 に塗 り箸 がつ いていた。

　　㊧漬物,ご ぼ う,こ んぶ,重 ね鉢 の中には,ら っき ょ,梅 雨干 し,奈 良漬等。

　　⑳箸箱は,祖 母 の知 る限 り,両 親 が使 っていた。

H.⑳ ～⑮ までは前 の時期 とまった く同様 であ った。

1.⑯ いただ きます。 ただ し使用人は,お ち ょうだい します。

　　⑰ ごちそ う様で した。ただ し使 用人 は,ご っつお うさんで した。

J.⑱ ⑲ も同様である。

3.現 在(椅 子式テー ブルなど)の 時期

A.③ 昭和30年 頃 より外 国式が入 って きて,ほ とん どの家に今 日に至 ってい るが,祖 母宅 では使

　われ てい ない。

　　④ この時期は核家族 が多 いが,家 族構成 は(祖 母か らみて)夫,子(長 男(別 居)長 女(結

　婚 して別居)次 女,次 男(同 居)看 護婦1人)。

　　⑤広 島等転 々としたが昭和26年 には岡山市 内に落 ち着いた(岡 山市H町)。

　　⑥商業地 で隣近所 には小売店が軒を連ねている。生家の方 では,戸 主 は故人 とな り,か な り

　広 い農地 はすべて不在 地主 として(農 地解放 のため)小 作人 の手に渡 った。残 ったのは家屋敷

　 と野菜畑150坪 程 とな った。

　　⑦結婚後,祖 母の夫は県の公務員であ ったが,昭 和28年 頃,開 業 して内科 を した。

　　⑧ 国全体 に欧米化が行 きわた り,新 しい世代 の人 々は受け入れてい ったが,祖 母宅において

　は,食 事室は茶の間で畳敷 のため今 でも椅子は取 り入れ られ ていないが,看 護婦は台所で食事

　をす るため椅子を使 っていた。.

B.⑨ 食堂

　　⑩ 料理をす る部屋で もあ る(台 所 と茶の間が両面つかいの食器棚が置かれてい るので)。 大

　 きさは3畳 半 ぐらいの台所に,4畳 半 ぐらいの茶の間。当時,椅 子式を取 り入れ ている家 では,

　大 きさはだいたい6畳 ぐらい(フ ェル ト張 り,ま たは リノ リュー ムの美 しい柄),大 きな角 テー

　 ブルに椅子があ った。調度品は電気製品(冷 蔵庫,オ ーブ ン,バ イザ ー,レ ンジな ど),昔 に

　 くらべ この時期 の変わ り様は驚 くほ どであった。

C.⑫ 座席 の上下 な く便利を考えて適 当に腰かけたが,調 理台 や炊飯器の近 くに女性が腰か けた。

　　⑬職業 柄,子 と夫の時間帯が異なるので朝,昼 は別,夕 食 はいっ しょに食 べた。

　　⑭キッチン ルーム。

　　⑮座ぶ とんは必要な し。

D.朝 　パン,牛 乳,サ ラダ,玉 子等(祖 母宅では ご飯 に味噌 汁,小 魚等)。

　　昼　給食,弁 当,ラ ーメ ン等(祖 母宅,ご 飯,パン の時 もある。粥等)。

　　晩 肉食 または油 いため,そ の他 フライなどもあ る。

E.⑳ 大体母親,娘 等。

　　⑳子供を先につけ るこ ともある。⑫ の神仏のお供えは しな くな った。す る家庭 もあるが少な

　 くなった。⑳晩酌 は しだいに薄れ る感 じが あるが,そ の代わ りビールが多 くな って きてい る。

F.茶 碗を湯茶でゆす ぐこ とは あま りない。㊧母親や各 自がす ぐにさげた。⑳母親,あ るいは娘

　 など。⑳食器戸棚 に しまった。あ るいは食器伏せに置いてお くこともある。

G.共 用 の食器は どの時期 でも変わ らず,お さい箸がつけ られている。⑳箸箱を使 ってい る家は

　 ほ とん ど見 られない ようだ。

H.食 事 中に してはな らない ことは,ほ ぼ どの時期 でも共通 してい るが,現 在 では,そ れ程躾の

　 きび しい家庭 も少な くな ってきている。 しては いけ ない とい うよ りも1つ のマた として相手
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 {
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に不愉快を与えない ように,ま た,見 ていて綺麗 な身 のこなしが,基 本 的には変わ らずその根

底 にあると思 う。

1。J.も 同 じで,食 事中の話題は子供中心 で繰 り広げられ るのも,今 も昔 も変わ っていない(特

に女の子の方 が中心に話す よ うだ)。 しか し,現 在,食 事 時にテ レビをつけて見なが ら食べ る

とい う家庭 も増え,家 族の団 らんの場 が単に個 々の集 ま りとな り,コ ミュニケーシ ョンも行わ

れないまま時間が過 ぎるとい うパターン だ。現代核家族 と機器の氾濫が生んだ病理現象 であ る。

調査者　No.217(f)　 　　　　　　　　　 調査 日　 昭和59年1月12日(木 曜 日)

被調査者　 K.S.　 性別　 f　　 　　　 　 出生年　明治33年(82歳)(第2子)

出生地　長 野県東筑摩郡1村

生家の職業 　農業

現住所　長 野県松本市1町

住所の変更 とその年度　村 内で大正13年

最終学歴　　　　　　　　　　　　　　　　　結婚　大正13年(24歳)

被調査者 との関係　祖母

1.お 膳の時期

A.食 事の形式 と家庭環境 について

　　お膳を丸 く囲んで食 べた。 お膳は箱膳であ り,中 に各 々の食器を しま ってお いた。 これは実

　際 「お膳」 と呼ぼれ,昭 和25年 頃 まで使われた(図165)。

　　結婚す る前の家族構i成は,父,母,兄1人,妹2人 の6人 であ り,住 所 は長野県東筑摩郡1

　村で山間地 であ った。戸主 である父の職業 は農業であ った。結婚 してか らの家族構成 は,義 母,

　夫,子8人 で,義 母は昭和20年 亡 くなった。住所 はや は り同 じく1村 で,隣 りの部落か らお嫁

　に来 た とい うことであ る。夫の職業は農業であ った。結婚す る前 と後の食事の形式 にはほ とん

　 ど違 いはないよ うで ある。

B.食 事をす る部屋について

　　食事をす る部屋は 「お勝手」 と呼ば れ,炊 事場 とつなが っていた。結婚す る前のこ とは不 明

　であ るが,嫁 いだ家 のお勝手は図166の 様 であ り,12畳 ぐらいである と思われ る。

C.ど の ようなすわ り方 で食べたか

　　座席の順番 であるが,結 婚前の ことは不 明であり,結 婚後は,夫 がいろ りのぞぽの席であ り

　長男,次 男,長 女,… … とい うよ うに,長 女 より次男の方が年下に もかかわ らず,よ い席であ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 も　　　ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　も

　 った(図167)。 食べ る場所 は,ね ことい うわ らであんだ もので,ご ざ よ り厚 いものであ り,座

　ぶ とんはな く,み んなでそろって食べた。

D.ご 飯のほかに何を食べ,何 を飲 んだか

　　やは り結婚前の ことは不 明である。結婚後は,朝 はみそ汁,つ け もの,昼 も朝 と同 じよ うで

図165 図166
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あ り,夜 はみそ汁,つ け もの,に もの,魚 などであ った。誰かが特別な ものを食べ ていたので

　は ないが,魚 などの時は,一 番大 きい ものを夫に,と い うように していた。

E食 事の ときのご飯 の給仕について

　　結婚前では,母 がみんなの分を よそい,順 序は父が一番 であ った。神仏 へのお供えは毎 日か

　ど うかはわか らないが,ご 飯をお供え し,晩 しゃ くは しなか った。

　　結婚後では,本 人がみんなの分を よそい順序は,夫,長 男,次 男,長 女,次 女,… …六女,

本人であ った。毎 日,ご 飯を仏様にお供え した。夫は毎 日,晩 しゃ くを した。

F.食 事のあ とのかたづけについて

　　食べおわ ったあ と,す ぐに茶わんや箸 を湯でゆすいだ。結婚前は不明であ るが,結 婚後 では,

食べ終 った人か ら,自 分 の食器をお膳の中に しまい,部 屋のすみ にお膳をつみ上げ た。 しか し

　夫 の食器に関 しては,妻 であ る本人がお膳 の中に しまい,部 屋 のすみに積んだ。

　　食器は週に1回,子 どもたちが川に洗いに行 き,お 膳の中へ しまった。子 どもといって もほ

　 とんど女の子が洗 った。

G.食 事 の共用について

　　結婚前では,ど んぶ りや皿 などが共用の食器 であった。それ にはつけ ものやに ものが盛 られ

　ていた。

　　結婚後では,ど んぶ りやおて しょうと呼ばれ る小皿,大 皿 が共用の食器であ り,や は りつけ

　 ものや にものや魚が盛 られ ていた。魚は生臭いので魚専用の皿 があ った。

H.食 事 中に してはな らないことにつ いて

　　箸 については,箸 の向きを逆 に持 って使 うこと,音 をたててお くこと,箸 と箸 で食物をわた

　す ことなどが してはな らないこ とであった。食べ る順序は夫が先であ り,夫 が箸をつけるまで

　は誰 も箸をつけてはな らなか った。食事中のお しゃべ りは してはな らな くて,姿 勢は正座 であ

　 った。 そのほかに してはな らないことと しては,食 事 の途中で席をたつこと,あ くびをす るこ

　 と,な どが あった。

1.食 事 中のあいさつについて

　　食べは じめは 「いただ きます」「ち ょうだい します」 の どち らかで,食 べ おわ りは 「いただ

　 きました」「ち ょうだい しました」 であった。

J.食 事 中の話題について

　　食事 中は話 を してはな らなか った。

2.飯 台の時期

　飯台の時期 には,大 きく分けて家族構成が本人,夫,子 どもの時期 と本人,夫,息 子夫婦,孫

の時期がある。

1.家 族構成 が本人,夫,子 どもの時期

A.食 事の形 式 と家庭環境について

　　長方形の飯台を囲んで食事を した。実際,そ れを 「飯 台」,と呼んだ(図168)。 これは昭和25

　年頃か ら使 われ,今 で も使われている。 この時期の家族構成は,夫,子5人 の7人 で,住 所 は

　それ以前 と同 じであるが,市 に合併 したので松本市であ り,や は り山間地であった。戸主であ

　 る夫は農業 を営んでいた。食事がお膳 から飯台 とな った理 由は,覚 えていないよ うであ る。

B.食 事をす る部屋 について

　　食事をす る部屋は以前 と同 じく 「お勝手」 と呼んでいて,炊 事場 とつながって いた。お勝手

　 の情景は飯台がおかれ てい ること以外は,以 前 と同 じである。

C.ど のよ うなすわ り方 で食べたか
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図167 図168

　　座席の順番は 図169の よ うであ り,み んなでそろって食べ た。食べ る場所 はござ,そ の後 ビ

　ニール製のカーペ ッ トのよ うな もの とな り,座 ぶ とんはいずれ も,誰 も用いなか った。

D.ご はんのほかには何 を食べていたか

　　朝 …みそ汁,卵,の り,納 豆な ど。

　　昼…お じや,魚,に ものな ど。

　　夜 …魚,野 菜いため など。

　　魚はサ ンマや ニシソであ り,肉 は特別 な時 に しか食べなか った。魚 などの時は夫に一番大 き

　いものを盛 った。

E.食 事の ときの ご飯 の給仕について

　　本人がみんなのご飯を よそ った。 よそ う順番は夫,長 男,次 男,四 女,五 女,六 女,本 人で

　あった。仏様 には毎 日ご飯をお供え し,夫 が毎 日晩 しゃくを していた。

F.食 事のあ とのかたづけについて

　　食べ終 ったあ と,す ぐに茶わんや箸 を湯 でゆす いだ。食器は食べ終 った人か ら,め いめいの

　ものを さげそのあ とす ぐに洗 った。 ただ し,夫 の分は妻が行 った。

　　洗 った食器 は,ざ るにあげて,そ のままざるに いれておいた り,普 段あ ま り使わない皿な ど

　については戸棚 に しまった りした。

G.食 器の共用 について

　　共用の食器 としては,皿 や どんぶ りが あ り,そ れには,つ け もの,に もの,野 菜いため,魚

　などが盛 られ ていた。箸箱は使 わなかった。

H.食 事中に してはならない ことについて

　　箸の上げ下 ろ しは以前 と同様,箸 の向きを逆に持つ こと,音 をたててお くこと,箸 と箸で食

物をわたす こ とが してはな らない ことであ った。食ぺ る順序 は夫が一番先であ って,そ のあと

は誰か ら食 べは じめて もよか った。

　　食事中のお しゃべ りは して もよく,姿 勢は男はあ ぐら,女 は正座だ った。そのほか,食 事 中

　に してはな らないこととしては,ひ じをついて食ぺ ること,あ くびをす ること,汚 ない話をす

　ることなどがあ った。

1.食 事中のあいさつについて

　　食べは じめは 「いただ きます 」,食べ終わ りは 「いただきま した。」で,手 のひらを あわせて

　言わなけれ ばな らなか った。

J。 食事中の話題 について

　　お もに夫 が話 していて,近 所 の うちのことな ど,世 間話 が多か った。
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皿.家 族構成 が本人,夫,息 子夫婦,孫 の時期

A.食 事の形式 と家庭環境について

　　長方形 の飯台を囲んで食事 を してい る。実際は,こ れ を 「テーブル」と呼んでい る(図170)。

　 これは今 もつづ いている。 この時期は,本 人,夫,次 男,次 男の嫁,孫1人 の5人 である。住

所は同 じく松本市 であ り,山 間地 であ る。戸主 である夫は無職であ り,家 で食べ る分 くらいは

　農作物 を作 っている。

B.食 事をす る部屋 について

　　食事をす る部屋は 「お勝手」 と呼ぼれ,炊 事場 がつなが っている。部屋 の情景 は図171の 様

　であ る。

C.ど の ようなすわ り方か

　　座席 の順番 は図172の ようで,次 男の帰 りが遅 い時 は別 と して,み んなそろって食べてい る。

　食べ る場所 はタタ ミであ り,座 ぶ とんを使用 している。孫は,ま だ小 さいので,子 ども用のい

　すを使用 している。

D.ご 飯のほかには,何 を食べていたか

　　朝…みそ汁,卵 料理,の り,な っ とうな ど。

　　昼…魚,野 菜 いため,つ け もの。

　　夜…魚や 肉,サ ラダ,に もの,あ え物,つ け もの,み そ汁。

　　特別にちが った ものを食べている人はいない。

E.食 事の ときのご飯 の給仕について

　　 よそ うのは嫁 であ り,よ そ う順序は,夫,次 男,本 人,孫,嫁 で ある。 仏様 へは毎 日,ご 飯

　をお供え している。

　　夫 と次男が毎 日晩 しゃ くを している。

F.食 事のあ とのかたづけについて

　　食べ終わ ったあ とは,茶 わんをゆす いできれいにする とい う目的 でないのであるが,茶 わん

図169 図170

図171 図172
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　に湯を入れ て飲む とい うことは している。

　　みんなが食べ終 ったあ と,嫁 は食器を さげ,そ のあ と嫁が食 器を洗い,洗 った食器は洗いお

　けに置 き,そ のままに してお くか,戸 棚に しまうか している。

G.食 器の共用 について

　　共用の食器 は,ど んぶ りや皿 があ り,に ものやつけ もの,サ ラダな どが盛 られ ている。箸箱

　はない。

H.食 事中に してはならない ことについて

　　箸の上げ下 ろ しは,箸 と箸で食物 をわたす ことが してはならない ことで,そ の他は特 にない。

　　食べ る順序 もきめられ てい るわけではない し,食 事中のお しゃべ りももち ろん して もよい。

　姿勢は男はあ ぐら,女 は正座であるが,別 に くず して も構わ ない。食事中に してはならないこ

　 とは,ひ じをついて食べ ることであ る。

1.食 事中のあいさつ につ いて

　　食べ は じめ… 「いただきます」

　　食べおわ り… 「いただ きました」「ごちそ うさま」「ごちそ うさまで した」

J.食 事 中の話題について

　　夫や次男がお もに話 してい る。話題は,近 所 のこと,テ レビ,新 聞の内容 について,孫 の話

　などが主 であ る。

調査者 　No.221(f)　 　　　　　　　　　 調査 日　 昭和59年1月8日(日 曜 日)

被調査者　 K.J.　 性別　 f　　　 　　　 出生年　大正2年(70歳)(第2子)

出生地 　島根県飯石郡M町

生家の職業　農業

現 住所 　島根県出雲市H町

住所の変更 とそ の年度'昭 和23年

最終 学歴　M家 政高校　　　　　　　　　　 結婚　昭和23年(35歳)

被調査者 との関係　祖母の義姉

1.お 膳の時期

A.食 事の形式 と家庭環境について

　　お膳は 「箱膳」 と呼ばれ各 自別 々に所有 していた。男は黒塗 り,女 は朱塗 りで大 きさ も違 っ

　て いた。使用人は膳は食器を並べ る台の よ うな物 で しかなか った。食事は図173の よ うな形式

　でな され,使 用人 との区別は少 しあるが,世 代に よる区切 れはみ られない。 この形式 は昭和3

年頃 まで続け られ たが,出 し入れに不便だ ったの

　で,箱 膳は しだいに消 えてい った ようだ。

　 　当時は,祖 父母,父 母,姉1人,弟2人,使 用

人(男2,女1)の11人 家族だ った。住所 は島根

県簸川郡M町 で,山 間の農業地であ 観 戸主は農

業を営んでいた。

B.食 事 をす る部 屋について

　 食事を していた部屋 は 「台所」 と呼ぽれた。近

　 くに炊事場があ り,食 事 をす る所は一段 高 くなっ

　ている。 この部 屋は食事 以外には特に使用 されて

　いなか った。広 さは10畳 程度 で,箱 膳を しまって

　お く戸棚 だけがあ った。 図173
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C.ど の ようなすわ り方で食 べたか

　　座席 は,上 に祖父 と父,横 に子供,母,祖 母,下 に使用人の席があ った(図173)。 母 の座席

　が祖母 より上にあ るのは,祖 母が ご飯を よそ うためであ った らしい。皆が この きめ られ た座席

　につ くと,そ ろって食事を始めた。台所は板の間だった ので,食 事中はそこにむ しろを敷 き,

　その上 へござを敷 き,そ こへ正座 を して食べた。座ぶ とんはだれ も使用 しなか った。

D.ご 飯 の他 には何を食べ,何 を飲 んだか

　　農家 のため,家 で とれた野菜 が主 なおかず となる。朝は ご飯を食べ る ことは まれで,大 根 を

　いれたお団子を い くつか食 べていた。昼は ご飯 とみ そ汁,大 根やイモの煮 しめを食べた。煮 し

　めの具 がかわ る程度で毎 日同 じようなものだ った。夜は ご飯 とみそ汁,煮 しめの他にひた しや

豆腐,油 あげな どが一品加わる。時には くじらの肉のみそ汁があ り,子 供心に 印象的だ ったよ

　 うだ。 また,つ け ものは必ず毎食,食 卓にのぼ った。

　　食事 は特別に違 うものを食 べる人 もお らず,皆 同 じものを食べていたが,母 や使用人 は満足

　を得 られ る程の量ではなか った ようだ。

E.食 事 のときの ご飯の給仕 について

　　おかずは家の女たちが手分 けを して盛 り付けたが,ご 飯を よそ うのは祖栂 の役 目だった。 ご

飯 の給 仕は家 計を預 か る者 の権力を示す ような ものであった らしい。「杓子 は嫁 にはまかせ ら

　れん」 といわれ,嫁 は40～50才 になるまで ご飯 を よそ うことを許 され なか った。そのた め,嫁

　はわずか なご飯でが まん しなけれ ぽならなか った。そ して;祖 母の手 に より,祖 父,父,弟,

　姉,本 人,母,使 用人の順 に よそわれた。

　　また,神 仏のお供えは,そ の 日初めて ご飯を炊 いた時供え られた。晩酌は無か った。

F.食 事 のあ とかたづけについて

　　食べ おわ ると,茶 碗 に湯をそそ いで飲む。 この時,茶 碗や箸はゆすがれた。その後,各 自が

　自分 の食器を 自分の箱膳 の中に しまって台所 から立 ち去 ったあ と,嫁 と女使用人が この食器 の

　 しまわれた箱膳を重ね集 めて戸棚へ しまった。食器は嫁 と女使用人が洗 うが,特 に汚れ た時以

　外,毎 日洗 うことはなかった。

G.食 器 の共用について

　　茶碗は身体の大 きさに応 じ違 うので個人の所有だ ったが,汁 を もるお椀やおかずを盛 る皿は

共用 されていた。 また,箸 や箸箱 は銘 々が もち,現 在で も続いている。

H.食 事 中に してはな らない ことについて

　　さい台か らとったおかず は残 さず食べなけれ ぽならなか った。食べ る順序は汁を先に一 口飲

み ご飯をたべたが,そ れ ほ ど気をつかわれなか った。 しか し,お しゃべ りだけは厳 しく注意 さ

れ,少 しで も話す と 「だま ってはや く食(く)っ て しま うだが」 としか られた とい う。食事中

は男はひ ざを組み,女,子 供 は正座を して静か に食べた。その他,自 分がたべおわ って もす ぐ

に立 ち歩かず,み んながたべ おわ るまで静 かにまつ よ うにいわれ たとい う。

1.食 事中のあい さつにつ いて

　　食べ は じめは 「いただ きます」,食べ おわ りは 「ごちそ うさまで した」が いわれた。祖父が

　まず最初に言い,そ の後,他 の者がそろ ってい うよ うに していた。

J.食 事 中の話題について

　　H.で 書 いた ように,食 事 中の話 は厳 しく禁 じられて いたた め,祖 母 のおかわ りをすすめ る

声がひび くだけだ った。

2.ち ゃぶ台の時期

　ここでは,おばあさん が現在 の家へ嫁がれ た昭和20年 台のち ゃぶ台の様子を調べた。な お,A
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一J .の 項 目は,1.お 膳の時期のそれ と同様である。

A.ち ゃぶ 台は 「飯台」 と呼ばれ,昭 和3年 頃か ら現在 にいた るまで続いている。食事の形式 は

　図174の ように一つの飯台をか こむ形に なっている。

　　当時の家族構成は,夫,息 子2人,娘1人 の5人 家族 であった。住 所は島根県出雲市H町 で,

　農業地である。戸主は農業を営 んでいた。

B.食 事をする部屋は近 くに炊事場が あるため 「台所」 とよぼれ,食 事時以外にはあ ま り使用 さ

　れなか った。広 さは10畳 ほ どで,食 器棚 と砂糖 や乾物 をいれ る戸棚がおかれていた。

C.核 家族 なので人数 も少な く,1つ の飯台を皆の座席 が囲み,上 に夫の座席があ る(図174)。

　食事は毎 食,皆 がそ ろって食べ始 めた。台所は板の間で,そ こへ食事時に銘 々薄い座ぶ とんを

　運び入れ正座を して食べた。

D.食 事内容は,戦 後 まもないため,あ ま り高価な物は食べ られなか ったが,農 家な ので,野 菜
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 すいとん
　やお米には困らず,家 で とれた野菜 と他の物を交換 した りして食べていた。朝は お団子や水団,

　昼はおかゆ とみ そ汁,煮 しめが一般的 だった。夜は ご飯 とみそ汁,煮 しめの他,毎 日 とい うわ

　けではないが鰯や さば とい った魚 が一品加え られ るようになった。特別に違 う食事をす る者 も

　 な く,家 で とれ た野菜を煮 しめや つけものに して食べていた。

E.お かず の盛 りつけはおばあさん と娘,ご 飯の給仕は一家 の主婦であ るおばあ さん の役 目だ っ

　た。 よそ う順序 は夫,息 子2人,娘,おばあさん の順であ った。

　　神仏のお供 えは,仏 さまだけに夜供 えられた。 また,晩 酌 は無か った。

F.食 べおわ ると,茶 碗に お湯をそそいで飲み,茶 碗や箸をゆすいだ。食事後,食 器 はおぽあさ

　 んと娘が さげた。当時は,毎 食 ご とに食器を洗 うことはな く,一 日一回夕食後,おばあさん と

　娘が共同で洗った。洗 った食器はか このよ うな ものに伏 せ,ふ きんをかけておいた。

G.茶 碗はそれぞれ の所有だ ったが,汁 をいれ るお椀やおかず を盛 る皿は共用されて いた。箸箱

　 は当時 もひ き続 き存在 し,今 も続 いている。

H.食 事中に してはいけ ない ことは箱膳 の時期 とあ ま りかわ りがない。食ぺる順序は気 にされ な

　か ったが,皆 汁 か ら口をつけた ようだ。以前 とかわ った ことはお しゃべ りにつ いて だろ う。静

　かに食べ ることが望 まれたが,以 前 ほ ど厳 しさはな く,笑 いもあ った よ うだ。食事 中は皆,正

　座を して食べた。 その他,子 供たちには,ひ じをついて食べ た り,立 ち歩かないよ うに注意 し

　た とい う。

1.あ いさつ は以前 とかわ らず,食 べは じめに 「いただ きます」,食 べおわ りに 「ごちそ うさま

　 で した」がいわれた。

J.食 事中は,お もに子供たちが話 を し,一 日の 出来事や,友 だちのことな どの話題 が多か った

　 ようだ。

3.現 在のち ゃぶ台 の時期

A.現 在 も結婚当時 とかわ らず,「 飯台」 とよぼれ るちゃぶ台で食事が されてい る。 食事の形式

　 は図175の ようになっている。世代 に よる区切れはないが夫婦は近 くに座 っている ようだ。

　　現在の家族構成は,息 子夫婦,孫 夫婦,孫 の6人 家族 で使用人はいない。住所はかわ らず島

　根県 出雲市H町 で,近 年ぶ ど うの栽培 が盛 んとな った農業地 であ る。 この家庭 は兼業農家 で,

　戸主は養豚 ぶど う栽培を行 うかたわ ら,土 木工事に もでかけてい る。

B.食 事を している部屋 はいわゆる 「台所」 であ る。 この部屋 は料理や食事以外 には使われず,

　食後 の家族の団らんに使われ る程 度だ。広 さは8畳 ほどで,料 理 に関す る一切のもの,つ ま り,

　流 し台,冷 蔵庫,電 子レンジ,茶 棚,食 器棚,食 料品入れなどがおかれている。

C.座 席は,以 前 の ように上下に こだわる ことがあ ま りない ように思え る。ご飯 をよそ った り,
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図174 図175

かたず けに都合の よい ように配置 されてい る。おばあさん に関 しては,動 きやすい よう戸 ロの

方へ席 を移 してもらったそ うだ(図175)。 食べ る所 は板 の間で,食 事 時になると飯台を1つ お

　き,板 の上 に各 自が座ぶ とんを しいて座 っている。 この家は現在,新 築 され,台 所 も現 代風 の

　ダイニ ング ・キッチン とな り,新 築当時は,い ちお う椅子式 テーブルが備 えつけ られ る予定 だ

　った。 しか し,や は りな じむ ことが できず,テ ー ブル式 はと りやめ,結 局,新 しい板の上に食

事時だけ飯 台をお き,座 ぶ とんを しいて食べ るとい う,以 前 と同 じ状 態になって しまった。

　　食事 は,朝 と夜は全員そろ って食べ,特 に夜は,おばあさん の 「働 いてか えって くるもん よ

　 り先 に くった ら,ば ちがあたる」 とい う言葉で,必 ずそろってか ら食 べ始 める。昼は家 に残 っ

　たおばあさん と孫の嫁がい っしょに食べ るそ うだ。

D.食 事 内容 は,朝 は ご飯 とみそ汁,煮 しめ,つ け ものが一般的であ る。昼 は二人 なので,夕 食

　の残 りや朝 と同 じ程度で軽 くす ませ ている。夜は,男 の人た ちが帰 って くるのでみそ汁,煮 し

　めの他に,肉 か魚 のどちらか一品が加 わる。冬場は鍋物 が多 いそ うだ。おばあさん もす き嫌い

　がな く皆 と同 じ食事をす るので,特 に違 った食事をす る人は いないが,男 の人 に,朝 は卵をつ

　けた り,夜 は酒のさかながつ く。

　　田舎に も最近は近 くに スーパ ーがたち,肉 や魚が容易に手 に入 り,食 生活 も変化 した よ うだ。

　 しか し,家 で とれ る野菜は鍋物や煮 しめなどに して,い つでも調理 されている。特に煮 しめは

　茶 口に もな っている。

E.ご 飯の給 仕は,息 子 の嫁 と孫の嫁 の役 目である。おばあさんは手が少 し不 自由なため よそ う

　ことはな くな った。複合家族であるが,以 前 のよ うに差 別され ることはな く,嫁 も自由に食べ

　ることがで きる。 なお,ご 飯を よそ う順序 は息子,孫2人,おばあさん,息 子嫁,孫 嫁 の順で

　ある。

　　神仏のお供えは,朝 ごは んを仏 さまへのみ供え る。晩酌は孫 が毎晩行 うが,他 の老はだれ も

　や らない。

F.ご 飯を食べおわ る と,湯 茶が ご飯茶碗にそそがれて飲む。最近では湯のみ茶碗 を使 うときも

　あるが,おばあさん な どは ご飯茶碗にそそ ぐのが習慣 とな っているよ うだ。

　　皆がたべおわる と,息 子 の嫁,孫 の嫁が飯台か らす ぐ近 くにある流 し台へ食器 を運び,毎 食

　後洗 う。洗 った食器 は,毎 日使 うものは流 し台の横にあ るカゴに伏せ られ,カ バーがかけ られ

　る。

G.ご 飯茶碗は別だが,汁 をもるお椀やおかずを盛 る皿は共用され ている。 また,箸 箱は今 でも

　使用 してい る。

H.食 事 中に してはいけない ことの うち,一 番気を つけ るのは,自 分 の箸で中のおかずを とらな
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いとい うことだ。 中のおかずには専用 の別 の箸がつけ られていて,そ れで と り自分 の皿 まで運

ぶ。食べ る順序 は自由だが,や は り先 に汁 に 口をつけ る人が多い。食事中は皆,正 座を して食

べるのが習慣 とな っている。 また,た ち歩 いた りしてはいけない。

　 昔 とかわ ったのは,食 事中のお しゃべ りだけで,2の 時期 よ りさらにゆ るくな り,今 では別

に悪 いこどとは考え られ ていない。

1.食 事のあい さつは,食 べ 始めに 「いただ きます」,食 べ おわ りに 「ごちそ うさま」を い う。

各 自が銘 々で,食 べ始め る前 と食べおわ った ときに あいさつ している。

J.こ の家庭 では,息 子の嫁 が一番 よく話す ようで,一 日の出来事,近 所 の うわ さ話な どが話題

　とな るようだ。

調査者　No.224(f)　 　　 　　　　　　　 調査 日　 昭和59年1月11日(火 曜 日)

翻 査者N・C・ 性別f　 　 出生年 明治4眸(77歳)(第3子)　 　 1

出生地　和歌山県西牟婁郡M町
生家の職業　農業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

現住所　和歌山県田辺市S町
住所の変更とその年度　昭和3年

最終学歴　県立T高 等女学校　　　　　　　　結婚　昭和3年(22歳)

被調査者との関係　祖母

1.お 膳の時期

A.こ れは祖母が嫁入 りした昭和3年 か ら15年 頃にかけての ことで,そ の時期におけ る家族構成

　は,戸 主,嫁(祖 母),戸 主の父,母,祖 父,祖 母 の6人 で,使 用人は女 中2人 と仕事場 の人

　が6～7人 である(以 後 この名称 で呼ぶ)。 家は,住 宅地 である和歌 山県 田辺市S町 にあ り,

　 し ょう油醸造業を営んでいた。

　　食事 の形式は,家 族 のそれぞれが箱膳を使 用 し,畳 の間 と板の間の2間 を使 って食事を して

　いた。

B.食 事をす る部屋は,八 帖 の畳 の間で,そ の隣の10センチ メー トル くらい低 くな った所に板の

澗 が三帖程 と炊事場が四坪分程 あ り,こ の部 屋は,ほ とんど食事だけのために使われた。調度

　類は,大 きめの桧 の水屋二樟 と,桧 のはえい らずで,部 屋 は暗 く,20ワ ッ ト程 度の照明が食事

　室 と炊事場 にそれぞれ1箇 ず?あ るだけであ った。 「はえい らず」 とい うのは,は えが入 らな

　 いよ うに網を張 った食器棚の ことであるら しい。 また,冬 には,何 も暖房を していなか った。

C.座 席 は図176の ようで,上 座 に戸主 を中心 として,父,祖 父 がすわ り,父,祖 父 の横側 にそ

　れ ぞれ母,祖 母が,嫁 は戸主の向かい側に,使 用人達は,板 の間で食事を とった。

　　座布団は,畳 の間で食事す る者だけでな く,使 用人達 も薄い ものを使 っていた。 食事 の順番

　 は,ま ず戸主を中心に家族6人 が食べ終わ った後,使 用人達が板 の間 で食事を した。箱膳 には

　二種類 あ り,畳 の間で食べ る者が使 っ丁いたのは高膳,使 用人達 のは低膳であ った。

D.食 事内容 は,朝 は紀州茶がゆ(「おかい さん」 と呼 んでいる。)と お漬物,昼 は ご飯 と魚 野

　 菜のたき物 など,夕 食には一 日の内で一番 のごちそ うが 出,さ しみな どを食べていた。使用人

　 達が食べる ものは,家 族 の者 が食べ るもの とほとん ど差が無か った ようであるが,戸 主だけが・

　 毎 日牛乳を一本飲んでいた ようである。

E.給 仕は,も っと上流の家庭 では女中の仕事であったら しいが,こ の家では嫁か または母の仕

　 事 で,戸 主,父,組 父,祖 母,母,嫁 の順で給仕 され た。 また,朝 は茶がゆ・昼は ごはんを母

　 が仏壇にお供 え していた。

　　 晩酌は毎 晩で,戸 主,父,祖 父が飲んでいた。
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F.茶 わ んやお皿は,食 後す ぐ洗い場で女中が洗 っていたが,お

箸 は,お 湯でゆす ぐだけで各 自の箸箱に入れ,一 日一回程度 し

か洗 い場に持 って行 かなかった。洗い終わ った食器やお膳は,

土間にある戸棚に しまった。 また,食 器やお膳を運んだ り,下

　げた りしたのは女中で,仕 事場の使用人の食事 中に家族の食事

の後 かたづけをす ませ,使 用人の食事の後 かたづけが終わ った

後,や っと自分達の食事を取 ることがで きた。

G.共 用の食器はほ とん どな く,漬 物ば ち くらいの ものであ った。

　箸箱は明治の末頃か ら昭和 の初めにかけて使われ てお り,こ の

時期にはまだ使われていた。

H.食 事の順序 は,一 番にみそ汁やお吸 い物な ど汁物 をいただ き,

食事中は,横 尻 などせず正座 し,不 浄の話は してはいけない と

　言われていたが,そ のほかは,ト イ レに立つこ とがいけない と

　言われて いた くらいで,割 と自由にで きた ようである。(箸 の

　上げ下ろ しについては,迷 い箸 などいろいろあるに違 いない と

尋ねた ところ,そ んな ことをす る人 は居なか ったか ら特に注意

　 しなか った とい う話であ った。)

1.食 事中のあいさつは,食 べは じめ が 「いただ きます」食べ終

　わ りは 「ごちそ うでござい ました」 とほとん ど今 と変 わ りはな

　い。

J.食 事中は,主 に戸主や母が話を してお り,話 題は,戦 争や軍

　人 についてが多かった よ うである。

2.ち ゃぶ台の時期

A.祖 父や祖母が亡 くなった頃か ら,終 戦 を経て,昭 和35～36年

　頃までがち ゃぶ台の時期 であ る。箱 膳がちゃぶ台に変わ ったの

　は,こ ちらの方が便利 だか らとい う理由のためであ る。 この期

　間には,家 族構成 の変化が激 しいので,図177で は昭和10年 代

　後半 の ものを描いてい る。戸主 と嫁(祖 母),戸 主 の父 と母,

　子供4人,女 中1人,子 守 り1人,仕 事場 の使用人は戦争 のた

図176

め減 って3～4人 とい う構成であ った。家 のあ った場所は,箱 膳 の時期 と変わ らず,田 辺市S

町である。 この時期 の住環境 も住宅地であった。 この頃,祖 父は戦争のため醸造業 を廃止 し,

戦争中は酢をつくり軍総 諜簾ヘクエン酸を収める事業に転職していた。

B.食 事 をつ くる部屋の ことではな く,食 事す る部屋の ことを 「台所」 と呼び,そ の部屋は食事

　のためだけ に使われていた。部屋は箱膳の時期 と同 じ部屋で,箱 膳 の代わ りにち ゃぶ台が置か

　れてお り,一 段下が った板 の間には折 りたたみ式 の丸い ちゃぶ台があった。土間には くど,へ

　っついや洗 い場や井戸 と水屋があ り,箱 膳の時期 と同様である。

C.座 席の順は,戸 主が上座に坐 り,そ の両側に父 と長男,横 に母や次男,長 女,次 女がすわ り,

嫁は戸主の向か い側に坐 り,自 分の近 くにおひつや なべを置いて,家 族がそろ って食事 を した

　(図177)。 女 中達は,家 族が食事をす ませた後 で,板 の間で食べ た。座布 団は家族 の分だけ で

　な く,女 中達使用人の分 も用意 され ていた。子供が小 さい頃は,お もちゃ室 とい う食事室 とは

別 の部屋で女中や子守 りの人 が子供 といっしょに食事をす ることもあ った ら しい。

D・ 朝は紀州茶がゆ(お かい さん)と つけ物,昼 は ごはん と野菜な ど,夕 食 には ごはん と魚や野
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　 菜 の煮物な どが出,戸 主 が毎 日牛乳を飲む 以外は,使 用人 も皆同 じ献立 のものを食 べていた。

　 毎 日戸主が牛乳を飲んでいるのを見て,末 娘が 「わた しも,あ の白いのが飲みたい」 と言 った

　 とい う話であ った。

E.食 事の時,ご 飯の給仕 は嫁の役 目であ り,そ の順番は,戸 主,父,長 男,次 男,母,長 女,

　 次女,自 分 とい う風 になっていた。神仏(「 仏 さん」 と呼んでいる。)へ のお供え も嫁がや り,

　 朝は茶がゆ,昼 は ごはんと一 日二回お供 え していた。晩酌 は毎晩 のことで,父 は毎 日昼食の時

　 もお酒を飲んでいた との ことである。

F.こ の時期には もう箸箱はな くな っていたので,食 後は食器(茶 わんやお皿 など)だ け でな く

　 お箸 も,お 盆 で運 び,流 しで洗 っていた。食後食器をさげ,洗 ったのは女中の役割で あったが,

　 戦後は女中が居 な くな り,嫁 の仕事 となった。洗 った食器は,水 屋に しまっておいた。

G.共 用の食器 は,箱 膳の時期 と同℃ く,つ け物ぽちであった。 これ と同様 な ものとして,煮 豆

　 やつ くだ煮 な どを入れ る小ばちがある。

H.食 事中 してはならない ことについては箱膳 の時期 と変わ らず,み そ汁などの汁物か ら順に食

　 べ るとい うこ と以外,自 由であ った。食事中は正座 であ ったが,こ れ も戦争が終わ ってか らは

　 あ ま り厳 しくは言われな くな った らしい。

1.食 事中のあいさつは,食 べは じめが 「いただ きます」,食 べ終 わ りが 「ごちそ うさま」,そ れ

　 に対 して 「よろ しおあが り」 と答 えた。

J.食 事 中の話題は,こ の時期 もやは り戦争関 係の話題が多 く,主 に戸主 と嫁 とが話 していた。

3.現 在 の時期

A.昭 和35～36年 頃か ら現在 にかけての時期 で,も う子供達は皆 それぞれの家庭を持 っているの

　 で,祖 父 と祖母,老 夫婦二人 で暮 らしているが,週 一回 くらいは,市 内に住む娘(次 女,三 女

　 な ど)が 顔を見せに来 る。祖父は現在無職 で,玄 関入 ってす ぐの部屋 を事務所 として貸 してい

　 る。住所は田辺市S町 で変わ らないが,前 の二つ の時期に住 んでいた家は今住んでいる家の何

　軒分 もあ る広い ものであったが,今 の家 は昔 の家の一部であ り,他は他人の もの とな ってい る。

　 したが って,台 所 も前二つ の時代の台所 では な く,前 時期 に子供達 と女中が食事 を した おもち

　 ゃ室 であ った所 らしい。流 し台が置 いてある板の間は十年 くらい前は土間であった のを哉造 し

　 たものであ る。土 間の方の炊事場 も料理 によっては今 も使われ てお り,冷 蔵庫 も臭 いの きつい

　物は土間の方 の冷蔵庫 に入れ るな どの使 い分けが されている。

　　椅子式テーブルは購入時には利用 されていたが,祖 父は畳の間に坐 って食べたい とい うこと

　 なのであ ま り使わず,今 では調理 台 と化 して図178の ような配置 とな っている。

B.食 事をす る部屋 には水屋(は えいらずの よ うな形態 のもの)が 置いてあ り,そ の隣 りにテ レ

　 ビをのせた3～4段 の小だんすがある。間仕切 りな く土間の通 り路 があるの で冬な ど暖房 が効

　 きに くい とい うこともあ るが,明 るさの点では南側に窓があ るので十分光が入 る。この部屋 は,

食事の他 に親戚が顔を見せに来 た時な どの団 らんにも使われている。

C.座 席 はtt祖 父が テ レビに向か う位置にすわ り,祖 母がその隣 りにすわ るが,祖 母は椅 子にす

　わ って食べ る方が流 しな どに近 く便利なので,簡 単 にす ませたい時 は椅子式テ ーブルで食べ る

　 ことも多い。いつ もそろって食べ るとは限 らず,特 に最近は祖父の身体が弱 くな って寝 ている

　 ことが多いの で,祖 母はますます椅子で食 べ ることが多 くな っている。

D・ 朝 は習慣通 り茶がゆにつ け物や煮豆 な ど,昼 はおそぽや うどんまたはパ ンな ど,夕 食 はごは

　んと肉または魚 と野菜 といった食事内容で今 でも祖父は欠かさず牛乳を飲んでいる。 また,た

　 まには,祖 父がいつ ものよ うにお肉や さしみ な どを食べていて も,祖 母が前 の 日の残 り物 を食

　べ ることもあ る。
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図177 図178

E.ご 飯の給仕 は,祖 母以外にする人は居 らず,仏 壇へ のお供えは,朝 お茶 と夕方に ご飯 を上 げ

てい る。 晩酌 は毎晩 とは限 らないが祖父が している。

F.食 後は祖母 が茶わ んや箸を流 しで洗 い,食 器棚,は えい らずに しまう。

G.共 用の食器 は,つ け物ぽ ちや煮豆,つ くだ煮な どを入れるための器である。

H.食 事中に してはならないこととい うのは,子 供達 も居ず老夫婦二人でのこ となのでない。 と

　い うよ りも,注 意 され るよ うなことを誰 も しない。 もしした と して も,注 意す る程だ と思わな

　いよ うであ る。

1.食 べ始め る時 は 「いただ きます」,食 べ終わ った時 には 「ごちそ うさま」 とあい さつ し,そ

れ に対 して 「よろ しおあが り」 と答えるが,二 人だけで食事す る時には省略 されて しまいがち

　の ようであ る。

J.食 事 中(特 に夕食時)は,テ レビを観ていることが多いので,話 題は,テ レビの内容につい

　てであった り,身 体に良い健康食品や薬,健 康器具な どについてである。

調査者　No.226(f)　 　　　　　　　　　 調査 日　 昭和59年1月7日(土 曜 日)

被調査者　 T.H.　 性別　 f　　　　　　　 出生年　明治41年(75歳)(第3子)

出生地　福岡県八女郡M町

生家の職業　地主,糸 屋

現住所　福 岡県福岡市南区0町

住所の変更 とそ の年度　 (結婚後)大分県中津(昭10)一 福岡県筑上郡(昭15)一 宗像郡(昭18)一

八女郡(昭22)一 福岡市

最終学歴　高等女学校　　　　 　　　　　　 結婚　昭和5年(23歳)

被調査者 との関係　祖母

1.お 膳(箱 膳)な どの時期

　祖母 の覚えている頃は,家 族みんなが,箱 膳を使 っていたわけではな く,祖 母 の父親 と隠居の

祖父母だけが使 っていたそ うなので,ほ とんどわか らない とのことだ った。

A.食 事の形式 と家庭環境 につ いて
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　 ① これは質問 の内容がわか らなか ったので,箱 膳 とはどのよ うな ものであ ったかたずねた。

　 ② 「そ りゃ,箱 膳 ち言 よったたい」(図179)

　 ③ 「始 まったの とかわか らん よ。終わ ったのは いつ頃や ったかねえ。私が結婚す る ときには

　も うなか った ような気 もす るけ ど」

　　④父,母,姉2人,弟2人,妹2人,本 人,女 中1人,乳 母(バ ーヤ ン),番 頭,隠 居には

祖父母 と女中1人,が いたそ うだ。私が 「す ごい大家族 。お金持 ちや ったち ゃね」 と言 うと,

「あはは,そ うたい。昔は大地主や った もんぽ」 と笑いなが ら言 った。

　　⑤福岡県八女郡M村 。

　　⑥ 「農村 じゃろ うね え。で もあん頃は家のまわ りは,傘 屋がほんに多か った よ。傘の商売を

　しよってあった」　　　　　　　 　　　　　　　　　　 ,

　　⑦商売 としては糸屋 を していたが,主 な収入源 と考 えると,地 主 とい うことにな るだろ う。

　大地主だ った と本人は言 ってい る。

　　⑧ 自然 と。めん ど うだ ったか ら。「わか らんね え,そ んな ことまで」

B.食 事 をす る部屋について

　　① 「お台所 じゃたやろ う」(図180)

　　② していない。

　　③8畳 の板ぽ り。調 度は戸棚だけ。 しか し,井 戸 と釜戸 も土間の ような所 にあった らしい。

C.ど の ようなすわ り方で食べたか

　　①前に も言 った よ うに,箱 膳 を使用 していたのは父親だけ で,あ との人たちは,ち ゃぶ台で

食べていたそ うであ る(図181)。 　　 　 　　 　　 　 ・

　　② 「女中 さん とか番頭 さんは,あ とじゃった ろ うね。大家族や ったけん皆い っしょには食べ

　れん じゃった よ。それに商売を しよったか ら交代で食 べ よった ん じゃなかろ うかね え」

　　③板ぽ り(祖 父母は,タ タ ミの間)

　　④座ぶ とんはな し。

D.ご 飯 の他には何 を食べ飲んでいたか

　　 「さ あ,よ くは覚 えんが,昔 は粗末なもの じゃった よ」
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 なます

　　①朝は,み そ汁,つ け物,お 茶,そ して1日 と15日 には 「お生酢」があ ったそ うだ。

　　②昼 「わか らん よ……。それ こそ寒い時 には,お じや(雑 炊)な んかを食べ よったたい」

　　③晩 はお煮つけ,野 菜 の煮 しめ,な どで,刺 身な どはめ ったになか った らしい。　 ,

　　④ やは り,父 親 だけは,他 の者にお魚がない時 でも必ず食 べていたそ うだ。

E。 食事 の時の ご飯の給仕 について

　　① 「そ りゃ女中 さんのおらっ しゃったけん,女 中 さんやろ う」

図179 図180 図181
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　　②やは り父親 が最初で,あ とは男の人が先に とい うところ。

　　③ 「うん,朝 しゃっち(必 ず)神 さん と仏様には ご飯ぽあげ よったたい。それ とお茶」

　　④父親が毎晩,ご 飯 の前に飲んでいた。

F.食 事 のあ とかたづけ につ いて

　　① そんな ことは しなか った。

　　② 「そ りゃ女中 さんがおって じゃったけん」

　　③や は り女中 さんが していた。

　　④ 父親 のは箱膳に しま った かもしれないが,他 の人 のは戸棚に しまった。

G.食 器 の共用について

　　① 「お父 さんのは別や ったけど,あ との者は,お 茶わ ん以外は皆い っしょじゃった よ」

　　② 「え一。おかずの こと?そ んなのはなか った よ。 ああ,漬 け物はそ うや ったかね」

　　③なか った。

H.食 事中に してはな らない ことにつ いて

　　① 「そんなことはあんま り言われ よらんか ったがね え」

　　②特別になか った。

　　③ 「うん,も のを言 うち ゃで きん(い けない)て 言 われよったた い」

　　④べつに言われなか った よ うだ。

　　⑤ 「さあ,あ ん ま りねえ,聞 きよらんか った こた あがね(聞 かなか った ようだけ ど)。覚え

　 とらんち書い とかんね」 と言 っていた。

1.食 事中のあいさつについて

　　① 「言い よったかね,"い ただ きます"ぐ らいは」

　　② 「言わん じゃった もんね エ,あ ははは」

J.食 事中の話題 について

　　①② とも,話 を しては いけなか ったので,何 とも言えない。

　　 この時期の ことは,祖 母 の記憶があいまいであ った し,ま た祖母 自身が箱膳を使 っていなか

　 ったので,あ ま りピソとこなか った よ うである。 また女中がいてあま り家事に気 を くぼ る必要

　 もなか ったのだろ う。

2.ち ゃぶ台(し っぽ く台,飯 台 など)の 時期

A.食 事 の形式 と家庭環境 につ いて

　　① 図182参 照。

　　② ち ゃぶ台 と呼んでいた。

　　③ 実際,祖 母 自身は小さい頃か ら,ち ゃぶ台で食べ ていた よ うであ るが,前 の箱膳 の時期を

　祖母の父親 だけが使 っていた時 としているので,ち ゃぶ 台の時期を,結 婚 した後 と考 える。す

　 ると昭和5年 ぐらいか ら45年 ぐらいまで。

　　④主人 と本 人と息子2人,娘1人 。
　 　 　 　 　 　 　 あまべ

　　⑤大分県北海郡→大分県中津市→福 岡県筑上郡→宗像郡→八女郡 と,ず いぶ ん移 っている。

　　⑥ 「みんな,そ うやねえ,住 宅地 でよか ろ うや」

　　⑦英語の教 員。す ごく恐 い先生だ った らしいが,現 在の祖父を見 ていると,と て も信 じ難い。

　　⑧息子(つ まり私の父)夫 婦 と一緒 に住む ことにな り,私 の家では以前か らテープル形式で

　 あった ので,祖 父母 も必然的にその ようになったのであ る。

B.食 事 をす る部屋 について

　　① 「"台所"じ ゃろ うね。あ ん頃 も"台 所"ち 言 よった こた あ。食堂なんちは言わんか った
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ろ うね え。そんなハイカラな物はなかったもん。あはは……」

　　②4回 くらい引越 しを してい るが,そ の うちで福岡県筑上郡に居た時は,食 事だけでな くて,

その他の ことに も利 用す る"居 間"で もあ った」

　 ③ 「だいたい6畳 ぐらい。調度は茶だんすがあったたい。あの頃は茶盆戸棚ち言い よった よ」

C.ど の ようなすわ り方 で食べたか

　　① 図183参 照。

　　② みんなそ ろって食 べていた。'

　　③ タタ ミ敷 の部屋 。

　　④ 「な し。座ぶ とんや らない。 もちろんお じいち ゃんに もなか った よ」

D.ご 飯の他 には何を食べ,飲 んでいたか　 　 　　 　　 　 　冒

　　① 「みそ汁 と,さ あ,そ れ こそ卵 ぐらいは食べ よったかね え。お茶は毎食飲み よった」

　　② 「みんなはお弁当 じゃったけん。私は,ど うか……適 当になんかある もんぽ… …」

　　③ 「晩は……魚 はあ りよった よ」

　　④皆同 じ物 を食べていた。

E.食 事の ときのご飯 の給仕について　　 、

　　① 「そ りゃ,う ちたい(本 人)」

　　②主人か らで,あ とは決 まっていない。

　　③神様 と仏様 と同 じ所 ではあ ったけれど,毎 朝,ご 飯をお供え していた。

　　④主人 も,ほ とん ど晩 しゃ くな どしていなか った よ うであ る。

F.食 事 のあ とかたづけについて

　　① その様な事はせず,お 茶は きちん と,湯 のみ茶わん で飲んでいた。

翻 … り一 いう一
G.食 器の共用 について

　　① 質問の意味が理解 し難いが,誰 の食器 とかに決 め られていたのは湯のみ ぐらいで,そ の他

　の,お 茶わん,ハ シなどは決 まっていなか った。

　　②皆で各自が取 り分けて食べ るおかずがあ ったか とい う意 に とると…… 「そんな もんは無か

　 った よ。みんな1人1人 につ ぎ分け よった もんば」

　　③そんな物 は使 った ことがない。

H.食 事中に してはならな い事について

　　①②③ とも特別,気 に しなか った し,お しゃべ りもしていた。

図182 図183
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　　④ 「食事中の姿勢は時 々注意 しよった よ。お父 さん(私 の父)が たまに猫背にな りよ ったか

　ら。 ちいっと言 った くらい じゃあるけど」

　　⑤は しか らは しへ物を受け渡 してはいけない と言 っていた。葬式で骨 を拾 う時にする事だか

　らで,ご 飯には しを刺す などもその類 であ ろ う。

1.食 事 中のあい さつについて

　　① 「いただ きます」

　　② 「ごちそ うさまで した」 ぐらいの事 は言 っていたそ うだ。

J.食 事 中の話題について

　　①子供 たち。祖父は無 口だ った らしい。

　　②学校 での出来事な ど。

3.現 在(椅 子式 テーブルなど)の 時期

A.食 事 の形式 と家庭環境 につ いて

　　①図184参 照。

　　②テ ーブルまたは,食 卓。

　　③昭和45年 あた りか ら,現 在 も続いてい る。

　　④本人,夫(私 の祖父),息 子夫婦,孫3人 。

　　⑤福岡県福 岡市南区。

　　⑥住宅地。

　　⑦戸主は私の父だか ら……内科 開業医師。

　　⑧変化 していない。

B.食 事をす る部屋 につ いて

　　①"食 堂"と 本 人は呼ぶそ うだ。

　　②食後の雑談を除けば,食 事以外には利用 していない。

　　③ 「8畳 くらい じゃなかね。調度は,冷 蔵庫に食器棚 に,ガ ス レンジと暖房 もあるじゃない

　ね」

C.ど の ようなすわ り方 で食べたか

　　① 図185参 照。

　　② 「だいたいそう って食べ よる じゃんね。戸主は時 々いないて書 いとかんね。 ははは」

　　③板 ぽ り

　　④椅子 なので,も ちろんな し。　　 　　　　 　　　 　　 引

D.ご 飯 の他 には,何 を食べ飲んでいたか

　　①朝 は,家 族がそれぞれ好み によ り,和 食 また は洋食(ト ース ト)で あ るが,本 人は ほとん

図184 塒図
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　ど和食。つま り,み そ汁,つ け もの,卵 を毎 日ではないけれ ども食ぺているよ うだ。

　　②昼は,朝 母が弁当を作 るので,そ のおかずの残 りな ど。「わ りあいパン を食 べ る時 も多か

　よ」 と言 っていた。

　　③晩は,魚 または肉と,あ と野菜は十分 に取 るよ うに心がけ てい る。品数 としては,3品 以

上5品 以内 とい うところ。

　　④父(戸 主)が 鶏 肉を食べないので,皆 が鶏 肉のとき,父 が牛肉だ とか,ま た近 頃は,だ い

た い皆同 じであるが,や は り父の物が優先的 になるよ うだ。子供たちが小 さい頃は子供 と老人

　 とでは好み も異な るので,子 供の分を別々に作 ることが多か った。

E.食 事の ときの ご飯 の給仕につ いて

　　①嫁。場合に よって祖母(本 人)や 孫が よそ うがいずれにせ よ女 の人。

　　②戸主(父)が 最初,そ の次は祖父,あ とは決 まっていない。

　　③1日1回,仏 様 にご飯 をお供えす る。

　　④我家 の夕食は,父 が帰る頃,お よそ6:30く らいか らであるが,祖 父は6:00頃 か ら,毎 晩

欠かさず酒を飲む。父は,毎 日ではないが,ビ ールを飲む ことが多い。時には祖母 も……。

F.食 事 のあ とかたづけ

　　① しない。

　　②食事が終わ り,頃 あいをみ て(た いていの場合父 が席を立 ったころ),女 達が。

　　③祖母 と母 と娘3人 の うち,平 均3人 くらいで,.か たづけをするが,祖 母は よ く働 く方であ

　 る。(母 が父 の手伝 いで働 きに行 くこ とが多いので,祖 母は家の事をや って くれ ている。)

　　④食器棚。

G.食 器 の共用 につ いて

　　① 湯のみ とお茶わんは決 まっている。

　　② 共用 のおかず と考え ると漬物や,つ ぎ分け るほ どの量が ない物 な どは,1つ の器 に盛 って,

　それを各人 が取 る。

　　③ あ りませ ん。

H.食 事中に しては ならな いことについて

　　①②③ とも特別 に言わ ない。

　　④姿勢や行儀 については,比 較 的厳 しい。

1.食 事中のあいさつにつ いて

　　①②皆が声をそろえて言 うことがないが,各 自で言 っている と思 う。

J.食 事中の話題 について

　　①子供が主に話 すが,私 が思 うには祖母 も,か な り話すのではないだろ うか。

　　②その 日の出来事や,祖 母の場合は,テ レビを見てのおも しろい話や ニュースな ど。

調査者　No.233(f)　 　　　　　　　　　 調査日　昭和59年1月5日(木 曜日)

被調査者　0.M.　 性別　 f　　　　　　 出生年　明治43年(73歳)(第1子)

出生地　愛媛県新居浜市
生家の職業　会社員

現住所　愛媛県新居浜市N町

住所の変更とその年度

最終学歴　女学校　　　　　　　　　　　　 結婚　昭和6年(23歳)

被調査者との関係　祖母
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被調査者の場合,箱 膳 を使用 した記憶はない とい うことで,ち ゃぶ台の時期か ら始め る。

A・ 食事の形式 と家庭環境 につ いて

　　被調査者は子供 の ころか ら,結 婚 して被調査者の末子が独立 して数年後 までの期間をち ゃぶ

　台で食事を している。が,そ れをちゃぶ台 とは称せず 「お膳」 と呼 んでい る。被調査者が両親,

　兄弟 と住 んでいた時期(独 身 時代)と 配偶老,子 供 と住ん でいた時期(結 婚後),末 子の独立

　後(老 後)の3時 期に分け られ る。生家の父 と夫は ともに会社 員で家庭環境は結婚 の前後 で大

差 な く,た だその家庭 における彼女 自身 の役割 と立場が変 っただけで ある。図186は 独身期及

　び結婚後 の形式 でaは 父 または夫 の席,bは 子供(b5ま で書いたが時期 によ り人数は変わ る。

　子供 席順は不定。)cは 母 または妻の席。 したが って独身期 はb,結 婚後 はcが 被調査者の席

　であ る。老 後二人の生活では,図187の 形 式 となるが,部 屋 の 「奥 」が夫 の席 となる。住環境

　は工場,商 店,民 家の入 り混 ったご くふつ うの地方 の町 である。

B.食 事 をす る部屋

　　部 屋に対 する呼称は特にな し。食事以外の用途は広 い。就寝には用い られないが,他 のあ ら

　ゆ ることに利用 されていた。休息,子 供の遊び場,団 らんなど。ただ し食事 を作 る台所 とは別

　のスベ ースにな っている。部屋は八畳 くらいの畳の部屋 だが隣室 との間のふす まは冬以外は開

　け放たれている ことが多か ったので,実 際には広 々した印象だ った。時代に よりラジオ,テ レ

　 ビな どがあ り,部 屋 の端 には座ぶ とんが積 まれていたが,家 具 などはほ とん ど他の部屋に置い

　て あった。

C.す わ り方

　　席順の順番は,A.の 項 に述べた とお りであ る。被調査者 は長女 であるか ら,独 身時代 も食

　事 の準備を手伝 うので,食 事 の席につ くのが遅 く,台 所 との出入 口の近 くの席(bs'やb3の 席)

　 につ くことが多か ったが,他 の子供 よ り先 に席 につ くときは,b1,　b2な どの位置にも座 った。

　原則 として全員揃 って食 べた。部屋は タタ ミ敷 き,座 ぶ とんはみんな使 ってい る。

D.御 飯 の他 に食べていた もの

　　朝 ……味噌汁,漬 物,魚 の干物 など。

　 50才 を過 ぎたころか らは,パン と紅茶 と目玉焼 な どとい う日も週に1日 くらいあ った。

　　 昼……漬物,前 日の残 りのおかず,朝 の残 りもの,常 備菜な ど。ただ し,休 日はめん類 が多

　 か った。

　　 晩……煮 魚,野 菜の煮物,味 噌汁,漬 物,常 備菜類 。

　　 特別 にちが うものを食べていた人 はいないが,魚 の切身 の大 きい ものは父親や男の子につけ

　 るとい う程 度の差 はあ った。

図186 図187
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E.給 仕について

　　給仕は母親 であ り妻であ る立場 の人が行 う。順序は父親(=夫)が 一番 で,給 仕す る人 のは

最後,あ とは茶碗 の重な っている順に上か らよそい,茶 碗の持主へまわ され る。

　　神仏へのお供 えは結婚後 は朝,食 事の前に御飯 とお茶を供える。季節 の初 ものは適宜に供 え

　 る。独身時代 のことはあ ま り憶 えていない とい うことであ る。

　　晩 しゃくは,生 家ではな し,結 婚後はあ り。夫 の気の向いた ときに,夫 が 自分で台所で準備

する。飲むの も夫だけ。週 に2～3日 程度で週末は必ずあ る。 日本酒 に限 る。

F.あ とかたずけ

　　食 べ終 ったあ と茶碗でお茶 を飲 んだ。箸はゆすがずに食器 と一緒 に洗 う。全員が食べ終 り,

少 し話 など してか ら,お もむろに妻 と女の子供が食器をさげて,洗 う。洗 った後はふ きんでふ

　いて,戸 棚へかたずけ る。

G.食 器 の共用

　　大皿,大 鉢,漬 物鉢 な どが共用。魚な どは一人ずつ盛 られたが,野 菜の煮物,漬 物,つ くだ

　煮,常 備菜な どは共用の器 に盛 り,各 自が 自分 の取 り皿 に とって食べた。

　　箸箱は,お 弁当以外 には用 いた ことがないとい うことである。

H.食 事 中 してはな らないこと

　　箸 を食 べるこ と以外 の 目的 に使 うこと(箸 であそぶ,食 器をたた くなど)。 まよい箸。落 と

　 しそ うに なる程 た くさんは さむ こと。 食べ る順序については特 になし。

　　お しゃべ りは,ふ つ うに話すのは良いが,大 声を出す,下 品 な話題 口に食べものを入れた

　ままで喋 ることは,し か られた し,し かった。姿勢は女性 に関 してのみ,正 座を崩 さないこと。

そ の他に食事中に してはならない ことは,給 仕以外の 目的 に立つ こと。

1.あ いさつ

　　食べは じめ…… 「いただ きます」

　　食べ終 り…… 「御馳走様 で した」

　　 しか し次男だけは キ リス ト教を信仰 していたので,「 天に まします父 よ……(云 々)今 日の

か てを与え給 うた ことを感謝 します」 と3分 くらい何か言 っていた。が,他 の人は気 にせずに

食べは じめていた。

J.話 題

　　全員が話を していた。話題はほ とん ど日常的な話題 た とえば,共 通の知人,親 せ きの こと,

学校の こと,畑 のこ と,食 事の料 理のことな ど。

　　被調査者が,ち ゃぶ台か ら椅子 とテーブルに移行 した のは,末 子が独立 して,夫 と二人にな

　 り,家 を改装 して,ダイニングキッチン に した ときである。被調査者が58才 のとき(昭 和41年)

　であ る。

A.食 事の形式 と家庭環境

　　形式は椅子 とテーブルで夫 と向い合 って食事 をす る。図はB.食 事 をす る部屋の項 に記す。

　それに対 する呼称は特にな し。昭和41年 の家の改装 を機に,家 族が少 な くなったの と年老 いた

　とい う理由で,便 利な ダイ ニング ・キ ッチ ンに して椅子 とテーブルに変 えた。住環 境は工業地。

　戸主(夫)の 職業は,初 めは会社員,現 在では無職。住所は,愛 媛県新居浜市N町 。

B.食 事をする部屋

　　食事をす る部 屋は台所 を兼ねているので,「 台所」 と呼 んでいる。そ の部屋 の用途は食事 と

食事の準備 であ る(図188)。 部屋 の広 さは8畳 くらいで,板 間でテーブル と椅子のスペースに
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　は,じ ゅ うたんを敷いている。

　　椅子は4つ あ るが,被 調査者はAの 位 置。夫 はBの 位置に座 る。

C.す わ り方

　　座席 の順番 は,図188の とお り,向 い合 って座 る。原則 としてはそろ って食 べる。部屋 は板

　間であるが,食 事をす るスペースは じゅ うたんを敷 いてい る。座ぶ とんは椅子 の上に,薄 い小

型の座ぶ とんを置いている(4脚 全部に)。

D.御 飯 の他 に食べてい るもの

　　朝 ……味噌汁,潰 物,魚 の干物 など。

　被調査者は週2日 くらいはパン と紅茶,ジ ャム,果 物 などを食べ るが,夫 は毎 日御飯である。

　　昼 ……主食が御飯の ときは他に味噌汁,漬 物,前 日の残 りもの,朝 の残 りもの,常 備菜な ど。

めん類や さつ ま芋や と うもろ こしを主食 とす る日もある。

　　夜……魚料理(焼 魚,煮 魚,お 刺身),野 菜の煮物,味 噌汁,漬 物,常 備菜類 など。

　　特別にちがった ものとい う程ではないが,朝 と昼 は,各 自好 きな ものを適 当に食べ ることが

　多い。被調査者が起 きた ときには,夫 は朝食を食べ終 ってい ることもあ る。

E.給 仕

　　御 飯を よそ うのは被調査者 であるが,ひ と りの ときは夫 も自分で給仕す る。

　　 よそ う順序は,夫 が先,被 調査者 があとであ る。 神仏へのお供えは,御 飯を炊 いた ときに御

飯を供え,お 茶は毎朝供え る。季節 の初物 と,畑 でその年には じめて収穫 した野菜や と うもろ

　こしな ども供 える。

　　晩 しゃくは,ほ とんど毎晩だ ったが,医 師に止め られ てか ら週に1～2日 になった。被調査

　者は飲 まない。

F.あ とかたずけ

　　食べ終 ったあ と,茶 碗や箸を湯茶ですす ぐことは意図的には しないが,茶 碗 でお茶を飲むの

　で,茶 碗だけは,す す いでい ることになる。

　　食べ終 った ら,被 調査者が,食 器をさげて洗 う。洗 ったあ とは,カ ゴにふせ て,ふ きんをか

　け,そ の ままガス台の横に置いてお く。

G食 器の共用

　　皿,鉢,潰 物鉢,常 備菜用のふた ものなどは共用。茶碗,汁 椀,取 り皿な どの他 は,ほ とん

　ど共用であ る。 魚の干物,刺 身,野 菜 の煮物,酢 の物,漬 物 など,御 飯 と汁物 以外 は共用の食

t図188
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　器に一緒に盛 る。

　　箸箱は,以 前 か らず っと使用 していないし,現 在 も使 っていない。箸は,食 器 と同様に扱 っ

　ている。

H.食 事中に してはな らない こと

　　ちゃぶ台の時期 で書 いたの と,ほ とんど同 じだが,取 りたてて,し てはな らないこととして

意識 しな くて も,習 慣的に しない。夫 が しない様に言われ ているのは,二 人で食べ るときに新

　聞を読 まない こと。

1.あ い さつ

　　食べは じめ……いただ きます。

　　食べ おわ り……御 馳走様 で した。

J.食 事 中の話題

　　おもに話すのは被 調査者 で,夫 は聞いていることの方が多い。

　　話 の内容は,子 供,孫,親 せ きの近況や,病 気や健康の ことな どが主 であ る。

　ちゃぶ 台の時期は,被 調査者の結婚の前後 で,被 調査者 自身の役割は大 き く変化 したが,そ

れぞれ の家庭において,同 じ立場の人が していたこ とであ るか ら,一 つ にまとめて書いた。被

調査者 の幼少 のころは,被 調査老 の祖父 も一緒 に住 んでいて,同 じち ゃぶ台 で食べていたはず

であるが,ほ とん ど記憶 にないとい うことなので,席 順や給仕の順な どにつ いて変化があ った

か もしれ ないが,全 面的に省略 した。

調査者　 No.237(f)　 　　　　　　　　　 調査 日　 昭和59年1月4日(水 曜 日)

被調査 者　0.R.　 性別　 f　　　　　　　 出生年　 明治38年(78歳)(第3子)

出生地 　兵庫県竜野市

生家の職業　農業兼製紙業

現住所　兵庫県姫路市0町

住所の変更 とその年度　大正12年 現住所へ移転(結婚 のため)

最終学歴　尋常小学校　　　　　　　　　　 結婚　大正12年(18歳)

被調査者 との関係　父方の祖母

1.お 膳(箱 膳 など)の 時期

A,食 事の形式 と家庭環境について

　　新聞の2分 の1ぐ らいの大 きさの箱膳 の上に,汁 椀,飯 茶碗,小 皿,箸 を並ぺ て,銘 々が,

　自分の前に置いて食事を した(図189)。

　　箱膳は塗 りのもので,対 のふたが あ り,重 ね るのに都合 良 くで きていた。「ふたを した ら,

　箱 の形にな るさかいに,『箱膳』い うとった」そ うである。

　　箱膳は,祖 母 が生 まれ る前か ら,ず っと続 き,裡 母が結婚 してか らは,ち ゃぶ台 に変わ った

　が 「(山)奥 のほ うや ったら,終 戦 の ときまで」箱膳を使 って いた。 しか し,嫁 入 りの時に,

　いちお う箱膳は持 っていったそ うだ。

　　この時期,祖 母 の家族は,戸 主であ る祖母 の父,母,祖 母の祖父,兄 弟が4人 の計7人 に,
　 　 　 　 　 よったり　 　 　 　し

　「若い衆 が4人 か5人 」を加えて,11人 ～12人 の,大 人数だ った。家は農村にあ り,村 の戸数

　は,30戸 もなか った。戸主 であ る曾祖父は,農 業 と製紙業 を兼業 していた。

B.食 事をす る部屋 について

　　食事をす る部屋は,「ちゃのま,ご は ん間」と呼ぽれていた。四畳半ほ どの広 さの板間で 「台

　所の土間か ら上が る,あ が り口の とこに も,も うち ょっと板間 があって,若 い衆 はその辺 で食
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べ よった」(図190)

　 　茶 の間は,家 の中でも一番北 にあって,暗 くて寒か った とい う。「部屋 の北べ りに,明 か り

　 と りの戸 があ って,そ の横べ りに,大 けえ水屋が置いた った。真中に,囲 炉裏があ った」

　 　茶 の間は,囲 炉裏があ ったので,夜 なべ仕事 にも使われた。夜の照 明器具は,ラ ンプ くらい

　だ ったので,そ れを,土 間 と茶の間の間に柱 につけて使 った。

C.ど の ようなすわ り方で食べたか

　 　戸主(祖 母 の父)が 一番奥に座 り,以 下,長 男,他 の子供,母 の順序 で並ぶ。 あが り口の板

　の間には,若 い衆が座 っていた らしい(図191)。

　 　家族 の座る囲炉裏 の回 りは,「む しろ とござのあいの こ」 の ようなものが敷かれていた。 こ

　れは 自家製だ った らしい。若 い衆は板の間に直接座 って食事を した。

　 　朝 ・昼 ・晩 とも,い っせいに食事を とるのが常 で,学 校に行 っている子供 も,昼 には帰 って

　 きたそ うだ。

　 　む しろを敷 いていたので,座 布 団は使わ ない。 「あ ったけ ど,祭 りと正 月にも使わへ んか っ

　た。嫁 い りのとき くらいや」そ うであ る。

D.ご はんのほか の食べ物
　 　 　 　 　 　 つい

　 　朝…… 「お汁 とつけ もん。 もろみ。」

　 　昼…… 「つけ もん ともろみ,野 菜の炊いた もん。」
　 　 　 　 　 　 　つい

　 　晩…… 「お汁。豆の炊いたんや,野 菜の炊いた もん。みそ。魚 もん(丸 干 しや,め らし(め

　 ざし?))

　 　お茶は急須 を使わず,ど びんに直接にお茶の葉を入れて出 していた。お茶の葉や,つ け もの,

　味噌や もろみ,野 菜な ど,た いていの ものは 自家製 だ った。ほ とん ど油は料理に使われなかっ

　た。

　 　また,父 親 が魚料理な どで量 の多 いものを とる他には,別 に食事の内容 に差はなか った らし

　い。

E.食 事の ときのご飯の給仕

　 　汁 ものや ご飯の給仕は,母 親 や大 きい女 の子供がや った。 よそ う順序は,ま ず 「仏 さんの御

　飯 さん」,そ れか ら父親(祖 母の),祖 父,長 男,若 い衆,子 供た ち,最 後に母親,と な る。仏

　壇には毎朝,御 飯 をそ なえたが,神 棚へは盆 と祭 りと正月にだけだ った。

　 　晩 しゃ くは,毎 日とまではいかないが,父 親がみそを肴 に一合ほ ど飲んでいたら しい。

F.食 事のあ とのかたづけ

　 　食べ終わ りには,漬 け もの とお茶 とで,汁 椀,飯 茶碗,小 皿な どをゆすいだ。「箸はな,よ

図189 図190
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　 うね ぶって,食 べかすが残 らん ように し,と 言われたんや」 そ うだ。

　　ゆす いだ茶碗は,箱 膳 の中に入れ,そ の上か らふたを して,水 屋の前に各 自で重ねて置かれ

　た。食器(茶 碗類 と箸)は,何 日か ごとに湯であらためて よくゆす ぎ,ふ き浄 めた(そ の時使

　 った湯は塩を混ぜ て,家 の牛にや ったそ うだ)。

　　湯で洗 った食器は,一 度水屋におかれて,そ れか らまた箱膳 の中に入れ られた。

G.食 器 の共用について

　　共用 の食器には,鉢,ど んぶ り,大 皿な どが あった。みそ,も ろみ,野 菜の煮つけな どの盛

　 りつけに使われていた とい う。

　　 このころ,箸 箱は使われ なか った。

H.食 事 中に してはならないこと

　　箸 の持 ち方の しつけが,厳 しか ったそ うであ る。箸を持 ったままその手で,汁 椀や湯のみを

　持 って飲んではいけない,と か,箸 で物 をぶすぶすつ きさして,く ず してはいけない,な ど。

食べ る順序で してはいけ ない こととい うのは別になか った。

　　食事 中,食 べる邪魔 にならない程度のお しゃべ りは許 され ていたが,口 の中にものが入 って

　いるのに しゃべ っていると,き つ くお こられたそ うである。

　　食事 中の姿勢は 「おひざま」(正 座)で,足 を くずす と注意 された。

1.食 事 中のあいさつにつ いて

　　食べ は じめのあいさつ はなか った。 食べ終わ った ときは 「ごちそ うさん」 と言 った。

J.食 事 中の話題について

　　食事 中の話題の中心は父親。田畑の仕事 の割 りあてや,作 物 の出来の よ うす,天 気,村 の年

　中行事 などについて話 したとい う。子供は聞き役 で,御 飯をかきこむのに夢中だったので,生

　返事 を しては怒 られ たそ うだ。

2.ち ゃぶ台の時期　 　'

A.食 事 の形式 と家庭環境

　　 「ごはん の間」で,円 型 の小 さなち ゃぶ台の回 りを一家で と りか こむ よ うに して食事 を した。

　その台のことは,「 ちゃぶ台」「お膳」 と呼 んでいたそ うだ(図192)。

　　ち ゃぶ台 での,食 事 は,大 正15年 くらいから昭和の55年 まで,祖 母 の家では続け られ た。 こ

　の時の家族構成 は,戸 主 である夫,妻(祖 母本人),子 供が7人 と,や は り今に比べ ると大家

　族である(た だ し昭和39年 ～55年 は,夫 婦2人 だけ)。 村は,昭 和30年 代 までは50戸 くらいの

　農村 であったが,そ の後宅地造成が進 み,昭 和50年 代には住 宅地 になった。

図191 図192
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　　村の横に巾50mほ どの川が あ り,戸 主(祖 母の夫)は 小型 の船 で,み か ん,米 な どを大阪,

神戸に運ぶ仕事 を していた。

　　食事の形式の変化は,「 世の中のはや り」だか らだそ うだが,家 の広 さが変 わ った(居 住部

分 も,収 納部分 も狭 くな った)か らではないだろ うか。

B.食 事をする部屋につ いて

　　やは りこの時代 も 「ごはんの間」 と呼ぽれていた。部屋 の中央に,堀 り炬燵が あったので,

冬 に子供たちが,そ こで暖を と りなが ら遊んだ り,祖 母 自身 も編物を した りす るのに使 ったそ

　 うだ。

　　広 さは4畳 半 で,北 側のかべに水屋 を置いていた。柱 に 日め くりのカレンダーをかけ,窓 の

横 の壁には皇室 御一家 の写真を貼 ってあった とい う。

C.ど のよ うな座わ り方 で食べたか

　　あが り口に近 い所 に祖母本人が座 り,夫 は奥 のほ う,子 供は夫 と祖母 の間に座 った(図193)。

　　 うすい座布団が使われたそ うである。

D.ご 飯 のほかには,何 を食べていたか

　　朝 …みそ汁,漬 け もの,ま め。　 　 　 　 　 　 　 ,

　　昼 …みそ汁,潰 けもの。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 つい

　　夜 …野菜の炊いたもの,潰 け もの,お 汁,川 で とれた魚,貝 の炊 いた もの。

　　お茶は,昭 和 の20年 代 までは,急 須を使わず,土 びんに直接 にお茶の葉を入れてだ していた。

E.食 事 のときの ご飯 の給仕 につ いて

　　御飯や汁の給仕は祖母 の役 目だ った。 よそ う順序は 「仏 さん,お 父 さん,子 供 の大けな順」

　だ った。仏壇 へは,毎 日 「御 はん さん」をそ なえたが,「神 さんには,あ ん ま りそなえへんか

　 った」 らしい。晩 しゃ くは,夫 が御飯のおかずを肴に して,毎 日一～三合ほ ど飲 んだ ら しい。

F.食 事のあ とかたずけにつ いて

　　食べおわ ったあ と,お 茶 で軽 く食器をゆす いでか ら,祖 母 と女の子たちが流 しのほ うへ運ん

　だ。家の中に井戸を作 った ので,食 事 ごとに水で食器をゆす ぎ,ふ いてか ら水屋の中に しまっ

　た。

G.食 器の共用 について

　　 どんぶ り,大 皿,小 皿,汁 椀,箸 お きな どが,共 用 の食器であ った。箸箱は親類か らもらっ

　たので,終 戦前後の少 しの間使 ったが,た べかすが残 って衛生的でないので,す ぐにやめた。

　それか らは弁 当につけた くらいで,ほ とん ど使われ なか った。

　　大皿は,野 菜 の炊いた もの,豆 の炊いた もの,小 皿 には魚の炊いた もの,つ け ものが盛 られ

　 ていた。

H.食 事中に してはな らない こと

　　箸で皿や鉢 をひきよせ る,か ちゃか ちゃと箸 で碗 などをたた くな ど 「箸 ぐせのわるい」 こと

　 をす ると,注 意 した。 また,ひ じをつ いた り,足 を くず した りす るの も,い けなか った。

　　御飯 の上か ら箸をつ きさして,遊 んでいる と,注 意 した(仏 さんごっこだそ うで ある)(図

　 194)。

1.食 事 中のあい さつ

　　食べ は じめ… 「いただきます」,1～2才 の,舌 が まわ らない子供は,「 まん まんちゃん,あ

　 あ。」 と,い った。

　　食べ おわ り… 「ごちそ うさん」

J.食 事 中の話題について
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　　学校 のできごと,町 内会の ことな どが話題の中心。戦時 中は,戦 局についてもいろいろ話 し

　た。話を切 りだす のは長男や祖母本人で,子 供 との会話 が多か った。

3.現 在の椅子式 テーブ ルの時期

A.食 事の形式 と家庭環境について

　　陶器,磁 器の食器を使い,メ イ ンのおかずは,各 人 ご とに盛 りわけて出され る。長方形 のテー

　ブルに並べ られ,椅 子に座 って食事を とる。洋式のテ ーブルだが,「 お膳」 とも呼ばれ ている

　(図195)。

　　昭和55年 か ら祖母は伯父の家に同居す ることにな ったので,祖 母に とって,椅 子式 テーブル

　の食事はそれか らは じまる(伯 父宅では,昭 和35年 ごろか らこの形式 である)。

　　祖父,伯 父(戸 主),伯 母,の3人 家族 で,伯 父宅は祖母の家か ら徒歩で4～5分 の同 じ町

　内,新 興住宅塘 の中にある。戸主は伯父で,製 鉄会社 の現場社員を一昨年に定年退 職 した。3

　人の娘があったが,皆 結婚 して家 を出てい る。

　　祖母に とって食事形式の変 化の原 因は,伯 父 との同居をは じめた ことにあ る。

B.食 事をする部屋 について

　　ダイニング ・キ ッチ ンなので,「 台所」 と呼ばれ ている。「ごはんの間」 とも言 うが,「食堂」

　とは呼ぽないら しい。

　　 「台所」 には テ レビがおいてあるので,伯 父た ちの憩いの場所 で もある。子供が小 さいころ

　には,勉 強机かわ りにテ ーブルを使 った。「台所」 の広 さは10畳 ぐらいで,洋 室。炊事部分 と

食堂部分は,つ くりつけの食器棚 で,い ちお う区分け されている。

C.ど の ような座 り方で食べたか

　　テ レビのよ く見え るところが 「よい席」 なので,伯 父が座 る。 台所がわに伯母,壁 がわ が祖

母の席である。

　　朝,昼 は,そ ろって一緒に食べ るが,夜 は伯父だけ遅 くに食べ る。子供のいた頃は,朝 昼夜,

　ともに,ば らば らだ ったそ うである。食べ る部屋の床は板ば り,そ こに アームのつ いていない

椅子をおいてい る。座 布団は,椅 子用の うす いものを使 っている。

D.ご はんの他の食事

　　朝……ご飯ではな く洋食。 トース ト,コ ー ヒーか紅茶,副 食にサラダやハ ムエ ッグ。(時 々,

和食にす るが,そ の時は,み そ汁,し ゃけの切 り身,の り,つ け もの,な ど。)

　　昼……朝の残 りもの,前 日の晩御飯の残 りものな ど。飲み ものは,お 茶。
　 　 　 　 　 　 つい

　　晩……お汁,野 菜料理 と肉料理それぞれ一品 くらいずつ。 油を使 った妙 め ものや,天 婦羅,

図193 図194 図195・
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　フライが多い。

　　特に1人 だけ違 った ものを食べ ることはない。量 の多いものは戸主(伯 父)が とる。

E.食 事の ときの給仕

　　給仕は伯母 がす る。 よそ う順序は,伯 父が一番最初(子 供が居た ころも)。

　　神棚 がないので,御 飯のおそなえは仏様にだけ。晩 しゃ くは,伯 父の健康上や っていない。

F.食 事のあ とのかたずけ

　　食べ終 えたあ と,食 器はす ぐに台所 の流 し台に伯母 が運ぶ。晩 ごはんの食器はす ぐに洗 い,

朝食の食器は昼食 のあ とでい っしょに洗 う。 これ も伯母 の役 目である。

　　洗 った食器 は食器棚に しまわれ る。

G.食 器の共用について

　　共用の食器は,ど んぶ り,汁 茶椀,湯 のみ,取 り皿(小 皿),スプーン,フ ォー ク,汁 椀,

小鉢な ど。つけ ものな どが盛 られている。箸箱は使 われていない。

H.食 事中に,し てはな らない こと

　　だいたいち ゃぶ台の時代 と同 じ。椅子 に座 って食事 をす るので,足 を組 んだ り,ぶ らぶ らさ

　せた りす るのはいけ ない。 口の中に食べ ものを入れたままでしゃべ った り,く ちゃくち ゃと音

　をたててはいけない。 また,箸 をや たらになめ回すの も,注 意 される。

1,食 事中のあい さつについて

　　食べは じめ…… 「いただ きます」

　　食べおわ り…… 「ごちそ うさまで した」

J.食 事中の話題につ いて

　　伯母 と祖母が話 し役 で,伯 父が聴 き役。近所の うわ さ話,子 供たちの近況,な どが主な話題

　だそ うだ。

調査者　No.238(f)

被調査者　 K.C.　 性別　 f

出生地 　静岡県志太郡N村

生家の職業　商人(糸屋)

現住所　静岡県藤枝市

住所の変更 とその年度

最終学歴　県立F女 学校

被調査者 との関係　祖母

調査 日　 昭和59年1月9日(月 曜 日)

出生年 　明治43年(73歳)(第1子)

結婚　昭和5年(21歳)

1.お 膳の時期

A.食 事の形式 と家庭環境について

　　家族構成は,祖 母 の両親 と祖母,ね えや(女 中)の4人 。各 自決 まった箱膳 をつかい,箸,

　茶碗 も自分の ものが決 まって いて,そ の箱膳の中に入れて しまっていた。お膳 で食事を とる形

式 は昭和10年 頃 まで続 き,形 式がち ゃぶ 台へ と変化す るが,そ の理由 として,ね えやが徴 用で

　家か らいな くな り,ま た父や叔父達 が生 まれたため形 式が簡略化。 と同時に,ち ゃぶ台の普及

　が考 えられ る。

　　 この時期 の住所は,静 岡県志太郡N村 。住環境は宿場町のなご りか,商 家 が並ん でいた。八

　百屋,菓 子屋,下 駄屋,油 屋etc。 祖母が育 った家 も商家で,糸 屋 をや っていた。

B.食 事をす る部屋につ いて

　　食事をす る部屋は,「 茶 の間」 または 「台所」 と呼んでいた。食 事をす る場 所であ ると同時

　に,ね えや の寝起 きする部屋 でもあ った。部屋の広 さは,縁 つ き6畳 で畳敷 き。あ ま り明 るい
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部屋でな く,長 火鉢(年 中置 いてあった),食 器戸棚 などが置かれていた。

C.ど の ようなすわ り方で食 べたか

　　三食 ともそろって食事を したが,昼 食時は父親が商用 でいない時があ り,そ の場合は,家 に

い る人達 でそろって食事を とった(図196)。 食べ る場所は畳で,座 布 団は皆 がつか った。

D.ご 飯のほかに何 を食べ,何 を飲 んだか

　　飲み物は,朝 昼晩 を通 してお茶のみ。

　　朝食は,御 飯 の他 に,み そ汁,お しんこ,梅 干 しな どσ昼食は,御 飯の他に一 品。 これは,

前 の晩の残 りな どで,適 当にあ るものです ませた。夕食 は,御 飯の他に,吸 い物 また はみそ汁

　と,他 に一品 とお しんこ。一品 とい うのはほ とんど魚,野 菜類で,焼 き魚 とか煮魚 または煮物。

　そ して吸い物,み そ汁 の具は,ほ とん どと言 っていいほ ど豆腐だ った。家族の間で品数の差は

　なか ったが祖母 の父親 が晩酌を していたので,時 々お さしみ とかを父親だけに出 した りした。

E.食 事の ときの ご飯の給仕について

　　祖母が子供の頃は,主 にね えやが給仕を して,よ そ う順序は,父 →母→本人(祖 母)→ ねえ

　や。結婚 してか らは,祖 母がすべて給仕 。 よそ う順序は,父 →夫(祖 父)→ 母→子供(父 や叔

　父)→ 本人(祖 母)。 晩酌は,祖 母 の父親 が毎晩 していた。神仏へのお供え は,結 婚前 は祖母

　の母親がや り,結 婚後は祖母 の役 目であ った。

F.食 事 のあ とのかたずけにつ いて

　　食 べ終わ った後,茶 わんや箸 を湯茶でゆす ぐことは しないで,ね えやがすべ てかたずけ洗い,

　茶 わん と箸は個 々の膳にのせ て しまい,他 の食器 は戸棚やひ き出 しへかたずけた。 また,ね え

　や の膳だけはかたずける棚が違 っていた。

G.食 器の共用 について

　　箸 と茶 わん以外はすべて共 用で,大 皿,小 皿,お て しょ,わ ん,小 鉢 な ど。

　　箸箱は,膳 をつかわな くなるまで各 自のがあ った。

H.食 事中に しては ならない ことにつ いて

　*箸の上 げ下 ろ し

　　① まよい箸(ど の皿の料理 を食べ よ うか とグズ グズ して箸を ウロウロさせ ること)

　　② さぐ り箸(ま だ残 ってい るかなど箸 で器の底を さぐるこ と)

　　③そ ら箸(食 べ よ うとい ったん箸 をつけ なが ら食べないで箸を引 くこと)

　*食べ る順序

　　 ・汁→飯か ら食べ始め る。

　　 ・菜 と菜の間にはご飯を食べ る。

　*食事中のお しゃべ り

　　話を しなが ら食事を とり,犬 喰い とい って,た だ うつむいて黙 々と食べ ることは嫌われ た。

　*食事中の姿勢 は正座

図196
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*その他食 事中に してはいけなか
ったこと。

　　 トイ レにたってはいけない。

1.食 事中のあい さつについて

　　食べ始めは,皆 が揃 ってか ら 「いただきます」 と言 って食事を始めるが,食 べ終わ りは食 事

がすんだ人か ら 「いただ きました」 と言 って席をたつ。

J。 食事中の話題 について

　　その日,外 へ出ていた人が話題を提供。 または,家 族の中で学校へ通 う者が いるのな らば,

　その子供が中心 となって話 した。

　　家 の主人が話の中心 となる時は,世 間話や商売の話 が主で,子 供 の話の中心 となるときは学

校 での出来事が主であ った。

2.ち ゃぶ台の時期

A.食 事 の形式 と家庭環境 につ いて

　　ち ゃぶ台 で食事を とっていた時期は,昭 和11年 か ら,戦 争 をはさんで今か ら15年前,つ ま り

私が小学校へ入学する頃までである。それまでの商家 とい った感 じの家を壊 し,新 築 した時点

　で,食 卓が ちゃぶ台か らイス とテーブルに変わ ったのであ る。

　　 この時期 の家族構成 とい うのは,私 の父の弟や妹が生 まれ,父 が母 と結婚 し,祖 母 の両親が

　亡 くな り,父 の弟達が結婚 して家 を出て,私 と弟が生 まれて とい った具合に,目 まぐる しく変

　わ り,ち ゃぶ台の時期は,祖 父母の両親,祖 父母,父,叔 父(4人),叔 母(2人)と い う家

　族構成に始ま り,祖 父母,父 母,叔 父(1人),叔 母(1人),弟,私 の家族構成に終わ ったの

　であ る。

　　 この時期 の住所は,静 岡県藤枝市。住環境は商 業地。

　　戸主の職業は,教 師(祖 父)で,祖 母 の父親が営んでいた糸 の商売は,戦 争が始 まる頃に廃

　業。

　　 ちゃぶ台をやめて,イ スとテープルに変わ った大 きな原因は,家 の新築 である。それ まです

　べ て和室だ った家から,洋 間のある家へ と変わ り,食 事を とる部屋 は,ダ イニ ング ・キッチン 。

　床 の上に カーペ ットを敷 き,イ ス とテーブル。洋間を と り入れ た家 の構造 の変化 とイス,テ ー

　 ブルの普及に ともない,ち ゃぶ台が姿 を消 してい った。

B.食 事をす る部 屋につ いて

　　 「茶 の間」 と呼び,食 事 をす る時以外にはつかわない。6畳 の畳 の部屋で,茶 ダンスや レソ

　 タソ火鉢(年 中置かれ ている)な どが置かれ てい た。

C.ど の ようなすわ り方で食べたか

　　 朝食 は,出 勤時間に合わせ て勝手に食べ,昼 食 は,家 に残 っている者でそろ って食べ る。夕

　 食は,原 則 として全員がそろって食べ ることになって いた(図197)。

　　 食事を とる場所は畳で,皆 が座布団を敷いた。

D.ご 飯のほか に何を食べ,何 を飲 んでいたか

　　 朝食は,み そ汁,お しん こ,時 々の りとか,納 豆が ついた。昼食は,弁 当の残 りとか,あ る

　 ものですませ る。夕食は,肉,魚,野 菜をつかい二品。吸い物 またはみそ汁。お しんこ。飲み

　 物は三食通 してお茶。

　　 晩酌をす る人がいなか ったので,料 理の差はなか った。

E.食 事の時の ご飯 の給仕について

　　 母が お嫁に来 るまでは,祖 母が給仕 を して,母 が来 てからは,母 が給仕 を した。 よそ う順序

　 は,祖 父→父→叔 父,叔 母→祖母→私 ・弟→母。
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図197

　　神仏 へのお供えは朝 のみで,祖 母 の役 目

　である。朝 お供えの ご飯 を一番は じめによ

　そ って,そ れか ら皆の ご飯をよそ う。

　　晩酌 はな し。

F.食 事 のあ とかたずけについて

　　母 が皆の食器を さげて洗い,食 器棚や茶

　ダンスへかたずけ ることは祖母 と二人でや

　っていた。

G.食 器 の共用 について

　　　 茶わん,箸,湯 のみ茶わ ん以外は共 用の食器 で,皿 類,お て しょ,わ ん,小 鉢 な ど。

-H .食 事中に してはならない こと

　　 *箸の上げ下ろ し一 ま よい箸。

　　 *食べ る順序一 マナー としての順序はあるが,そ れほ ど うるさ く気をつけなか った。

　　　 食事中の姿勢 は,男 子一胡坐,女 子一正座。

　　　 話を しなが ら食事を した。

　 1.食 事 中のあい さつについて

　　　 食べは じめの 「いただ きます 」,食べ終わ ってか らの 「いただ きま した」 は,各 自が勝手に

　　 していた。

　 J.食 事 中の話題について

　　　 祖 父が主に話 して,話 の内容は,祖 父が小学校 の教師を していたので学校の話 とか,あ とは

　　 普通の世 間話 であ った。

　 3.椅 子式 テーブル(現 在)

　 A.食 事の形式 と家庭環境について

　　　 ち ゃぶ台か ら椅子式テ ーブルに変わ った頃は,叔 父と叔母が一人ずついたため八人家族 で,

　　 テープルは楕 円の広 さの調 節が できるものであ る。現在は,叔 父 も叔母 も結婚 して家を出て,

　　 私 もN市 にいるの で,祖 父母,両 親,弟 の5人 で,楕 円のテープル も広 くしてつか うことはな

　　 いよ うである。

　　　 現在の住所 は,静 岡県藤 枝市 。 ここ15年 ほ どで,家 のまわ りは変化 して きている。前の道が

　　 拡張 され歩道 がつき,そ のため土地 を削 られた家は引越 して しまった り,昔 か らの商家 とい う

　　 ものは姿を消 し,ハ ンバ ーガー屋,レ ンタル レコー ド,ブ テ ィックとい った新 しい ものが並び

　　 始 めてい る。私 の家 も商家であ った し,家 が大 きか ったので,新 築の とき,道 路側 の土地に車

　　 が10台 くらいはいるガ レージを作 り,今 も近所の家の車 を預か ってい る。そ して現在,祖 父は

　　 無職 で父は高校 の教 師を してい る。

　 B。 食事 をす る部屋 について

　　　 食事 をす る部屋 を 「居間」 と呼び,ダ イニ ング ・キ ッチ ンになってい るので,TVや ソファ

　　 もあ り,団 らんの場 となってい る。広 さは10畳 ほ ど。

　 C.ど のよ うなすわ り方 で食べ るか

　　　 晩 は皆がそろ って食べ るが,誰 か帰 りが遅 くなるか らといって待つ ことはほ とん どな く,毎

　　 日同 じ時間帯に夕食 をす ます。朝は皆バ ラバ ラだが,祖 父母 は一緒に朝食を とっている。昼食

　　 も家に残 ってい る者 が勝手 にす ます(図198)。

　 D.ご 飯 の他に何を食べ,何 を飲 んでい るか

　　 *朝…みそ汁,お しん こ,卵 とかの り,納 豆,前 の晩の残 りなど。飲み物は お茶だが,そ の後
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に,祖 父母を除いては コーヒーまたは紅茶を飲む こ とが ある。

*昼… ご飯 の時は
,弁 当の残 りとか,あ る物です ませ る。 また,パン と牛乳,卵 とか,う どん,

　そぼ,と い う時がある。

　*晩…炊飯器が二つあ り,一 方ので祖母が,祖 父 母用のやわ らかい ご飯を炊 いている。料理 は

皆同 じ。

E.食 事の時 のご飯の給仕について

　 ・給仕は祖母 と母が して,よ そ う順番は,祖 父→ 父→祖母→弟,私 →母。神仏 のお供えは毎朝

祖母の役 目。

　　晩酌は現在,祖 父が してい る。

F.食 事のあ とかたずけについて

　　母が食器 のあげ さげ,か たずけ,す ぺて一人でや っている。

　　洗 った食器 は乾燥機へ。

G.食 器の共用につ いて

　　茶わん と箸,湯 飲み茶わん以外はすぺ て共用であ り,皿 類,お て しょ,わ ん,小 鉢ほか。

H.食 事中に してはならない こと

　*箸の上げ下ろ し…迷 い箸。 また,箸 どお しで料理をつ まみ渡 しをす ること。

　*食べ る順序…あま りこだわ らない。

　*食事中の姿勢 …椅子 に座 ってい るが,祖 母は時 々,椅 子の上で正座を している。

　*食事 中のお しゃべ り…話を しなが ら,な ごやかに食事を とる。

1.食 事 中のあい さつ

　　各自が勝手 に 「いただ きます」「いただ きま した」 と言 う。食べ始めは皆 同 じだが,食 べ終

　わった人か ら席をたつ。

J.食 事 中の話題について

　　今は主に弟が学校 の話 とか して,話 題 の中心 になって いるよ うである。

調査者　No.241(f)　 　　　　　　　　　 調査 日　 昭和58年12月20日(金 曜 日)

被調査者　 N.T,　 性別　 f　　　　　　　 出生年　 明治36年(81歳)(第5子)

出生地　香川県綾歌郡S村

生家の職業　農業

現住所　香川県綾歌郡Y村

住所の変更 とその年度　 綾歌郡一香川郡(大3)一 現在 の住所へ(大8)

最終学歴　 K実 業学校　　　　　　　　　　 結婚　大正8年(16歳)

被調査老 との関係　親類

A.食 事の形式 と家庭環境について く

　　被調査者 は,箱 膳,食 台,テ ープル の三段階を経験 している。

　　まず箱膳 につ いて:被 調査者 は幼い時か ら箱膳を使 い,昭 和170rl8年(下 男がい るまで)

図198
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まで使 っていたそ うだ(図199)。 この時期の戸主 の職業は,大 地主(全 国的に見れば中地主程

度)。住環 境は農業 地。住所 は香川県綾歌郡Y村 。家族構成 は義祖父母 ・義父母 ・・夫 ・自分 ・

義弟3人 ・義弟の嫁 ・下男2人 ・下女 ・子 も りの計14人 。被調査者は3才 の時祝膳 を贈 られた。

これは20cm3ぐ らいの小型 の もので,箱 膳 の下 に引 き出 しがあ り,そ の上に棚があ り,そ の

中に飯碗 ・湯飲み ・汁椀 ・平 ・壷碗 ・箸(す べて蓋付 き)を 入れて文箱 のよ うな蓋をす る。戸

主の膳は,こ の祝膳 と同 じ型で50cm3ぐ らいの大 きさで箸 は塗 り箸。芦主以外 の者は35　cm

角,高 さ15cmぐ らいで引 き出 しがなか った。下 男 ・下女 の箸だけ 白木だった。箱膳 の時期 の

女中部屋を改造 して新 し く台所 を作 り部屋変えを したので,食 台に変化す る。

　 食台について:LA`答 は昭和17　or　18年 ごろか ら昭和42年 まで使用 した(図200)。 この時期 の

戸主の職業 ・住環境 ・住所は箱膳の時 と変わ らない。家 族構成 は義祖父 ・夫 ・自分 ・子供(男

3人 女3人)6人 の計9人 。寮 答 とい って,長 さ1.5m,巾40　 cmほ どの長 机 に引 き出 しが2

つ付いていて,1つ の引 き出 しに2人 分 の箱膳の品を収 納 した。時には3人 分収納 もした。 ま

た家を改造 し部屋変 えを した ので椅子式 のテーブルに変わ った。

　　テーブルについて:昭 和42年 か ら現 在 まで使用(図201)。 この時期 の家族構成 は 自分 ・子

　(女)・ 嫁 ・孫2人(男)の 計5人 。戸主であ る被調査者 の職業は無職。住環境は農業地。住

所 は変わ らず。「テーブル」 と呼んでい る。普通 のものだ。

　　家 の改造に よって台所 が部屋変 えにな ったから,箱 膳か ら食台 さらにテーブルへ と変 化 した

　とい うより,そ れを機会 に新式 を取 り入れた とい うことだ ろ う。 この辺 りでは最先端 を行って

　いた とい うことだ。

B.食 事 をす る部屋について

C.ど の ようなすわ り方で食べたか

　　箱膳 の時期:食 事をす る部屋を 「お台所」 と呼んでいた。 お台所は食事 だけに利用 した。 お

　台所は9畳 のタタ ミ敷 き,そ れに3畳 ほどの大 きさの板 の間,ち ょうど箱膳 の高 さぐらい(15

cm)低 いのだが,か ら成 っていた。調度はな く,お 台所 に くっつけて作 られていると りこみ部

屋(2畳 の広 さ)に 棚が作 られている。そ こに箱膳 をか さね て収納 していた。戸主か ら下男 ・

　下女 までみんなそろって食べた。座ぶ とんは畳の上に座 る者 はみな使 っていた。板の間 の上に

座 る下男 ・下女は円座 とい うわ らで こしらえた ものを使 っていた。座席の順番 は図202に 記す。

　向か い合 って食べ た。昔 の上座 と今の上座 の左右が逆だ とい うことだ。　　 　　 .・

　　食台Q時 期:食 事 をす る部屋 のこと 「お台所」 とい うのは変 化せず。お台所は食事だ けに利

図199 図200
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図201 図202

　用 された。 お台所 は6畳 の広 さの板 の間。調度 として食器棚があ った。食器棚には来客 用の も

のを10人 前ず つ箱 に入れて収納 した。 日常使用す るものは食台の引 き出 しにすべ て収納 した。

み んな座ぶ とんを敷 いた。み んなそ ろって食べた。座席 の順番は図203に 記す。食台を2つ く

　っつけて向かい合 って食べた。農繁 期に雇用人を使 った時 は別 の調理台の上 で食事 をした。

　　テーブルの時期:食 事をす る部屋の ことは 「お台所」 と呼ん で変化な し。 お台所 は食事だけ

　に利用。お台所 は6畳 の広 さの板の間。調度は流 し台 ・調理台 ・三角棚 ・コンロ台 ・冷蔵庫。

椅子式 なので座ぶ とんは使わない。被調査者 と子(3女)と 嫁 は必ずそろ って食 べるが,2人

　の孫 はそれぞれば らぽ らに食べ る。座席の順番嫡図204に 記す。

D.ご 飯 のほかには,何 を食べ,何 を飲んでいたか

　　箱膳 の時期:1日4食 だった。6:00朝 食一 ご飯 ・おつけ もの(葉 菜,根 菜,し ょうがみそ ・

　ね ぎみそ ・や きみそ とい ったみそざい,ら っきょ,う め)・ お茶。10:001」最乙 ご飯,お みそ

　汁(主 に うどんの打ち込み汁で具 に野菜類で大根 ・さといも ・あげがは入 ってい る)。豆4:00お

　昼一 ご飯 ・醤油豆 などの簡単なおかず ・おばん茶。19:000r　 20:00夕 食一 ご飯 ・い ささかごち

　そ う(お さば ・いわ し ・いかを煮たもの,か ぼちゃなどの煮物)い ささか ごちそ うも2品 ぐら

　い。寒い時には ご飯の代 りにすい とんにする こともあった。 農繁期だ け16:00お やつ一 ホ ッポ

ロ焼 きとかさつまいもがあ った。みそざ

いは,千 石(2500俵)の 年貢がない と食

べ られない品だ った。 また煮物 もお醤 油

で煮て いるので うらやま しが られ るもの

だ った らしい。そ して戸主か ら下男 ・下

女 までみんな 同 じ物 を食 ぺてい た。 「そ

う考えたら うちは平等だった んやねえ。

若い(15ぐ らい)時 か ら働 きに親元離れ

て来てるんやか らかわいそ うや思 て」 と

言 っていた。

　 食台の時期:ち ょうど戦争 の頃 で食料

不足にな りだ し,食 事の回数 は3回 にな 図203
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図ZO4

った。6:00朝 食一 ご飯 ・みそ汁(と う

ふ汁が多い,か しわのあ らでだ しを とっ

て)・ 常備食(し お こんぶ ・らっきょ ・

梅 ・か す づ け ・み そ づ け ・つ け も の

類)・ お茶。12:00昼 食一 ご飯 ・醤油豆

とか常備食 ・お茶。19:000r　 20:00夕 食

一 ご飯 ・あげ とか しわの入 った野菜 の煮

物 ・魚類(お さぽ ・いわ し ・いか)。 特

に子 じゃ こ ・昆布 ・若 目 ・あ らめを多 く

食べていた。祝祭 日にはぶ りやたいを食

べた。か しわを常に利用 したのは家 の者

に病人が いたか らら しい。 そ してみんな

同じ物 を食べた。食事が1回 減る とお腹

　がす いてなかなか慣れ なか った ら しい。 田植えや稲刈 りの時は,15:00お やつ一 お まめ入 りの

　ご飯をおに ぎ りに して食べた。

　　テーブルの時期:7:00朝 食一 ご飯 ・みそ汁 ・つけ もの ・ハ ムエ ッグの よ うな簡単 なもの。

　12:30一 ご飯 ・野菜 の煮物 ・常備食。6:30夕 食一 ご飯 ・野菜 の煮物 ・煮魚orお 肉 ・くだ物。

　ほとん どみな同 じ物 を食べ るが,孫 との年齢がはなれているので孫だけ特にちが った もの(肉

類)を 用意 した りもす る。 また,何 を飲 んでいたか とい うのはお番茶であ る。特 に最近 は健康

面か らウーロソ茶 を常飲 している。

　　箱膳 ・食台の頃は,3月 ゆむ ぎもち ・5月 鰭のお しぬき ・6～7月 うどん とあんこ付 きの団

子 ・10月の祭 り魚 ・巻 きず し ・お しぬき ・うどん ・す し ・田植え"さ いけ"お 魚で田植祝 い,

　田植えが終わる と"さ なぼ り"う どん ・おす し ・団子で田植えの労をいや す ・稲 の脱穀後"岡

入れ"あ ず きご飯 ・大根 と芋 とあげ1枚 とで収穫 の祝いまた"庭 上げ"'な どといった季節 ごと

に特別な ものをする習慣がある。 当 日,日 頃は質素な ものを食べていて も,こ のよ うなもので

季節の ものを食べ,祝 ったのだろ う。 テーブルにな ってか らも簡略化 され なが らこの習慣はつ

　づいてい る。

E.'食 事の ときのご飯 の給仕につ いて

　　箱膳の時期は女 中がいたので,女 中が ご飯を よそ った。が,人 数 が多いので女の人で手つだ

　っていた。食 台になると女中が いないので母である被調査者が よそ った。 テ戸 ブル形式の現在

　では嫁が よそっている。 よそ う順 は昔 も今 も長 幼の序 に従 って よそ う。 おかわ りは空いた人か

　らよそ う。神仏へ のお供えは昔 も今 も,神 さんには,1日 と30日 だけにお花 ・お神酒 ・へ ぎに

　米飯 ・御澄 明を供 える。仏 さんは,毎 日4つ 仏飯 と夏には水,冬 はお茶を供え る。 これ以外 に

神仏 へのお供えは,正 月 ・神 まつ り ・神おろ し ・七草 ・節分な ど何 かの行事につけ決ま ったお

供えがなされ る。晩 しゃくにつ いては,箱 膳 と食 台にわた り義祖父が生 きていた時のみあった。

食事 のつ ど疲れた時にお湯飲み に一杯 ぐらいおひや で飲んでいた。 が,夫 は酒を飲 まない人だ

　ったので,以 来今 まで晩 しゃ くは ない。

F.食 事 のあとかたずけにつ いて

　　箱膳 の時:食 事の前後 に女の人みんなで運 んだ り下げた りした。食べおわ った後 ご飯茶碗は

湯飲 みの湯 ですすいだ。箸 は懐紙でふいて しまった。その他の食器はそのつ ど洗わず しまって

いた。そ して女中が(せ わ しい時には女の人み んなで)夏 季 には週一回 く・らい,冬 季 には1ケ

月に1回 箱膳や食 器を洗 った。箱膳を洗 うのは木炭,食 器 は石粉。 また,お 魚 を食べた ものは
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ゆむぎで臭気を除いた らしい。洗 った食器はふいて箱膳に しまい,Cで 図示 した とりこみ部屋

　に しま った。

　　食台の時期=箱 膳の時か ら変わ った のは,女 中がいな くなったので,主 婦である被調査者が

食器を洗 うよ うにな り,冬 季でも週一回は洗 うようになった。その うえ,汁 椀 と小皿にみそや

醤油がついた ら食事 ごとに洗 うようになった。食器 はいつ も食台の引き出 しの中に しま った。

　ご飯茶碗は食後湯飲みの湯でゆすぎ,箸 は懐紙でふいた。食器のあげさげは主婦。

　　テーブルの時期:食 後茶碗を湯でゆす ぐことも,箸 を懐紙 でふ くことも しな くな った。食前

食後,食 器を運 んだ りさげた りするのは嫁 と子がす る。食後使用 した食器 は,嫁 と子 ですべ て

　洗 う。洗 った食器は食器乾燥機 で乾か し,食 器棚に しま う。

G.食 器の共用につ いて

　　箱膳の時か らテーブル式 の現在 まで,共 用の食器 として大鉢 と小鉢があ り,大 鉢には大根 や

　かぼち ゃの野菜 をか しわ と煮た ものを盛 り,小 鉢にはつけ もの ・うめ ・らっき ょな どを盛 る。

大鉢にはおかけ(布 巾)を かけてお く。大鉢 と小鉢には菜箸 をつけてお く。

　　箸箱は,食 台の時 だけ使用 した。

H.食 事中に してはならない ことについて

　　箱膳 の時か ら現在 で も,箸 の上げ下ろ しとして,移 り箸 ・探 り箸 ・なめ箸を してはいけない。

食べ る順序は,ま ずお汁にお箸をつけて,お つゆを一 口飲み,お 汁をいただいてか ら他の物を

　食 べ る。食事 中のお しゃべ りはせず,静 か に食べ る。「しゃべ る と唾が飛ぶので しゃべ らん と

　食 べ」 と子供の時か ら教 える。食事中の姿 勢は,ひ ざを くず さず,ひ じをは らないで脇に腕を

　つけて食べ る。その他食事 中に してはな らないこ とと して,人 の食べてい るのをのぞ き見 しな

　い こと。汁をすす る時,音 をたてない ことである。

1.食 事 中のあい さつについて

　　箱膳 の時期は下男 ・下女がいたので,下 男 ・下女 の方か ら 「いただきます」 と食べは じめ の

　あい さつがあ り食べ始めた。がこれ とい ったあいさつ を戸主側か らは していない。ただお正月

　にはお祝 いのあい さつを した。食べ終 りも何 もあいさつ しない。

　　食台にな り,み んながそろ って 「食べ まし ょうぜ」 といって食べる。終 りのあいさつは な し。

　　テ ーブルの現在,お 箸を とるのは戸主 とな った被調査者が一番 だが,こ れ とい ったあ いさつ

　を食前食後 に しない。

　　昔 も今 も食後 は,農 繁期な どのせわ しい時はそれぞれ食べ終 った ら席 を立つが,そ れ 以外 の

　時は一緒に席を立つ とい うことだ。

J.食 事中の話題 につ いて

　　昔か ら食事 中に話をす ることがいけ ないとされて きたので食事中には話 を しなかった。が,

　食べ終わ り,ま だ他 の人が食べている時,終 わ ってい る者 同志でなんやかんや世間話 をす る。

調査者　No.242(f)

被調査者　 S.K.　 性別　 f

出生地　奈良県天理市K町

生家 の職業　農業

現住所　奈良県奈良市T町

住所 の変更 とその年度

最終学歴　 J女 学校

被調査者 との関係　友人の祖母

調査 日　 昭和59年1月13日(金 曜 日)

出生年　明治40年(76歳)(第6子)

結婚　大正14年(18歳)
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1.お 膳の時期

A.食 事の形式 と家庭環境について

　　奈良県の古 い商家であるため,家 族 と使用人の差 は もちろんのこと,何 事 も店中心で,あ わ

　ただ しい食事 だった らしい。

　　家族はタタ ミの間で,大 きな長火ばち をお膳 として使用 し,使 用人の"ぼ んさん"た ちは,

縁に箱膳を並べ,土 間に置かれた しょうぎに腰かけて食事 を していた(図205)。

　　この ような食事の形式が,い つ頃始 まったのかは,は っ きりわか らないが,被 調査者が嫁 い

　で来た時はす でにこの形式だ ったので,大 正14年 以前 である。昭和10数 年 まで,こ の形式は続

　 く。

　　当時の家族構成は被調査老 の義理 の父母 と被調査者夫婦 と使用人が4・5人 と女中1人 の計

　10人 と,後 に被調査者の子 どもが二人増 し,10数 人 の大所帯 で した。

　　当時の住所 は,奈 良県T町 です。

　　環境は,向 いがT小 学校 で,隣 家は墨 で有名な古梅 園の墨屋,あ とは小 さな店が点 々とある

　程度の住宅地 で した。

　　当時の職業 は寝具店で,呉 服 も少 し扱 ってい ました。

　　食事の形 式の変化は,昭 和10年 頃に,被 調査者の姑 が死 に,家 の実権 が嫁 の被調査者に移 っ

　た ことか ら始 ま ります。 しか し,古 い商家であ るため,な かなか難 しか った ようです。

B.食 事をす る部屋について

　　特別に呼び名 があ ったわけではな く,強 いて言えぽ 「茶 の間」・で した。

　　台所か ら続 いた部屋で,冬 は長ひばち に鉄びんがかけてあ り,家 族の くつろ ぐ場で あ り,気

　軽 な客を通す部屋で もあ りました。

　　八畳の タタ ミの間で茶 ダンス とお膳 に していた長ひばち があっただけです。部屋 の端 の台所

側に縁があ り,こ の板間 と土間に置かれた しょうぎが,使 用人 の食事場で した。

C.ど の ようなすわ り方で食べたか

　　座席は,主 人 がと うぜん上座で,若 主人の息子が横,姑 と嫁 は下座で,給 仕の しやすい所で

　 した。子供の場所は特 に決 ま ってお らず,空 いてい る所や好 きな所 で食べてい ました(図206)。

　　朝昼は店が第一なので,そ ろ って食べ ることはあ りませんで したが,夜 は店 が終わ って主人

　が晩 しゃくを始 めてい る間に使用人は店 をかたずけ,主 人 の晩 しゃくが終 わる頃 にボツボツ集

　まって食事を始め ました。

　　食べ る場所 は,家 族が タタ ミの間で,使 用人は土間 とい うように,差 があ りま した。

　　座ぶ とんは,家 族 も使用人 も全員が使用 してい ましたが,も ちろん主人 の座ぶ とんは一番立

　派 なものであ り,上 下の差で物がちが いま した。使用人は土間 に置かれた しょうぎの上に小 さ

　な座ぶ とんを置 いてい ました。

D.ご はんのほか には,何 を食べ,何 を飲 んでいたか

　　朝は奈良名物 の茶がゆ またはみそ汁 とつけ物,昼 は一汁一菜で,野 菜の煮 つけ などが 出され,

　夜は一汁二菜 で,昼 の献立に魚や天ぷ らが加わ りました。

　　主人は晩 しゃ くを していたので,酒 のあてが家族 とは別 に出されてい ました。

E.食 事の時のごはんの給仕について

　　給仕は当然嫁 の仕事で したが,商 家 の朝昼は忙 しく,嫁 がず っと奥 に居 るわけにはいかなか

　 ったので,女 中がそれを助け ました。夜 は,家 族側が嫁,使 用人側を女中が給仕 しました。

　　よそ う順序は,主 人 ・姑 ・若主人 ……最後が嫁で した。

　　神仏のおそなえは,と うぜん嫁 が していま した。
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図205 図206

　　晩 しゃ くは,毎 晩主人 が してい ました。

F,食 事 のあとのかたずけ につ いて

　　食事 の最後はお茶づけて,つ け もの皿の しょうゆを きれいにすすいて食べ ました。 この際,

　おは しもゆす ぎ,は し箱 に しまいま した。

　　食器を下 げるのも洗 うの も嫁 と女 中の仕事で した。

　　洗 った食器 は台所の横にある食器棚 に しまいま した。

G.食 器の共用について

　　お皿 ・おはち ・おわん類は共用で,は し ・ち ゃわん ・ゆ のみは各 自決まっていました。

　　共用の食器に盛 られたのは,野 菜 の煮 つけ魚な どです。

　　は し箱は,被 調査者が嫁に来た時す でにあ りましたが,被 調査者は この不衛生 な習慣 がいや

　だったため,昭 和10年 頃,姑 の死後す ぐにやめ ました。

H.食 事 中に してはならないことについて

　　は しの上げ下ろ しや食べ る順序は大 した きま りもな く,一 般 的にお汁か らで した。

　　食事 中のお しゃべ りは厳禁,姿 勢は全員が正座 でした。

　　食事中に音 を立て るのはいけな く,食 器の音,食 べ る音が特 に きび しく言われ,そ の他 まよ

　い箸,ね ぶ り箸な ど一般的な ことが いけないこ ととされてい ました。

1.食 事中のあいさつについて

　　各 自で,「 いただ きます」「ごちそ うさまで した」 と言 いま したが,「 ごちそ うさまで した」

　 の返事は何 もあ りませんで した。

3.現 在の時期

A.食 事 の形式 と家庭環境 について

　　終戦前頃に,大 きな長火ばち か ら,座 敷机に代わ った。 ちゃぶ台の時期 はなかった。 また戦

　 後,使 用人 との同居 はな くな り,箱 膳 も使わ な くな った。土 間が板の間にな り,通 って くる使

　 用人 の昼食用の机 が置かれ るよ うにな る。食卓の呼び名は特に な く,強 い て言えぽ 「テーブル」

　 です。

　　終戦前か,姑 の他界 した昭和10数 年頃,ど ちらに して も,昭 和10年 代に形式が変化 し,現 在

　 に至 っている。

　　 現在の家族構成は,被 調査者夫婦 と,長 男夫婦 と孫二人の計六人です。9時 か ら17時半 の間,

　 お手伝いの女性 が来て,家 事を しています。

　　 住所は,奈 良市T町 です。

　　 現在は,近 くに商店が多 くで きましたが,や は り住宅地です。

419



国立民族学博物館研究報告別冊　 16号

　 　現在は,呉 服商 で,50mほ ど離れた所 に寝具店 があ りますカ㍉ 呉服商が中心 です。

　 　食事の形式 は,昭 和10数 年に,姑 が他界 した頃か ら徐 々に変化 しは じめ,終 戦後,使 用人の

待遇が問題にな り,使 用人の数 も増 し,寮 を作 って通 いにす るな ど,様 々な面か ら変化 して く

　る。 また,近 年 は食事 も洋風化 し,孫 た ちの好み も加わ り,食 事の形式 は大 き く変化 し続けて

　いる。

B.食 事 をする部屋 について

　 　特 に呼び名はないが,家 族が集 ま りくつ ろ ぐ場 で,居 間であ る(図207)。

　 　六畳 の間で,茶 ダンスが あるだけ。

C.ど の ようなすわ り方 で食べたか

　 　座席 の順番は図208の とお りで,孫 は席が決 まっていない。

　 　朝 は各 自の予定に合わせ てで,昼 は手 のす いた人か ら順次,夜 に,ほ ぼ全員がそろ う。

　 　食 べる場所は,タ タ ミの間。

　 　座ぶ とんは全員が使 う。

D.ご 飯のほかには,何 を食 べ,何 を飲んでいたか

　 　朝は,パ ンと牛乳が大半 だが,主 人はお茶 と和菓子,上 の孫 はごはん とみそ汁 と様々です。

　お昼は,使 用人 は弁当で,家 族は,お 手伝 いの女性が作 る,め ん類,焼 飯,野 菜 いためな どで,

主人は ごはん とみそ汁,お ひた しな どです。夜は,も っぱ ら孫 に合わせて洋風料理 ですが,主

　人は酒 とあてで軽 くす まします。

　 　特別ちがった物を食べ る人は特にい ません。み んなそれぞれ,好 み のものを食べてい ます。

E.食 事の時のご飯 の給仕について

　 　給仕は,今 も変わ らず嫁の仕事 で,姑 である被調査者 も手伝い ます。

　 　よそ う順序 も,一 応,主 人 ・若主人 ・姑……そ して嫁 です。

　 　神仏 のおそなえは,き ちん と嫁 の仕事です。

　 　晩 しゃ くは,主 人が毎 日しています。

F.食 事 のあ とのか たずけについて

　 　食べ おわ ったあ と,お 茶で茶わんをすす ぐのは姑 ぐらいで,他 の人は しませ ん。

　 　食器 を下げた り洗 った りす るのは,朝 昼は嫁 とお手伝 いの女性ですが,夜 は姑嫁孫の女三人

　 です るそ うです。

　 　洗 った食器は台所 の横 の食器棚 に しまい ます。

G.食 器 の共用について

　 　おちゃわん ・ゆのみ ・は し以外はす べて共用で,様 々な ものが盛 りつけ られ ます。

図207 図208
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　　箸箱は,前 述 どお り,昭 和10数 年 にな くな りました。

H.食 事中に してはならない ことにつ いて

　　は しの上げ下ろ し,食 べ る順序など,昔 の ようにな く,作 法をあ ま りうるさ く言い ません。

　　食事中 のお しゃべ りも,も ちろん行 なわれ てお り,楽 しくにぎやかな食事 です。家族が顔を

　合わす唯一の団 らんです。

　　食事中 の姿勢は,女 の人 は正座,男 の人は あ ぐらです。

　　食事 中にひ じをついた りとい う,よ ほ どひどいことを しない限 り,行 儀に もうるさいことを

　言 いませ んが,な ん とな く親 の作法を見 てか,小 さい頃か らの しつけか,特 に してはならない

　 ことを考 える機会 もないほ どです。

1.食 事 のあい さつについて

　　食事 のあい さつをす るのは嫁 ぐらいで,他 の人は何 も言わずに食べ は じめ,お わ ります。

J.食 事中の話題につ いて

　　主に しゃべ るのは女の人で,店 のこと,日 常生活 の とりとめ もないこ と,孫 は学校の ことな

　 どです。

調査者　No.243(f)

被調査者　G.T.　 性別　 f

出生地　大阪府八尾市

生家の職業　庄屋

現住所　大阪府八尾市

住所の変更とその年度　なし

最終学歴　小学校

被調査者との関係　近隣関係

調査 日　 昭和59年1月21日(土 曜 日)

出生年　大 正2年(71歳)(第2子)

結婚　昭和22年(35歳)

1.箱 膳 の時期

A.食 事 の形式 と家庭環境について

　 　形式の略図は 図209の とお りであ る。 しか し姉,私,妹 の順番 はさだかではない。母 が土間

　 に近い ところにすわ り給仕をつか さどっていた。それを実際に何 と呼んでいたかは,わ か らな

　 い とお っしゃる。そ してこの形態は,お 生 まれにな った時 は,す でに この形 で,戦 後 まで続い

　 た とい う。家族構成は この とお りで,使 用人はた くさんいたが,食 事 も何 も別 々だ った らしい。

　 その時 の住所は,大 阪府八尾市のある村,そ この庄屋 さんであった。今で こそ新興住宅区域が

　徐 々に押 し迫 り,こ の付近 も家が建 ち並 んで新 しい家族が入ってきている。私 の家族 もそのひ

　 とつの例 であるが,昔 は歴 史ある,閑 散 とした農村 であった。戦争が おこ り,み んなどさ くさ

　 に まぎれ た生 活を し,戦 後 に一か らや りなお しで新 しいものが入ってきた ところで,箱 膳は な

　 くな って しまったみたいである。 しか し父親 だけは,亡 くな っても しぼ らくの間ひ と りだけ,

　 箱膳で食 事を していた らしい。

B.食 事をする部屋について ・

　　食事をす る部屋は,や は り 「台所」 と呼び,箱 膳 をかたずけ ると,た

　だの部屋にな るに もかかわ らず他には用途はな く,あ くまで食事をする

　 ところであ った。土 間の大 きさは聞か なか ったが,食 事す るところは,

　1段 上が った タタ ミの間で六畳であった。

C.ど のよ うなすわ り方 で食べたか

　　いつ も父親(一 家の主)が 上座であった。上座であ るとい うことは,

　食事を作る土間 が正面に見えるとい うことである。続いて長男がその側 図209
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　に座 り,父 の次に権力があ ることをあらわ してい る。今の ようにお父 さんが会社か ら帰 るのが

　遅い とか,子 供が塾か ら帰 るのが遅 いとか い うことはないので,必 ずみんなが そろってか ら食

　事を していた。今 のよ うに父親 が まだ帰 らぬ うちに食事 をす ることなんて,あ り得 なか っただ

　ろ う。六畳 のタタ ミの間で座ぶ とんは,そ れぞれ全員使 っていた。 しか し男はやは り形 の大 き

　い ものを敷 いていた。体が大 きいか らそ の分,体 にあわせ て,と お っしゃっていたが。

D.ご 飯のほかには何を食べ何を飲 んでいたか

　　朝昼晩食べ ていた ものをそれぞれ思 い出す ことは不可能だ ろ う。 戦争 が間に入 ったので,そ

　の時の 日本 の状態に応 じて配給 のひも じいものを食 べていた時 もあ った。 今のよ うに肉類 はあ

　 ま りな く,野 菜類が主なおかずだ った。 カ レーやハ ンバ ーグや シチ ューなんて ものはなか った

　か ら,今 は昔 と比べて食事 の内容 もあ ざま しく変化 しているだろ う。 父親や長男がお酒 のあて

一 として,皆 と同 じ食事に加えて,何 か肴にな るものを食べていた。

E.食 事 の時 のご飯の給 仕につ いて

　　やは りよそ うのは母親であ った。母親がたえず給仕を していた。 よそ う順序は神仏のお供 え

　が一番 に,そ してだいたい年 の順 であったそ うだが,あ ま り決ま っていなか った。昔か ら今 で

　 も神様や祖先をたいへん大切 に していらっしゃる家 なので,毎 朝初水 とお茶を供え祖先 にむか

　 ・『てお祈 りとお礼を し,合 掌す ることは,現 在 でも絶や さない とおっ しゃった。晩 しゃ くは,

　先 ほど記述 した とお り,毎 晩 のよ うにあ った。

F.食 事 のあ とかたずけにつ いて

　　食器は母親がは こんだ。食器はみな,貴 重な感謝 のこもったご飯 を入れ る器だか ら上等で,

　今のよ うにす ぐ代 わ りのものを買 うとい うことがで きな く,大 切 に今 でも保管 しているとい う

　 くらいであ る。だか ら洗剤 でご しごし洗 った りせず,て いねいにひとつひ とつゆすいだ。お正

　月の3が 日は,使 用人 が里帰 りをす るので,そ の時だけ食 後梅ぽ しを入れてお湯をそそいで洗

　 うだけで,こ れが消毒 にもなった とい う。 あ とはみんな使用人が洗 った。箱膳 なので,横 に引

　き出 しがついていて,各 自それぞれの引 き出 しに食器を入れた。そ して食器だなではな く,箱

　膳 を重ねて入れる押 し入れの よ うなものがあ り,そ こに入れていた。箱膳には,色 か柄で誰の

　ものかがわか り,各 自に自分の ものがあ った。

G.食 器の共用につ いて

　　共用の食べ物はなか った。 どんな もの もそれぞれのお膳 の中のお皿に盛 り分 けられていた。

　あ り得なか った。強い て言 うと,つ け もの くらいだ った。 それは順番に,自 分 のほ しい分 だけ

　と り,横 に まわ していった。箸箱は生 まれ た時か らあ り,今 でも続 いている。でも父親だけは,

　「鶴」 と書いた箸紙を,365日 間汚す こともな く使 っていた。 自分たち子供は,汚 して しまって

　とて もそんな ことはで きない,と わか っていたので,初 めか ら木の箸箱を使 っていた とい う。

H.食 事中に してはならない ことについて

　　食べ る順序は決 まっていない。 しては ならない ことといえば,お しゃべ りだ った。食事 中に

　お しゃべ りを しなが ら食べた ら,ご 飯がお ろそかになる。 ご飯に対 して,感 謝を して食べ なけ

　ればな らぬ,と おそわ った。そ して,何 よ りも行儀 が悪 いとおそわ った。

1.食 事中のあいさつについて

　　 「いただきます」「ごちそ うさま」 で した。「よろ しゅうおあが り」 と言 うのは,母 に限 った

　ことではな く,み んなで言 っていた。

J.食 事中の話題について

　　食後は,少 し間をおいてか らす ぐにお膳を片付けた。汚ない ものがいつ まで も前 にあっては

不快であ り,だ らしのないことで あった。そ して片付 けてか ら雑談を した。その 日のできごと,

422



1家 庭の食事 にかんす るライ フ ・ヒス トリー調査(資 料編)

　世 間話な ど,母 がその時 の雰囲気に まじえて盛 り上げた りした。 しか し子供の前 では,お とな

　同士 の話は しなか った。 た とえぽ家計や,お となの世間話,庄 屋であったため,そ のへんの苦

　労話は いっぱいあ ったろ う。そ んな話は決 して しなか った とい う。

2.ち ゃぶ台の時期

　おばあさんは 「しっぽ く台」 と言 っていた。先ほ ど記述 した通 り,戦 後,昭 和22年 に変わ った

そ うである。あ とで結婚 日を聞 くと昭和22年 であ った。 このおばあさんは,養 子をむか えた ので

お嫁 には行 っていない。 しか しや は り結婚 とい う変わ り目に,し っぽ く台に変えたのだろ う。

　全体的 に箱膳の時 と,そ う変わ りは ない。 しか しこの時期は,日 本 のめ ざましい高度経済成長

の発展段階 であ る。冷蔵庫,テ レビ,洗 濯機,さ まざまな電気類 が家庭 に入 って きた。 しか しこ

の家 は,昔 の しきた りを守 り,マ スコ ミ社会に もあま りゆ り動 か され なか っただろ うと思 う。

　だが,農 地改革が行われ た。庄屋が解体 させ られた。ふつ うの農家 になった。その ころのお話

はあま りしてもらえなか ったが,い ろいろな苦労が あっただろ う。

A,こ の時期で,母 親 がお亡 くな りに な り,姉 妹が お嫁に行 き,長 男が戦死な さったので家族は

　3人 にな り,し ぼ ら くこの形態であ った。 やは り父親は,土 間の方を向いた上座 である。 この

　形態(名 称はわか らないが)は,家 を改築 した昭和46年 まで続いた(図210)。

B.お 嫁 に行 ってお らず,家 も同 じなので,食 事をす る部屋 も大 きさも箱膳 の時 と同 じである。

　 しっぽ く台 も,足 が折 りたたみで片付け られる ようになってい る。 で も食事以外にはその部屋

　は使わ なか った。

C.座 席 の順番 は先述の通 り,箱 膳 の時と変わ らず みんなそ ろって食べ,座 ぶ とん もそれ ぞれが

　敷いていた。

D,や は り野菜類が主なおかずだ った。 この時 も父親 と主人に,酒 のあてと して肴があ った。今

　食べているよ うな,魚 やおつ く りな どは,お 盆や正月 の時 しか食べなかった。昔を思 うと,今

　は毎 日が正 月だ,と 言 う。おかんをあたためた り,鍋 ものがで きる装置 がついていたそ うであ

　 る。今の椅子式 テーブルは面積が広 いが,し っぽ く台は全体的に小 さい円型だ。今の ように,

　洋風皿 をい っぱいな らべた りしないから,小 さくて も余地があ ったのだ と思 う。

E.母 親 が亡 くなると,自 分が"嫁"な ので,よ そ う役が まわ って きた。やは り父親か らよそっ

　て,晩 しゃ くもあ り,神 仏のお供えは,変 わ らず一番 によそ った。

F.農 地改革 のあと,使 用人がいな くなると,か たずけや洗 いものは,母 親か私が していた。湯

　茶でゆす ぐとい うこともあ ま りしな くなっただろ う。箱膳 でな くな ると,食 器を納める ところ

　は,食 器棚 になった。

G.箱 膳 か らひ とつ のまるい台にみんなで食事をする ことになれぽ,共 用のおかず もい っぱ い出

　 て くるだろ うと思 ったが,そ んなわけでもなか った。 つけもの ぐらいの ものだ った。なぜ か と

　聞 くと,子 供 がいれぽ,そ うい うことをす ると,好 きな もの しか食べ ない,と い う癖がつ くか

　 らだ。好 き嫌 いもな く,ま ず 自分のお皿 に盛 られたおかずを食ぺなければならない,と い うこ

　 とだ。 どんな少ないおかず も,ひ と りひと りのお皿 に盛 った ら しい。で も,た まに,残 りもの

　 を,ふ た もののお皿 に入れて,ま ん中にお く時 もあ った。箸箱は今で も続いてい る。

H.別 に してはな らないきま りはないが,お しゃべ りだけは,昔 か ら同 じように慎 んでいた。 今

　 の ように,ベ ラベ ラしゃべ りなが らや,テ レビを見なが ら食事を した りして,感 謝の心が よそ

　 を向いてい る,と い うこ とは なか った。

L　 J.食 事中のあいさつ も昔 と変わ らず話題 も変わ らない。

3.椅 子式テーブルの時期

　 さて,現 在の型である。今私 の家 もそ うであ り,他 の人の家 もほとん どがそ うであろ う。私の
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図210 図211

家 も知 らぬ間に変わ っていた。小 さい頃は,掘 りごたつであ り,夏 は座ぶ とんを敷いて,座 って

食べていた ように思 う。そ してもの心がつかない頃には,土 間 もあ った ら しい。私 自身は小 さか

ったせいか,少 しも気づかぬ うちに変わ っていたが,し っぽ く台か ら椅子式に変わ ることは,す

ご く抵抗があったことだろ うと思 う。このおばあさん なら,た ぶん変えて ほ しくなか っただろ う。

A.今 の ダイニ ング ・キ ッチ ンを見せて もらった。や は りお嫁 さんが,給 仕 しやすい位置にいる

　 (図211)。 どこの家 でもそ うだろ う。 昭和46年,家 を全部 改築 し,昔 の土 間ではな く,今 風 の

　高級住宅街 にあ りそ うな,鉄 筋 の荘厳な家になった。百貨店に家具を買いに行 って も,現 代 的

　な もの しか売 っていない。子供が大 きくな って結婚 し,世 代が代わ った。家 の構造 も,昔 と同

　 じよ うにはいかな くな った。そ こで現在 に合 わせて,改 築 と同時に椅 子式にな った。"夫"は

　す ぐ亡 くなられたが,孫 も生 まれ,現 在は4人 家族 であ る。職業は,今 では企業の会社員であ

　 る。

B.ダイニング ・キッチン である。 そこにはテ レビがおいてあ り,食 事を しなが ら,お やつで も

　食べなが ら見れる ように してあ る。何かを食べなが ら,み んなが集 まるところと して,そ の部

　屋 の用途があ る。12畳 ほ どであ る。

C.息 子が会社 に行 くと,夜 遅 くなる時 もあ るので,全 員そ ろって,と い うのは昔ほ ど守れな く

　 なった。 もちろん板 の間であ る。

D.E.F.G.H.1.J.あ ま り変わ らない。食事内容は変わ ってきただ ろ う。たぶん今,私 達が

　食べて いるの と同 じだろ う。お嫁 さんが来た。 よそ う人や食器 を洗 った り,は こぶ人 はお嫁 さ

　 んにとって代わ られ た。 しか し,も う湯茶で茶わんをゆす ぐよ うな ことは しない。全体的に昔

　 の ように,全 員がそろってお父 さんを尊敬 し,ご 飯に感謝 しながら食べ ることはな くなったが,

　 今 この社会で昔の ままを続け よ うとす るのは大変である。 しか しおばあさん は,た だひ とりの

　孫 に,昔 の話を聞かせ,昔 のよ うに,規 律正 しい生活をす る ようしつけてい る。若 い人 にもっ

　 と昔 のことを知 って もらいたい,と 私にも訴 えて こられ た。社会が一変 して しま った時 に生 き

　 るおばあさん の切実な願 いなのだ,と 私 も聞 き入 った。

調 査者　No.247(f)

被調査者　 N.C.　 性別　 f

出生地 　山 口県宇部市0町

生家の職業　農業,炭 坑経営

現住所　 山 口県宇部市H町

住所の変更 とその年度　昭和6年

最終学 歴　山 口県立U高 等女学校

被調査者 との関係　母方の祖母

調査 日　 昭和59年1月9日(月 曜 日)

出生年　明治45年(72歳)(第2子)

結婚　昭和6年(20歳)

424



1家 庭 の食事にかんする ライフ ・ヒス トリー調査(資 料編)

1.お 膳の時期

　祖母は明治45年 生 まれの72歳 で,生 まれて以来,山 口県宇部市に住 んでいる。宇部市は元は半

農半漁の村であ ったが,大 正時代 に石炭の産地 として栄 え,一 躍,市 になった ところである。

　最初 の形式 は,お 膳形式で,「 箱膳」 と呼んでいた。 これは蓋 のついた箱 で,食 事 の時蓋 を裏

返 して膳 とした(図212)。 それは,祖 母が,も の こころつ いた頃すでにあ り,10歳 の ころ大正10

年頃 に終 った。

　 当時の家族構成は,父,母,姉,妹,弟,使 用人(女 中さん)が1人 であった。住所は山 口県
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 でんない
宇部市0で,そ の住環境 は,「 田内です。 田舎のお うちだか ら,農 村ですね。下の方に田んぼが

ある。 ち ょっと小高いお うちだか ら,お とな りと言 って も,ひ とたんぽおいて,む こ うとい うぐ

らい」

　 その時の戸主の職業 は,農 業 と炭坑経営 であ った。食事形式の変化の原因は,「 それは,や は

り生活 の簡易化で し ょうね。まあそ うい う世 の中にな ったんです よね,世 の中が」

　 食事 をする部屋 のことは,「 おだい どこ」 とか,「 茶 の間」 と呼んでいた。その部屋 は食事以外

には使わなか った。部屋の情 景は,「 広さはね,8畳 か,ぐ らいです よ,水 屋 とか置いて あるで

す よね。まわ りには,や は りですね,ち ょっと離れた ところに,作 りつけの,お だい どこ用戸棚,

お火鉢 とか……」
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 かみ

　 座席の順番は,「 一家の主人が,上 で コの字型,お じいち ゃまが,一 番上 で,わ た しどもが,

横にな らんだのね。子 どもが。 そ しておぽあち ゃまが,お じいち ゃまの向かい合わせいね。少人

数だか ら」(お じいちゃま,お ばあちゃまは,彼 女の両親)(図213)

　 使用人は,別 の部屋 で食事を した。食事の場所は畳敷 きで,'座 ぶ とんは,使 用人以外全 員使用

した。

　 さて,ご 飯 の他 に何 を食べ,飲 んだか とい うと;「なんかお浸 しの ような もの とかね。 それか

ら,お つゆがで るで しょ,お みそ汁。そ して何か炊 いた もの と,お つけ もの」

　 昼食は,「 おかずは,お さかなを焼いた り,昔 だか らいわ しのよ うな もの とか」

　 夕食 は,「時 お り,さ しみなんか……」

　 子 どものころなので,あ ま り憶えていない様子で ある。 しか し,父 親だけに,お さ しみがつ く

ことがあ った。給仕については,「 御飯 は,母 がついだ り。 お台所 で作 った ものをそ こまで運ぶ

のは,女 中さんの役 目」

　 よそ う順序 は,な んで も一家 の長であ る父か ら次 に長男,姉,妹,主 婦 とい う順であった。

　 神仏へのお供 えについては,朝 食の前に仏様に,ご はんをお供え して,お がんで,次 に神様を

おかんだ。 この作業 が終 るまでは,食 事を とることが許 されなか った。

　 晩 しゃ くは,父 親 が飲酒 しなか った。

図212 図213
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　食事 の後かたづけについては,食 事の後,箸 を湯茶 ですすいた後に箸箱に しまった。箸は,何

日かに一 回,流 しで洗 った。食器 を下 げるこ とについては,「 それ はも う,人 まかせだか らね。

女中さんが下げ て くだ さるし,子 どもだか ら,別 に,お 手伝い しなかったです よ。女中 さんが食

器を洗 って,手 が足 りない時は,お かあ さんが洗 ったの。食器 は洗 った ら,"め ご"に ふせ て,

それか ら,造 り付けの戸棚 に置 いて,並 べてふせて置 くとか」

　当時は,共 用 の食器は無か った。箸箱は,箱 膳が無 くなるとともに無 くなった。

　食事中に してはな らなか った ことで,箸 の上げ下ろ しについては,「 なか なか厳 しか ったです

よ。箸の持 ち方,話 を しない」

　食べ る順序 は,お と うさんか らで,食 事中のお しゃべ りは,許 されず,姿 勢 も正 し く保たねぽ

ならなか った。男子だけは途中か ら,足 を くずす ことがで きた。 また その他 には,「 たいてい,

わた した ちは子 どもだ ったか ら,今 か ら食事 です よ,と 呼ぼれて,お 膳 につ くわ け」。 呼ばれ る

まで茶の間に入ることがで きなか ったよ うであ る。

　食事 のあ いさつは,食 べは じめは 「いただ きます」,食 ぺ終 りは 「お ごちそ うさまで した」で

あった。

　食事中の話題 は,主 に父親 と母親 が話 し,子 どもが 口をはさむ ことはで きなか った。話題は 「家」

のことであ った。

2.ち ゃぶ台の時期

　彼女は,ち ゃぶ台の ことを 「飯台」 と呼 んでいた(図214)。 飯台は,10歳(大 正10年)か ら,

昭和48年 まで続いた。家族構成は,彼 女 が,結 婚す るまでは,お 膳期 と同 じで,彼 女 が結婚 した

当時は,夫,妻,夫 の母,夫 の兄弟3人 で,後 に,夫,妻,子 供(7人)(女 女男男女男男 の順)

で,終 戦 まで,女 中が,ひ とりいた。

　結婚 してか らの住所 は,山 口県宇部市Hで あった。その住環境は,「 畑 とか 田んぼ とか,山 と

か,地 主ですか らね」

　 主人 の職業は,U株 式会社石炭営業部 と地主,借 地業であ った。

　食事 をす る部屋の ことは,「茶の間」 と呼び,団 らんの部屋に も利用 した。「後には,堀 りごた

つ も造 った ので,冬 は,な にか と皆が集 ってお話 を したの」

　部屋 は6畳 の畳の間 と3畳 の板間がつづいてお り,そ の横に,細 長い廊下がついていた。調度

品は,水 屋 と食器戸棚な どで,そ れ らは,3畳 の方 に置いてあ った。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 かみ

　 座席の順は,「 主人が上で,横 に子 どもたち,向 かいあわせ にわた くし,女 中さんもいっ しょ

だ ったです よ」

　 たいてい全員でい っしょに食べたが,主 人が,仕 事 の関係で欠けることがあ った(図215)。 女

中以外は全員座ぶ とんをひいていた。飯台は円形 であった。

　 御飯 の他 に食べた ものについては,「朝は,お みそ汁 と,お に しめや,つ くだ煮」

　 昼食は,子 供た ちはお弁当で,彼 女は前 日の残 り物や,あ りあわせのものを食べていた。そ し

て,「夕食は,や は りお さかなが主菜,ま あ毎 日,主 人にはおさ しみを欠か した ことはあ りませ

んね。で も,全 員が同 じ(同 じ物 を食べ る)と い う考 えでね。子 どもは好 き嫌いがあ るけ ど。皆

いっし ょってわけには いかないで しょ。 でもまあ,そ のころ平等主義 ってい う考え方」

　 ところで,給 仕をす るのは主婦 で,父 親か ら次 々に子 どもへの順番 であった。神仏へのお供 え

は,朝 食の前 に御飯を供えた。晩 しゃ くは,1合 か ら1合 半,日 本酒をいただいた ようだ。

　 食事の後かたづけについては,「 それは もう,わ た くしか女 中さん。 もうお箸を お茶 ですす ぐ

こ とは しない。食ぺた後す ぐにさげて,女 中 さんが洗 ったの」

　 その後に,「 めご」 に伏せて,ふ いた後,造 り付けの戸棚や水屋に しまった。
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図214 図215

　共用の食器については,「 お どんぶ りってい うか,大 きいお どんぶ り,お 鉢ね,有 田焼の。昔

はい っぱいあった の。おに しめ とか,炊 いた ものをね。盛 ったの。 き ょうはね,特 別 ってい う日

に盛 ったの」

　食事 中に して ならない ことは,「 お箸の持ち方は,や か ましく言 いま した よ,子 どもに。食事

の談話は,わ りあい自由です よね。 いろんな ことをお話す る。姿勢 はちゃん と。男のひ とは,途

中か ら足を崩 しても良か ったの。そのほか,ま あ子 どもが小 さい ころは,食 べ こぼ しなんか,厳

しく躾け ました よ」

　食事のあい さつは,「 いただ きます」 と,「おごちそ うさまで した」であった。

　食事中の話題については,「 やは り,話 題の 中心は,主 人 とわた くしで したね。子 どもの こと,

家 のことを話 した り,子 どもが また話 した りってい う。 まあわ りと楽 しいお食事で したね 」

3.現 在(椅 子式テー ブル)の 時期

　彼女 は,こ の形式の ことを 「テープル」 と呼んでいる(図216)。 昭和48年 以来ず っ と続いてい

る。家族構成は,彼 女 と,息 子 であったが,3年 前 に彼が結婚 してか ら後はひ とりぐらしであ る。

住所 は,山 口県宇部市Hで ある。古い住居をほ どいた後,新 築 したのであ る。夫は,約30年 前 に

亡 くな っている。

　 戸主(息 子)の 職業は医師である。

　形 式の変化 の原因は,「家 を新築 したか ら,台 所 も改善 したの」

　 食事す る部屋 は 「台所」 と呼んでいる。そ こは,DK式 で,1字 形 に流 し台,調 理台,ガ ス コ

ンロが続いている。他に冷蔵庫,食 器戸棚,本 棚がある。 リピングルームが続いてある。

　 座席は,「 テーブルに向いあ ってた。向かい合 ってね,い ちぽんいい席 ってい うの。テ レビも

見やすい とこが順介(息 子)ね 」(図217)

　 しか し,息 子 の職業柄,遅 くな ることが多か った ので,彼 女はひ と りで食べ ることが多 かった。

　 朝食は 「パンと牛乳。それ と野菜サラ ダとか,野 菜 ジュースとか。あ とはハ ムと卵」。

図216 図217
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　昼食は,あ りあわせ のものを食べた。 夕食は 「なんで も,息 子には若者が好む もの。 わた くし

は老人が好む もの」

　 肉類 などは息子 のみ食べていた ことが多い。

　給仕は,彼 女が した。 よそ う順序 は,い っ しょに食事する ときは,息 子か らであ った。 神仏へ

のお供えは,彼 女が ごはんを仏壇 にお供 えす る。晩 しゃくは,息 子が,時 折,ビ ールを飲 む くら

いであった。

　食後のあ とかたづけ については,「それ は,も ちろんわた くしが,食 事が終 った らす ぐ洗 うの」

　洗 った後,カ ゴに伏せて,し ぼ らくしてか らふ きんでふいて,食 器戸棚に しまうのであ る。

　共用の食器は,お 鉢 の他に洋食器 な ども使 ってい る。 どんな食器 でも使 っている。 それには,

つけ もの,つ くだに。 また,人 が集 まった時は,さ しみ,揚 げ物,サ ラダ,な どを盛 っている。

　食事中に してはならない ことは,「わた くしはなんにも言わない(無 いとい う意)。順 序 もない。

お しゃぺ りは,大 お しゃべ り,あ れ(息 子)が 何で も話すか ら,私 は聞 き役」

　食事 のあいさつは,「 いただ きます」 と 「お ごちそ うさまで した」,息 子は 「ごちそ うさま」。

彼女 は,約20年 ぐらい前か らキ リス ト教信者なので,食 前 に,黙 礼 した後に 「いただ きます」 と

言 う。 この習慣は,誰 とい っしょに食事 を しよ うと,ど こだろ うと,止 め ることがない よ うだ。

　食事中の話題は,息 子が職場 の話 を した り,彼 女が,子 どもや孫の話を した りす る。わた しと

食事 をす るときは,聖 書の こと,神 父 さまの ことな どである。

調査者　No.253(f)

被調査者　 1.S.　 性別　 f

出生地　愛媛県八幡浜市Y村

生家の職業　農業

現住所　愛媛県八幡浜市K町

住所 の変更 とその年度

最終学歴　女学校

被調査者 との関係　伯母

調査 日　 昭和58年1月2日(月 曜 日)

出生年 大正5年(68歳)(第1子)

結婚 　昭和19年(28歳)

1.お 膳(箱 膳)の 時期

A.食 事の形式 と家庭環境について

　　愛媛県八幡浜のY村 あた りの農村地帯では,図218に 示 した よ うな 「箱膳 」 と呼ぽれ るもの

　を使 って食事を して いたそ うです。

　　その時期のその家 の戸主 は農業 を営 んでお り,そ の時 の家族構成は,被 調査者か らみ て祖父

　母,父 母 お じ,お ば,子 供,そ れ と作男が1人 とおなご しが1人 か らな っていた そ うです。

B.食 事をす る部屋の ことを 「茶 の間」 と呼んでいたそ うです。その部 屋には,い ろ りが あ り,

　食事をする とき以外には,家 族 の団らんの間で もあ ったよ うです。

　　部屋の大 きさは八畳で,戸 棚 がおいてあ った とい うことです。

C.ど の ようなすわ り方で食べ たか　　 　　　 　　　　 　　　 1

　　茶の間は,図219に 示 した よ うにな ってお り,家 族全員がそろ って,図 に示 した よ うな座席

　の順番ですわ ったそ うです。 ゆか は板 でで きてお り,座 ぶ とんを しいていたそ うです。

　　この時使用人 の人たちは,家 族 とい っしょに食事 を とることは許されず,土 間で食事を とっ

　ていた とい うことです。

D.ご 飯のほかには,何 を食 べ,何 を飲 んでいたか

　　朝食は,お 汁,つ け もの,み そ,昼 食は,朝 食 とほ とんど同 じで,み そ の他にい りこな ども

　つ いた。夕食は,に しめ,お 汁,魚 だ った とい うことです。
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図218 図219

　　特別にちがった ものをだれかが食べ るとい うことはなか ったそ うです。

　　また,ご 飯は,麦:米 の比率が4:1ぐ らいの麦飯 とい うものを と り,ご はんのかわ りに,

　さつ まい もを食べ る とい うこともあったそ うです。

E.食 事の ときの ご飯の給仕について

　　ごは んを よそ うのは,母(妻)で あ り,祖 父母,主 人(夫),子 供,妻 の順番だ ったそ うで

　す。

　　また,仏 様には毎 日,ご は ん,お 茶,水 をお供 えを して,神 様 には,月 に1回 ぐらいずつ と

か,節 句やお祭の ときに,お せん米(あ らった米),塩,い りこ,水 をお供 えとしたそ うです。

　そ して,神 様に も仏様に も,か きやみかんの初 ものなどもお供え していたそ うです。

　　晩 しゃ くはあ ったそ うです。

F.食 事のあ とかたずけについて

　　食事がおわると,す ぐに茶わんやおは しをお茶 でゆす いで,自 分で箱膳 の中に しまい,そ れ

　 を戸棚の中においておいたそ うです。

　　 また一週 間に一 回 ぐらいは,母 が茶わんやは しな どの食器を洗 っていたそ うです。洗 う回数

　 は,夏 ごろになるほ ど多か った とい うことです。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 9

G.食 器の共用について

　　共用 の もの としては,図220の ようなものに,梅 干 し,ら っき ょう,み そ,も ろみ,塩 な ど

　 を入れ ておいたそ うです。 また,使 用人は,家 族 とは別に,も う1つ こ うい った ものが あった

　 そ うです。それか ら,つ け ものなどは 「かさねば ち」と呼ばれ るお皿に盛 ってあ ったそ うです。

　 それは,小 皿 で,何 段に もそのお皿が上にかさね ることがで きる ようになっていたそ うです。

H.食 事 中に しては ならない ことについて

　　 食事中に しては ならない こととしては,は しのつまみわた し,ま よいぽ し,食 べ るのに 口の

　 中で音を出す こ とや,し きば しで共用の ものを とるこ と(共 用の ものを とるときは,は しをさ

　 かさにす る)や,は しで,食 器の音 をたてた りする ことです。

　　 食べ る順序は,ま ず は しをお茶でぬ らしてか ら,1口 ごはんを食べてか らお汁をのみ,あ と
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　 は自由に食べていたそ うです。

　　 食事 中は,座 布 とん の上に,き ちん と正座 を して,背 す じをのば してすわ っていた そ うです。

　 あま り体を丸めた りしてはいけないそ うです。

1.食 事 中のあい さつについて

　　 合掌 して,食 べは じめは 「いただ きます」,食 べおわ りは 「ごちそ うさまで した」 と言 った

　 そ うです。

J.食 事 中の話題について

　　 この当時 は,食 事中に しゃべ るとい うことは,不 作法だ とい うことになっていたので,ほ と

　 ん ど無言 で食べていた とい うことです。

2.ち ゃぶ台.(し っぽ く台,飯 台 など)の 時期

A.食 事の形式 と家庭環境について　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　 明治45年 くらいか ら,昭 和20年 ぐらい までの間,図221に 示 した 「飯台」 と呼ぽれる ものの

　 上で食 事を とっていた とい うことで した。その時期 の家族構成は,被 調査者 か らみて,父 母,

　 本人,夫,子 供,夫 の兄弟,作 男,お なご しが1人 ずついた とい うことで した。 その時期 の住

　 環境は農村で,戸 主 の職業は農業,住 所 は,愛 媛県八幡浜市Kで す。 この飯台になる前は,箱

　 膳だ ったわけですが,時 代 の波に よって,飯 台にな った とい うことで した。

B.食 事をす る部屋 につ いて

　　 食事をす る部屋 のことを 「茶の間」 と呼び,食 事をす る以外 には,居 間 として使 っていたそ

　 うです。広 さは8畳 で,長ひばち を置 き,戸 棚 などもあ ったそ うです。

C.ど の よ うなすわ り方 で食べたか

　　 座席 の順番は,箱 膳 の とき と同 じで,板 の間 に座ぶ とんを しいて,家 族全員がそろって食べ

　 た とい うこ とです。 しか し,使 用人たちは,や は り,土 間で,四 角い盆 に食事をのせ,板 の間

　 に腰かけ て食べていた とい うことです。

D.ご 飯 のほか には,何 を食 べ,何 を飲んでいたか

　　 飯台の時期にな って も,朝 昼晩 の食事の メニューは箱膳 のときとかわ りがな く,朝 昼はお汁,

　 つけ もの,み そやい りこ,夜 は,そ れに魚やに しめがついた りした とい うことです。

　　 また特 別に,戦 時中は食糧事情が悪か ったので,い もやかぼち ゃ,黒 パツや,と うもろ こし

　 の粉な どを食ぺ ていた とい うことです。

　　 だれか特別 にちが った ものを食べ る とい うことはなか ったそ うです。

E。 食事の ときのご飯の給仕について

　　 よそ うのは,被 調査老が よそい,父 母,夫,子 供,本 人 の順に よそ っていたとい うことです。

　 この とき,被 調査者 の夫にあた る人が,あ ま りお酒を飲む人 ではなか ったので,晩 しゃくは し
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、

　 なか ったそ うです。

図220 図221

430



1家 庭 の食事にかんす るライフ ・ヒス トリー調査(資 料編)

　　神仏へのお供え としては,箱 膳 の時代か らかお ってお らず,仏 様 には,毎 日,ご はん,お 茶,

水を,神 様 には,月et　 1回 ず つ ぐらいと,節 句 やお祭の ときにおせ ん米,塩,水 をあげ,か き

やみかんなどの初 ものは,神 様 にも仏様に も供 えた とい うことです。

F.食 事のあ とかたずけについて

　　食事がおわ ると,す ぐに 自分 で食器を さげ,被 調査者が洗い,飯 台 についてい るひき出 しの

　中に しまっていた とい うことですが,こ の時,は しは洗わずに,は し箱に しまっていた とい う

　ことです。

G.食 器の共 用につ いて

　　箱膳の時代 の図に示 した ようなものがつづいて用 いられていた とい うことです。また,は し

箱は この時期 に使 っていた とい うこ とです。

H.食 事中に してはならない ことについて

　　食事中に してはならない ことは,箱 膳 のときと同 じで,食 べ る順序,姿 勢 なども同 じで,食

　事 中のお しゃぺ りも,あ ま り行儀 の よいことではなか った よ うです。

1.食 事中のあいさつ について

　　食 べは しめは 「いただきます」,た べおわ りは 「ごちそ うさま」だ ったそ うです。

J.こ の時期は,H.で も述べた ように,ま だ食事中のお しゃべ りは不作法 とされていたので,

　無言 で食べていた とい うことです。

3.現 在(椅 子式 テー ブルなど)の 時期

A.食 事 の形式 と家庭環境について

　　戦 後にな ってか ら,椅 子 とテー ブルを使 って食事 をとる ようにな った とい うことです(図

222)。

　　家 族は,被 調査者か らみ て,本 人,夫,娘,孫2人 です(母 子家庭)。 戸主は農業 をや って

　お り,愛 媛県八幡浜市Kで,農 村です。時代に応 して,ま た,台 所の便利 さを考 えて,椅 子 と

　 テー ブルを使 って食 事をす るよ うにな った とい うことで した。

B.食 事をす る部屋について

　　食 事をす る部屋の ことを 「食堂」 と呼び,流 しや調理 台な どもあ り,炊 事 としても使い ます

　 (図223)。 また,食 器棚,冷 蔵庫,電 子 レンジな ども置いてあ ります。

C.ど の ようなすわ り方で食べ たか

　　テ ーブルを使 うよ うになって くると,き ちん とした席順はな く,た だ,便 宜上 のことを考え

　 て,女 性 が流 しに近 くに座 り,他 はその時 々に よってちが うようである。 たべ る場所は板の間

　 で,全 員が集 まって食べ,椅 子 にすわ って食べ るので,座 ぶ とんは あ りません。

図222 図223
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D.ご 飯のほか には,何 を食べ,何 を飲 んでいたか

　　朝は,み そ汁 とつけ もの とい うこともあ るし,パン と牛乳に玉子 とい うこ ともあ るそ うです。

昼や夜な どには,肉 や玉子,魚 な どを使 った料理 な どが多 くなって きたとい うことです。 また

　時には,昼 食 にパン やめ ん類を とるとい うこともあ るそ うです。

　　だれか特別 にちが った ものを食 べる とい うことはないそ うです。

E.食 事の ときのご飯 の給仕について

　　ご飯を よそ うのは,本 人であ った り,娘 さんであ った りして,順 序は,夫,子 供,本 人が よ

そ うときは,娘 さんの次に本人,娘 さんが よそ うときは,本 人 の次に娘 さん とい う順序 の よう

　です。晩 しゃくは ないそ うです。

　　神仏へのお供 えは,箱 膳の ときや,飯 台の ときとかわ らない とい うことで した。

F.食 事 のあ とかたず けにつ いて

　　食事がおわ ると,各 自自分で食器 を さげ,毎 日毎回,娘 さんか本人が洗 うとい うことです。

　洗 った食器は,食 器乾燥機 の中へ しま うとい うことです。

G.食 器 の共用につ いて

　　つけ もの,ら っき ょうなどは,1つ のお皿に盛 り,共 用だ とい うことです。

H.食 事 中に してはな らないことについて

　　食事 中に してはな らないことは,箱 膳のころ,茶 ぶ台の ころ と変わ りあ りませんが,も のを

　食べ る順番な どは 自由で,お しゃぺ りも楽 しくおい しく食べるために とい うことで,し て もか

　まわ ないとい うことです。

1.食 事 中のあい さつについて

　　食べ は じめは 「いただきます」,食 べおわ りは 「ごちそ うさまで した」 と言 うそ うです。

J.食 事 中の話題について

　　その 日その 日に よって話題 はさまざまで,孫が幼稚園 で何か事件があればその ことについて,

　また,夫 に事件があれば,そ のことについてであった り,テ レビのニ ュースな どであ った りも

　するそ うです。

調査者　No.254(f)

被調査者　 1.K.　 性別　 f

出生地　鳥取県西伯郡A町

生家の職業　農業

現住所　鳥取県米子市S町

住所の変更とその年度　大正12年

最終学歴　高等小学校

被調査者との関係　祖母

調査 日　 昭和59年1月5日(木 曜 日)

出生年　 明治38年(78歳)(第2子)

結婚 　大正13年(18歳)

1.お 膳 の時期

A.お 膳 の時期は,被 調査者が明治38年 に生 まれてか ら,大 正12年 に結婚す るまでであ る。その

　時期の家族構成は,被 調査者,祖 父,祖 母,父,祖 父 の弟,姉(姉 が大 きくな ってか らは姉の

　婿 とその子供,ま た被調査者が3才 の時,母 が死亡 している)。住所 は,鳥 取県西伯郡A町 で,

　農山間地である。戸主の職業は農業 であった。 家族 で膳 を並べて食事 を してお り,形 式の呼び

　方はなか った。

B.流 しのある所は 「台所」 と呼んでいたが,食 事をする部屋は 「小座敷」 と呼んでいた。食事

　以外には,わ ら仕事 を した。小座敷 は1間 と2間 ぐらいで,い ろ りがあ り,奥 行が2尺,横 幅

　が1間 ほ どの戸だ ながあ った。台所 には流 しと水 ガメ,米 ウスそ して ク ドがあ った。8人 で食
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事をす るのには少 しせ まか った(図224)。

C.み んなそろって食事を した。板 の上 にむ しろをひいてあ り,だ れ も座ぶ とんは していなか っ

　た(図225)。

D.食 事 はだれ も同 じものを食べていた。朝は味噌 汁 ときんざん じ味噌,良 い米はほ とん ど売 っ

　て しま ったため,米 の くずを石 うすでひいて粉に し,そ れをいろ りで焼いて焼 きもちを作 って

食べた。昼 は ご飯をたいたが,そ の中に,麦 は今の よ うなお し麦 でないため一度煮 てか ら,ほ

　かには,さ つまいも,ず い きの葉,粟,き び,つ け もののきざんだ ものな どをいっ しょに入れ

　てたいた。晩は昼の ご飯の残 りで茶づ けを した。あ とは野菜 の煮た ものや,そ ぽ の粉でだ んご

　やそぽ もちを作 った りも した。祭 りの時など何かあ った時は,魚 も食べたが,普 段は魚は い り

　こ ぐらい しかなかった。正月には6日 まで白いご飯や餅を食 べたが,7日 には正 月に氏神 さん

　に供えた七草で,さ ばあ ことい う雑炊 を作 って食べ,そ れ以降は,白 いご飯や餅 以外の ものを

　食べて もよか った。

E.食 事 の給仕は祖母 がや り,姉 が大 き くな ってか らは姉が した。 よそ う順序は,父,祖 父,祖

　父の弟,兄,(姉 の子),被 調査者,祖 母,姉 であった。晩 しゃくは毎晩は しなか ったが,祭 や

　盆,客 があ った時な ど,水 酒 とい う水を混ぜ た安 い酒が あったので,男 性がわ りとよく飲 んで

　いた。神仏へのお供えは,え びす さんには毎朝祖母が,ご 飯を2・3粒 供 えた。正月6日 には,

　なます を皿に盛れるだけ高 く,山 盛 りに盛 り,そ の上 にほ しかをのせて供えた。仏 さん には,

　彼岸,盆,そ して毎月の命 日にご飯を供えた。大晦 日には餅を供え,1月16日 までは戸 をたて

　て しま った。 トシ神 さんには,普 段は何 も しないが,正 月 には朝は餅,昼 は ご飯,し る,な ま

　す,ご ぼ うや にん じるや こんにゃ くなどの煮た ものを供 えた。民神 さんには正月には七 草を供

　えた。 荒神 さんは,か のえ さるの 日にかけ じくを掛 けて,小 豆 ご飯 とぼた もちを供えた。

　食べ終 わ ると,茶 わんは茶づけを食べた時はその ままふせて しまったが,ほ かの時は洗 った。

　箸はお茶でゆす いでその ままお膳 に入れ ておいた。ほかのものは食べ終わ る とす ぐ洗 ったが,

　皿におかずが残 った時は,そ のまま皿 はお膳に入れておいた。膳はふいてか ら戸だなに しまっ

　た。食器を さげた り洗 った りしたのは祖母で,姉 や被調査者が大 き くな ってか らは姉や被調査

　者 もした。火がえといってかのえさるの 日や,近 所 で人が死んだ時には,箸 も膳 も茶わん もか

　 まも,す べて きれ いに洗 った。

G.共 用の食器にはからつ の皿な どがあ り,味 噌,た くわんな どが盛 られていた。箸箱はなか っ

　 た。

H.食 事中は男性はひざを くみ,女 性 は正座 を していた。そ して,祖 父や父な ど年長の者 が箸を

　 とってか ら他の人 も箸を とっていた。お しゃべ りは して も良かっただけでな く,食 事の場は同

図224 図225
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時 に家族の会話の場 でもあ った。食事 中

に してはな らなか ったこ とは,ま た盛 り

ぐい といって,ご 飯 を箸 でかためて食 べ

るこ とや,犬 ぐい といって 口で音を させ

て食べ ることや,さ ぐりば しとい ってお

かずをまぜ くり,ほ ぜ くり出して食べ る　 1間

ことや,人 の膳をのぞいた りす ることで

あ った。　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　　 1間

1.食 事中のあいさつは しなか った。食べ

は じめに茶わ んと箸を持 ち上げ て,ち ょ

っと頭を下 げてか ら食べた ぐらいであっ

た。

J.話 はみんなで した。近所であ った こと

や,学 校であ ったことの話な どが多か っ

　た。

2.飯 台の時期
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A.大 正12年 に結婚を してか ら,昭 和44年 に家 を建 て直す までである。家族構成は,被 調査者,

義祖 父,義 母,夫,義 妹,そ して子供が4人 である。のちに被 調査者,夫,子 供2人,嫁,孫

　 とい う家族構成にな った。住所 は鳥取県米子市Sで 農業地帯である。戸主 の職業は農業である。

食事 の形式が変化 したのはジ結婚 して他の家へ入 ったか らである。2つ の飯台を くっつけ,後

　には丸い飯台を囲んで家族 で食事を してお り,呼 び方 などなか った。

B.流 しの ところは 「台所 」 と呼び,そ れ よ り一段高い所 を 「小座敷」,も う一段 高い所 を 「座

　敷」 と呼ぶ(図226)。 始めは座敷 で食事を していたが,嫁 を2人 もらってか らは,下 の小座敷

　 で食べ るようになった。座敷で も小座敷 でも,夜 には人 が寝た。座 敷は2間2問 くらいで,奥

　行半間横幅1間 ほどの戸だながあ った。小座敷は1間2間 くらいで同 じような戸だながあ った。

　 台所には ク ド,流 し,水 ガメがあ った。

C.座 敷は畳,小 座敷は板間でむ しろが しいてあ り,そ の上にござが しいてあ った。座ぶ とんは

　 だれ もしておらず,み ん なそろって食事 を した。初めの ころが図227左 で,嫁 を もらってか ら

　 が図227右 で ある。

D.朝 はつけ もの と味噌汁,味 噌 など,昼,夜 は野菜 の煮た ものなどを食べていた。 魚などは ど

　 きどきしか食べ られなか った。皆同 じものを食べ ていた。

E。 ご飯 の給仕を したのは,座 敷 のときは,義 祖 父だけは義母が よそった。あ との人 には被調査

　 者が よそ った。 よそ う順序 は,義 祖父,夫,(義 妹),子 供,義 母,被 調査者であ った。晩 しゃ

図227
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　 くは毎晩,義 祖父が少 しず つ していた。義祖父が死に,義 妹が嫁 に行 き,子 供1人 に嫁が来て

か らは,そ の嫁 の夫子供には嫁が,あ との人 には被調査者が給 仕を した。 も う1人 の子供が嫁

　を もらってか らは小座敷に移 り,嫁2人 と被調査者で ご飯の給 仕を した。お供えは,仏 さんに

　は毎月の命 日にご飯を供えた。神 さんには,祭 や彼岸,正 月にお供 えを した。

F.箸 はお茶でゆす いで しまった。皿におかずが残 っている時は,そ のまま戸だなに しまった。

　食事が終 わる とす ぐ,被 調査者 が食器を さげて洗 った。洗 った食器は小座敷に運び,義 母がふ

　きんでふ き戸 だなに しまった。 火が えの 日には,な べ,か ま,す べて洗 い,箸 も洗 った。

G.共 用の食器には皿 などがあ り,つ け もの,味 噌 な どが盛 ってあった。箸箱 は,飯 台にな って

　か ら使い始め,今 で も使 ってい る。

H.食 事中は,男 性 も女性 も正座を していた。お しゃべ りは しても良か った。特別そ うしろ と言

　われたわけで もないが,祖 父,夫 な ど,年 長の男性が箸 を とってか らあ との人 も箸を とった も

　のだ。食事 中には,や は り,犬 ぐい,ま た盛 りぐい,さ ぐ りば しなどはす るものではなか った。

　女性 は,特 に被調査者 は嫁 として,み んなのあ とか らすわ って,早 く食べて しまわ なけれぽな

　 らなか った。

1.食 事 中のあいさつは別に何 も しなか った。

J.食 事 中に,話 はだれ もが同 じように した。世間話,村 であ った ことなどの話が多かった。

3.椅 子式 テー ブルの時期

A.昭 和44年 に家 を建て直 してから約5年 の間である。家族構成は,被 調査老,夫,子 供1人,

　そ の嫁,孫2人 である。住所は鳥取県米子市Sで,農 業地帯であ る。戸主 の職業は農業 である。

　食事の形式 が変 化 したのは,家 を建て直 し,台 所 を改善 したためである。家族で一つのテーブ

　 ルを囲んで食事 を してお り,特 別,形 式の呼び方 な どなか った。

B.食 事をす る部屋は 「台所」 と呼び,食 事以外には何 も利用 しなか った。 台所は2間2間 ほど

　 の8畳 程度で,流 し,ガ ス,冷 蔵庫,1間 くらいの戸だながあ る。

C.座 席 の順番 は図228で,み んなそろって食べていた。台所は タイルであ った。座ぶ とんは し

　 ていなか った。

D.朝 は味噌汁,つ け もの,つ くだにな どを食べた。昼,晩 は,魚,野 菜の煮たものなども食 べ

　 た。特別に ちが った ものを食ぺていた者 はいなか った。

E.ご 飯 の給仕は,被 調査者 と嫁 とでや った。 よそ う順序は特別決 まってお らず,早 く席につい

　 た順 ぐらいのものであ った。仏 さんのお供 えは,毎 月の命 日に ご飯を供えた。神 さんのお供え

　 は,祭 や彼岸,正 月な どに した。神仏のお供 えは被調査者が していた。晩 しゃくは していなか

　 った。

F.食 事 を終わ る と箸はお茶でゆす いで箸箱に しまった。あ との食器 の うち,被 調査者 と夫の食

　 器は,被 調査者 がす ぐは こんで洗 った。残 りの食器 は嫁がは こんで洗 った。洗 った食器は,流

　 しの横のだいのわ んか ごにふせて入れておいた。

G.共 用の食器 にはお皿な どがあ り,つ け ものやきんぴらな ど

　野菜の煮た ものが盛 ってあ った。箸箱は イス式 テープルの間

　はず っとあ り,今 も使 ってい る。

H.食 べ る順序な ど別 に決 まってお らず,だ れか らで も気 にせ

　ず勝手に食ぺていた。姿勢は別に どうとい うことな く普通 の

　姿勢で,お しゃべ りを してもか まわなか った。箸の上げ下 ろ

　 しで特別に してはな らないことは何 もなかった。その他の こ

　 とでも食事 中に してはな らないことは特別なか った。 図228
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1.食 事 中のあい さつは何 もしなか った。

J.食 事 中話を して もかまわ なか ったのだが,被 調査者 と夫 と,嫁 の仲があ ま り良 くな く,話 を

　すれぽけんかにな るため,ほ とんどだれ も話を しなか った。

4.飯 台の時期

A.昭 和49年 ごろか ら現在 まで,再 び飯台になった。家族構成は,こ れが家族 と呼べ るものであ

　 るな らいちお う,被 調査老,夫,子,嫁,孫2人 であ るが,孫 の うち1人 は大学生 で家 にはほ

　 とん どいない。住所は鳥取 県米子市Sで 農業地帯 であ る。戸主 の職業は農業であ る。食事の形

　式が変化 したのは,被 調査者 と夫 と,嫁 の関係が うまく行かな くな り,嫁 が食事 を作 って食べ

　 させな くな ったため,台 所 を別 に作 り,別 々に食事をす るようになったためである。形式 の呼

　び方はない。

B.食 事をする部屋は 「台所」 と呼び,食 事以外 には何 も利用 していない。台所はほんの2畳 半

　ほ どで2人 に して も大変せまい。戸だ な,冷 蔵庫,流 し,ガ スがある。

C.被 調査者 と夫は図229で,板 の間に カーペ ッ トを しき,座 ぶ とんを している。子供 とそ の嫁

　は,前 の台所で図230の よ うにすわ って食事を してい る。あ との2人 の孫 は,自 分 のそれ ぞれ

　の部屋で,勝 手に食事を している。 このように,単 に食事をする時 間が ちが うためみんながそ

　 ろって食事ができない とい うのではな く,ま った くそれぞれちが った場所 で,台 所 まで別々に

　食事を している。が,被 調査者 と夫 はいつ もい っしょに食事を している。

D.朝 は味噌汁,つ けものな どを食べ,牛 乳を飲 んだ りもす る。昼や晩 には魚や野菜 の煮た もの

　 も食べ る。豆腐,ほ うれん草な ども食べ るよ うに している。食後には くだ ものを食べ ることも

　 ある。2人 とも同 じものを食 べている。ほかの人 のことはわか らないが,孫 は,け っこう勝手

　 にイ ンス タン ト食 品などを 自分で作 って食べている ようだ。

E。 ご飯の給仕は被調査者が してい る。 よそ う順序 はやは り夫か らであ る。お供 えは,や は り,

　仏 さんには毎月の命 日,神 さんには祭 や彼岸,正 月などにす る。晩 しゃくは してい ない。

F.食 べ終わ ると箸 はお茶 でゆすいで箸 箱に しまって しま うが,ほ かの食器はすべ て,す ぐに被

　調査者がは こんで洗 って しま う。洗 った食器は流 しの横 のわんか ごにふせてお く。

G.共 用 の食器にはやは り皿があ り,つ けものや煮豆 などが盛 ってあ る。箸箱は被調査者が嫁に

　来 た時か ら今までず っとある。

H.食 事を食べる順序 な ど決 まってい るわけ でもないが,2人 しかいないので,ま あ夫が箸を と

　 ってか ら被調査者 も食べ ている。姿勢 も適当に楽にすわ って,お しゃべ りもしなが ら食事を し

　 ている。食事中に してはならない ことなど別にない。

1.食 事 中のあい さつ も,や は り別に何 もしていない。

J.食 事 中は被調査 者が よく話を し,近 所 であった ことを話 した り,夫 の耳があま りよく聞 こえ

図229 図23④
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ないので,テ レビでや っていた ことを説 明 した りす ることが多い。

調査者　No.261(m)

被調査者　 S.T.　 性別　m

出生地　京都府綾部市N町

生家の職業　農業

現住所　京都府綾部市N町

住所の変更とその年度

最終学歴 尋常小学校6年

被調査者との関係　祖母

調査 日　 昭和58年8月17日(水 曜 日)

出生年　明治36年(79歳)

結婚　大正14年(22歳)

1.銘 々膳の時期

A.食 事の形式 と家庭環境について

　　祖母の生 まれた明治36年 頃,私 たちが現在住んでいる ところは,市 ・町の地域区分がな され

　ていなか った頃 で,"京 都府向鹿(い か るが)郡M村"と い う名で よぼれてい ました。 当時 も

　現在 と同 じよ うに田畑が山で囲 まれた典型的 な農村で,ど の家庭で も自給 自足 とわずかの貯え

　が できる程度の小規模農業を営んでいま した。 また現在 では全 くみ ることのな くなった養蚕業

　 もそ の頃多 くの家庭 で行われていま した。我家で も当時祖母 とその父母 ・祖父母 の5人 の家族

　がいて,農 業 ・養蚕業 によ り生活をたてていま した。

　　いつ頃始 まったか定 かでないのですが,祖 母が生 まれた頃,我 家 ではすでに"箱 膳"の 形式

　で食 事がな されていま した。箱 の中には図231の ような配置 でお茶碗 ・お箸 ・お て しょう(小

　皿)の3つ の食器が並 べてあ り,食 べる時には箱 のふたを裏返 しに して下箱の上に置 き,そ れ

　を台に して使 って食べていま した。箱膳は各 自の前 に置かれ,ご はん籠 ・漬け物皿 ・料理鉢等

　を囲む ように座 りました。 そ してめいめいの好 きなものを好 きなだ けお て しょうに分 け取 り食

　べていたので した。ちなみに外来 のお客様 に対 しては,"お 膳"と よぼれ る4本 足 のつ いた膳

　で もてな していたそ うです。

　　昭和の中頃になると,以 前の古 い住所 のよび名 も改 め られ現在 の"京 都府綾部市N町"と さ

　れてい ました。 また生活のいろんな面で も以前 と比べ て変化 していて,父 は会社勤めを始め,

　そのかたわ ら家族 とい っし ょに百姓仕事をす るとい った兼業農家 として生活す るよ うにな りま

　 した。村全体の農業 も,土 地の整備拡張 によ り規模が拡大 し,ま たわずかなが ら林業 も行われ

　 ていま した。

　　 同様に家庭内の食事生活において も変化 がみ られ,両 親 が結婚 した昭和34年 を契機に古 くな

　 りつつ あった"箱 膳"の 習慣が改め られ,変 わ って"飯 台"が 使われ るようにな りま した。我

　 家の飯 台はただ単に食器 を並べ るだけでな く,底 の深い引き出 しが備えつけてあ り,箱 膳的な

　 役 目も果た していました。引 き出 しのなかには箱膳 同様にお茶碗 ・お箸 ・おて しょ・うなどが2

　 人分 入れてあ り(図232),食 べ る時には飯台の上に 出 して使 いま した。

　　 飯台の中央 にはやかん ・漬 け物皿 ・調味料他数品 の料理が鉢に入れ てお いてあ り,そ の飯台

　 の周 りを家族6人(祖 父母 ・父母 ・姉 ・私)が 正座 の姿勢で取 り囲んで食事を しました。冬 の　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　動

　 寒い 日には,部 屋の中央 にある堀 ごたつに移動 して食べた こともあ りま した。

　　 百年近 くもの間,建 ち続けてきた我家 も家屋 の老朽化 などで数年 ほ ど前か ら改築が行 われ始

　 め ました。それ までの台所 は,料 理を作 るだけの場所 だったのです が,改 築に伴い昭和55年 食

　 卓 と台所を兼ね備 えた ダイ ニングルームが新たに造 られ ま した。そのこ とによって我家 の食卓

　 も"飯 台"か ら"テ ーブル"へ と変わ り現在に至 っています。テ ーブルの様子 は飯台の ときと

　 たい して変わ りな く,・以前 と同 じ様 なものが並べてあ りま した。そ して以前 と同 じ家族6人 が
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図232

　テーブルを囲んで食事をす る毎 日です。

B.食 事をす る部 屋につ いて

　　箱膳を使 っていた頃は,"座 敷(ざ しき)"と よばれ る居間で食事を しました。 この部屋は タ

　タ ミ8畳 の広 さがあ り,食 事時には箱膳が並べ られ,終 る と家族 のだん らんの場 として使われ

　ま した。明治末の頃 なので部屋のなかには今 のよ うに多 くの家具 もな く,部 屋 のすみに食器棚

それ と冬にな ると中央 に囲炉裏が作 られる程度 の簡素な部屋で した。

　　飯台 の時期 とな っても座敷 とよぼれ る部屋 で食事を しました。飯台は食 事時以外は邪魔にな

　 らない よ う部屋のすみ に寄せ られてい ました。部屋のなかには他 にタソス ・テ レビがあ り,そ

　 していつ の頃か らか部屋 のまん中には堀 りごたつがつ くられていま した。冬はみん なで こたつ

にあた り,夏 は タタ ミの上に寝そぺ りながらテ レビをみた り会話 を した り,我 家では この部屋

ひ とつ で くつろ ぎの時間 を過 ごしました。

　　テーブルの時期になると食卓専用の独立 した部屋がつ くられたため,そ れ まで使 っていた座

敷 は憩 いの場 としてのみ使われ る ようにな りま した。"台 所"と よんでい る新 しい部屋 には流

　 し台 ・テーブル ・水屋 ・冷蔵庫が全ておかれ ていて5畳 ほ どの広 さを もつ今にあっては大 き目

　の部屋 だ と思い ます。

C.ど のよ うな座 り方 で食べたか

　　座席 においては 「戸主が上座(か み ざ)と よぼれ る上手の席に座 る」 とい うことが3つ 時期

を通 して共通 していて,戸 主以外 の者 には決 ま りは な く,た だ習慣 として図233の よ うな座 り

方 を していま した。
　 　 ぽ

　　座布 団について も決められた使用者はいな く,寒 さに応 じて個人で好 き勝手 に使 って いま し

　た。

　　食べ る場所については,箱 膳 の時代は座敷 といっても今 のようにタタ ミが入 っているわけで

　な く,板 間の上に ござの ようなものを敷いただけの粗末な もので した。 しか しこの時代 には食

事 は家族 そろ6て い っしょに食べ るとい う良い習慣が守 られていま した。飯台が使われ始め る

　頃には,す でに タタ ミが入れ られ てい ましたが,テ レビの 出現や,農 機具 ・照明器具 の導入 に
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図233

　よる夜遅 くまでの百姓仕事な どのため前記 の習慣は乱れ るようにな りました。 テーブルの頃に

　なると以前に加えて会社 の残業 ・交代勤務 ・学校か らの帰 りが遅 いな どで一家 そろって食べ る

機会はほ とん どみ られ な くな りました。

D.ご 飯 の他に何を食べ何 を飲 んでいたか

　　家業が農業であ るため我家 では昔か らご飯 に野菜 とい うパターン がほ とん どで した。 ご飯 と

　いっても昔は 白米に麦 を混ぜ た麦飯が主食 で した。米の収穫がわるいときな どは,わ ず かのご

　飯 に大根のた くさん入 った"大 根め し"と い った ものを食ぺ ることが時 々あ りました。

　　第二次大戦が始 まると,収 穫 した米は戦争物資 として供出 させ られ,食 生活は きび しいもの

　にな りま した。 この頃には大 根め しが主食 とな り,麦 の収穫期の夏になると麦のた くさん入 っ

　た麦飯を食べ るこ とがで きるので した。大根 め しとい って もご飯 の少 ない分をかぶ らや菜 っ

葉 ・サ ツマイモ ・カモチ ャな どの野菜 で補 うため,雑 炊 の質を悪 くしたよ うな粗末な もので し

　た。

　　戦争 が終 っても,食 べ るものは戦前 の麦飯で,白 米だけのご飯を食べるよ うに なったのは昭

　和45年 の頃か らで した。

　　食生活 も豊かに なると,う どん ・そば ・ラーメンな どの麺類やお好み焼 きなども料理 に取 り

　入れ られ るようにな りま した。間食 として昔はイ モの焼 いた ものや ソラマ メのいった ものを,

　今ではお菓子 ・ケーキ ・ジュースな どいろん なものが食 され ています。

E.食 事の ときのご飯 の給仕について

　　箱膳 のときは,ご はん籠がみ んなの真ん中に置 いてあ ったので各 自で好 きな ときに好 きなだ

　け よそ い,特 に決 め られた人が よそ うといった ことはあ りませんで した。飯台 ・テープルの頃

　 は,母 が ごはん籠 ・電子 ジ ャーの近 くにいてみん なの ご飯を よそ って くれ ました。

　　 よそ う順番について も特 に決め られていな く,席 についた者か らよそ ってい きました。 お腹

　 がすいて待 ちきれない ものは,自 分で よそい先 に食べ ることもあ りま した。

　　 晩 しゃ くについては,昔 は生活にあ ま りゆ とりがな くで きなか ったのですが,飯 台になった

　 頃か らは,父や祖父時 々は母や祖母 もい っしょにな って ピールやお酒を飲む ことがあ りました。

　　 神仏 へのお供えは昔 も今 も仏さんには毎 日お茶 とご飯が,お 盆 とお正月 には果物やお餅,お

　 寿司な どがお供え され ました。

F.食 事のあ とかたずけについて

　　 箱膳の頃は湯飲み茶碗を使 っていなか ったので,ご 飯 を食べた後は,お 茶碗で お茶を飲んで

　 いました。このこ とはお茶を飲む と同時 に,使 ったお茶 碗をきれ いにす るためでもあ りま した。
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使い終 った食器は水で洗わず,お 茶でゆすいだままの状態 で再 び箱膳 のなかに もどされ,母 あ

　るいは祖母に よって もとあ ったあみ棚 にかたずけ られ るので した。

　　飯 台が使われる様 になって も同様で使 ったお茶碗は 自分 でゆ すいで引 き出しのなかへ入れ て

かたずけ るので した。 しか しこの頃になる と油物の料理 がつ くられ るようにな ったので,お て

　しょうは一度 さげて水洗 いす るよ うにな りま した。飯台の上に並べ てあるものは,生 物は冷蔵

庫へ,残 りの ものは飯台 の上に整理 しておいてその上か らあみでできた覆いをかぶせてお くの

　で した。

　　テー ブルにな ると,お 茶碗 もお箸 もおて しょうもその都度洗 うように な り,そ のためか,お

茶碗 でお茶をのむ ことも少 な くな りました。

　　後片付けについては,テ ーブルだ と箱膳や飯台の ときの ように食後 のだ んらんに邪魔になる

ので早 く片付ける といった必要がな くな り,以 前 と比べてのんび りと気の 向いた ときにされ る

　ようにな りま した。食器 をさげ るときは,祖 母が 自分 と祖父の分を,そ れ以外 のものは母が さ

げ るのがだいたいで したが,こ れ も決 っていることではな く,時 々は自分 でさげて水おけ につ

け るといった こともあ りま した。食器洗い も主 に母の仕事で したが,時 々祖母や姉がするこ と

　もあ りま した。洗 った食器は水切 リケースに入れ られ,時 々しか使わ ない共用 の食器はふきん

　でふいて水屋 にかたずけ られ ま した。

G.食 器の共用 について

　　昔は ご飯 のおかず とい ってもそんなに種類 があったわけでな く漬 けものの他 に2・3種 類並

べ られ る程度 で した。 それ もきまって野菜の煮 ものや生野菜 とい った ものがほ とん どで した。

　それが大皿や鉢に入れて並べ られてい ました。

　　飯台 ・テーブルの頃になる とおかず の種類 も豊富 にな り魚や肉料理 なども作 られ るよ うにな

　 りました。それに伴い食器 の数 も増 え,ま た料理に見合 った食 器(中 華風 の鉢 ・洋皿等)も 使

われ るようにな りました。我家 の食卓 の共用の食器 には,家 族みんなで箸 をつ ける大 きな食器

　の他2人1組 で使 う中位の皿 と2通 りのものがあ ります。 これはおかずが家族 の人数分だけ作

　られている ときや,一 回の食事 で食べ切れ る程度 の量 のおかずが出る ときに使われ,私 と姉 ・

　父母 ・祖父母 の3組 に分かれ て使 っています。

H.食 事中に してはな らない ことにつ いて

　　食事中は特 にきび しくいわれ る ようなことはな く,か とい って 口を開けて食べた り,も のを

　かみなが らしゃべ るとい った下 品な者 もい ませんで した。む しろ食 事中のお しゃべ りな どは,

　沈黙のなかで食べ るよ りにぎやか な方がたの しいとい う理 由でだれ とな く無意識の うちに 口を

　開いてい るもので した。ただ 自分 自身 の体験 としてあ ぐらをかいた り,テ レビをみ るために う

　 しろを向 きながら食べた り,食 事 中にかかわ らず貧乏 ゆす りを した ときな どは よく母に しか ら

　れ たもので した。

1.食 事中のあいさつ について

　　昔は食事の前後 にみんなであいさつを していたのです が,み んなそろ って食べ ることがな く

、な り始め ると,い つ しかあいさつもいわな くな って しまいました。ただ祖 父母 の2人 だけは天

　理教信仰者 とい うこともあ って,今 で も食事の前後 には手を合わせて小さな声 であ いさつを し

　ています。

J.食 事 中の話題につ いて

　　食事 中にはだれ とな くめいめいに好 き勝手なはな しを してい ま したが,昔 は今の祖母の亡 く

　なった母が性格上 よくしゃべ っていま した。今では主 に母が しゃべ り出す方 で,そ れに合わせ

　て他 の者 もよ く口をはさむ とい った具合にみんながみんな よくしゃべ り,家 ではにぎやかな食
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卓の時間 とな ってい ます。話 題は昔 も今 も変わ りな く百姓仕事 の話や町 内での うわ さぼな し,

その 日会社 や学校であ った ことなどの話が交わ され ています。

調査者　No.272(f)

被調査者　 A.K.　 性別　m

出生地　福井県吉 田郡M村

生家の職業　大工 ・機織

現住所　福 井県吉 田郡M町

住所の変更 とその年度

最終学歴　 (旧制)小 学校

被調査者 との関係　祖父

調査 日　 昭和58年8月12日(金 曜 日)

出生年 　明治41年(75歳)

結婚 昭和6年(25歳)

A　 食事の形式は図234の 通 りであ る。

　　主食は戦前や戦後直後は麦飯やい もがゆが多 く副食は少 なかった。戦後おちついた頃か ら主

食 には米のはい った麦飯 に裏 の川でつ った魚を副食に した。 そ して現在,主 食は米,副 食には

　肉や魚,煮 物等が主 でみそ汁やあ っさ りした,あ え物な ども出る ようにな った。

　　 これを何 と呼んでいるか はわか らないが,昔 か ら今 もこの形 式は続いてい る。家や土地 によ

　 って違 うらしい。 なぜ残 っているのか と聞 くと,こ れが一番食べやすい し,(右 ききの人は)

　茶 わんな ども持ち上げやす い位置におかれ,お 茶 の位置は子供が こぼ しに くい。そ して形式を

　定める と自分の ものか どうかがは っき りして子供 らは食べ忘れる とい うことがないからである

　 と言 った。

　　次に家族構成だが,大 正期 は親2人 と自分 を入れて兄弟5人 だ ったが昭和にはい って妻 と子

　供6人 にな った。みんな貧 しかった ので使用人などいなか った。

　　その頃 の住所は福井県吉 田郡 は同 じだが,大 正 ではrM村 」 とな り昭和の戦後rM町 」 にな

　 った。

　　住宅環境 は大正か ら戦後まで農村だ った。現在 は畑や 田んぼ も減少 して住宅地に変化 し,木

　だけで出来 ているいえ も建 て変 え,減 った。ちなみに被調査者の家は大工だ ったので,今 も長

　持ち している。

　　戸主の職業 は,大 工だ った。長 男が成人 してか ら大工を一緒にや っていたが,不 景気にな り
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 はた

　 (田舎で家を建 て直す所な ど限 られ ていたか ら),昔 か ら福井は綿絹織物 が盛 んだ ったので機織
　 　 　 　 　 　 　 　 　 はたば

　 も始めた。 しだいに機場では機械 を とり入れ るよ うにな り,速 く大量の織物を作 ることが出来

　 た。現在では織物 では生活 して行けな くなったので,長 男以外は機 場をやめて,福 井市内で働

　 くようにな り,三 男だけ中学卒業 して後,大 阪ヘー人で働 くようにな った。

　　今,戸 主は末 っ子五男 と暮 し,五 男に養 って もらってて仕事は していない。時 々長男の機場

　 の様子を見に行 くぐらいであ る。

　　話は戻 り,食 事 の形式が変化 した とすれぽ とあ るが,ほ とんど変化 していない。 しか し形が

変わ るのは テープルになると狭いので一皿 にまとあた り,置 き場所

　(みそ汁や小 さな小 ぽちの)が 変わ るせいだと思 う。

B　 食事をす る部屋 についてだが,お 膳やちゃぶ台の時期は 「いろ り
　 ばた

　端」 と言 ったが,現 在 オイルシ ョック以後 は 「台所」 と言 う。向い

側に洋風 の家が立 ったが,そ の家の人は,ち なみに ダイ ニングとか

言 う耳 なれ ない ことを言 うら しい。その部屋は食事以外では使用 し

　ない。 しい て言 うな らぽ,漬 け物 の作業場 になった り,こ の家伝統

　の押 し寿 司を7月 中旬か ら8月 上旬 までに作るため の大作業場 とな 図234
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　るぐらいである。情景は,他 の部屋 との境 目がな く,だ いたい食事す るのに使 う広 さは,8畳

　ぐらいにみずや(茶 ダソスの こと)が あ った ぐらいであ る。部屋 ・廊下 も続いていた。

C.す わ り方について。座席の順番 は,図235の ようである。長男 はいつ も戸主 の隣 で,長 女 や

妻は調理場 に近い所に座 った。 この ことか らわか るが,食 事の準備は妻 と長女が必ず していた

　ことがはっき りしてい る。

　　客が来 た時は一番入 口に近い席にな った(図236)。 みんなそろ っては食べたが,妻 は戸主が

食べ終わ る頃に食べ始めた。魚 などは出来た順 に出 してい った し,次 々におかわ りがあるので

食べ始 めが遅い。 これは昔 から今 も家族 が多 いので変化はない。食ぺ る所は,大 正 ～戦後 直後

　は板 間で後 に何枚か畳をひいた。座ぶ とんは,み んな使 っていたがそれぞれ 自分 らのが決 まっ

　ていた。主人はやは り一番大 き くて厚い ものを敷いていた。現在,買 いかえたのでみんな同 じ

　ものである。

D.ご 飯 の他には,何 を食べ,何 を飲んでいたか。他の ものは,あ ま り食べなか った。おやつに

　団子 じるやいもを食べた。現在 では くだ ものや と うもろこしを食べた りす ることもある。 飲み

物はいつ も番茶の熱い もので,主 人は晩だけ酒を飲んでゆ っく り食事を した。

　　特別 に主入や長男が違 ったものを食べ るとい うことはなか ったが,量 がい くらか違 った。主

　人が一番多 く,長 男は次に多 く,あ とは同 じ量だ った。子供が小さか った頃は,主 人や長 男が

食べた後,残 りものを妻が食べ ていた。

　　現在 は残 りものは捨て る。 それだけ食べ物が豊富にな って きた し,息 子嫁 はいやが るか らで

　あ る。

E.ご 飯の給仕 について。妻か長女がほ とん どよそい,父 ・長男 ・子供 ら ・長女 ・妻 の順だ った。

客がいる時は,父,長 男をついでか ら客だ った。客の身分に もよる。 しか し,主 人 よ り目上の

客な ら主人 の次か主人の前 になるが,普 段 目上の客は来ない。 目上に用があるな らこち らか ら

　出向いてい くのが普通だ ったか らだ。神仏へ のお供えは,初 飯 を供え用の茶わんに盛 って供 え

　た。夜,そ の飯を下げて茶漬け に して食べた。

　　晩 しゃ くはあ った。主人だけ。毎晩あ ったと思 う。現在は,ビ ールに変わ って来 ている。安

　い し手間 がかか らない。けれ ど冬は,や っぱ り酒であ る。酒 も妻 が用意を し,妻 は夫が起 きる

前か ら働 き,夫 が寝 るまで働 き続けた。風 呂は現在 もまきを くべているので湯かげんを一定 に

　す るのは とても難 しく時間がかか る。夫が帰 るまでには きちん としておかなければな らなかっ

　た。

F.食 事 のあ とかたづけについて

　　食べ おえた茶わんはす ぐにあ らった。1つ でも茶わんがあいた らす ぐあ らっていた。現在 は,

油 ものなどもあ るので,し ぼら く(流 しの)水 につけてお く。食べた後の箸 は,湯 茶でゆす い

　だ。 口の中も湯茶で ブクブクとや って飲んでいた。現在,息 子夫婦や孫はや らないが,箸 をゆ

　す ぐのだけは,み んなす る。

図235 図236
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　 食器を下げるのも洗 うのも妻か長女だ った。妻か長女 が洗 って ど

ちらかが茶わんをふ いて,し まった。 しま う所は,大 体 「みずや」

だ った。現在は,妻 よ り嫁が洗 うのが多 く,洗 った後 しば らく水を

切 るために"め ご"の 中に入れた まま放 ってお く。それか らかる く

ふいて 「みずや」へ入れ る。(大 阪では 「みずや」 とい うが福井 で

何 とい うのか と聞 くとわか らない とい って,こ こでは 「これ」 とか

茶わん入れ る所 とか言えぽ通 じると言われた。)

G.食 器の共 用について

図237

　 共用の食 器は大ざら等であるが,あ ま り利用 しない。現在では客が来た とき,ま ん中 に盛 っ

た りす るがほ とん ど使わな い。みなで共用す る食器は1つ ずつ の物を共用 していた。

　　た とえぽ茶わんや箸 は決 まっていたが,副 食用の皿 は決 まっていなかった ので,皆 で使 って

いた。現在 もそ うで,茶 わ ん,箸 以外 は共用 であ る。

　　箸箱は,昔 か ら現在 も使 っていない。 けれ ども,前 述 した ように大工 だったので膳 も自家製

の ものを使用 してい る。その膳は,そ れぞれの席 に引 き出 しがつ いてお り,そ の中に茶わん と

箸を入れ ていた(図237)。 もちろん,図 に記 した部分には引 き出 しはない。 この膳は,現 在 も

ず っと大切 に使われてい る。

H.食 事中に してはならない こと

　　箸 の上げ下ろ しでカチャカチ ャ音 をた ててはいけない し,箸 を持 った まま湯のみやみそ汁わ

　んを持 ち上げてはいけなか った。

　　食べ る順序は別にないが,と にか く残 してはいけない。 魚では背骨以外 は食べなけれ ばな ら

　なかった。息子に嫁が来てからな くな った。食事 中のお しゃべ りは絶対 禁止 で,と にか く一生

　懸命食べ ることを教え られた。

　　食事中の姿勢 は,父 親はあ ぐらで子供 と妻は正座だ った。子供 たちは男だけ高校 ぐらいの年

　齢か らあ ぐらだ った。現在では,お しゃべ りは孫 が母親に少 しかけるだけで,絶 対 いけない こ

　 ともない よ うになってきた。姿勢 は,女 と孫だけ正座 で主人や息子はあ ぐらであ る。孫 も正座

　 しない と膳に とどきに くい し,ま だ安定 しないのでバ ラバ ラこぼすからであ った。

　　 その他,食 事中に しては ならない ことは,途 中で立 った り,ト イ レに行 った りす るこ と。 こ

　 れは,今 も昔 も変わ りはない。それに田舎や都会で も変 わ らないだ ろうと思 う。

1,食 事 のあいさつについて
　 　 　 　 　 　 さ

　　 親指 と人指 し指の間に箸 を横 に してはさみ,そ のまま両手を合わせて,「 いただ きます 」 と

　 言 って食べ始 め,食 べ終わ った後は箸をおいて 「ごちそ うさまで した」 と言 った。現在は,箸

　 をおいて 「いただきます」 と 「ごちそ うさま」である。　　　 　・

J.食 事中の話題 につい て

　　 昔 は,誰 も何 も話 してはいけなかった。現在は話題 のあるものが静か に話す程度であ り,何

　 の話題 とあ ま り一定 してい ない。

　　 話 はさか のぼ るが,C.の 座席順の ことについての現在 を書 き忘れたので述べ る。現在 は座

　 席は別に決 まっていない。 けれ ども妻 ・嫁は ど うして も最後 まで料理でぽたぽたす るので調理

　 場に近い方 になって しまう。
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調査者 　No.284(m)　 　　　　 　　　 　　 調査 日　 昭和58年8月30日(火 曜 日)

被調査者　 N.H.　 性別　 f　　　　　　　 出生年　明治32年(84歳)(第1子)

出生地　滋賀県彦根市K町

生家の職業　 さ し物屋

現住所　滋賀県神埼郡N町

住所の変更 とその年度　昭和17年 に現住所 とな る

最終学歴　 H技 芸女学校　　　　　　　　　 結婚　大正13年(24歳)

被調査者 との関係　祖母

1.お 膳(箱 膳 など)の 時代

A.食 事の形式 と家庭環境について

　　 うちでは,こ の時代,「 箱膳 」 とい うものを使 ってお り,お 膳には,図238の よ うな配置で,
　 うつわ

　各器が置かれていた。 この時代は,おばあさん が嫁 に来た大正末期以前 からであ り,昭 和3,

4年 ごろまで続いたそ うだ。 当時 の家族構成は,本 人であるおば あちゃん,そ の夫 であ るお じ

　いちゃん,そ して弟子(う ちは禅寺 であるか ら)が2人 いた。ひ と りは大正 の終 りごろ,も う

　ひ とりは,昭 和 の最初に うちに来た。　 　　　 　　　　 　　 ,

　　当時の住所 は,滋 賀県神埼郡H村 と言 い,完 全に農村だ った。先に述 べた よ うに,禅 宗寺院

　であったか ら,当 然,戸 主であるお じいちゃんは僧侶 であった。

　　食事の形式が変化 した理 由は,簡 単 にす るためであ った と考え られ る。まわ りの家 も変化 し

　ていたため もあるよ うだ。

B.食 事をす る部屋 につ いて

　　当時食事を していた部屋は,今 でも古 いままの形で残 っていて,「 台所」 と呼んでいた し,

　今でもそ うだ。玄 関をはいると,大 きなたた きの庭があ り,そ の正面の部屋 がそ うだ。「台所」

　 と呼ぶが,普 通 の八畳間だ。その とな りには,"お くどさん"と 呼ぶか まどがあ って,こ こが

　本 当の台所であ った。食事を していた この"台 所"に は,箱 火鉢があ ったそ うだ。調度 とい っ

　て も,戸 棚が二つあ り,片 方には,湯 飲 み茶碗(客 用)や,お 盆等が しまってあ り,も うひ と

　つは,章 駄天神様を祭 ってあ る下にあ り,そ こに,箱 膳は しまった。檀家g人 が来 た りす ると,

　 この部屋 にあが らせて,話 した りしたそ うである。

C.ど の ような座 り方で食べ たか

　　座席順 は図239の ようになっていた。お じいちゃんが,夜,お 参 りに出かけている時以外は,
　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　うわしき

　みんなそろって食べたそ うだ。食べ る場所 は,畳 の上に上 敷が敷 いてあ り,全 員,座 ぶ とんを

図238 図239
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　ひいていた。

D.ご 飯 の他には,何 を食べ,何 を飲んでいたか

　 　朝食 は,み そ汁 とおかず(無 い時 もあ る)と,お 漬物 とお茶 で,昼 は,子 供 たちは学 校へ行

　 っている し,お じいち ゃん もいない ことが多 かったので,お ば あちゃんひ と りだけとい うこと

　 もあ ってか,お かず(無 い時 もある)と,お 漬物 にお茶だ った。御飯は,朝 に供えた,"お ぶ

　 くさん"← ・御仏飯がな まった と思われ る)を 食べた。

　 　夕食は,お かずに野菜物 が多 く,時 折,魚 な どを食べ る時 もあ った。当然,お 茶 も飲む。

　 　三食 とも質素だ ったそ うで,だ れか特別にちが った ものを食 べる とい うことはなかった。

E.食 事の時の御飯 の給仕について

　 　御飯は,本 人 であるおばあちゃん が給仕を して,順 序は,夫,子 供,自 分の順だ った。先 に

　述べた ように,仏 様へのお供えは,朝 食前に供えて,昼 に食べ,ま た,は つ ものの野菜や,め

　 ず らしいものは供 えた。晩 しゃ くは,誰 もしなか った。

F。 食事のあ とかたず けについて

　 　食後,お じいちゃんは僧堂時代の習慣で,茶 碗な どを茶 でゆす いだ。他は,お ばあち ゃんや

　 子供が さげて,洗 った。洗 った後,箱 膳に入れて前出の戸棚 に しまった。

G.食 器 の共用について

　 　おかず用の皿は,だ れ の皿 とは決 まっていなか った。箸箱は,お 膳時代か ら,飯 台時代の中

　 ごろ まで使 った。特に,お じいちゃんは最後まで使 っていた。

H.食 事 中 してはな らない ことにつ いて

　 　箸か ら箸へわたす ことはだめであ った(現 在 もそ うである)。食べ る順序については,み そ

　 汁が一番,そ して御飯,お かず とい う順序であ った。 また,三 黙堂(食 堂 ・浴室 ・禅堂では,

　 沈黙を保つこ と)の ひ とつ として,食 事 中は,い っさい話 してはならなか った。そ して,食 事

　 は正座 して行 い,姿 勢を くず してはならなか った。

1.食 事中のあいさつ について

　 　食べは じめは,合 掌 して 「いただきます」,食 べおわ った ら,合 掌 して 「ごちそ うさま」。

J.食 事中の話題 につ いて

　 　 先にも述べた ように,食 事中は話 さない。食後は,み んなで,今 日あ った ことなどの,世 間

　 話を した。

2.ち ゃぶ台(し っぽ く台,飯 台 など)の 時期

A.こ の時代の場 合は,二 つ に分け られ る。食事をす る場所 が移動 したためである。その ことは

　 後で述べる。食卓の ようす は図240の よ うである。「飯台」 と呼ばれていたテーブルの上 で食事

を した。 中央 の盛 り鉢には,お かず が よそ ってあ り,各 自か

皿 に とって食べ た。 この時期は,昭 和 の初めか ら,昭 和50年

ごろまで続 いた。家族は,おばあちゃん に お しい ちゃん,そ

して,箱 膳 の時期にいた養子 はひ と り家を 出てい て,別 に も

うひ とり養子にや って きていた(僕 の父)。 それか ら,こ の時

期 の間に,あ とひ と りの養 子 も別の寺の住職 とな り,父 は結

婚 して,僕 た ちが生 まれ た。従 って,僕 たちの小 さい頃は,

まだ飯台を使 って食事 を していた。住所 は,神 埼郡N町 とな

ったが場所は 同 じである。 戸主は,お じいち ゃんか ら父 に変

わ ったが,僧 侶だ った。ただ し,父 はH大 学教員 も兼ねた。

食事形式が変化 したのは,テ レビが普及 して,家 族談 らんの 図240
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部屋 が変化 したの と,後 にテーブルの時期に変わ ったのは,か ま どがな くな り,そ こに新 しく

　台所 ができたためである。

B.食 事する部屋 は先に述べた とお り,こ の時期に,"台 所"か ら,別 の部屋 に移 った。 この部

屋を何 と呼 ぶかは定 まっていなか ったが,「御飯 の部屋」 とか,最 近では,「 テ レビの部屋」 と

か呼んでいる。 この部屋は六畳 間で,戸 棚二つ と本棚 と押 し入れだんすが あ り,こ の時 期の最

　後の頃には,テ レビや ステ レオが置かれた。

C.座 席は図241の とお りであ り,お じいち ゃんが亡 くなってか らは,図242と なった。食 事は,

　お じいち ゃんが法事 に出かけていた り,父 が遅 い時があったが,た いてい朝食 と夕食はそろ っ

　て食べたそ うだ。部屋は畳で,座 ぶとんは全員 あ った。

D.こ の頃は,1の 時期 とさほ ど変わ りないが,孫 ができてか らは,肉 とか も食べ るよ うにな っ

　た とい う。

E.母 が嫁 にきてか らは,母 が給 仕を した。普通 よそ う順 は,お じいちゃん,父,お ば あちゃん,

　母 の順だが,僕 たちが生 まれてか らは,孫 が一番だ ったそ うだ。仏様へのお供 えは,1の 時期

　 と何 の変化 もない。晩 しゃ くもな し。

F.お じいちゃんは亡 くなるまで,お 茶で,茶 碗等をゆすいでいたそ うだが,そ の後で,他 の と

　い っしょに,洗 い直す ようになった。食事 が終わ るとす ぐ,母 やおばあちゃんが,あ とかたづ

　けを して,洗 った。洗 った食器は戸棚 に しまった。

G.共 用の食器は,皿 と,お かず のよそ ってある盛 り鉢 ぐらいであ る。それ には,野 菜料理や,

　魚な どが盛 られた。箸箱は,お じい ちゃんのみが使用 して,後 は,箸 たてにたて られた。

H,箸 か ら箸 へ食べ物をわたす ことは,だ めで,食 べ る順序は,決 め られていなか った。食事中

　 のお しゃべ りも,少 しずつ柔 らいで,僕 たちが生 まれた時には,話 していたそ うだ。食べ る時

　 の姿勢は,や は り正座 であ った。その他,テ レビが置かれ てか らは,食 事中,テ レビを見 るこ

　 とは,許 されなか った。

1.食 前,食 後のあいさつは,1の 時期 と同 じであ った。

J.食 事中のお しゃべ りが許 されてか らは,み んな話 していた。世間話が多か った よ うであ る。

3.現 在(椅 子式テーブル)の 時期

　一 この時期については,2の 時期 と類似 してい る所が多いので,異 なる点のみ記述す る。

A.こ の時期は,か まどが取 り払われ,新 しい台所がで きた昭 和50年 からは じまる。家族構成は,

　 おばあちゃん,父,母,僕,妹 二人の6名 である。住所は変化 しないが,あ た りは住宅地化 し

　 て きた。京 都 ・大阪のベ ッ ドタウソ化 してきたわけであ る。

B.食 事す る部屋 は 「台所」 と呼び,そ の部屋 は食事 と,十 時や三時の休憩 に利用 している。 そ

図241 図242
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　の部屋には,テ ーブルの他に,戸 棚が五つ,冷 蔵庫,流

　 し台等があ り,大 きさは,約 八畳 の長方形の部屋である。

C.座 席 は図243の とお りであ る。 この時期に なると,朝

食は,ば らば らに と り,昼 食 も夕食 も,う ちにい る者 は,

　そ ろって食べた。食べ る場所は板 の間 で,冬にな るとカー

　ペ ッ トを敷 く。

D.た いてい同 じだが,夕 食はだいぶ豪華に なった。朝食

　は,僕 や妹はパン と牛乳 です ませる ようになった。

E.給 仕 は母 が して,順 序 は,父,僕,下 の妹,お ば あ ち

　 ゃん,上 の妹,母 の 順 で あ る。 晩 し ゃ くは,父 が 毎 晩 す る。

図243

F.食 後,茶 碗等を茶 でゆす ぐことは,し な くなった。母や,妹 が後かたずけを して,洗 うのは,

特 に母 が してい る。洗 った食器は戸棚 へ しまった。

G.2の 時期 と変化な し。箸箱 はもうだれ も使わ ない。

H.食 事 中の姿勢は,椅 子にこ しかけているが,ひ どい姿勢は許 されな い。おば あちゃんや,父

　は,椅 子の上 で座 る場合 もある。

1.食 前,食 後 のあ いさつは,だ いぶ怠慢にな った。

J.み んな,い ろい ろな ことを食事中に話す。世 間話(学 校の話 も含む)や,父 の説教 じみた話

　 も時 々ある。
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